
【
ロ

ジ
ッ

ク
モ

デ
ル

・
指

標
の

達
成

度
】

単
位

：
千

円
■

令
和

５
年

度
事

業
費

支
出

内
訳

（
上

位
３

事
業

）

(1
)

(2
)

(3
)

 

年
度

目
標

目
標

実
績

達
成

率

目
標

目
標

目
標

【
直

接
成

果
-
5
】

「
早

寝
・
早

起
き

・
朝

ご
は

ん
カ

レ
ン

ダ
ー

」
の

取
り

組
み

園
数

園
目

標
2
1
8

2
6
7

2
1
8

要
検

討
実

績
1
5
6

1
2
6

-
達

成
率

7
2
%

4
7
%

事 業 の 概 要

小
学

校
入

学
時

に
基

本
的

生
活

習
慣

（
挨

拶
や

返
事

・
姿

勢
よ

く
座

る
・
静

か
に

話
を

聞
く
）
が

身
に

つ
い

て
い

る

浴
場

組
合

連
携

事
業

委
託

園
と

家
庭

の
連

携
に

よ
り

子
ど

も
た

ち
が

基
本

的
生

活
習

慣
を

身
に

つ
け

る
取

組
み

を
推

進
す

る
と

と
も

に
、

幼
保

小
連

携
に

よ
る

幼
児

と
児

童
の

交
流

活
動

、
教

員
と

保
育

者
の

交
流

研
修

等
に

よ
り

、
相

互
が

理
解

を
深

め
、

教
育

・
保

育
に

活
か

し
、

子
ど

も
の

学
び

の
構

え
を

育
む

。

幼
児

教
育

研
修

生
活

リ
ズ

ム
啓

発

千
円

千
円

千
円

8
,1

4
7

2
,6

3
7

1
,4

9
8

内
訳

国
庫

負
担

金
・
補

助
金

受
益

者
負

担
金

対
応

す
る

予
算

事
業

名
幼

児
教

育
振

興
事

業
子

育
て

活
動

支
援

事
業

（
家

庭
教

育
推

進
事

務
）

⑥
重

点
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
共

通
の

成
果

（
⑤

最
終

成
果

（
理

想
）
が

伸
び

た
ら

こ
う

な
る

）

区
政

全
体

に
対

す
る

区
民

の
満

足
度

　
6
7
％

主
な

内
容

主
な

内
容

主
な

内
容

1
2
,
6
6
4

1
2
,
8
3
9

1
6
,
7
4
3

1
2
,
6
6
4

①
投

入
資

源
（
イ

ン
プ

ッ
ト

）

年
度

４
年

度
５

年
度

６
年

度

影
響

要
因

・
　

各
園

に
お

け
る

職
員

応
援

体
制

・
　

各
園

に
お

け
る

独
自

の
教

育
・
保

育
理

念 ・
　

生
活

リ
ズ

ム
に

関
す

る
保

護
者

の
認

識

・
　

個
々

の
子

ど
も

の
発

育
状

態
・
　

保
護

者
の

子
ど

も
へ

の
関

わ
り

方
・
　

家
庭

ご
と

の
生

活
リ

ズ
ム

・
　

保
護

者
の

意
識

1
,
6
0
3

【
活

動
-
4
】

「
早

寝
・
早

起
き

・
朝

ご
は

ん
」
４

週
間

版
チ

ェ
ッ

ク
ブ

ッ
ク

の
配

布
冊

数

7
0
%

達
成

実
績

-
-

達
成

率
達

成
率

9
6
,
1
6
7

8
3
,
3
0
4

‐

総
事

業
費

(a
+
b)

1
0
9
,
0
0
6

1
0
0
,
0
4
7

税
外

収
入

事
業

費
(a

)

人
件

費
(b

)

1
0
0
%

1
0
0
%

実
績

目
標

4
,0

0
0

や
や

順
調

【
直

接
成

果
-
4
】

年
間

を
通

じ
て

幼
児

の
身

体
を

動
か

す
遊

び
を

す
る

時
間

が
一

日
１

時
間

以
上

の
就

学
前

施
設

の
割

合
（
公

私
立

園
）

目
標

5
,7

5
4

3
,9

2
9

9
1
%

6
2
%

1
2
7
%

1
2
9
%

8
9
%

7
0
%

7
0
%

9
0
.3

%

R
5

-

％
6
3
0
0

6
,3

3
0

2
9

達
成

達
成

率

実
績

【
直

接
成

果
-
1
】

教
育

・
保

育
力

向
上

研
修

（
年

齢
別

運
動

遊
び

研
修

を
含

む
）
参

加
者

数
（
延

べ
人

数
）

達
成

率

目
標

実
績

- -
実

績

7
0
%

や
や

順
調

【
中

間
成

果
-
2
】

体
力

測
定

値
(ﾃ

ﾆ
ｽ

ﾎ
ﾞｰ

ﾙ
投

げ
･立

ち
幅

跳
び

)が
全

国
平

均
値

を
上

回
っ

た
５

歳
児

園
児

の
割

合
(公

私
立

参
加

園
)

-
実

績

達
成

率
達

成
率

9
0

達
成

【
最

終
成

果
】

基
本

的
生

活
習

慣
（
挨

拶
や

返
事

・
姿

勢
良

く
座

る
・

静
か

に
話

を
聞

く
）
が

身
に

つ
い

て
い

る
小

学
1
年

生
    

の
割

合
"

    

-
-

実
績

【
中

間
成

果
-
1
】

小
学

校
と

連
携

活
動

を
実

施
し

た
就

学
前

施
設

の
割

合

9
0
.0

%
2
,1

0
0

達
成

達
成

率

9
2
.0

%
9
4
.0

%

8
8
.5

%
8
9
.4

%

-

R
6

年
度

単
位

R
5

目
標

達
成

状
況

③
成

果
指

標
年

度
R

4

対
象

※
　

そ
の

他
の

場
合

記
入

昨
年

度
の

反
映

結
果

に
対

す
る

取
組

状
況

そ
の

他
区

民
・
保

育
者

・
教

員

項
目

取
組

状
況

具
体

的
に

目
的

（
⑤

最
終

成
果

（
理

想
）
）

内
容

Ｓ
Ｄ

Ｇ
s関

連
す

る
ゴ

ー
ル

・
タ

ー
ゲ

ッ
ト

に
対

す
る

貢
献

状
況

基
本

的
生

活
習

慣
を

身
に

つ
け

る
こ

と
で

、
逆

境
を

乗
り

越
え

る
力

な
ど

子
ど

も
の

自
己

肯
定

感
が

育
ま

れ
、

環
境

に
左

右
さ

れ
ず

自
立

し
て

生
き

抜
く
力

を
獲

得
し

、
子

ど
も

の
貧

困
の

連
鎖

を
な

く
し

て
い

く
。

ま
た

、
幼

保
小

連
携

活
動

の
推

進
に

よ
り

子
ど

も
た

ち
が

自
立

す
る

力
を

培
う

の
に

最
も

重
要

な
児

童
期

の
教

育
へ

の
ス

ム
ー

ズ
な

移
行

に
貢

献
し

て
い

る
。

令
和

６
年

度
重

点
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
事

業
評

価
調

書
（
令

和
５

年
度

事
業

分
）

視
点

再
掲

重
点

目
標

①
家

庭
・
地

域
と

連
携

し
子

ど
も

の
学

び
を

支
え

育
む

重
点

項
目

就
学

前
教

育
の

充
実

記
入

所
属

ひ
と

子
ど

も
家

庭
部

子
ど

も
施

設
指

導
・
支

援
課

就
学

前
教

育
推

進
担

当
（
R

5
、

子
ど

も
施

設
運

営
課

）
子

ど
も

家
庭

部
子

ど
も

政
策

課
子

ど
も

施
策

推
進

担
当

(R
5
、

青
少

年
課

)

事
業

名
№

1
「
幼

児
教

育
推

進
事

業
・
子

育
て

活
動

支
援

事
業

(R
5
、

家
庭

教
育

推
進

事
務

)」
協

働 ・
協

創

保
育

・
入

園
課

、
私

立
保

育
園

課
、

幼
稚

園
・
地

域
保

育
課

と
基

本
的

生
活

習
慣

を
身

に
付

け
る

取
り

組
み

や
幼

保
小

連
携

に
つ

い
て

協
働

し
て

い
る

。
ま

た
衛

生
部

と
協

働
し

早
寝

・
早

起
き

・
朝

ご
は

ん
カ

レ
ン

ダ
ー

に
                          

食
育

と
虫

歯
予

防
の

内
容

を
掲

載
し

て
い

る
。

                      

Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
関

連
す

る
ゴ

ー
ル

・
タ

ー
ゲ

ッ
ト

目
標
に
直
結

4
.
2

1
,
6
3
3

0

0

R
6

6
年

度
R

4

0
0

②
活

動
（
ア

ウ
ト

プ
ッ

ト
）

※
区

が
行

う
直

接
の

活
動

③
直

接
成

果
（
②

の
活

動
の

直
接

的
な

結
果

）
④

中
間

成
果

（
③

の
成

果
が

伸
び

た
ら

、
ど

う
な

る
か

）
⑤

最
終

成
果

（
理

想
）

R
6

【
事

業
の

概
要

】
１

　
就

学
前

施
設

の
保

育
者

・
幼

稚
園

教
諭

等
を

対
象

と
し

た
幼

児
教

育
に

　
関

す
る

研
修

を
実

施
す

る
【
活

動
-
1
】

２
　

小
学

校
教

員
と

就
学

前
施

設
保

育
者

と
の

幼
保

小
連

携
に

関
す

る
合

同
　

研
修

を
実

施
す

る
【
活

動
-
2
】

３
　

幼
保

小
連

携
ブ

ロ
ッ

ク
担

当
者

会
議

を
実

施
す

る
【
活

動
-
3
】

４
　

「
早

寝
・
早

起
き

・
朝

ご
は

ん
」
４

週
間

版
チ

ェ
ッ

ク
ブ

ッ
ク

の
作

成
・
配

布
を

　
す

る
【
活

動
-
4
】

１
　

教
育

・
保

育
力

向
上

研
修

参
加

者
数

が
増

え
る

【
直

接
成

果
-
1
】

２
　

運
動

遊
び

を
実

施
し

て
い

る
就

学
前

施
設

の
割

合
が

増
え

る
【
直

接
成

果
-
1
】

３
　

接
続

期
教

育
研

修
参

加
施

設
の

割
合

が
増

え
る

【
直

接
成

果
-
2
】

４
　

「
あ

だ
ち

幼
保

小
接

続
期

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

」
を

活
用

し
て

い
る

就
学

前
施

設
の

　
割

合
が

増
え

る
【
直

接
成

果
-
3
】

５
　

一
日

１
時

間
以

上
、

幼
児

の
身

体
を

動
か

す
遊

び
を

す
る

就
学

前
施

設
の

割
合

　
が

増
え

る
【
直

接
成

果
-
4
】

６
　

「
早

寝
・
早

起
き

・
朝

ご
は

ん
」
カ

レ
ン

ダ
ー

が
園

（
家

庭
）
で

活
用

さ
れ

る
　

【
直

接
成

果
-
5
】

１
　

小
学

校
入

学
後

の
生

活
を

意
識

し
た

教
育

・
保

育
が

実
践

さ
れ

る
２

　
幼

児
の

運
動

能
力

が
向

上
し

、
小

学
校

の
体

育
へ

の
意

欲
が

　
育

ま
れ

る
３

　
「早

寝
・
早

起
き

・
朝

ご
は

ん
」
な

ど
、

正
し

い
生

活
リ

ズ
ム

が
　

身
に

つ
く
子

ど
も

が
増

え
る

　
小

学
校

入
学

時
に

基
本

的
生

活
習

慣
が

身
に

つ
い

て
お

り
、

幼
児

教
育

か
ら

小
学

校
教

育
へ

滑
ら

か
に

移
行

す
る

こ
と

が
で

き
る

単
位

②
活

動
指

標
実

績
実

績
目

標
単

位
単

位  
％

  

人
％

達
成

状
況

④
成

果
指

標

影
響

要
因

影
響

要
因

最
終

目
標

R
4

R
5

年
度

実
績

目
標

達
成

状
況

⑤
成

果
指

標

【
活

動
-
2
】

接
続

期
教

育
研

修
実

施
回

数

目
標

2

達
成

【
直

接
成

果
-
2
】

接
続

期
教

育
研

修
参

加
施

設
（
５

歳
児

定
員

有
就

学
前

施
設

・
小

学
校

）
の

割
合

達
成

率

％
％

【
活

動
-
1
】

教
育

・
保

育
力

向
上

研
修

（
年

齢
別

運
動

遊
び

研
修

を
含

む
）
実

施
回

数

目
標

1
0
0
%

1
3
5
%

2
,1

0
0

2
,8

4
0

2
,0

9
7

2
,1

0
0

9
0
%

7
8
%

6
3
.1

%

7
0
%

7
0
%

5
4
.9

%
実

績

【
活

動
-
3
】

幼
保

小
連

携
ブ

ロ
ッ

ク
担

当
者

会
議

開
催

数

目
標

2

達
成

【
直

接
成

果
-
3
】

５
歳

児
が

在
籍

す
る

就
学

前
施

設
の

内
、

幼
保

小
連

携
活

動
の

中
で

あ
だ

ち
幼

保
小

接
続

期
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
を

活
用

し
て

い
る

園
の

割
合

目
標

9
0
%

8
3
.5

%

9
3
%

％

順
調

実
績

-
実

績
-

達
成

率
達

成
率

9
0
%

9
0
%

9
0
.3

%

9
0
%

1
0
5
%

9
0
%

【
中

間
成

果
-
3
】

「
早

寝
・
早

起
き

・
朝

ご
は

ん
を

心
が

け
る

よ
う

に
な

っ
た

」
と

回
答

し
た

方
の

割
合

％

順
調

実
績

-

達
成

率

7
3
%

8
1
.2

%
8
4
.2

1
1
1
%

9
3
.6

1
0
4
%

6
0
%

6
0
%

7
7
%

7
8
%

4
5
.9

%
4
6
.7

%
や

や
遅

れ
て

い
る

6
0
%

冊回 回 回

1
0
3
%

1
0
0
%

2
2

3
0

2
9

2
9

2
9

2
2

1
0
0
%

1
0
0
%

2
2

2
2

1
0
0
%

外
的
な
要
因

大
行
政
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
要
素

大

Ⅲ　重点プロジェクト事業 事業別評価の反映結果
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【
評

価
結

果
・
提

言
を

受
け

て
の

取
組

】
（
反

映
結

果
）

【
全

体
評

価
の

経
年

動
向

】

4
4

4
3.

5

区
民

評
価

結
果

4

【
目

標
・
成

果
の

達
成

度
へ

の
評

価
】

　
幼

保
小

連
携

活
動

に
関

し
て

は
、

【
活

動
-
1
】
か

ら
【
活

動
-
3
】
ま

で
に

掲
げ

る
研

修
等

を
着

実
に

実
施

し
、

そ
れ

に
対

す
る

直
接

成
果

も
一

定
程

度
目

標
に

近
い

達
成

状
況

に
な

っ
て

い
る

こ
と

か
ら

、
小

学
校

入
学

後
の

生
活

を
意

識
し

た
教

育
・
保

育
が

実
践

さ
れ

て
い

る
と

評
価

す
る

。
　

一
方

で
家

庭
教

育
推

進
に

関
し

て
は

、
【
活

動
-
4
】
【
直

接
成

果
-
5
】
の

と
お

り
実

績
が

低
下

し
て

い
る

。
取

組
み

に
負

担
感

を
感

じ
る

施
設

、
保

護
者

が
増

え
て

い
る

と
の

こ
と

で
あ

る
が

、
例

年
課

題
と

し
て

取
り

上
げ

ら
れ

て
い

る
が

、
一

向
に

改
善

の
見

通
し

が
立

っ
て

い
な

い
。

原
因

分
析

を
早

急
に

行
い

、
事

業
改

善
を

図
る

必
要

が
あ

る
と

考
え

る
。

【
今

後
の

事
業

の
予

定
・
方

向
性

へ
の

評
価

】
　

幼
保

小
連

携
活

動
を

行
う

こ
と

が
ね

ら
い

で
は

な
く
、

子
ど

も
の

実
態

に
合

っ
た

活
動

を
保

育
者

と
教

員
が

と
も

に
検

討
し

、
体

験
結

果
か

ら
ど

の
よ

う
な

姿
に

つ
な

が
っ

て
い

る
か

を
共

有
し

て
い

く
こ

と
を

課
題

と
と

ら
え

、
活

動
へ

の
落

と
し

込
み

を
図

っ
て

い
る

点
は

評
価

で
き

る
。

ま
た

、
保

育
教

育
に

は
地

域
性

が
大

き
く
関

与
す

る
た

め
、

ブ
ロ

ッ
ク

ご
と

の
会

議
実

施
は

有
効

で
あ

る
が

、
様

々
な

意
見

が
出

て
い

る
こ

と
か

ら
、

そ
れ

ら
の

意
見

に
対

し
て

区
と

し
て

の
明

確
な

取
組

方
針

を
策

定
し

示
す

べ
き

で
あ

る
と

考
え

る
。

　
事

業
改

善
に

向
け

た
課

題
の

洗
い

出
し

、
実

施
内

容
が

あ
ま

り
見

え
な

い
点

は
残

念
で

あ
る

。
「
早

寝
・
早

起
き

・
朝

ご
は

ん
」
チ

ェ
ッ

ク
ブ

ッ
ク

は
、

園
と

保
護

者
の

負
担

感
の

割
に

は
子

ど
も

の
行

動
変

容
の

程
度

が
見

え
に

く
く
、

抜
本

的
な

見
直

し
が

必
要

と
考

え
る

。
各

種
研

修
の

頻
度

や
実

施
時

期
、

実
施

内
容

に
つ

い
て

、
幼

保
小

関
連

施
設

及
び

従
事

者
の

ニ
ー

ズ
の

把
握

に
努

め
、

改
善

に
結

び
付

け
て

ほ
し

い
。

3
.5

・
実

績
が

減
少

し
た

要
因

と
し

て
、

配
付

希
望

施
設

が
1
9
施

設
減

少
（
1
1
8
→

9
9
）
。

取
り

組
み

に
対

し
て

負
担

感
を

感
じ

る
施

設
、

保
護

者
が

増
え

て
い

る
た

め
と

考
え

る
。

早
寝

早
起

き
朝

ご
は

ん
の

配
布

物
は

現
状

２
種

類
あ

り
、

令
和

７
年

度
か

ら
は

４
週

間
版

チ
ェ

ッ
ク

ブ
ッ

ク
は

小
学

１
年

生
向

け
の

確
認

用
と

し
て

継
続

し
、

１
年

間
版

カ
レ

ン
ダ

ー
は

廃
止

に
し

未
就

学
児

向
け

の
新

シ
ー

ト
の

作
成

を
検

討
す

る
。

そ
も

そ
も

家
庭

教
育

の
推

進
で

あ
る

た
め

、
家

庭
内

で
親

子
が

楽
し

く
取

り
組

め
る

内
容

で
あ

る
べ

き
で

あ
り

、
就

学
前

に
基

本
的

な
生

活
習

慣
を

身
に

つ
け

よ
う

と
心

が
け

る
機

会
と

な
る

も
の

を
検

討
し

て
い

く
。

・
幼

保
小

連
携

活
動

の
取

組
方

針
に

つ
い

て
、

各
ブ

ロ
ッ

ク
会

議
の

意
見

や
小

学
校

1
年

生
ア

ン
ケ

ー
ト

の
結

果
を

受
け

て
、

「
食

器
を

持
っ

た
り

、
手

を
添

え
た

り
し

な
が

ら
食

べ
る

」
こ

と
を

重
点

課
題

と
し

て
設

定
し

、
各

小
学

校
及

び
就

学
前

施
設

に
周

知
し

た
。

ま
た

、
課

題
解

決
に

向
け

て
、

手
指

の
発

達
を

促
す

遊
び

を
取

り
入

れ
る

こ
と

や
食

器
に

手
を

添
え

て
食

べ
ら

れ
る

よ
う

保
育

者
が

援
助

を
行

う
こ

と
の

協
力

依
頼

を
区

立
園

長
会

及
び

私
立

園
長

会
で

行
っ

た
。

・
研

修
内

容
の

改
善

に
つ

い
て

、
教

育
・
保

育
力

向
上

研
修

の
受

講
者

ア
ン

ケ
ー

ト
回

答
者

で
は

、
「
研

修
内

容
を

現
場

で
活

用
し

た
い

」
と

回
答

し
た

割
合

は
、

9
5
.9

％
で

あ
っ

た
。

研
修

内
容

を
さ

ら
に

保
育

現
場

で
活

用
で

き
る

よ
う

、
各

園
の

実
情

に
応

じ
た

園
内

研
修

を
推

進
し

、
就

学
前

施
設

に
対

し
て

積
極

的
に

利
用

を
呼

び
か

け
て

い
く
。

【
区

民
評

価
委

員
会

の
評

価
】
（
３

次
評

価
）

反
映

結
果

の
評

価
目

標
・
成

果
の

達
成

度
へ

の
評

価
今

後
の

事
業

の
予

定
、

方
向

性
へ

の
評

価
全

体
評

価

反
映

結
果

達
成

度

方
向

性
R

2
R

3
R

4
R

5

庁
内

評
価

結
果

【
所

属
の

自
己

分
析

】
（
一

次
評

価
）

指
標

分
析

課
題

分
析

今
後

の
事

業
の

予
定

（
短

期
）
・
方

向
性

（
中

・
長

期
）

【
活

動
-
1
,活

動
-
2
】
令

和
５

年
度

も
引

き
続

き
、

教
育

・
保

育
力

向
上

研
修

に
加

え
・
教

育
・
保

育
課

題
研

修
（
衛

生
管

理
等

）
を

実
施

す
る

こ
と

で
保

育
環

境
の

見
直

し
や

保
育

者
の

関
わ

り
を

意
識

し
た

保
育

を
実

践
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

研
修

参
加

者
は

研
修

参
加

目
標

の
２

，
１

０
０

人
に

対
し

て
、

３
人

下
回

る
２

，
０

９
７

人
(区

立
園

９
９

９
人

、
私

立
園

１
，

０
９

８
人

）
の

参
加

と
な

っ
た

が
、

概
ね

目
標

ど
お

り
だ

っ
た

。
接

続
期

教
育

研
修

に
つ

い
て

は
、

幼
保

小
の

接
続

期
か

ら
架

け
橋

期
に

変
わ

っ
た

背
景

や
概

要
等

に
関

す
る

研
修

を
２

回
行

っ
た

。
令

和
５

年
度

か
ら

オ
ン

デ
マ

ン
ド

形
式

か
ら

対
面

型
・
集

合
研

修
で

実
施

し
た

た
め

、
受

講
者

の
相

互
啓

発
に

つ
な

が
り

、
連

携
活

動
の

重
要

性
に

つ
い

て
、

理
解

が
深

ま
り

、
目

標
を

達
成

す
る

こ
と

が
で

き
た

。
【
活

動
-
3
】
令

和
５

年
度

は
、

幼
保

小
連

携
ブ

ロ
ッ

ク
担

当
者

会
議

を
２

回
実

施
し

た
。

さ
ら

に
連

携
を

深
め

て
い

く
た

め
、

全
1
3
ブ

ロ
ッ

ク
が

個
別

に
ブ

ロ
ッ

ク
会

議
を

開
催

し
た

。
こ

の
た

め
、

子
ど

も
同

士
や

職
員

同
士

の
連

携
活

動
が

密
に

行
わ

れ
、

あ
だ

ち
幼

保
小

接
続

期
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
の

活
用

に
つ

な
が

り
、

目
標

を
達

成
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

【
活

動
－

4
】
・
「
早

寝
・
早

起
き

・
朝

ご
は

ん
」
４

週
間

チ
ェ

ッ
ク

ブ
ッ

ク
の

配
布

冊
数

は
減

少
し

、
目

標
値

達
成

率
6
2
％

と
低

下
し

た
。

要
因

と
し

て
、

配
付

希
望

施
設

が
1
9
施

設
減

少
（
1
1
8
→

9
9
）
。

取
り

組
み

に
対

し
て

負
担

感
を

感
じ

る
施

設
、

保
護

者
が

増
え

て
い

る
た

め
と

考
え

る
。

・
カ

レ
ン

ダ
ー

（
1
年

間
）
ま

た
は

チ
ェ

ッ
ク

ブ
ッ

ク
（
4
週

間
）
の

ど
ち

ら
か

に
取

り
組

ん
で

い
る

施
設

数
は

1
2
6

園
、

普
及

率
は

4
7
％

程
度

に
低

下
。

主
な

減
少

要
因

は
、

私
立

幼
稚

園
と

私
立

保
育

園
で

取
り

組
み

園
数

が
減

少
し

た
た

め
。

・
ア

ン
ケ

ー
ト

で
「
早

寝
・
早

起
き

・
朝

ご
は

ん
を

心
が

け
る

よ
う

に
な

っ
た

」
、

「
既

に
心

が
け

て
い

る
」
と

回
答

し
た

方
を

合
わ

せ
た

割
合

は
8
4
.2

％
と

な
っ

た
。

【
幼

児
教

育
推

進
事

業
】

・
幼

保
小

連
携

活
動

を
行

う
こ

と
で

、
子

ど
も

の
学

び
が

深
ま

り
、

遊
び

や
生

活
に

活
か

さ
れ

た
実

践
事

例
の

報
告

が
あ

っ
た

。
活

動
を

行
う

こ
と

が
ね

ら
い

で
は

な
く
、

子
ど

も
の

実
態

に
合

っ
た

活
動

を
小

学
校

教
員

と
就

学
前

施
設

の
保

育
者

が
と

も
に

検
討

し
、

子
ど

も
た

ち
の

体
験

か
ら

ど
の

よ
う

な
姿

に
つ

な
が

っ
て

い
る

か
を

共
有

し
て

い
く
こ

と
が

求
め

ら
れ

る
。

・
運

動
あ

そ
び

研
修

の
参

加
人

数
は

、
他

の
研

修
よ

り
少

な
い

。
運

動
あ

そ
び

と
は

、
何

か
が

で
き

る
こ

と
を

目
的

と
す

る
の

で
は

な
く
、

子
ど

も
が

様
々

な
こ

と
に

意
欲

を
持

っ
て

挑
戦

す
る

力
を

育
む

た
め

に
、

保
育

者
が

援
助

し
た

り
、

環
境

を
準

備
し

た
り

す
る

基
本

的
な

こ
と

を
伝

え
る

必
要

が
あ

る
。

そ
の

た
め

に
、

運
動

あ
そ

び
モ

デ
ル

事
業

を
通

し
て

作
成

す
る

指
導

案
を

基
に

、
研

修
を

通
し

て
周

知
し

て
い

く
。

【
家

庭
教

育
推

進
事

務
】

・
「
早

寝
・
早

起
き

・
朝

ご
は

ん
」
４

週
間

チ
ェ

ッ
ク

ブ
ッ

ク
は

明
確

な
目

標
が

設
定

さ
れ

て
い

る
こ

と
や

楽
し

ん
で

取
り

組
め

る
こ

と
か

ら
好

評
で

あ
る

。
カ

レ
ン

ダ
ー

１
年

間
版

も
実

施
園

で
は

子
ど

も
自

身
の

意
識

付
け

に
つ

な
が

り
好

評
で

あ
っ

た
が

、
期

間
が

長
い

こ
と

か
ら

負
担

感
を

感
じ

実
施

を
躊

躇
す

る
園

も
一

定
数

あ
る

。
・
ア

ン
ケ

ー
ト

の
結

果
を

検
証

し
、

事
業

の
改

善
に

つ
な

げ
る

必
要

が
あ

る
。

【
幼

児
教

育
推

進
事

業
】

【
短

期
】

・
「
家

庭
で

心
が

け
た

い
１

０
の

大
切

な
こ

と
」
に

合
わ

せ
、

区
立

園
で

行
っ

て
い

る
歯

磨
き

習
慣

、
身

の
回

り
の

こ
と

を
自

分
で

行
う

、
自

然
に

触
れ

る
体

験
等

の
活

動
を

S
N

S
（
X
)で

年
間

６
回

発
信

→
家

庭
へ

の
啓

発
【
中

・
長

期
】

・
（
幼

保
小

連
携

ブ
ロ

ッ
ク

会
議

の
開

催
）

　
互

い
の

教
育

・
保

育
内

容
の

理
解

を
深

め
、

保
育

者
と

教
員

が
架

け
橋

期
に

お
け

る
子

ど
も

の
育

ち
の

連
続

性
や

変
化

の
共

有
を

図
る

。
・
（
接

続
期

教
育

研
修

の
実

施
）

　
研

修
や

連
携

活
動

を
通

し
て

、
あ

だ
ち

幼
保

小
接

続
期

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

を
各

就
学

前
施

設
に

浸
透

さ
せ

る
。

・
（
運

動
遊

び
モ

デ
ル

事
業

の
拡

充
）

　
学

識
経

験
者

（
日

本
体

育
大

学
）
と

運
動

遊
び

モ
デ

ル
事

業
で

得
ら

れ
た

成
果

に
基

づ
き

、
指

導
案

を
作

成
。

指
導

案
に

基
づ

き
、

研
修

を
実

施
す

る
。

【
家

庭
教

育
推

進
事

務
】

【
短

期
】

・
引

き
続

き
、

希
望

調
査

時
に

各
園

で
行

わ
れ

て
い

る
活

用
方

法
の

紹
介

や
使

い
方

の
工

夫
も

含
め

た
提

案
を

行
う

。
・
「
早

寝
・
早

起
き

・
朝

ご
は

ん
」
４

週
間

チ
ェ

ッ
ク

ブ
ッ

ク
や

カ
レ

ン
ダ

ー
１

年
間

版
に

取
り

組
ん

だ
効

果
や

課
題

を
洗

い
出

し
、

事
業

の
改

善
に

つ
な

げ
る

。
・
基

本
的

な
生

活
習

慣
を

身
に

付
け

る
取

り
組

み
を

検
討

し
て

い
く
。

【
中

・
長

期
】

・
継

続
的

に
啓

発
リ

ー
フ

レ
ッ

ト
、

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

、
S
N

S
等

に
よ

り
事

業
を

周
知

し
、

生
活

リ
ズ

ム
の

確
立

に
役

立
つ

取
り

組
み

と
し

て
定

着
さ

せ
て

い
く
。

【
庁

内
評

価
委

員
会

の
評

価
】
（
２

次
評

価
）

評
価

結
果

全
体

評
価

反
映

結
果

・
反

映
状

況

S
T
E
P
2 S
T
E
P
3

S
T
E
P
4

S
T
E
P
1

評
価
中
止

評
価

対
象
外

評
価

対
象
外

Ⅲ　重点プロジェクト事業 事業別評価の反映結果
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【
ロ

ジ
ッ

ク
モ

デ
ル

・
指

標
の

達
成

度
】

単
位

：
千

円
■

令
和

５
年

度
事

業
費

支
出

内
訳

（
上

位
３

事
業

）

(1
)

(2
)

(3
)

 

年
度

目
標

目
標

実
績

達
成

率

目
標

目
標

目
標

実
績

達
成

率

目
標

や
や

順
調

実
績

8
4
.1

%
％

8
5
.0

%
8
5
.0

%

9
8
.9

%

【
最

終
成

果
-
2
】

「
全

国
学

力
・
学

習
状

況
調

査
」
に

お
け

る
国

の
正

答
率

と
の

差
（
中

学
3

年
・
数

学
）

％

+
1
pt -

【
中

間
成

果
-
3
】

「
勉

強
は

好
き

だ
」に

肯
定

的
な

回
答

を
し

た
児

童
・

生
徒

の
割

合

％

6
0
.0

%
6
0
.0

%
6
0
.0

%

や
や

順
調

実
績

5
6
.5

%
5
4
.9

%
-

達
成

率
9
4
.2

%
9
1
.5

%

-

【
活

動
-
2
】

そ
だ

ち
指

導
の

充
足

率
目

標
1
0
0
.0

%
1
0
0
.0

%
1
0
0
.0

%

達
成

【
直

接
成

果
-
2
】

そ
だ

ち
指

導
を

受
け

た
児

童
か

ら
の

評
価

　
※

そ
だ

ち
指

導
終

了

時
の

ア
ン

ケ
ー

ト
で

「
大

変
良

か
っ

た
」
「
良

か
っ

た
」
と

回
答

し
た

児
童

の
割

合

5
7
.6

%
9
9
.9

%
達

成
率

％

達
成

率

8
3
.3

%

8
.0

%

影
響

要
因

影
響

要
因

6
6
.1

%

目
標

8
.0

%

実
績

1
2
.1

%

達
成

率
9
9
.7

%
9
9
.7

%

1
0
0
.0

%
1
0
0
.0

%
1
0
0
.0

%

単
位

単
位

％
％

最
終

目
標

R
4

R
5

年
度

実
績

目
標

達
成

状
況

⑤
成

果
指

標

+
3
pt

や
や

順
調

【
最

終
成

果
-
1
】

「
全

国
学

力
・
学

習
状

況
調

査
」
に

お
け

る
国

の
正

答
率

と
の

差
（
小

学
6

年
・
算

数
）

8
0
.7

%
8
0
.5

%

４
年

度
５

年
度

６
年

度

6
7
0

-
1
3
.9

%

影
響

要
因

・
　

新
採

・
異

動
教

員
の

配
属

比
率

・
　

ＩＣ
Ｔ

機
器

導
入

を
踏

ま
え

た
あ

だ
ち

ス
タ

ン
ダ

ー
ド

の
見

直
し

・
　

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

等
に

よ
る

活
動

制
限

や
自

宅
学

習
の

推
進

・
　

ＩＣ
Ｔ

機
器

の
更

改
、

新
た

な
デ

ジ
タ

ル
教

材
の

導
入

・
　

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

等
に

よ
る

活
動

制
限

や
自

宅
学

習
の

推
進

・
　

「
全

国
学

力
・
学

習
状

況
調

査
」
の

実
施

方
法

の
変

更
0

0
0

0

R
6

6
年

度
R

4

0
0

②
活

動
（
ア

ウ
ト

プ
ッ

ト
）

※
区

が
行

う
直

接
の

活
動

③
直

接
成

果
（
②

の
活

動
の

直
接

的
な

結
果

）
④

中
間

成
果

（
③

の
成

果
が

伸
び

た
ら

、
ど

う
な

る
か

）
⑤

最
終

成
果

（
理

想
）

R
6

令
和

６
年

度
重

点
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
事

業
評

価
調

書
（
令

和
５

年
度

事
業

分
）

視
点

再
掲

重
点

目
標

①
家

庭
・
地

域
と

連
携

し
子

ど
も

の
学

び
を

支
え

育
む

重
点

項
目

確
か

な
学

力
の

定
着

記
入

所
属

ひ
と

教
育

指
導

部
学

力
定

着
推

進
課

事
業

名
№

2
「
学

力
向

上
対

策
推

進
事

業
（
個

に
応

じ
た

学
習

の
充

実
）
」

協
働 ・

協
創

教
育

指
導

部
学

校
IC

T
推

進
課

（
旧

学
校

IC
T
推

進
担

当
課

）
及

び
教

育
指

導
部

教
育

指
導

課
と

協
働

Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
関

連
す

る
ゴ

ー
ル

・
タ

ー
ゲ

ッ
ト

1
4
.
1
、
4
.
2

【
事

業
の

概
要

】
・
　

児
童

・
生

徒
の

個
々

の
つ

ま
ず

き
解

消
を

図
る

取
組

　
　

M
IM

（
※

1
）
［
小

学
1
年

］
、

そ
だ

ち
指

導
［
小

学
3
、

4
年

］
、

　
　

サ
マ

ー
ス

ク
ー

ル
［
小

学
3
年

～
6
年

］
、

中
1
夏

季
勉

強
　

　
合

宿
、

英
語

チ
ャ

レ
ン

ジ
講

座
［
中

学
1
年

］
　

　
【
活

動
-
1
】
【
活

動
-
2
】

・
　

「
個

別
最

適
な

学
び

」
を

実
現

す
る

Ａ
Ｉド

リ
ル

　
　

授
業

・
補

習
・
家

庭
学

習
で

の
活

用
［
小

学
1
年

～
中

学
3
年

］
　

　
【
活

動
-
3
】

・
　

流
暢

な
読

み
に

課
題

を
抱

え
る

児
童

の
減

少
【
直

接
成

果
-
1
】

・
　

そ
だ

ち
指

導
を

受
け

た
児

童
の

満
足

度
の

向
上

【
直

接
成

果
-
2
】

・
　

「
個

別
最

適
な

学
び

」
に

よ
る

個
々

の
つ

ま
ず

き
の

解
消

　
　

【
直

接
成

果
-
3
】

※
1
　

M
IM

：
M

ul
ti
la

ye
r　

In
st

ru
c
ti
o
n
　

M
o
de

l（
多

層
指

導
モ

デ
ル

）
の

略
語

で
、

　
　

特
殊

音
節

等
で

の
つ

ま
ず

き
の

予
防

・
早

期
解

消
に

向
け

た
指

導
に

よ
り

、
文

字
　

　
や

語
句

を
正

し
く
読

ん
だ

り
、

書
い

た
り

す
る

こ
と

を
目

指
す

指
導

モ
デ

ル
。

※
2
　

つ
ま

ず
き

が
顕

在
化

す
る

子
ど

も
を

、
つ

ま
ず

く
前

の
段

階
で

把
握

・
指

導
す

る
　

　
た

め
の

ア
セ

ス
メ

ン
ト

。
※

3
　

M
IM

-
P

M
の

結
果

を
3
階

層
に

分
け

、
そ

の
中

で
、

よ
り

特
化

し
た

指
導

が
必

要
　

　
と

認
め

ら
れ

る
第

3
階

層
の

児
童

。

・
　

児
童

・
生

徒
の

学
習

意
欲

の
向

上
・
　

「
個

別
最

適
な

学
び

」
の

実
現

確
か

な
学

力
が

定
着

す
る

単
位

②
活

動
指

標
実

績
実

績
目

標

R
5

R
6

年
度

単
位

R
5

目
標

達
成

状
況

③
成

果
指

標
年

度
R

4
達

成
状

況
④

成
果

指
標

-

9
4
.9

%

-
実

績

【
中

間
成

果
-
1
】

「
学

校
の

授
業

は
わ

か
る

」
に

肯
定

的
な

回
答

を
し

た
児

童
・
生

徒
の

割
合

8
5
.0

%
8
5
.0

%
8
5
.0

%
8
.0

%
遅

れ
て

い
る

達
成

率
9
4
.7

%

％

【
活

動
-
1
】

M
IM

-
P

M
(※

2
）
の

実
施

回
数

目
標

6
8
0

6
7
0

6
7
0

達
成

達
成

率

実
績

【
直

接
成

果
-
１

】
年

度
末

の
M

IM
3
ｒｄ

児
童

（
※

3
）
の

割
合

回

1
0
0
.0

%

6
7
9

9
8
.0

%

実
績

1
0
1
.0

%
1
0
0
.0

%
-

実
績

9
9
.7

%
9
9
.7

%
順

調

【
中

間
成

果
-
2
】

「
学

校
の

授
業

は
楽

し
い

」
に

肯
定

的
な

回
答

を
し

た
児

童
・
生

徒
の

割
合

8
5
.0

%

-
-

達
成

率
1
0
1
.0

%
1
0
0
.0

%

％

【
活

動
-
3
】

Ａ
Ｉド

リ
ル

で
学

習
状

況
を

把
握

し
、

児
童

・
生

徒
の

つ
ま

ず
き

に
応

じ
て

、
必

要
な

手
立

て
を

講
じ

て
い

る
教

員
の

割
合

目
標

-
7
0
.0

%
7
0
.0

%

や
や

順
調

【
直

接
成

果
-
3
】

算
数

・
数

学
の

学
習

で
Ａ

Ｉド
リ

ル
を

活
用

し
、

苦
手

な
問

題
を

解
け

る
よ

う
に

な
っ

た
と

回
答

し
た

児
童

・
生

徒
の

割
合

目
標

7
0
.0

%

％
％

や
や

順
調

実
績

-
6
9
.5

%
-

実
績

-
6
9
.5

%
-

達
成

率
-

9
9
.3

%
達

成
率

-
9
2
.7

%

7
5
.0

%
8
0
.0

%

5
8
7
,
5
3
9

5
5
7
,
4
4
3

―

総
事

業
費

(a
+
b)

8
0
8
,
1
0
9

A
Iド

リ
ル

活
用

状
況

に
関

す
る

活
動

指
標

の
見

直
し

7
9
9
,
7
2
9

実
施

済

・
A

Iド
リ

ル
の

効
果

的
な

活
用

に
向

け
て

、
教

材
の

特
徴

や
活

用
方

法
の

理
解

を
深

め
る

研
修

に
て

、
各

校
に

お
け

る
優

れ
た

活
用

事
例

の
共

有
を

行
い

、
自

校
に

お
け

る
実

践
内

容
の

検
討

・
実

行
を

促
し

た
。

・
活

用
状

況
に

課
題

の
見

ら
れ

る
学

校
に

対
し

、
区

教
育

委
員

会
と

教
材

提
供

事
業

者
に

よ
る

個
別

訪
問

支
援

を
実

施
す

る
こ

と
で

、
さ

ら
な

る
活

用
を

促
し

た
。

対
象

※
　

そ
の

他
の

場
合

記
入

昨
年

度
の

反
映

結
果

に
対

す
る

取
組

状
況

区
民

と
事

業
者

項
目

取
組

状
況

具
体

的
に

目
的

（
⑤

最
終

成
果

（
理

想
）
）

学
校

間
・
教

員
間

の
A

Iド
リ

ル
活

用
の

格
差

解
消

に
向

け
た

取
り

組
み

内
容

①
投

入
資

源
（
イ

ン
プ

ッ
ト

）

年
度

・
A

Iド
リ

ル
が

授
業

外
で

も
活

用
さ

れ
て

い
る

事
例

が
多

く
、

授
業

以
外

の
場

面
で

の
手

立
て

も
有

効
で

あ
る

こ
と

、
ま

た
、

算
数

・
数

学
以

外
の

他
教

科
に

お
い

て
も

A
Iド

リ
ル

の
活

用
が

進
ん

で
い

る
こ

と
か

ら
、

以
下

の
と

お
り

、
活

動
指

標
の

「
授

業
に

お
い

て
」
「
算

数
・
数

学
」

を
削

除
す

る
変

更
を

実
施

し
た

。
【
変

更
前

】
「
算

数
・
数

学
の

授
業

に
お

い
て

、
A

Iド
リ

ル
で

つ
ま

ず
き

の
多

か
っ

た
問

題
を

週
１

回
以

上
取

り
上

げ
て

、
解

説
を

行
っ

た
教

員
数

÷
算

数
・
数

学
の

授
業

を
行

っ
た

教
員

数
」

【
変

更
後

】
「
A

Iド
リ

ル
で

学
習

状
況

を
把

握
し

、
児

童
・
生

徒
の

つ
ま

ず
き

に
応

じ
て

、
必

要
な

手
立

て
を

講
じ

て
い

る
教

員
の

割
合

」

Ｓ
Ｄ

Ｇ
s関

連
す

る
ゴ

ー
ル

・
タ

ー
ゲ

ッ
ト

に
対

す
る

貢
献

状
況

【
目

標
1
】
全

て
の

児
童

・
生

徒
に

学
校

・
家

庭
の

場
所

を
問

わ
ず

学
べ

る
環

境
を

提
供

し
、

確
か

な
学

力
を

定
着

さ
せ

る
こ

と
は

、
社

会
的

な
自

立
を

促
し

、
貧

困
の

連
鎖

を
断

ち
切

る
こ

と
に

繋
が

る
た

め
目

標
達

成
に

資
す

る
。

【
目

標
4
】
全

て
の

児
童

・
生

徒
が

公
教

育
を

通
じ

て
確

か
な

学
力

を
身

に
つ

け
る

と
と

も
に

、
自

ら
情

報
を

収
集

・
整

理
・
分

析
し

て
課

題
を

見
つ

け
、

多
様

な
他

者
と

協
働

し
な

が
ら

課
題

を
解

決
す

る
力

を
育

む
こ

と
を

目
指

す
。

質
の

高
い

公
教

育
を

保
証

す
る

こ
と

は
目

標
達

成
に

資
す

る
。

税
外

収
入

事
業

費
(a

)

人
件

費
(b

)
内

訳

国
庫

負
担

金
・
補

助
金

受
益

者
負

担
金

対
応

す
る

予
算

事
業

名
学

力
向

上
対

策
推

進
事

業

⑥
重

点
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
共

通
の

成
果

（
⑤

最
終

成
果

（
理

想
）
が

伸
び

た
ら

こ
う

な
る

）

区
政

全
体

に
対

す
る

区
民

の
満

足
度

　
6
7
％

主
な

内
容

主
な

内
容

主
な

内
容

2
4
2
,
3
4
1

2
2
0
,
5
7
0

2
4
2
,
2
8
6

2
4
2
,
3
4
1

事 業 の 概 要

確
か

な
学

力
が

定
着

す
る

A
Iド

リ
ル

の
使

用
料

全
て

の
児

童
・
生

徒
が

、
生

ま
れ

育
っ

た
環

境
に

左
右

さ
れ

る
こ

と
な

く
、

自
ら

学
び

、
考

え
、

課
題

を
克

服
す

る
中

で
確

か
な

学
力

を
身

に
つ

け
、

人
生

を
切

り
拓

い
て

い
く
力

を
培

う
こ

と
が

出
来

る
よ

う
支

援
す

る
。

英
語

チ
ャ

レ
ン

ジ
講

座
の

委
託

費

M
IM

デ
ジ

タ
ル

版
の

使
用

料

千
円

千
円

千
円

2
0
2
,4

2
2

1
0
,2

5
1

6
,2

6
5

実
施

済

外
的
な
要
因

大
行
政
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
要
素

大

Ⅲ　重点プロジェクト事業 事業別評価の反映結果
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【
評

価
結

果
・
提

言
を

受
け

て
の

取
組

】
（
反

映
結

果
）

【
全

体
評

価
の

経
年

動
向

】

3
.5

【
区

民
評

価
委

員
会

の
評

価
】
（
３

次
評

価
）

【
学

校
間

・
教

員
間

の
A

Iド
リ

ル
活

用
格

差
解

消
に

向
け

た
取

り
組

み
に

つ
い

て
、

同
様

の
取

り
組

み
を

継
続

す
る

だ
け

で
な

く
，

課
題

分
析

に
基

づ
い

た
新

た
な

取
り

組
み

の
検

討
】

　
学

校
間

・
教

員
間

に
お

け
る

A
Iド

リ
ル

の
活

用
格

差
解

消
に

向
け

て
は

、
特

定
の

学
校

に
お

い
て

タ
ブ

レ
ッ

ト
等

の
IC

T
機

器
の

活
用

が
進

ん
で

い
な

い
こ

と
も

要
因

の
一

つ
と

考
え

ら
れ

る
た

め
、

従
来

の
取

り
組

み
に

加
え

て
、

学
校

IC
T
推

進
課

と
連

携
し

な
が

ら
、

タ
ブ

レ
ッ

ト
等

の
活

用
の

底
上

げ
を

図
っ

て
い

く
。

【
A

Iド
リ

ル
に

関
し

て
、

児
童

生
徒

・
保

護
者

対
象

の
ア

ン
ケ

ー
ト

や
実

際
の

現
場

視
察

な
ど

の
考

え
ら

れ
る

手
段

を
用

い
て

，
鋭

い
分

析
力

を
持

っ
た

IC
T
に

強
い

チ
ー

ム
を

組
織

す
る

こ
と

も
一

案
】

　
保

護
者

に
対

し
て

は
、

1
2
月

発
行

の
教

育
だ

よ
り

で
効

果
的

な
活

用
方

法
に

関
す

る
記

事
を

掲
載

し
て

周
知

を
図

っ
た

。
今

後
も

保
護

者
に

対
し

て
は

広
報

等
に

よ
り

効
果

的
な

活
用

方
法

の
周

知
を

図
っ

て
い

く
と

と
も

に
、

児
童

・
生

徒
の

意
識

調
査

結
果

等
を

踏
ま

え
て

、
学

校
IC

T
推

進
課

と
連

携
し

な
が

ら
効

果
的

な
活

用
を

検
討

し
て

い
く
。

【
A

Iド
リ

ル
の

内
容

そ
の

も
の

に
対

す
る

分
析

検
討

の
必

要
性

】
　

現
場

の
教

員
に

対
し

て
は

、
今

回
の

区
民

評
価

ヒ
ア

リ
ン

グ
結

果
を

受
け

て
ア

ン
ケ

ー
ト

を
実

施
し

た
。

A
Iド

リ
ル

に
求

め
る

機
能

や
意

見
・
要

望
を

集
計

し
て

教
材

提
供

事
業

者
へ

改
善

要
望

を
出

し
、

一
部

、
要

望
事

項
が

実
現

し
た

。
引

き
続

き
、

機
を

捉
え

て
教

材
提

供
事

業
者

へ
要

望
を

上
げ

て
い

く
。

ま
た

、
導

入
に

よ
る

効
果

の
検

証
を

手
法

も
含

め
て

検
討

し
実

施
し

て
い

く
。

【
M

IM
に

関
し

て
，

デ
ジ

タ
ル

版
の

導
入

な
ど

新
し

い
ツ

ー
ル

を
現

場
で

展
開

し
て

い
く
に

は
，

好
事

例
の

横
展

開
だ

け
で

は
限

界
が

あ
る

た
め

、
も

う
一

歩
踏

み
込

ん
だ

取
り

組
み

の
検

討
】

　
M

IM
デ

ジ
タ

ル
版

に
つ

い
て

は
、

研
修

会
を

通
じ

て
基

本
的

な
活

用
方

法
を

紹
介

・
周

知
し

て
い

る
。

引
き

続
き

、
研

修
会

に
加

え
て

、
学

校
へ

の
出

前
授

業
な

ど
を

通
じ

て
、

よ
り

実
践

的
な

活
用

を
促

し
て

い
く
。

【
M

IM
に

関
し

て
、

ア
セ

ス
メ

ン
ト

を
既

定
回

数
行

う
こ

と
が

M
IM

3
rd

児
童

の
割

合
を

減
じ

る
こ

と
に

効
果

が
あ

る
の

か
の

分
析

検
討

】
　

ア
セ

ス
メ

ン
ト

（
M

IM
-
P

M
）
の

実
施

回
数

が
M

IM
3
rd

児
童

を
減

ら
す

こ
と

に
繋

が
る

の
で

は
な

く
、

ア
セ

ス
メ

ン
ト

の
結

果
を

踏
ま

え
た

適
切

な
指

導
に

よ
り

、
M

IM
3
rd

児
童

が
減

少
す

る
も

の
で

あ
る

。
提

言
を

受
け

て
、

次
年

度
に

向
け

た
活

動
指

標
の

見
直

し
を

検
討

し
て

い
く
。

【
学

校
の

授
業

が
「
わ

か
る

」
「
楽

し
い

」
、

勉
強

が
「
好

き
だ

」
に

つ
い

て
、

学
力

層
別

や
取

り
組

み
へ

の
参

加
の

有
無

別
な

ど
で

分
析

（
ど

の
よ

う
な

層
に

ど
の

よ
う

な
取

り
組

み
を

す
る

こ
と

が
児

童
生

徒
の

「
わ

か
る

」
「
楽

し
い

」
「
好

き
だ

」
に

つ
な

が
っ

て
い

る
の

か
を

明
ら

か
に

）
】

　
学

校
の

授
業

が
「
わ

か
る

」
「
楽

し
い

」
、

勉
強

が
「
好

き
だ

」
に

つ
い

て
は

、
学

力
層

別
（
A

～
D

層
）
に

分
析

は
で

き
て

い
る

も
の

の
、

各
事

業
の

参
加

有
無

に
よ

る
分

析
は

困
難

で
あ

る
。

引
き

続
き

、
事

業
ご

と
の

事
後

ア
ン

ケ
ー

ト
等

を
通

じ
て

事
業

の
効

果
を

分
析

し
て

い
く
。

【
新

た
な

取
組

み
に

際
し

て
、

現
場

へ
の

ヒ
ア

リ
ン

グ
（児

童
生

徒
，

保
護

者
，

教
職

員
な

ど
対

象
）
を

も
と

と
し

た
改

善
の

検
討

】
　

新
た

な
取

り
組

み
の

検
討

・
実

施
に

際
し

て
は

、
現

場
の

教
職

員
へ

の
過

大
な

負
担

に
な

ら
な

い
か

な
ど

、
事

前
に

校
長

会
等

に
意

見
を

伺
っ

て
お

り
、

今
後

も
引

き
続

き
、

現
場

の
意

見
等

に
配

慮
し

な
が

ら
事

業
を

検
討

・
実

施
し

て
い

く
。

区
民

評
価

結
果

庁
内

評
価

結
果

3
.5

達
成

度2

反
映

結
果

3
.5

全
体

評
価

4

R
3

R
4

R
5

3
.5

4
4

3
.5

全
体

評
価

反
映

結
果

・
反

映
状

況

【
所

属
の

自
己

分
析

】
（
一

次
評

価
）

指
標

分
析

課
題

分
析

今
後

の
事

業
の

予
定

（
短

期
）
・
方

向
性

（
中

・
長

期
）

【
Ｍ

ＩＭ
】
（
活

動
-
1
、

直
接

成
果

-
1
、

中
間

成
果

-
1
～

3
）

　
活

動
で

は
M

IM
-
P

M
実

施
回

数
が

目
標

数
に

達
し

て
お

り
、

児
童

の
状

態
を

適
切

に
捉

え
て

指
導

に
生

か
し

て
い

る
こ

と
が

窺
え

る
。

一
方

、
直

接
成

果
で

は
昨

年
よ

り
も

厳
し

い
結

果
と

な
っ

た
。

【
そ

だ
ち

指
導

】
（
活

動
-
2
、

直
接

成
果

-
2
、

中
間

成
果

-
1
～

3
）

　
支

援
対

象
と

な
る

児
童

（
年

間
約

2
,6

0
0
人

）
に

対
し

、
必

要
と

す
る

指
導

時
間

が
十

分
に

確
保

さ
れ

、
指

導
を

計
画

ど
お

り
に

実
施

で
き

た
こ

と
が

目
標

の
達

成
に

つ
な

が
っ

た
。

そ
だ

ち
指

導
卒

業
児

童
、

保
護

者
、

学
級

担
任

の
ア

ン
ケ

ー
ト

結
果

は
い

ず
れ

も
、

引
き

続
き

高
い

満
足

度
を

維
持

し
て

お
り

、
着

実
に

児
童

の
つ

ま
ず

き
解

消
の

一
助

と
な

っ
て

い
る

。

【
Ａ

Ｉド
リ

ル
】
（
活

動
-
3
、

直
接

成
果

-
3
、

中
間

成
果

-
1
～

3
）

　
活

動
指

標
に

つ
い

て
、

A
Iド

リ
ル

が
授

業
外

で
も

活
用

さ
れ

て
い

る
事

例
が

多
く
、

授
業

以
外

の
場

面
で

の
手

立
て

も
有

効
で

あ
る

こ
と

、
ま

た
、

算
数

・
数

学
以

外
の

他
教

科
に

お
い

て
も

A
Iド

リ
ル

の
活

用
が

進
ん

で
い

る
こ

と
か

ら
、

年
度

途
中

に
指

標
内

容
及

び
目

標
値

の
見

直
し

を
実

施
し

た
。

　
新

た
な

活
動

指
標

で
は

、
中

学
校

に
比

べ
て

小
学

校
で

実
績

が
大

き
く
上

回
り

、
結

果
、

概
ね

目
標

ど
お

り
の

実
績

と
な

っ
た

（
小

学
校

：
8
0
.4

%
、

中
学

校
：
4
2
.4

%
）
。

　
直

接
成

果
で

は
、

目
標

値
を

下
回

っ
た

も
の

の
A

Iド
リ

ル
の

活
用

に
よ

り
、

約
7
割

の
児

童
・
生

徒
の

個
々

の
つ

ま
ず

き
の

解
消

に
つ

な
が

っ
て

い
る

こ
と

が
伺

え
る

。

【
M

IM
】

　
令

和
5
年

度
は

、
年

度
当

初
か

ら
3
rd

の
児

童
の

割
合

が
高

く
、

令
和

4
年

度
と

比
べ

て
年

度
末

時
点

で
の

割
合

も
高

く
な

っ
た

。
一

方
で

、
年

度
当

初
か

ら
年

度
末

に
か

け
て

の
3
rd

の
児

童
の

減
少

率
に

つ
い

て
は

、
令

和
4
年

度
と

比
べ

て
1
.5

ポ
イ

ン
ト

高
い

結
果

と
な

り
、

よ
り

改
善

し
た

児
童

の
割

合
は

増
加

し
た

。
　

M
IM

指
導

は
、

児
童

の
流

暢
な

読
み

の
獲

得
に

対
す

る
重

要
性

を
担

当
す

る
教

員
が

理
解

し
実

践
す

る
こ

と
に

加
え

、
管

理
職

に
も

共
通

で
理

解
を

深
め

る
必

要
が

あ
る

。
進

級
や

転
入

な
ど

1
学

年
を

担
任

す
る

教
員

が
固

定
さ

れ
る

こ
と

は
な

い
た

め
、

こ
れ

ま
で

行
っ

て
き

て
い

る
１

年
担

任
全

員
研

修
を

継
続

し
な

が
ら

、
地

道
に

理
解

を
深

め
て

い
く
。

【
そ

だ
ち

指
導

】
　

別
教

室
で

の
指

導
に

よ
り

、
同

時
に

展
開

し
て

い
る

通
常

の
学

習
内

容
の

習
得

と
個

の
つ

ま
ず

き
解

消
を

図
る

た
め

、
綿

密
な

計
画

に
基

づ
く
指

導
は

も
と

よ
り

、
学

習
内

容
の

両
立

に
は

学
級

担
任

と
の

連
携

が
欠

か
せ

な
い

。
　

ま
た

、
そ

だ
ち

指
導

の
児

童
ア

ン
ケ

ー
ト

で
は

、
学

習
に

対
す

る
「や

る
気

」
が

上
が

っ
た

と
肯

定
的

な
回

答
の

割
合

を
高

い
水

準
で

維
持

し
て

い
る

が
、

さ
ら

に
高

い
「
や

る
気

」
へ

と
つ

な
げ

る
余

地
が

み
ら

れ
る

。
日

々
の

授
業

を
充

実
さ

せ
る

こ
と

で
、

そ
だ

ち
指

導
の

取
組

を
通

し
て

得
ら

れ
た

成
果

を
、

学
習

に
対

す
る

「
や

る
気

」
の

更
な

る
向

上
へ

と
つ

な
げ

る
必

要
が

あ
る

。

【
A

Iド
リ

ル
】

　
依

然
と

し
て

校
種

間
・
学

校
間

・
教

員
間

で
活

用
状

況
に

格
差

が
見

ら
れ

る
。

小
学

校
に

比
べ

て
中

学
校

の
活

用
頻

度
が

低
い

要
因

と
し

て
、

教
科

担
任

制
に

よ
り

教
員

の
活

用
格

差
が

顕
著

に
表

れ
る

点
や

、
高

校
受

験
に

向
け

た
知

識
詰

め
込

み
型

の
授

業
形

態
か

ら
活

用
場

面
が

少
な

く
な

る
傾

向
が

あ
る

点
な

ど
が

考
え

ら
れ

る
。

　
ま

た
、

教
員

が
A

Iド
リ

ル
を

使
用

す
る

こ
と

や
、

児
童

・
生

徒
が

問
題

数
を

解
く
こ

と
自

体
が

目
的

と
な

り
、

つ
ま

ず
き

の
解

消
に

至
っ

て
い

な
い

ケ
ー

ス
も

見
受

け
ら

れ
る

。
活

用
研

修
や

学
校

訪
問

支
援

に
よ

る
好

事
例

の
横

展
開

な
ど

を
通

じ
て

、
学

力
層

や
各

校
の

児
童

・
生

徒
の

課
題

に
応

じ
た

A
Iド

リ
ル

の
効

果
的

な
活

用
を

促
進

す
る

必
要

が
あ

る
。

【
M

IM
】

（
短

期
）
教

員
研

修
は

講
師

の
指

導
に

加
え

、
参

考
と

な
る

取
組

事
例

の
共

有
と

横
展

開
に

重
点

を
置

く
。

（
中

・
長

期
）
M

IM
デ

ジ
タ

ル
版

の
導

入
に

あ
た

り
、

効
果

的
な

活
用

事
例

を
収

集
・
横

展
開

す
る

こ
と

で
、

取
組

の
効

果
を

高
め

る
方

法
を

構
築

し
て

い
く
。

【
そ

だ
ち

指
導

】
（
短

期
）
つ

ま
ず

き
の

解
消

と
通

常
の

学
習

内
容

の
定

着
と

の
両

立
を

重
要

課
題

と
し

て
、

取
り

こ
ぼ

し
の

な
い

学
習

を
実

施
し

て
い

く
。

ま
た

、
定

着
率

に
課

題
の

あ
る

第
４

学
年

の
単

元
と

系
統

性
の

あ
る

第
５

学
年

の
単

元
を

相
互

に
関

連
付

け
て

学
習

す
る

こ
と

で
、

つ
ま

ず
き

の
解

消
と

防
止

を
図

る
。

系
統

性
を

踏
ま

え
た

指
導

に
よ

り
つ

ま
ず

き
の

解
消

を
図

る
取

組
の

試
行

を
継

続
し

、
効

果
検

証
を

続
け

る
。

（
中

・
長

期
）
系

統
性

を
持

た
せ

た
学

習
内

容
の

指
導

方
法

の
確

立
を

目
指

し
、

連
続

性
の

あ
る

学
習

指
導

の
モ

デ
ル

を
構

築
し

て
い

く
。

ま
た

、
そ

だ
ち

指
導

の
中

で
努

力
し

た
成

果
を

管
理

職
、

そ
だ

ち
指

導
員

、
学

級
担

任
で

共
有

し
、

教
室

の
授

業
で

力
を

発
揮

で
き

る
よ

う
に

支
援

す
る

こ
と

で
、

児
童

の
学

習
に

対
す

る
「
意

欲
」
の

向
上

に
つ

な
げ

る
。

【
A

Iド
リ

ル
】

（
短

期
）
学

校
間

・
教

員
間

で
の

活
用

度
に

大
き

な
差

を
生

じ
さ

せ
な

い
よ

う
、

基
礎

的
な

操
作

法
等

の
研

修
や

学
校

へ
の

訪
問

サ
ポ

ー
ト

を
通

じ
て

活
用

の
底

上
げ

、
好

事
例

の
横

展
開

を
図

っ
て

い
く
。

ま
た

、
導

入
に

よ
る

効
果

の
検

証
を

手
法

も
含

め
て

検
討

し
実

施
し

て
い

く
。

（
中

・
長

期
）
補

習
・
授

業
・
家

庭
学

習
そ

れ
ぞ

れ
の

効
果

的
な

活
用

方
法

を
蓄

積
し

、
IC

T
機

器
を

活
用

し
た

学
習

の
中

心
的

役
割

の
一

つ
と

な
る

よ
う

に
定

着
を

図
っ

て
い

く
。

【
庁

内
評

価
委

員
会

の
評

価
】
（
２

次
評

価
）

評
価

結
果

【
目

標
・
成

果
へ

の
達

成
度

の
評

価
】

・
「
児

童
・
生

徒
の

個
に

応
じ

た
学

習
の

充
実

」
「
教

員
の

授
業

力
の

向
上

」
の

2
本

柱
で

事
業

を
展

開
。

取
組

み
の

成
果

が
授

業
に

対
す

る
児

童
・
生

徒
の

肯
定

的
な

気
持

ち
と

し
て

表
れ

て
い

る
と

推
察

さ
れ

る
。

加
え

て
、

3
つ

の
活

動
指

標
そ

れ
ぞ

れ
が

高
い

達
成

率
と

な
っ

て
い

る
こ

と
を

評
価

す
る

。
・
全

国
学

力
・
学

習
状

況
調

査
に

お
け

る
平

均
正

答
率

が
小

学
校

・
中

学
校

と
も

に
上

昇
傾

向
で

は
あ

る
が

、
「
全

体
の

底
上

げ
」
な

の
か

、
そ

れ
と

も
「
上

位
者

が
よ

り
伸

び
た

」
の

か
分

析
を

行
い

、
事

業
の

メ
イ

ン
タ

ー
ゲ

ッ
ト

で
あ

る
子

ど
も

た
ち

に
成

果
が

出
て

い
る

の
か

を
把

握
し

、
つ

ま
ず

き
の

あ
る

子
が

取
り

残
さ

れ
る

こ
と

の
な

い
よ

う
取

り
組

ん
で

も
ら

い
た

い
。

ま
た

、
地

域
や

教
員

の
ス

キ
ル

に
よ

る
格

差
が

生
じ

る
こ

と
の

な
い

よ
う

実
態

把
握

と
分

析
が

必
要

と
考

え
る

。
・
A

Iド
リ

ル
は

個
別

最
適

な
学

び
の

提
供

に
資

す
る

と
さ

れ
て

い
る

が
、

問
題

数
を

多
く
解

く
こ

と
が

目
的

と
な

っ
て

し
ま

い
、

解
説

が
読

み
飛

ば
さ

れ
る

こ
と

で
、

つ
ま

ず
き

の
解

消
に

役
立

た
な

い
事

例
が

あ
る

と
聞

く
。

正
し

い
使

い
方

を
教

員
や

児
童

・
生

徒
に

あ
ら

た
め

て
理

解
さ

せ
る

た
め

の
周

知
を

さ
れ

た
い

。
【
今

後
の

事
業

の
予

定
・
方

向
性

へ
の

評
価

】
　

[直
接

成
果

-
1
]を

除
き

、
中

間
成

果
を

含
む

そ
の

他
の

指
標

は
す

べ
て

高
い

達
成

率
と

な
っ

て
い

る
。

「
確

か
な

学
力

の
定

着
」
の

た
め

に
は

、
つ

ま
ず

き
の

解
消

は
最

重
要

課
題

で
あ

り
、

個
に

応
じ

た
き

め
細

か
な

支
援

を
継

続
し

て
も

ら
い

た
い

。
ま

た
、

A
Iド

リ
ル

な
ど

IC
T
を

活
用

し
た

学
習

支
援

は
ま

だ
始

ま
っ

た
ば

か
り

で
は

あ
る

が
、

利
用

者
間

や
学

校
間

で
の

差
が

生
じ

な
い

よ
う

正
し

い
活

用
方

法
の

周
知

と
好

事
例

の
共

有
、

横
展

開
を

図
っ

て
も

ら
い

た
い

。

反
映

結
果

の
評

価
目

標
・
成

果
の

達
成

度
へ

の
評

価
今

後
の

事
業

の
予

定
、

方
向

性
へ

の
評

価

・
A

Iド
リ

ル
の

活
用

状
況

を
踏

ま
え

て
活

動
指

標
を

変
更

し
た

こ
と

は
評

価
で

き
る

。
一

方
で

，
前

年
度

評
価

に
お

い
て

要
望

が
多

数
あ

っ
た

A
Iド

リ
ル

の
活

用
は

，
そ

の
内

容
が

反
映

さ
れ

て
い

な
か

っ
た

印
象

で
あ

る
。

例
え

ば
，

児
童

生
徒

対
象

へ
の

聴
き

取
り

が
学

力
調

査
時

に
行

わ
れ

て
お

り
，

A
Iド

リ
ル

に
特

化
し

た
ア

ン
ケ

ー
ト

で
は

な
か

っ
た

点
な

ど
で

あ
る

。
・
学

校
間

・
教

員
間

の
A

Iド
リ

ル
活

用
格

差
解

消
に

向
け

た
取

り
組

み
と

し
て

，
理

解
を

深
め

た
り

，
好

事
例

を
共

有
し

た
り

す
る

研
修

や
，

活
用

状
況

に
課

題
が

見
ら

れ
る

学
校

へ
の

訪
問

支
援

な
ど

の
実

施
は

あ
る

も
の

の
，

昨
年

度
と

大
き

な
変

化
は

な
か

っ
た

。
今

年
度

も
依

然
と

し
て

校
種

間
・
学

校
間

・
教

員
間

で
活

用
状

況
に

格
差

が
見

ら
れ

る
と

あ
り

，
昨

年
も

要
望

し
た

通
り

，
同

様
の

取
り

組
み

を
継

続
す

る
だ

け
で

な
く
，

課
題

分
析

に
基

づ
い

た
新

た
な

取
り

組
み

を
検

討
し

て
ほ

し
い

。
・
IC

T
ス

キ
ル

の
学

校
間

・
教

員
間

の
格

差
解

消
に

向
け

て
，

各
校

の
リ

ー
ダ

ー
の

育
成

と
管

理
職

の
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
力

の
強

化
に

取
り

組
ん

で
い

る
こ

と
は

一
定

の
評

価
が

で
き

，
今

後
足

立
区

内
の

児
童

生
徒

が
学

校
に

よ
ら

ず
質

の
高

い
教

育
が

受
け

ら
れ

る
よ

う
に

な
る

こ
と

を
期

待
す

る
。

・
個

に
応

じ
た

指
導

と
し

て
，

学
力

な
ど

に
応

じ
た

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

用
意

し
て

い
る

こ
と

は
評

価
で

き
る

。
特

に
下

位
層

に
対

し
て

少
人

数
体

制
で

の
補

習
に

よ
り

支
援

す
る

取
り

組
み

が
複

数
用

意
さ

れ
て

い
る

こ
と

は
評

価
で

き
る

が
，

一
方

で
そ

れ
ぞ

れ
の

取
り

組
み

の
効

果
や

，
全

員
を

対
象

と
し

て
い

る
A

Iド
リ

ル
の

各
層

に
お

け
る

効
果

的
な

利
用

方
法

に
つ

い
て

は
不

明
瞭

で
あ

っ
た

。

・
M

IM
に

つ
い

て
【活

動
-
1
】
M

IM
-P

M
の

実
施

回
数

が
目

標
を

達
成

し
た

こ
と

は
評

価
で

き
る

。
一

方
で

，
【
直

接
成

果
-
1
】
M

IM
3r

d児
童

の
割

合
を

減
じ

る
こ

と
に

関
し

て
は

，
達

成
が

遅
れ

て
い

る
。

こ
の

こ
と

か
ら

、
ア

セ
ス

メ
ン

ト
を

既
定

回
数

行
う

こ
と

が
，

M
IM

3
rd

児
童

の
割

合
を

減
じ

る
こ

と
に

効
果

が
あ

る
の

か
は

疑
問

が
残

る
。

・
【
活

動
-
2
】
お

よ
び

【
直

接
成

果
-
2
】
か

ら
，

必
要

な
取

り
組

み
が

必
要

な
対

象
に

実
施

さ
れ

て
お

り
，

対
象

者
か

ら
評

価
を

受
け

て
い

る
こ

と
を

踏
ま

え
る

と
，

達
成

度
は

高
い

と
考

え
ら

れ
る

。
ま

た
，

校
内

委
員

会
の

十
分

な
関

与
や

担
任

と
指

導
員

と
の

連
携

な
ど

，
チ

ー
ム

に
よ

り
対

象
と

な
る

児
童

生
徒

を
支

援
し

て
い

る
印

象
を

受
け

た
。

・
A

Iド
リ

ル
に

関
し

て
は

現
状

に
あ

わ
せ

た
指

標
変

更
を

行
っ

た
上

で
，

「
や

や
順

調
」
と

の
達

成
状

況
と

な
っ

た
こ

と
は

評
価

で
き

る
。

し
か

し
な

が
ら

大
き

な
予

算
を

投
じ

て
い

る
事

業
で

あ
り

，
子

ど
も

た
ち

の
確

か
な

学
力

の
定

着
の

た
め

A
Iド

リ
ル

の
内

容
そ

の
も

の
に

対
し

て
も

分
析

検
討

が
必

要
で

あ
る

と
考

え
る

。
・
【
中

間
成

果
】
が

「
や

や
順

調
」
と

な
っ

て
い

る
こ

と
は

一
定

の
評

価
が

で
き

る
。

一
方

で
，

ど
の

要
因

が
よ

り
ポ

ジ
テ

ィ
ブ

な
影

響
を

も
た

ら
し

て
い

る
の

か
が

明
ら

か
で

な
く
，

よ
り

丁
寧

な
検

討
が

期
待

さ
れ

る
。

例
え

ば
学

力
層

別
や

取
り

組
み

へ
の

参
加

の
有

無
別

な
ど

で
分

析
を

実
施

す
る

こ
と

で
，

ど
の

よ
う

な
層

に
ど

の
よ

う
な

取
り

組
み

を
す

る
こ

と
が

児
童

生
徒

の
「
わ

か
る

」
「
楽

し
い

」
「
好

き
だ

」
に

つ
な

が
っ

て
い

る
の

か
を

明
ら

か
に

す
る

こ
と

が
で

き
る

だ
ろ

う
。

特
に

A
Iド

リ
ル

に
関

し
て

は
，

全
て

の
児

童
生

徒
が

使
用

す
る

ツ
ー

ル
で

あ
る

た
め

，
よ

り
丁

寧
な

分
析

が
必

要
に

な
る

と
考

え
る

。
そ

の
よ

う
な

分
析

検
討

を
通

し
て

，
さ

ら
に

有
効

な
活

用
へ

つ
な

げ
て

も
ら

い
た

い
。

・
M

IM
に

関
し

て
は

，
現

状
目

標
達

成
状

況
か

ら
現

場
に

浸
透

し
て

い
る

こ
と

が
う

か
が

え
，

今
後

も
現

状
を

維
持

す
る

た
め

の
取

り
組

み
を

検
討

し
て

い
る

こ
と

は
評

価
で

き
る

。
デ

ジ
タ

ル
版

の
導

入
も

行
わ

れ
る

と
の

こ
と

で
，

IC
T
活

用
に

つ
い

て
の

こ
れ

ま
で

の
方

法
論

や
新

し
い

方
法

論
を

駆
使

し
て

，
効

果
的

な
活

用
が

行
わ

れ
る

こ
と

が
期

待
さ

れ
る

。
新

し
い

ツ
ー

ル
を

現
場

で
展

開
し

て
い

く
に

は
，

昨
年

度
か

ら
す

で
に

な
さ

れ
て

い
る

好
事

例
の

横
展

開
だ

け
で

は
限

界
が

あ
る

だ
ろ

う
。

ツ
ー

ル
を

増
や

し
た

だ
け

で
は

，
心

理
的

に
も

現
場

の
負

担
に

な
り

，
教

員
の

指
導

力
向

上
に

も
つ

な
が

ら
な

い
た

め
，

来
年

度
は

も
う

一
歩

踏
み

込
ん

だ
取

り
組

み
を

目
指

し
て

欲
し

い
。

・
そ

だ
ち

指
導

に
関

し
て

も
，

現
状

の
目

標
達

成
状

況
よ

り
，

高
い

成
果

を
出

し
て

い
る

こ
と

が
う

か
が

わ
れ

，
そ

だ
ち

指
導

と
学

級
の

連
続

性
を

意
識

し
た

取
り

組
み

が
検

討
さ

れ
て

い
る

こ
と

が
評

価
で

き
る

。
・
A

Iド
リ

ル
に

関
し

て
は

，
今

後
必

須
と

な
る

取
り

組
み

で
あ

る
こ

と
か

ら
，

学
習

方
法

の
１

つ
と

し
て

定
着

を
目

指
す

方
向

性
は

評
価

で
き

る
。

一
方

で
，

ツ
ー

ル
あ

り
き

で
課

題
分

析
が

十
分

で
な

い
印

象
を

受
け

た
。

十
分

な
課

題
分

析
を

行
う

た
め

に
，

児
童

生
徒

・
保

護
者

対
象

の
ア

ン
ケ

ー
ト

や
実

際
の

現
場

視
察

な
ど

の
考

え
ら

れ
る

手
段

を
用

い
て

，
鋭

い
分

析
力

を
持

っ
た

IC
T
に

強
い

チ
ー

ム
を

組
織

す
る

こ
と

も
一

案
で

は
な

い
だ

ろ
う

か
。

そ
し

て
課

題
分

析
に

応
じ

て
，

活
用

方
法

に
と

ど
ま

ら
ず

，
A

Iド
リ

ル
の

内
容

そ
の

も
の

の
改

善
に

も
着

手
す

る
こ

と
を

期
待

し
た

い
。

・
各

課
題

に
関

し
て

新
た

な
取

り
組

み
を

用
い

る
際

に
は

、
現

場
の

教
職

員
の

負
担

が
過

多
に

な
ら

な
い

よ
う

配
慮

を
要

し
、

現
場

へ
の

ヒ
ア

リ
ン

グ
（
児

童
生

徒
，

保
護

者
，

教
職

員
な

ど
対

象
）
を

も
と

と
し

た
改

善
に

取
り

組
ん

で
い

た
だ

き
た

い
。

R
2 4 4

3
.5

方
向

性

S
T
E
P
2 S
T
E
P
3

S
T
E
P
4

S
T
E
P
1

評
価
中
止
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【
ロ

ジ
ッ

ク
モ

デ
ル

・
指

標
の

達
成

度
】

単
位

：
千

円
■

令
和

５
年

度
事

業
費

支
出

内
訳

（
上

位
３

事
業

）

(1
)

(2
)

(3
)

 
　

年
度

目
標

目
標

実
績

達
成

率

目
標

目
標

「
個

別
の

教
育

支
援

計
画

・
個

別
指

導
計

画
」
作

成
の

質
の

向
上

検
討

中

「
つ

な
ぐ

」
連

携
支

援
事

業

千
円

千
円

2
,0

5
9

3
,0

0
8

令
和

４
年

度
か

ら
、

特
別

支
援

学
級

・
教

室
の

新
規

利
用

の
児

童
・
生

徒
に

対
し

、
順

次
シ

ス
テ

ム
（
個

別
の

支
援

計
画

・
個

別
指

導
計

画
作

成
シ

ス
テ

ム
）
を

利
用

し
た

支
援

（
指

導
）
計

画
を

作
成

し
て

い
る

。
特

別
支

援
学

級
・
教

室
を

利
用

す
る

児
童

・
生

徒
が

全
員

シ
ス

テ
ム

を
利

用
す

る
こ

と
を

目
標

に
す

す
め

て
い

る
。

「
個

別
の

教
育

支
援

計
画

・
個

別
指

導
計

画
」
作

成
の

量
の

向
上

内
容

①
投

入
資

源
（
イ

ン
プ

ッ
ト

）

昨
年

度
の

反
映

結
果

に
対

す
る

取
組

状
況

児
童

・
生

徒
の

自
己

肯
定

感
を

育
む

「
気

づ
く
」
相

談
支

援
事

業

発
達

支
援

児
及

び
そ

の
保

護
者

に
対

し
、

身
近

な
地

域
で

適
切

な
支

援
が

一
貫

し
て

出
来

る
よ

う
、

総
合

的
か

つ
切

れ
目

の
な

い
相

談
支

援
を

行
っ

て
い

く
。

影
響

要
因検

討
中

1
6
5
,
3
0
6

1
7
8
,
1
9
2

総
事

業
費

(a
+
b)

1
9
1
,
6
9
6

1
9
2
,
5
3
5

影
響

要
因

相
談

や
訪

問
支

援
を

担
当

す
る

人
員

が
不

足
し

て
い

る
。

相
談

や
訪

問
支

援
を

担
当

す
る

人
員

が
不

足
し

て
い

る
。

税
外

収
入

事
業

費
(a

)

人
件

費
(b

)
内

訳

国
庫

負
担

金
・
補

助
金

受
益

者
負

担
金

対
応

す
る

予
算

事
業

名
発

達
障

が
い

支
援

事
業

主
な

内
容

主
な

内
容

3
2
,
2
9
7

2
6
,
3
9
0

1
4
,
3
4
3

3
2
,
2
9
7

影
響

要
因

達
成

率
1
0
0
%

9
5
%

達
成

率
3
1
%

6
3
1
%

1
0
0

6
5
0

1
6
0

1
,0

4
3

-

達
成

率
1
0
5
%

1
5
2
%

【
活

動
-
3
】

研
修

実
施

回
数

目
標

4
7

4
4

4
0

順
調

【
直

接
成

果
-
3
】

特
別

支
援

教
育

リ
ー

ダ
ー

・
発

達
支

援
リ

ー
ダ

ー
の

育
成

者
回

目
標

達
成

実
績

4
7

4
2

-
実

績
5
0

6
3
1

-

1
,2

0
0

1
,4

0
0

達
成

【
中

間
成

果
-
2
】

個
別

支
援

計
画

作
成

の
件

数

8
1
1

-
実

績
1
,0

0
8

達
成

率

1
,6

0
0

達
成

達
成

率
9
6
%

【
活

動
-
1
】

保
健

セ
ン

タ
ー

の
子

ど
も

相
談

で
面

談
し

た
人

数

目
標

1
,2

5
0

1
,3

0
0

1
,4

0
0

達
成

達
成

率

実
績

【
直

接
成

果
-
１

】
来

所
、

電
話

相
談

、
保

健
セ

ン
タ

ー
で

の
出

張
相

談
で

受
理

し
た

児
童

生
徒

数
人

1
,4

7
5

-
1
,5

6
5

1
1
3
%

目
標

1
,3

2
0

実
績

1
,4

9
1

　
特

性
を

捉
え

た
早

期
の

対
応

に
よ

り
、

児
童

・
生

徒
の

意
欲

が
高

ま
り

自
己

肯
定

感
が

育
ま

れ
る

。

単
位

②
活

動
指

標
実

績
実

績
目

標

R
5

R
6

年
度

単
位

R
5

目
標

達
成

状
況

③
成

果
指

標
年

度
R

4

令
和

６
年

度
重

点
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
事

業
評

価
調

書
（
令

和
５

年
度

事
業

分
）

視
点

再
掲

重
点

目
標

①
家

庭
・
地

域
と

連
携

し
子

ど
も

の
学

び
を

支
え

育
む

重
点

項
目

子
ど

も
の

状
況

に
応

じ
た

支
援

の
充

実
記

入
所

属
ひ

と
教

育
指

導
部

こ
ど

も
支

援
セ

ン
タ

ー
げ

ん
き

支
援

管
理

課
　

発
達

支
援

係

事
業

名
№

3
「
発

達
支

援
児

に
対

す
る

事
業

の
推

進
」

協
働 ・

協
創

・
保

健
セ

ン
タ

ー
で

の
１

歳
半

・
３

歳
児

健
診

時
の

子
ど

も
相

談
へ

心
理

士
の

派
遣

・
福

祉
部

（
障

が
い

福
祉

課
・
障

が
い

福
祉

セ
ン

タ
ー

）
・
衛

生
部

（
保

健
予

防
課

）
・
子

ど
も

家
庭

部
（
子

ど
も

政
策

課
・
子

ど
も

施
設

運
営

課
・
子

ど
も

施
設

入
園

課
・
私

立
保

育
園

課
）
と

特
に

密
接

に
協

働

Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
関

連
す

る
ゴ

ー
ル

・
タ

ー
ゲ

ッ
ト

1
.
1

3
.
8

4
.
5

1
0
.
2

年
度

４
年

度
５

年
度

６
年

度

区
民

項
目

取
組

状
況

具
体

的
に

目
的

（
⑤

最
終

成
果

（
理

想
）
）

Ｓ
Ｄ

Ｇ
s関

連
す

る
ゴ

ー
ル

・
タ

ー
ゲ

ッ
ト

に
対

す
る

貢
献

状
況

発
達

支
援

児
及

び
保

護
者

に
対

し
、

総
合

的
か

つ
切

れ
目

の
な

い
相

談
支

援
を

行
う

こ
と

は
、

平
等

に
教

育
を

受
け

ら
れ

、
す

べ
て

の
人

の
能

力
を

強
化

し
、

社
会

等
へ

の
関

わ
り

を
促

進
す

る
こ

と
に

つ
な

が
っ

て
い

く

「
支

え
る

」
サ

ポ
ー

ト
体

制
の

充
実

千
円

9
,2

7
6

事 業 の 概 要

対
象

※
　

そ
の

他
の

場
合

記
入

⑥
重

点
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
共

通
の

成
果

（
⑤

最
終

成
果

（
理

想
）
が

伸
び

た
ら

こ
う

な
る

）

区
政

全
体

に
対

す
る

区
民

の
満

足
度

　
6
7
％

主
な

内
容

全
校

導
入

し
た

こ
と

で
、

一
定

の
レ

ベ
ル

の
計

画
が

作
成

で
き

た
。

保
護

者
か

ら
提

出
さ

れ
た

就
学

前
の

情
報

を
計

画
に

反
映

す
る

こ
と

で
、

支
援

が
継

続
す

る
。

さ
ら

に
、

小
学

校
か

ら
中

学
校

へ
デ

ー
タ

で
の

引
継

ぎ
を

行
う

こ
と

に
よ

り
支

援
が

停
滞

す
る

こ
と

が
な

く
な

っ
た

が
、

一
部

の
小

学
校

で
は

活
用

し
て

い
な

い
児

童
も

い
る

た
め

、
支

援
の

ス
ム

ー
ズ

な
移

行
の

た
め

活
用

を
促

す
。

今
後

は
、

保
護

者
が

児
童

の
情

報
を

伝
え

る
ツ

ー
ル

を
現

在
の

紙
媒

体
か

ら
ウ

エ
ブ

サ
イ

ト
に

す
る

等
検

討
す

る
必

要
が

あ
る

。

タ
イ

ム
リ

ー
な

相
談

や
訪

問
支

援
が

滞
る

。
1
3
,
5
4
4

1
5
,
4
3
1

1
0
,
3
3
9

0

R
6

6
年

度
R

4

0
0

②
活

動
（
ア

ウ
ト

プ
ッ

ト
）

※
区

が
行

う
直

接
の

活
動

③
直

接
成

果
（
②

の
活

動
の

直
接

的
な

結
果

）
④

中
間

成
果

（
③

の
成

果
が

伸
び

た
ら

、
ど

う
な

る
か

）
⑤

最
終

成
果

（
理

想
）

R
6

年
度

実
績

目
標

達
成

状
況

⑤
成

果
指

標

【
事

業
の

概
要

】
１

　
保

健
セ

ン
タ

ー
に

出
向

き
、

子
育

て
や

児
童

の
発

達
に

心
配

や
　

不
安

の
あ

る
保

護
者

と
面

接
を

す
る

。
【
活

動
-
1
】

２
　

心
理

士
や

作
業

療
法

士
が

保
育

所
・
小

中
学

校
へ

訪
問

し
、

対
　

応
に

苦
慮

す
る

児
童

・
生

徒
の

行
動

観
察

を
行

う
。

保
育

士
や

教
　

職
員

に
対

し
特

性
に

応
じ

た
対

応
の

助
言

を
行

う
。

【
活

動
-
2
】

３
　

発
達

障
が

い
研

修
（
保

育
士

向
け

）
・
特

別
支

援
教

育
研

修
　

（
小

中
学

校
教

員
向

け
）
を

実
施

す
る

。
【
活

動
-
3
】

１
　

児
童

の
発

達
特

性
に

気
づ

い
た

保
護

者
が

げ
ん

き
に

来
所

　
（
出

張
相

談
も

含
む

）
し

、
相

談
を

受
け

る
。

【
直

接
成

果
-
1
】

２
　

心
理

士
や

作
業

療
法

士
が

助
言

を
す

る
こ

と
で

、
対

応
に

苦
慮

　
す

る
児

童
・
生

徒
の

か
か

わ
り

方
を

保
育

者
や

教
職

員
が

理
解

す
　

る
。

【
直

接
成

果
-
2
】

３
　

研
修

を
通

し
て

発
達

障
が

い
児

の
理

解
を

深
め

、
支

援
・
指

導
の

　
中

心
的

な
役

割
を

担
う

職
員

を
育

成
す

る
。

【
直

接
成

果
-
3
】

１
　

相
談

を
し

た
保

護
者

が
児

童
・
生

徒
の

特
性

を
保

育
所

等
に

伝
え

　
た

り
、

園
を

訪
問

し
た

専
門

職
が

保
育

士
に

助
言

を
す

る
こ

と
で

、
　

適
切

な
支

援
が

受
け

ら
れ

、
児

童
・
生

徒
の

困
り

感
が

軽
減

す
る

。
２

　
保

育
者

や
教

員
が

児
童

・
生

徒
の

発
達

特
性

に
応

じ
た

支
援

の
　

方
法

を
確

立
す

る
。

３
　

保
育

者
や

教
員

が
適

正
な

個
別

支
援

計
画

を
作

成
す

る
こ

と
で

、
　

児
童

・
生

徒
の

発
達

特
性

に
応

じ
た

対
応

が
で

き
る

。
（
令

和
４

年
　

度
か

ら
順

次
小

中
学

校
が

『
個

別
の

支
援

計
画

・
個

別
指

導
計

画
　

作
成

シ
ス

テ
ム

』
を

活
用

し
て

い
る

）

単
位

単
位

％
人 人 人

％ 件

達
成

状
況

④
成

果
指

標

1
,5

0
0

最
終

目
標

R
4

R
5

1
,5

1
2

7
2 -

【
活

動
-
2
】

巡
回

訪
問

件
数

目
標

7
0
0

7
5
0

1
,0

0
0

達
成

【
直

接
成

果
-
2
】

巡
回

訪
問

で
支

援
し

た
児

童
・

生
徒

数

1
0
1
%

1
2
5
%

順
調

【
最

終
成

果
】

「
自

分
に

は
良

い
と

こ
ろ

が
あ

る
」
と

思
う

子
ど

も
の

割
合

9
7

9
1

-

1
0
2
%

-
実

績

【
中

間
成

果
-
1
】

発
達

支
援

児
の

支
援

の
程

度
が

軽
減

若
し

く
は

現
状

維
持

し
た

と
判

断
さ

れ
た

児
童

の
割

合

9
5

9
5

9
5

達
成

率
1
1
3
%

件

1
,0

1
0

1
,0

4
0

達
成

率
8
6
%

1
1
6
%

1
2
4
%

1
0
3
%

達
成

実
績

7
3
4

1
,1

4
4

-
実

績
1
,0

3
7

1
,3

8
7

1
,2

0
0

外
的
な
要
因

大
行
政
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
要
素

大
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【
評

価
結

果
・
提

言
を

受
け

て
の

取
組

】
（
反

映
結

果
）

【
全

体
評

価
の

経
年

動
向

】

【
所

属
の

自
己

分
析

】
（
一

次
評

価
）

指
標

分
析

課
題

分
析

今
後

の
事

業
の

予
定

（
短

期
）
・
方

向
性

（
中

・
長

期
）

【
活

動
-
1
】
【
直

接
成

果
-
1
】

保
健

セ
ン

タ
ー

で
の

健
診

時
に

、
発

達
に

つ
い

て
不

安
を

抱
え

る
保

護
者

に
対

し
専

門
職

（
心

理
士

）
か

ら
助

言
す

る
こ

と
で

、
保

護
者

の
子

育
て

不
安

軽
減

に
つ

な
が

っ
た

方
や

、
発

達
特

性
に

気
づ

く
こ

と
で

更
に

詳
し

く
相

談
し

た
い

と
げ

ん
き

の
発

達
相

談
へ

繋
が

っ
た

方
も

い
る

。
後

者
の

割
合

も
増

加
傾

向
に

あ
る

（
相

談
件

数
に

対
し

、
令

和
3
年

2
2
％

、
令

和
4
年

2
9
％

、
令

和
5
年

2
7
％

）
。

【
活

動
-
2
】
【
直

接
成

果
-
2
】

発
達

支
援

児
に

認
定

さ
れ

た
児

童
が

増
加

傾
向

に
あ

り
、

巡
回

訪
問

で
発

達
支

援
児

の
行

動
観

察
・
保

育
者

へ
の

助
言

件
数

も
伸

び
た

。
巡

回
訪

問
時

の
保

護
者

と
の

面
談

希
望

も
増

加
傾

向
に

あ
る

。
前

述
の

よ
う

に
訪

問
必

要
件

数
が

増
え

て
い

る
た

め
、

タ
イ

ム
リ

ー
に

訪
問

で
き

な
い

場
合

も
多

か
っ

た
。

【
活

動
-
3
】
【
直

接
成

果
-
3
】

障
が

い
児

保
育

研
修

（
保

育
者

向
け

）
と

特
別

支
援

教
育

研
修

（
小

中
学

校
教

員
向

け
）
の

開
催

回
数

に
つ

い
て

は
、

研
修

内
容

を
見

直
し

、
内

容
を

充
実

さ
せ

た
上

で
回

数
を

減
ら

し
た

。
「
障

が
い

児
保

育
」
「
特

別
支

援
教

育
」
の

理
解

と
促

進
に

努
め

た
。

（
内

訳
は

発
達

障
が

い
に

つ
い

て
の

キ
ャ

リ
ア

ア
ッ

プ
研

修
2
4

回
と

発
達

障
が

い
研

修
4
回

、
特

別
支

援
教

育
に

つ
い

て
の

特
別

支
援

教
育

研
修

1
2
回

と
動

画
研

修
2
回

）

【
活

動
-
1
】
【
直

接
成

果
-
1
】

相
談

件
数

に
対

し
て

、
ハ

ー
ド

面
で

げ
ん

き
の

相
談

室
の

数
に

限
り

が
あ

る
こ

と
に

加
え

、
相

談
を

受
け

る
人

員
も

足
り

て
い

な
い

こ
と

も
重

な
り

相
談

予
約

が
難

し
く
3
か

月
程

度
お

待
た

せ
し

て
し

ま
っ

て
い

る
。

げ
ん

き
だ

け
で

な
く
、

保
健

セ
ン

タ
ー

の
相

談
室

の
利

用
回

数
を

増
や

し
予

約
で

き
る

枠
や

相
談

を
受

け
る

人
員

を
確

保
す

る
必

要
が

あ
る

。

【
活

動
-
2
】
【
直

接
成

果
-
2
】

発
達

面
だ

け
で

な
く
園

環
境

も
含

め
た

指
導

・
助

言
が

必
要

で
あ

る
た

め
、

引
き

続
き

他
課

（
子

ど
も

施
設

指
導

・
支

援
課

、
私

立
保

育
園

課
等

）
と

連
携

し
各

々
の

専
門

性
（
心

理
士

、
作

業
療

法
士

、
係

長
級

保
育

士
）
を

活
か

し
た

支
援

を
行

っ
て

い
き

、
タ

イ
ム

リ
ー

に
助

言
し

て
い

く
必

要
が

あ
る

。

【
活

動
-
3
】
【
直

接
成

果
-
3
】
【
中

間
成

果
-
2
】

今
後

も
講

義
内

容
に

つ
い

て
、

よ
り

保
育

・
教

育
現

場
に

活
用

で
き

る
も

の
に

設
定

し
内

容
を

充
実

さ
せ

て
い

く
必

要
が

あ
る

。
ま

た
、

フ
ォ

ロ
ー

研
修

を
行

い
理

解
の

定
着

を
図

っ
て

い
く
必

要
が

あ
る

。

発
達

支
援

事
業

に
つ

い
て

３
つ

の
視

点
①

「
気

づ
く
」
相

談
し

や
す

い
窓

口
の

設
置

・
気

づ
き

と
理

解
の

促
進

②
「
つ

な
ぐ

」
就

学
前

か
ら

学
齢

期
へ

途
切

れ
の

な
い

情
報

の
連

携
・
つ

な
が

り
支

援
③

「
支

え
る

」
成

長
段

階
や

特
性

に
応

じ
た

支
援

と
療

育
の

場
の

充
実

（
短

期
）

・
げ

ん
き

で
の

発
達

相
談

に
加

え
、

保
健

セ
ン

タ
ー

の
相

談
室

を
利

用
し

て
の

発
達

相
談

回
数

を
増

や
す

こ
と

で
、

令
和

6
年

秋
ご

ろ
を

目
途

に
相

談
予

約
ま

で
の

期
間

が
1
か

月
程

度
に

な
る

よ
う

に
す

る
。

・
連

携
他

課
に

は
巡

回
訪

問
の

全
日

程
を

共
有

し
、

当
係

専
門

職
の

訪
問

時
に

同
行

し
た

り
別

日
訪

問
で

各
々

指
導

・
助

言
し

て
い

く
。

・
保

育
者

や
教

員
に

対
し

、
発

達
特

性
に

応
じ

た
適

切
な

対
応

が
理

解
で

き
る

よ
う

研
修

内
容

を
精

査
・
充

実
し

て
い

く
。

・
発

達
支

援
リ

ー
ダ

ー
に

つ
い

て
は

、
研

修
受

講
後

に
ア

ン
ケ

ー
ト

等
で

定
着

度
を

は
か

っ
て

い
く
。

ま
た

、
講

師
と

調
整

し
フ

ォ
ロ

ー
研

修
の

実
施

を
検

討
し

て
い

く
。

・
特

別
支

援
教

育
リ

ー
ダ

ー
の

フ
ォ

ロ
ー

に
つ

い
て

は
、

研
修

を
受

講
し

た
教

員
と

学
校

の
依

頼
に

よ
り

必
要

に
応

じ
て

特
別

支
援

ア
ド

バ
イ

ザ
ー

に
よ

る
事

例
検

討
を

実
施

し
て

い
く
予

定
で

あ
る

。

（
中

・
長

期
）

上
記

2
つ

の
視

点
を

踏
ま

え
、

引
き

続
き

ラ
イ

フ
ス

テ
ー

ジ
に

沿
っ

た
支

援
の

手
法

を
検

討
し

て
い

く
。

【
庁

内
評

価
委

員
会

の
評

価
】
（
２

次
評

価
）

評
価

結
果

全
体

評
価

反
映

結
果

・
反

映
状

況

【
目

標
・
成

果
の

達
成

度
へ

の
評

価
】

　
発

達
支

援
児

の
認

定
児

童
数

が
増

加
傾

向
に

あ
る

中
で

、
巡

回
訪

問
件

数
や

個
別

支
援

計
画

の
作

成
が

着
実

に
増

加
し

て
い

る
こ

と
や

障
が

い
児

保
育

研
修

等
の

回
数

だ
け

で
な

く
内

容
の

見
直

し
を

図
っ

た
こ

と
を

評
価

し
た

い
。

　
一

方
で

、
増

加
す

る
相

談
ニ

ー
ズ

に
対

応
す

る
方

法
と

し
て

、
行

政
の

マ
ン

パ
ワ

ー
に

限
り

が
あ

る
こ

と
踏

ま
え

、
支

援
の

内
容

に
保

護
者

や
当

該
児

自
身

が
知

識
を

得
た

り
、

自
ら

考
え

て
対

処
で

き
た

り
周

辺
が

気
づ

く
仕

組
み

な
ど

の
視

点
を

今
ま

で
以

上
に

入
れ

て
い

く
な

ど
、

行
政

側
か

ら
支

援
を

送
り

込
む

か
た

ち
以

外
の

工
夫

を
し

な
い

と
立

ち
行

か
な

く
な

る
の

で
は

と
危

惧
す

る
。

【
直

接
成

果
-
3
】
の

達
成

率
が

6
3
1
％

と
高

く
、

発
達

支
援

リ
ー

ダ
ー

、
特

別
支

援
教

育
リ

ー
ダ

ー
の

活
用

も
工

夫
し

て
も

ら
い

た
い

。

【
今

後
の

事
業

の
予

定
・
方

向
性

へ
の

評
価

】
　

気
づ

く
、

つ
な

ぐ
、

支
え

る
の

視
点

の
も

と
に

各
事

業
が

整
理

さ
れ

て
進

め
ら

れ
て

い
る

。
　

不
足

す
る

相
談

ス
ペ

ー
ス

確
保

の
た

め
、

保
健

セ
ン

タ
ー

を
活

用
し

て
相

談
場

所
を

増
や

す
こ

と
で

、
相

談
予

約
ま

で
の

期
間

が
1
か

月
程

度
と

な
る

こ
と

に
期

待
し

た
い

。
ま

た
、

研
修

内
容

の
充

実
な

ど
に

よ
り

相
談

員
や

発
達

支
援

リ
ー

ダ
ー

、
特

別
支

援
教

育
リ

ー
ダ

ー
の

資
質

の
更

な
る

向
上

を
図

る
と

と
も

に
、

特
別

支
援

教
育

リ
ー

ダ
ー

の
フ

ォ
ロ

ー
研

修
に

つ
い

て
も

、
研

修
受

講
者

の
声

な
ど

を
踏

ま
え

実
施

を
検

討
し

て
い

た
だ

き
た

い
。

今
後

も
発

達
支

援
児

や
そ

の
保

護
者

そ
れ

ぞ
れ

に
合

わ
せ

た
支

援
を

継
続

し
て

も
ら

い
た

い
。

4
①

行
政

以
外

か
ら

の
支

援
体

制
の

構
築

に
つ

い
て

は
、

昨
年

度
か

ら
年

長
児

の
全

世
帯

に
対

し
、

児
童

へ
の

関
わ

り
方

を
自

主
的

に
学

ん
で

い
た

だ
け

る
ペ

ア
レ

ン
ト

プ
ロ

グ
ラ

ム
動

画
の

お
知

ら
せ

を
郵

送
配

布
し

て
い

る
。

今
後

も
継

続
す

る
こ

と
で

、
ま

ず
は

保
護

者
が

自
主

的
に

取
り

組
ん

で
い

け
る

し
く
み

を
構

築
し

て
い

く
。

②
発

達
支

援
リ

ー
ダ

ー
研

修
修

了
者

に
対

し
て

は
、

発
達

支
援

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

育
成

研
修

に
繋

げ
て

い
く
こ

と
で

、
関

係
機

関
と

の
連

携
強

化
や

保
護

者
支

援
、

環
境

や
行

動
の

分
析

な
ど

障
が

い
児

保
育

の
質

向
上

を
目

指
し

て
い

る
。

ま
た

、
校

内
で

特
別

支
援

教
育

を
推

進
す

る
特

別
支

援
教

育
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
が

リ
ー

ダ
ー

と
な

り
、

校
内

に
お

け
る

児
童

・
生

徒
へ

の
支

援
を

進
め

て
い

る
。

区
と

し
て

も
、

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

を
対

象
と

し
た

特
別

支
援

教
育

研
修

会
を

年
間

１
０

回
実

施
し

、
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
の

資
質

・
能

力
の

向
上

を
図

っ
て

お
り

、
引

き
続

き
取

り
組

ん
で

い
く
。

③
特

別
支

援
教

育
リ

ー
ダ

ー
の

フ
ォ

ロ
ー

研
修

に
つ

い
て

は
、

研
修

会
後

に
必

ず
研

修
受

講
者

に
ア

ン
ケ

ー
ト

を
と

り
、

受
講

者
か

ら
の

声
を

参
考

に
し

て
次

の
研

修
会

へ
生

か
し

て
き

た
。

今
後

も
、

現
場

の
声

を
大

切
に

し
て

、
充

実
し

た
研

修
会

を
実

施
で

き
る

よ
う

に
努

め
て

い
く
。

【
区

民
評

価
委

員
会

の
評

価
】
（
３

次
評

価
）

反
映

結
果

の
評

価
目

標
・
成

果
の

達
成

度
へ

の
評

価
今

後
の

事
業

の
予

定
、

方
向

性
へ

の
評

価
全

体
評

価

反
映

結
果

達
成

度

方
向

性
R

2
R

3
R

4
R

5

庁
内

評
価

結
果

4
4

4
4

区
民

評
価

結
果

4

S
T
E
P
1 S
T
E
P
2 S
T
E
P
3

S
T
E
P
4

評
価

中
止

評
価

対
象
外

評
価

対
象
外
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【
ロ

ジ
ッ

ク
モ

デ
ル

・
指

標
の

達
成

度
】

単
位

：
千

円
■

令
和

５
年

度
事

業
費

支
出

内
訳

（
上

位
３

事
業

）

(1
)

(2
)

(3
)

 

年
度

目
標

目
標

実
績

達
成

率

目
標

目
標

9
4
%

5
,5

8
0

-

【
活

動
-
2
】

不
登

校
児

童
・
生

徒
に

登
校

サ
ポ

ー
タ

ー
を

派
遣

し
た

回
数

（
派

遣
し

た
児

童
・
生

徒
の

実
数

R
4
：
3
2
9

人
、

R
5
：
3
9
7
人

、
目

標
R

6
：
4
0
0

人
）

目
標

4
,5

0
0

4
,5

0
0

6
,5

0
0

達
成

【
直

接
成

果
-
2
】

お
迎

え
支

援
、

別
室

登
校

支
援

の
利

用
者

数

9
9
%

9
3
%

回
％

【
中

間
成

果
-
1
】

不
登

校
状

態
が

改
善

し
た

児
童

・
生

徒
の

割
合

5
5

6
2

5
1

6
7
5

-
実

績

達
成

率

単
位

実
績

目
標

達
成

状
況

⑤
成

果
指

標

5
3

や
や

遅
れ

て
い

る

【
最

終
成

果
】

出
席

扱
い

と
な

っ
た

不
登

校
児

童
・

生
徒

の
割

合
5
2

4
1

-

9
5
%

単
位

％

影
響

要
因

・
感

染
症

等
の

流
行

（
登

校
不

可
）

・
区

民
や

学
校

の
事

業
認

知

・
学

校
に

よ
る

事
業

の
活

用
・
家

族
や

学
校

の
協

力
・
本

人
の

環
境

適
応

・
家

族
や

学
校

の
協

力
・
本

人
の

環
境

適
応

2
0
,
2
3
9

7
0
,
5
6
1

0

0

R
6

6
年

度
R

4

0
0

②
活

動
（
ア

ウ
ト

プ
ッ

ト
）

※
区

が
行

う
直

接
の

活
動

③
直

接
成

果
（
②

の
活

動
の

直
接

的
な

結
果

）
④

中
間

成
果

（
③

の
成

果
が

伸
び

た
ら

、
ど

う
な

る
か

）
⑤

最
終

成
果

（
理

想
）

R
6

達
成

状
況

④
成

果
指

標

影
響

要
因

影
響

要
因

最
終

目
標

令
和

６
年

度
重

点
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
事

業
評

価
調

書
（
令

和
５

年
度

事
業

分
）

視
点

再
掲

重
点

目
標

④
多

様
な

個
性

や
ラ

イ
フ

ス
タ

イ
ル

を
認

め
あ

う
風

土
を

醸
成

す
る

重
点

項
目

子
ど

も
の

状
況

に
応

じ
た

支
援

の
充

実
記

入
所

属
ひ

と
教

育
指

導
部

こ
ど

も
支

援
セ

ン
タ

ー
げ

ん
き

教
育

相
談

課
不

登
校

施
策

担
当

事
業

名
№

4
「
不

登
校

対
策

支
援

事
業

」
協

働 ・
協

創
教

育
指

導
課

と
児

童
・
生

徒
の

情
報

を
共

有
し

て
い

る
。

Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
関

連
す

る
ゴ

ー
ル

・
タ

ー
ゲ

ッ
ト

目
標
に
直
結

4
.
5

【
事

業
の

概
要

】
１

　
不

登
校

児
童

・
生

徒
へ

の
ア

プ
ロ

ー
チ

（
教

育
相

談
事

業
）

（
１

）
校

内
委

員
会

が
効

果
的

に
活

用
さ

れ
る

【
活

動
-
1
】

（
２

）
不

登
校

児
童

・
生

徒
に

登
校

サ
ポ

ー
タ

ー
を

派
遣

す
る

  
  
【
活

動
-
2
】

（
３

）
不

登
校

児
童

・
生

徒
に

学
校

以
外

の
学

び
の

場
（
教

育
相

談
員

　
　

と
の

面
談

や
、

Ｎ
Ｐ

Ｏ
が

運
営

す
る

居
場

所
で

の
ス

タ
ッ

フ
と

の
　

　
面

接
）
で

声
か

け
を

行
う

【
活

動
-
3
】

　

１
　

不
登

校
児

童
・
生

徒
へ

の
直

接
成

果
【
活

動
-
1
～

3
】

（
１

）
校

内
委

員
会

で
協

議
し

た
結

果
、

学
習

機
会

が
確

保
さ

れ
る

　
　

（
「
不

定
期

、
別

室
、

放
課

後
含

め
学

校
に

登
校

で
き

る
よ

う
に

　
　

な
っ

た
」
も

し
く
は

「
学

校
以

外
の

学
び

の
場

や
ＩＣ

Ｔ
を

活
用

　
　

し
た

支
援

を
受

け
て

い
る

」
）
【
直

接
成

果
-
1
】

（
２

）
お

迎
え

支
援

、
別

室
登

校
支

援
の

利
用

者
が

増
え

る
　

　
【
直

接
成

果
-
2
】

（
３

）
不

登
校

児
童

・
生

徒
が

学
校

以
外

の
学

び
の

場
（
チ

ャ
レ

ン
ジ

　
　

学
級

、
あ

す
テ

ッ
プ

、
居

場
所

、
家

庭
学

習
支

援
事

業
と

い
う

区
　

　
の

不
登

校
児

童
・
生

徒
へ

の
支

援
）
に

定
期

的
に

通
う

　
　

【
直

接
成

果
-
3
】

１
　

不
登

校
児

童
・
生

徒
の

状
況

に
改

善
が

見
ら

れ
る

（
１

）
不

登
校

状
態

か
ら

の
改

善
（
「
登

校
す

る
又

は
で

き
る

よ
う

に
　

　
な

っ
た

」
も

し
く
は

「
継

続
し

た
登

校
に

は
至

ら
な

い
も

の
の

好
　

　
ま

し
い

変
化

が
見

ら
れ

る
よ

う
に

な
っ

た
」
）
率

が
向

上
す

る
　

　
【
中

間
成

果
-
1
】

（
２

）
不

登
校

で
も

、
学

校
以

外
の

学
び

の
場

や
ＩＣ

Ｔ
を

活
用

し
た

　
　

自
宅

学
習

な
ど

、
学

習
機

会
が

確
保

さ
れ

て
い

る
（
「
不

定
期

、
　

　
別

室
、

放
課

後
含

め
学

校
に

登
校

で
き

る
よ

う
に

な
っ

た
」
も

　
　

し
く
は

「
チ

ャ
レ

ン
ジ

学
級

、
あ

す
テ

ッ
プ

、
居

場
所

、
家

庭
  

  
学

習
支

援
事

業
と

い
う

区
の

不
登

校
児

童
・
生

徒
へ

の
支

援
や

　
　

ＩＣ
Ｔ

を
活

用
し

た
支

援
を

受
け

て
い

る
」
）
【
中

間
成

果
-
2
】

不
登

校
の

児
童

・
生

徒
が

、
様

々
な

学
び

の
場

で
の

体
験

や
経

験
を

通
じ

て
、

心
身

と
も

に
成

長
す

る
※

　
令

和
元

年
１

０
月

２
５

日
に

文
部

科
学

　
省

よ
り

通
知

が
出

さ
れ

、
一

定
の

要
件

を
　

満
た

す
場

合
に

、
学

校
外

の
施

設
に

お
　

い
て

相
談

・
指

導
を

受
け

て
い

る
場

合
や

　
自

宅
で

ＩＣ
Ｔ

等
を

活
用

し
て

学
習

活
動

　
を

行
っ

た
場

合
も

出
席

扱
い

と
す

る
こ

と
　

が
で

き
る

よ
う

に
な

っ
た

。

単
位

②
活

動
指

標
実

績
実

績
目

標

R
5

R
6

年
度

単
位

R
5

目
標

達
成

状
況

③
成

果
指

標
年

度
R

4
R

4
R

5
年

度

順
調

達
成

率
6
6
%

回

9
0

9
4

達
成

率
2
1
9
%

1
3
2
%

8
9
%

9
2
%

人
％

-

目
標

-

実
績

-
5
,6

3
2

-
6
6
7

6
7
5

順
調

実
績

5
,2

5
0

6
,4

2
7

-
実

績
3
2
9

3
9
7

1
5
0

3
0
0

4
0
0

達
成

【
中

間
成

果
-
2
】

学
習

機
会

が
確

保
さ

れ
て

い
る

児
童

・
生

徒
の

割
合

8
3

-
実

績
7
4

達
成

率

8
3

-

達
成

率
1
1
7
%

1
4
3
%

【
活

動
-
3
】

学
校

以
外

の
学

び
の

場
で

不
登

校
児

童
・
生

徒
に

対
し

働
き

か
け

を
行

っ
た

回
数

（
働

き
か

け
を

し
た

児
童

生
徒

の
実

数
R

4
：
1
9
4
人

、
R

5
：

2
0
8
人

、
目

標
R

6
：
2
2
0
人

）

目
標

2
,2

0
0

2
,3

0
0

2
,3

0
0

順
調

【
直

接
成

果
-
3
】

学
校

以
外

の
学

び
の

場
に

つ
な

が
っ

た
不

登
校

児
童

・
生

徒
の

人
数

（
【
活

動
-
3
】
で

働
き

か
け

を
行

っ
た

児
童

生
徒

以
外

で
つ

な
が

っ
た

児
童

生
徒

を
含

む
）

目
標

2
5
5

回
人

や
や

順
調

実
績

2
,4

5
2

2
,1

6
0

-
実

績
2
3
0

2
3
9

-

達
成

率
1
1
1
%

9
4
%

達
成

率
9
0
%

8
5
%

2
8
0

2
8
0

5
3
0
,
1
3
3

5
2
7
,
6
0
0

教
育

相
談

、
教

育
支

援
セ

ン
タ

ー
の

運
営

、
ス

ク
ー

ル
カ

ウ
ン

セ
ラ

ー
（
Ｓ

Ｃ
）
の

派
遣

、
ス

ク
ー

ル
ソ

ー
シ

ャ
ル

ワ
ー

カ
ー

（
Ｓ

Ｓ
Ｗ

）
の

派
遣

、
不

登
校

対
策

事
業

2
2
,0

0
0

1
3
,3

3
6

実
施

済

総
事

業
費

(a
+
b)

6
0
9
,
7
5
0

サ
ポ

ー
タ

ー
の

支
援

レ
ベ

ル
の

向
上

6
2
4
,
0
8
6

実
施

済
今

後
、

S
S
W

の
役

割
が

増
加

し
て

い
く
中

で
、

S
S
W

の
増

員
を

要
求

す
る

と
と

も
に

、
人

材
育

成
も

並
行

し
て

進
め

て
い

く
。

対
象

※
　

そ
の

他
の

場
合

記
入

昨
年

度
の

反
映

結
果

に
対

す
る

取
組

状
況

区
民

項
目

取
組

状
況

具
体

的
に

目
的

（
⑤

最
終

成
果

（
理

想
）
）

【
活

動
-
1
】

校
内

委
員

会
に

お
い

て
支

援
方

法
等

を
協

議
し

た
延

べ
回

数
（
協

議
し

た
児

童
・
生

徒
の

実
数

R
4
：
7
9
3

人
、

R
5
：
1
，

0
9
2
人

、
目

標
R

6
：
1
，

1
0
0
人

）

目
標

6
,0

0
0

6
,0

0
0

6
,0

0
0

順
調

達
成

率

実
績

【
直

接
成

果
-
1
】

校
内

委
員

会
に

お
い

て
支

援
方

法
等

を
協

議
し

た
結

果
、

学
習

機
会

が
確

保
さ

れ
た

児
童

・
生

徒
数

回

S
S
W

の
計

画
的

増
員

と
質

の
向

上
内

容

①
投

入
資

源
（
イ

ン
プ

ッ
ト

）

年
度

学
校

向
け

マ
ニ

ュ
ア

ル
や

サ
ポ

ー
タ

ー
用

手
引

き
に

つ
い

て
、

事
例

も
踏

ま
え

た
見

直
し

を
実

施
し

、
周

知
を

行
っ

た
。

Ｓ
Ｄ

Ｇ
s関

連
す

る
ゴ

ー
ル

・
タ

ー
ゲ

ッ
ト

に
対

す
る

貢
献

状
況

【
目

標
1
】
【
目

標
4
】
タ

ー
ゲ

ッ
ト

4
.5

：
不

登
校

児
童

・
生

徒
の

居
場

所
や

学
習

機
会

の
確

保
に

よ
り

脆
弱

層
が

平
等

に
教

育
を

受
け

る
こ

と
が

で
き

、
自

己
肯

定
感

を
高

め
て

進
学

へ
の

意
欲

を
喚

起
し

、
貧

困
の

連
鎖

を
断

ち
切

る
。

事 業 の 概 要

不
登

校
の

児
童

・
生

徒
が

、
様

々
な

学
び

の
場

で
の

体
験

や
経

験
を

通
じ

て
、

心
身

と
も

に
成

長
す

る

4
年

度
5
年

度
6
年

度

税
外

収
入

事
業

費
(a

)

人
件

費
(b

)
内

訳

国
庫

負
担

金
・
補

助
金

受
益

者
負

担
金

対
応

す
る

予
算

事
業

名
教

育
相

談
事

業

⑥
重

点
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
共

通
の

成
果

（
⑤

最
終

成
果

（
理

想
）
が

伸
び

た
ら

こ
う

な
る

）

区
政

全
体

に
対

す
る

区
民

の
満

足
度

　
6
7
％

主
な

内
容

主
な

内
容

主
な

内
容

1
1
0
,
8
7
8

7
9
,
6
1
7

9
6
,
4
8
6

1
1
0
,
8
7
8

居
場

所
支

援
事

業
委

託
不

登
校

児
童

の
た

め
の

家
庭

学
習

支
援

事
業

委
託

竹
の

塚
教

育
相

談
係

運
営

経
費

千
円

千
円

千
円

3
7
,2

0
0

外
的
な
要
因

大
行
政
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
要
素

大

Ⅲ　重点プロジェクト事業 事業別評価の反映結果
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【
評

価
結

果
・
提

言
を

受
け

て
の

取
組

】
（
反

映
結

果
）

【
全

体
評

価
の

経
年

動
向

】

R
5

4
庁

内
評

価
結

果
4

4
4

4

区
民

評
価

結
果

4
3
.5

4

評
価

結
果

全
体

評
価

反
映

結
果

・
反

映
状

況

【
目

標
・
成

果
へ

の
達

成
度

の
評

価
】

・
不

登
校

ま
た

は
登

校
渋

り
の

児
童

・
生

徒
に

関
し

て
、

登
校

お
よ

び
外

出
の

可
否

に
よ

る
分

類
の

も
と

、
そ

れ
ぞ

れ
の

状
況

に
応

じ
た

多
様

な
支

援
を

展
開

し
た

。
・
全

国
的

に
不

登
校

児
童

・
生

徒
が

増
加

す
る

中
で

、
そ

の
割

合
も

一
時

は
国

や
東

京
都

の
数

値
を

上
回

っ
て

い
た

が
、

令
和

3
年

度
に

は
そ

れ
を

下
回

る
結

果
と

な
り

、
様

々
な

取
組

み
の

成
果

で
あ

る
と

評
価

す
る

。
・
今

後
さ

ら
な

る
事

業
の

強
化

の
た

め
、

「
登

校
で

き
る

」
「
登

校
で

き
な

い
が

外
出

は
で

き
る

」
「
登

校
も

外
出

も
で

き
な

い
」
そ

れ
ぞ

れ
の

ボ
リ

ュ
ー

ム
を

把
握

し
た

う
え

で
、

タ
ー

ゲ
ッ

ト
を

見
定

め
た

効
果

的
な

取
組

み
の

推
進

を
お

願
い

し
た

い
。

・
学

校
以

外
の

学
び

の
場

に
つ

い
て

は
、

平
成

2
9
年

度
以

降
チ

ャ
レ

ン
ジ

学
級

だ
け

で
な

く
、

あ
す

テ
ッ

プ
、

居
場

所
を

兼
ね

た
学

習
支

援
と

選
択

肢
を

拡
充

し
て

い
る

。
一

方
で

、
[直

接
成

果
-
3
]

に
実

績
が

目
標

に
及

ん
で

い
な

い
た

め
、

今
後

の
IC

T
を

活
用

し
た

支
援

を
含

め
、

必
要

な
人

に
情

報
が

届
く
よ

う
周

知
を

工
夫

し
て

も
ら

い
た

い
。

【
今

後
の

事
業

の
予

定
・
方

向
性

へ
の

評
価

】
　

学
び

の
場

の
多

様
化

に
応

じ
た

様
々

な
事

業
を

実
施

し
て

い
る

こ
と

を
評

価
す

る
。

事
業

の
最

終
ゴ

ー
ル

が
「
学

校
に

戻
る

こ
と

」
だ

け
で

は
な

い
と

い
う

理
念

の
も

と
、

今
後

も
あ

ら
ゆ

る
選

択
肢

を
模

索
し

つ
つ

、
そ

れ
ぞ

れ
が

心
身

と
も

に
成

長
で

き
る

環
境

づ
く
り

に
取

り
組

ん
で

も
ら

い
た

い
。

そ
の

た
め

に
も

事
業

の
利

用
者

ア
ン

ケ
ー

ト
や

不
登

校
に

関
す

る
調

査
な

ど
実

態
把

握
を

行
い

、
対

象
者

の
ニ

ー
ズ

を
的

確
に

捉
え

た
取

組
み

の
充

実
を

期
待

す
る

。

4
【
真

の
意

味
で

の
未

然
防

止
を

目
指

す
べ

く
，

す
で

に
検

討
さ

れ
て

い
る

不
登

校
に

つ
な

が
り

や
す

い
課

題
・
不

登
校

の
背

景
に

あ
る

課
題

を
踏

ま
え

た
他

事
業

と
の

連
携

・
協

働
】

　
不

登
校

の
背

景
、

課
題

に
つ

い
て

、
ま

ず
は

、
児

童
・
生

徒
、

保
護

者
を

対
象

に
ア

ン
ケ

ー
ト

を
実

施
し

、
区

の
不

登
校

児
童

・
生

徒
の

実
態

を
把

握
す

る
と

と
も

に
、

他
事

業
と

の
連

携
・
協

働
も

視
野

に
効

果
的

な
施

策
を

検
討

し
て

い
く
。

【
メ

タ
バ

ー
ス

な
ど

新
し

い
取

り
組

み
に

着
手

す
る

際
に

は
，

丁
寧

な
分

析
に

応
じ

た
取

り
組

み
の

検
討

】
　

メ
タ

バ
ー

ス
な

ど
新

し
い

取
り

組
み

に
着

手
す

る
際

に
は

、
利

用
状

況
の

確
認

・
効

果
検

証
、

課
題

の
洗

い
出

し
等

を
行

い
、

運
営

状
況

や
学

習
コ

ン
テ

ン
ツ

等
の

見
直

し
を

継
続

的
に

行
っ

て
い

く
。

ま
た

、
継

続
的

に
行

わ
れ

て
き

た
事

業
に

つ
い

て
も

、
利

用
状

況
や

効
果

を
検

証
し

な
が

ら
必

要
に

応
じ

て
内

容
の

見
直

し
を

行
っ

て
い

く
。

【
学

校
お

よ
び

学
校

以
外

の
支

援
者

間
の

連
携

の
あ

り
方

の
検

討
】

　
フ

リ
ー

ス
ク

ー
ル

等
民

間
支

援
の

実
態

を
調

査
し

、
今

後
の

連
携

の
基

礎
情

報
と

す
る

と
共

に
、

学
校

以
外

の
支

援
者

が
一

堂
に

会
す

る
連

絡
会

を
開

催
し

、
学

校
と

の
連

携
の

あ
り

方
を

検
討

し
て

い
く
。

【
改

め
て

不
登

校
支

援
と

は
何

か
を

再
考

す
る

こ
と

が
必

要
（
「
不

登
校

の
児

童
・
生

徒
が

，
様

々
な

学
び

の
場

で
の

体
験

や
経

験
を

通
じ

て
，

心
身

と
も

に
成

長
す

る
」
と

い
う

最
終

目
標

や
，

「
不

登
校

支
援

は
社

会
的

自
立

を
目

指
す

」
と

い
う

こ
と

か
ら

考
え

る
と

，
必

ず
し

も
設

定
さ

れ
た

数
字

の
達

成
=
目

指
す

方
向

へ
の

前
進

と
は

な
ら

な
い

可
能

性
も

あ
る

。
）
】

　
不

登
校

の
当

事
者

へ
の

ア
ン

ケ
ー

ト
の

結
果

も
踏

ま
え

、
効

果
的

な
支

援
を

再
考

す
る

と
と

も
に

、
必

要
に

応
じ

て
指

標
の

見
直

し
を

行
っ

て
い

く
。

【
区

民
評

価
委

員
会

の
評

価
】
（
３

次
評

価
）

反
映

結
果

の
評

価
目

標
・
成

果
の

達
成

度
へ

の
評

価
今

後
の

事
業

の
予

定
、

方
向

性
へ

の
評

価
全

体
評

価

・
積

極
的

に
新

た
な

取
り

組
み

に
着

手
し

，
児

童
生

徒
の

状
況

に
応

じ
た

階
層

的
な

支
援

が
用

意
さ

れ
て

い
る

こ
と

は
評

価
で

き
る

。
・
特

に
昨

年
度

の
課

題
か

ら
，

未
然

防
止

の
取

り
組

み
と

し
て

お
迎

え
支

援
や

別
室

登
校

支
援

に
注

力
さ

れ
て

お
り

，
こ

の
支

援
や

そ
れ

を
担

う
サ

ポ
ー

タ
ー

に
は

可
能

性
が

感
じ

ら
れ

た
。

こ
の

サ
ポ

ー
タ

ー
の

支
援

レ
ベ

ル
向

上
の

た
め

の
取

り
組

み
は

一
定

の
評

価
が

で
き

る
も

の
の

，
サ

ポ
ー

タ
ー

の
基

準
の

見
直

し
な

ど
の

改
善

が
望

ま
れ

る
。

ま
た

未
然

防
止

に
向

け
て

の
専

門
職

と
の

連
携

や
，

ケ
ー

ス
分

析
・
ア

セ
ス

メ
ン

ト
に

基
づ

い
た

組
織

的
な

支
援

の
展

開
が

ど
の

よ
う

に
な

さ
れ

た
か

は
明

ら
か

に
な

ら
な

か
っ

た
。

今
後

は
，

真
の

意
味

で
の

未
然

防
止

を
目

指
す

べ
く
，

す
で

に
検

討
さ

れ
て

い
る

不
登

校
に

つ
な

が
り

や
す

い
課

題
・
不

登
校

の
背

景
に

あ
る

課
題

を
踏

ま
え

，
他

事
業

と
の

連
携

・
協

働
に

も
取

り
組

ん
で

い
た

だ
き

た
い

。
  

・
【
活

動
-
1
】
，

【
直

接
成

果
-
1
】
の

変
更

を
行

っ
た

こ
と

に
よ

り
，

【
中

間
成

果
-
1
】
，

【
中

間
成

果
-
2
】
へ

の
つ

な
が

り
が

見
え

や
す

く
な

っ
た

点
は

評
価

で
き

る
。

・
階

層
的

な
支

援
が

用
意

さ
れ

て
い

る
こ

と
が

評
価

で
き

る
一

方
で

，
各

支
援

を
担

当
し

て
い

る
支

援
者

が
自

ら
の

位
置

づ
け

を
ど

の
よ

う
に

理
解

し
て

い
る

か
，

ま
た

他
の

支
援

と
の

連
携

に
つ

い
て

ど
の

よ
う

に
行

わ
れ

て
い

る
か

は
読

み
取

る
こ

と
が

で
き

な
か

っ
た

。

・
【
活

動
-
1
】
と

【
直

接
成

果
-
1
】
は

い
ず

れ
も

目
標

値
の

9
割

を
超

え
て

お
り

，
校

内
委

員
会

が
活

用
さ

れ
，

児
童

生
徒

の
学

び
の

機
会

の
確

保
に

一
定

の
成

果
を

あ
げ

て
い

る
こ

と
は

評
価

で
き

る
。

ま
た

【
活

動
-
2
】
と

【
直

接
成

果
-
2
】
は

目
標

値
を

大
き

く
上

回
っ

て
お

り
，

注
力

し
て

い
る

未
然

防
止

の
取

り
組

み
が

必
要

と
さ

れ
て

い
る

取
り

組
み

で
あ

る
と

確
認

で
き

る
。

・
一

方
で

，
不

登
校

児
童

生
徒

の
総

数
が

増
加

し
て

い
る

こ
と

を
踏

ま
え

る
と

，
目

標
設

定
や

実
績

評
価

を
数

値
の

み
で

行
う

こ
と

に
難

し
さ

も
あ

る
と

考
え

る
。

ま
た

「
不

登
校

の
児

童
・
生

徒
が

，
様

々
な

学
び

の
場

で
の

体
験

や
経

験
を

通
じ

て
，

心
身

と
も

に
成

長
す

る
」
と

い
う

最
終

目
標

や
，

「
不

登
校

支
援

は
社

会
的

自
立

を
目

指
す

」
と

い
う

こ
と

か
ら

考
え

る
と

，
必

ず
し

も
設

定
さ

れ
た

数
字

の
達

成
=
目

指
す

方
向

へ
の

前
進

と
は

な
ら

な
い

可
能

性
も

あ
る

。
さ

ら
に

踏
み

込
む

と
，

成
果

指
標

に
つ

い
て

指
標

そ
の

も
の

を
再

検
討

す
る

必
要

が
あ

る
と

感
じ

る
。

例
え

ば
達

成
状

況
と

し
て

「
や

や
遅

れ
て

い
る

」
と

な
っ

て
い

る
【
中

間
成

果
-
1
】
に

関
し

て
は

，
登

校
不

登
校

に
と

ら
わ

れ
な

い
指

標
づ

く
り

に
期

待
す

る
。

・
足

立
区

に
拠

点
の

あ
る

私
立

学
校

と
の

連
携

は
，

具
体

的
で

新
し

い
取

り
組

み
で

あ
る

だ
け

で
な

く
，

子
ど

も
た

ち
の

状
況

に
応

じ
た

階
層

的
な

支
援

体
制

に
も

組
み

込
む

こ
と

の
で

き
る

地
域

性
の

あ
る

取
り

組
み

で
あ

り
評

価
が

で
き

る
。

・
課

題
分

析
と

今
後

の
方

向
性

に
お

い
て

は
，

課
題

分
析

が
不

十
分

で
あ

る
と

感
じ

ら
れ

た
。

例
え

ば
，

開
設

し
た

メ
タ

バ
ー

ス
に

お
い

て
，

教
育

を
含

め
ど

の
よ

う
な

内
容

を
提

供
す

る
こ

と
が

求
め

ら
れ

て
い

る
の

か
な

ど
で

あ
る

。
新

し
い

取
り

組
み

に
積

極
的

に
着

手
す

る
か

ら
こ

そ
，

当
然

生
じ

る
課

題
に

つ
い

て
丁

寧
に

分
析

を
行

い
，

課
題

に
応

じ
た

取
り

組
み

が
行

わ
れ

る
こ

と
に

期
待

し
た

い
。

同
時

に
こ

れ
ま

で
継

続
的

に
行

わ
れ

て
き

た
事

業
に

つ
い

て
も

，
内

容
の

見
直

し
は

必
要

で
あ

る
と

考
え

る
。

新
し

い
取

り
組

み
に

せ
よ

，
継

続
的

な
取

り
組

み
に

せ
よ

，
一

定
の

示
唆

が
得

ら
れ

る
可

能
性

が
あ

る
当

事
者

に
向

け
た

ア
ン

ケ
ー

ト
実

施
を

検
討

し
て

い
る

こ
と

は
評

価
で

き
る

。
加

え
て

，
現

在
不

登
校

の
児

童
生

徒
，

不
登

校
を

経
験

し
た

こ
と

の
あ

る
者

な
ど

を
対

象
に

調
査

を
実

施
す

る
こ

と
で

，
必

要
な

支
援

や
効

果
的

な
支

援
(短

期
的

／
長

期
的

に
)が

明
ら

か
に

な
る

こ
と

が
期

待
さ

れ
る

。
・
多

様
な

取
り

組
み

を
実

施
し

て
い

る
か

ら
こ

そ
，

学
校

お
よ

び
学

校
以

外
の

支
援

者
間

の
連

携
の

あ
り

方
の

検
討

が
求

め
ら

れ
る

。
・
【
目

標
・
成

果
の

達
成

状
況

へ
の

評
価

】
の

と
こ

ろ
で

も
示

し
た

通
り

，
改

め
て

不
登

校
支

援
と

は
何

か
を

再
考

す
る

こ
と

で
，

事
業

の
方

向
性

を
明

確
に

す
る

こ
と

が
で

き
る

と
考

え
る

。

4
反

映
結

果

4
達

成
度 4

方
向

性
R

2
R

3
R

4

【
所

属
の

自
己

分
析

】
（
一

次
評

価
）

指
標

分
析

課
題

分
析

今
後

の
事

業
の

予
定

（
短

期
）
・
方

向
性

（
中

・
長

期
）

【
活

動
・
直

接
成

果
１

】
　

令
和

2
年

度
か

ら
、

特
に

不
登

校
人

数
の

多
い

不
登

校
支

援
重

点
校

（
中

学
校

5
校

）
の

校
内

委
員

会
に

、
定

期
的

に
常

勤
心

理
職

や
指

導
主

事
を

含
め

合
計

5
人

が
参

加
し

て
い

る
。

不
登

校
児

童
・
生

徒
の

校
内

委
員

会
で

の
協

議
回

数
は

月
1
回

程
度

で
、

不
登

校
状

態
が

改
善

し
た

児
童

・
生

徒
の

割
合

は
目

標
値

に
届

か
ず

、
4
割

程
と

な
っ

た
。

ま
た

、
校

内
委

員
会

を
通

し
て

、
児

童
・
生

徒
が

安
心

し
、

自
己

存
在

感
や

充
実

感
を

感
じ

ら
れ

る
場

所
へ

つ
な

ぐ
こ

と
も

行
っ

て
き

た
。

都
の

校
内

別
室

指
導

支
援

員
配

置
事

業
に

よ
り

登
校

サ
ポ

ー
タ

ー
の

派
遣

を
推

進
し

、
令

和
5
年

度
は

中
学

校
1
2
校

で
実

施
し

た
。

令
和

6
年

度
も

中
学

校
1
3
校

、
小

学
校

1
0
校

で
実

施
予

定
。

【
活

動
・
直

接
成

果
２

】
　

児
童

9
6
人

（
前

年
度

比
+
2
4
人

）
、

生
徒

3
0
1
人

（
前

年
度

比
+
4
4
人

）
の

合
計

3
9
7
人

（
前

年
度

比
+
6
8
人

）
に

登
校

サ
ポ

ー
タ

ー
に

よ
る

支
援

を
実

施
し

た
。

小
中

学
校

と
も

に
利

用
者

数
が

増
加

し
た

こ
と

に
よ

り
、

派
遣

回
数

は
前

年
度

か
ら

1
,1

7
7
回

の
増

加
と

な
っ

た
。

【
活

動
・
直

接
成

果
３

】
　

学
校

以
外

の
学

び
の

場
と

し
て

、
チ

ャ
レ

ン
ジ

学
級

を
西

新
井

、
綾

瀬
、

竹
の

塚
の

3
箇

所
、

あ
す

テ
ッ

プ
を

第
十

中
と

花
保

中
の

2
箇

所
、

居
場

所
を

兼
ね

た
学

習
支

援
事

業
を

4
箇

所
で

実
施

し
て

い
る

。
ま

た
、

外
出

が
困

難
な

児
童

・
生

徒
へ

の
ア

ウ
ト

リ
ー

チ
支

援
と

し
て

、
不

登
校

児
童

・
生

徒
の

た
め

の
家

庭
学

習
支

援
事

業
も

実
施

し
て

い
る

。
居

場
所

を
兼

ね
た

学
習

支
援

事
業

は
昨

年
度

と
比

較
し

て
、

1
3
人

減
少

し
た

が
、

家
庭

学
習

支
援

事
業

は
令

和
5
年

度
か

ら
対

象
を

中
学

生
に

も
拡

大
し

た
こ

と
に

よ
り

、
利

用
者

が
2
0
人

増
加

し
た

。
さ

ら
に

令
和

5
年

度
か

ら
は

、
N

P
O

法
人

に
よ

る
不

登
校

生
徒

へ
の

オ
ン

ラ
イ

ン
支

援
事

業
を

試
行

実
施

（
4
人

参
加

）
し

て
い

る
。

【
活

動
・
直

接
成

果
１

】
　

校
内

委
員

会
は

、
関

係
者

が
不

登
校

児
童

・
生

徒
の

状
況

を
共

有
し

、
個

々
に

応
じ

た
支

援
方

法
を

検
討

す
る

場
と

し
て

有
効

で
あ

る
。

関
係

機
関

と
調

整
し

、
積

極
的

に
情

報
共

有
や

学
校

支
援

を
行

っ
て

い
く

必
要

が
あ

る
。

【
活

動
・
直

接
成

果
２

】
　

登
校

サ
ポ

ー
タ

ー
を

利
用

す
る

児
童

・
生

徒
数

は
年

々
増

加
し

て
い

る
が

、
そ

の
需

要
に

見
合

う
だ

け
の

サ
ポ

ー
タ

ー
の

確
保

が
課

題
と

な
っ

て
き

て
い

る
。

中
学

校
で

設
置

が
進

ん
で

い
る

別
室

に
つ

い
て

、
今

後
、

小
学

校
で

も
設

置
が

進
む

と
予

想
さ

れ
、

別
室

に
入

る
こ

と
の

で
き

る
サ

ポ
ー

タ
ー

を
多

く
採

用
し

て
い

か
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

【
活

動
・
直

接
成

果
３

】
学

校
以

外
の

学
び

の
場

は
平

成
2
8
年

度
に

比
べ

4
.5

倍
の

9
箇

所
に

な
り

、
家

庭
学

習
支

援
事

業
も

開
始

し
た

こ
と

で
、

学
校

以
外

の
学

び
の

場
の

定
員

は
平

成
2
8
年

度
に

比
べ

1
8
0
人

ほ
ど

増
え

て
2
8
0
人

と
な

っ
た

。
支

援
し

て
い

る
児

童
・
生

徒
は

増
え

て
い

る
た

め
、

よ
り

個
々

の
児

童
・
生

徒
の

気
持

ち
に

寄
り

添
い

、
個

々
の

状
況

に
合

わ
せ

た
支

援
に

取
り

組
む

必
要

が
あ

る
。

【
短

期
】

・
令

和
5
年

3
月

に
示

さ
れ

た
「
誰

一
人

取
り

残
さ

れ
な

い
学

び
の

保
障

に
向

け
た

不
登

校
対

策
（
C

O
C

O
L
O

プ
ラ

ン
）
」
の

「
『
チ

ー
ム

学
校

』
で

の
支

援
」
に

、
Ｓ

Ｓ
Ｗ

に
よ

る
相

談
機

能
の

強
化

が
示

さ
れ

た
。

こ
れ

を
受

け
、

Ｓ
Ｓ

Ｗ
一

人
ひ

と
り

の
支

援
レ

ベ
ル

の
向

上
を

図
り

、
学

校
の

様
々

な
支

援
要

請
に

対
応

し
て

い
く
た

め
の

体
制

整
備

に
取

り
組

む
。

・
登

校
サ

ポ
ー

タ
ー

の
確

保
に

つ
い

て
、

C
4
th

 H
o
m

e
&
S
c
h
o
o
l等

、
様

々
な

ツ
ー

ル
を

用
い

て
幅

広
く
募

集
を

か
け

て
い

く
。

・
外

出
で

き
な

い
子

ど
も

達
へ

の
ＩＣ

Ｔ
を

活
用

し
た

支
援

（
チ

ャ
レ

ン
ジ

学
級

の
オ

ン
ラ

イ
ン

授
業

の
自

宅
へ

の
配

信
、

Ｎ
Ｐ

Ｏ
に

よ
る

オ
ン

ラ
イ

ン
支

援
事

業
）
に

よ
り

、
自

宅
で

の
学

習
支

援
の

仕
組

み
を

構
築

し
、

子
ど

も
の

状
況

に
応

じ
て

対
面

で
の

支
援

に
繋

げ
て

い
く
。

・
不

登
校

施
策

に
活

か
す

た
め

の
当

事
者

に
向

け
た

不
登

校
に

関
す

る
ア

ン
ケ

ー
ト

の
実

施
を

検
討

す
る

。
【
長

期
】

・
不

登
校

児
童

・
生

徒
の

増
加

と
と

も
に

増
加

傾
向

に
あ

る
Ｓ

Ｓ
Ｗ

の
相

談
件

数
に

対
応

す
る

た
め

に
、

Ｓ
Ｓ

Ｗ
の

増
員

も
図

っ
て

い
く
。

・
現

在
、

週
1
5
時

間
以

内
と

な
っ

て
い

る
登

校
サ

ポ
ー

タ
ー

の
勤

務
時

間
の

延
長

も
検

討
し

、
サ

ポ
ー

タ
ー

全
体

の
勤

務
可

能
時

間
の

拡
大

を
図

っ
て

い
く
。

・
令

和
6
年

度
開

設
の

私
立

学
び

の
多

様
化

学
校

と
連

携
し

、
不

登
校

児
童

・
生

徒
に

特
化

し
た

ＩＣ
Ｔ

の
活

用
に

よ
る

学
習

支
援

方
法

の
共

有
や

フ
リ

ー
ス

ク
ー

ル
、

大
学

等
の

運
営

に
よ

り
蓄

積
さ

れ
た

多
様

な
民

間
の

ノ
ウ

ハ
ウ

を
区

の
施

策
に

活
か

す
相

互
交

流
を

実
施

し
て

い
く
。

・
フ

リ
ー

ス
ク

ー
ル

等
に

関
し

て
、

活
動

内
容

の
実

態
調

査
を

行
い

、
民

間
と

の
連

携
を

強
化

し
て

い
く
。

【
庁

内
評

価
委

員
会

の
評

価
】
（
２

次
評

価
）

S
T
E
P
2 S
T
E
P
3

S
T
E
P
4

S
T
E
P
1

評
価
中
止

Ⅲ　重点プロジェクト事業 事業別評価の反映結果
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【
ロ

ジ
ッ

ク
モ

デ
ル

・
指

標
の

達
成

度
】

単
位

：
千

円
■

令
和

５
年

度
事

業
費

支
出

内
訳

（
上

位
３

事
業

）

(1
)

(2
)

(3
)

 

年
度

目
標

目
標

実
績

達
成

率

目
標

目
標

目
標

目
標

人

1
8
%

実
績

-

【
活

動
-
2
】

若
年

者
支

援
協

議
会

の
分

科
会

を
開

催
し

た
件

数

目
標

-
5
0

5
0

達
成

【
直

接
成

果
-
2
】

足
立

ミ
ラ

イ
ゼ

ミ
の

参
加

者
数

5
6
%

人

遅
れ

て
い

る

-
3
0
0

順
調

1
2

-

8
0
%

1
5

2
0

-
5
4

【
活

動
-
1
】

S
N

S
や

広
報

紙
、

H
P

、
チ

ラ
シ

等
を

活
用

し
て

若
年

者
支

援
事

業
の

情
報

発
信

目
標

-
5
0

5
0

達
成

達
成

率

実
績

【
直

接
成

果
-
１

】
高

校
生

世
代

の
居

場
所

型
学

習
支

援
事

業
に

つ
な

が
っ

た
人

数

回
7
9

-

1
5
8
%

-

件

目
標

-

2
8

単
位

単
位 %

人

最
終

目
標

R
4

R
5

⑤
最

終
成

果
（
理

想
）

実
績

目
標

達
成

状
況

⑤
成

果
指

標

8
0

や
や

順
調

-
1
9

【
最

終
成

果
】

各
事

業
を

通
じ

て
「
今

後
困

難
な

こ
と

が
あ

っ
て

も
夢

や
希

望
の

実
現

に
向

か
っ

て
、

チ
ャ

レ
ン

ジ
し

て
み

よ
う

と
思

う
」
と

回
答

し
た

割
合

実
績

-

実
績

R
5

R
6

年
度

目
標

達
成

状
況

影
響

要
因

年
度

R
6

6
年

度
R

4

②
活

動
（
ア

ウ
ト

プ
ッ

ト
）

※
区

が
行

う
直

接
の

活
動

③
直

接
成

果
（
②

の
活

動
の

直
接

的
な

結
果

）
④

中
間

成
果

（
③

の
成

果
が

伸
び

た
ら

、
ど

う
な

る
か

）

【
事

業
の

概
要

】
・
S
N

S
や

広
報

紙
、

H
P

、
チ

ラ
シ

等
を

活
用

し
て

若
年

者
支

援
事

業
の

情
報

を
発

信
す

る
【
活

動
-
1
】

・
若

年
者

支
援

協
議

会
※

の
分

科
会

を
開

催
す

る
【
活

動
-
2
】

・
若

年
者

支
援

相
談

窓
口

「
あ

だ
ち

若
者

サ
ポ

ー
ト

テ
ラ

ス
（
S
O

D
A

）
」

で
の

相
談

業
務

を
実

施
す

る
【
活

動
-
3
】

※
「
中

途
退

学
予

防
の

強
化

」
「
中

途
退

学
後

の
支

援
」
を

目
的

に
、

公
的

機
関

（
高

校
や

Y
S
W

、
あ

だ
ち

若
者

サ
ポ

ー
ト

テ
ラ

ス
な

ど
）
や

Ｎ
Ｐ

Ｏ
団

体
が

連
携

し
、

個
別

支
援

に
つ

な
げ

て
い

く
協

議
会

夢
や

希
望

す
る

進
路

の
実

現
、

社
会

的
自

立
が

で
き

る

単
位

②
活

動
指

標

総
事

業
費

(a
+
b)

税
外

収
入

事
業

費
(a

)

Ｓ
Ｄ

Ｇ
s関

連
す

る
ゴ

ー
ル

・
タ

ー
ゲ

ッ
ト

に
対

す
る

貢
献

状
況

取
組

状
況

具
体

的
に

項
目

・
若

者
の

意
欲

・
家

庭
、

生
活

環
境

・
労

働
環

境
・
景

気
0

1
1
,
7
1
3

1
6
,
0
6
9

0
0

0

1
6
,
5
9
4

1
6
,
7
3
6

3
2
,
3
4
6

6
4
,
7
3
8

影
響

要
因

・
支

援
を

必
要

と
し

て
い

る
若

者
の

数
・
事

業
周

知
の

効
果

・
会

場
の

確
保

【
目

標
1
7
】
タ

ー
ゲ

ッ
ト

1
.2

で
は

貧
困

状
態

に
あ

る
、

す
べ

て
の

年
齢

の
男

性
、

女
性

、
子

供
の

割
合

を
半

減
さ

せ
る

こ
と

を
目

標
と

し
て

い
る

。
若

年
者

支
援

を
推

進
し

、
若

者
が

社
会

的
に

自
立

す
る

こ
と

が
で

き
れ

ば
、

貧
困

状
態

の
割

合
の

減
少

に
つ

な
が

る
こ

と
か

ら
目

標
達

成
に

資
す

る
。

タ
ー

ゲ
ッ

ト
4
.3

で
は

す
べ

て
の

人
々

が
男

女
の

区
別

な
く
、

高
等

教
育

へ
の

平
等

な
ア

ク
セ

ス
を

得
ら

れ
る

よ
う

に
し

、
タ

ー
ゲ

ッ
ト

4
.4

で
は

技
術

的
・
職

業
的

ス
キ

ル
な

ど
、

雇
用

、
働

き
が

い
の

あ
る

人
間

ら
し

い
仕

事
及

び
起

業
に

必
要

な
技

能
を

備
え

た
若

者
と

成
人

の
割

合
を

大
幅

に
増

加
さ

せ
る

こ
と

を
目

標
と

し
て

い
る

。
こ

れ
ら

は
若

年
者

の
学

び
や

就
労

の
支

援
を

推
進

し
て

い
く
こ

と
で

目
標

達
成

に
資

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

1
0
,7

3
1

6
,8

9
7

事 業 の 概 要

高
等

学
校

進
学

者
等

の
中

退
防

止
や

学
び

直
し

等
の

学
習

支
援

、
就

労
支

援
を

通
じ

て
、

若
者

た
ち

の
置

か
れ

た
環

境
に

よ
っ

て
選

択
肢

が
狭

ま
る

こ
と

な
く
、

自
身

の
希

望
す

る
進

路
の

実
現

や
社

会
的

自
立

を
目

指
す

若
年

者
支

援
を

推
進

す
る

対
象

※
　

そ
の

他
の

場
合

記
入

①
投

入
資

源
（
イ

ン
プ

ッ
ト

）

年
度

４
年

度
５

年
度

６
年

度

区
民

目
的

（
⑤

最
終

成
果

（
理

想
）
）

内
容

令
和

６
年

度
重

点
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
事

業
評

価
調

書
（
令

和
５

年
度

事
業

分
）

視
点

再
掲

重
点

目
標

①
家

庭
・
地

域
と

連
携

し
子

ど
も

の
学

び
を

支
え

育
む

重
点

項
目

子
ど

も
の

状
況

に
応

じ
た

支
援

の
充

実
記

入
所

属
ひ

と
政

策
経

営
部

 あ
だ

ち
未

来
支

援
室

　
子

ど
も

の
貧

困
対

策
・
若

年
者

支
援

課

事
業

名
№

5
「
若

年
者

全
力

応
援

事
業

」
協

働 ・
協

創
庁

内
各

部
課

、
東

京
都

、
地

域
団

体
、

N
P

O
、

高
校

Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
関

連
す

る
ゴ

ー
ル

・
タ

ー
ゲ

ッ
ト

1
.
2

4
.
3
、
4
.
4

昨
年

度
の

反
映

結
果

に
対

す
る

取
組

状
況

達
成

状
況

④
成

果
指

標

影
響

要
因

・
高

校
生

世
代

の
居

場
所

型
学

習
支

援
事

業
に

つ
な

が
っ

た
人

数
（
利

用
登

録
者

数
）
が

増
え

る
【
活

動
②

-
1
，

2
】

・
足

立
ミ

ラ
イ

ゼ
ミ

（
難

関
大

学
合

格
を

目
指

す
学

習
支

援
）
の

参
加

者
が

増
え

る
【
活

動
②

-
1
，

2
】

・
あ

だ
ち

若
者

サ
ポ

ー
ト

テ
ラ

ス
（
S
O

D
A

）
で

の
相

談
を

通
じ

て
、

伴
走

型
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

支
援

に
つ

な
が

っ
た

人
数

が
増

え
る

【
活

動
②

-
1
，

2
，

3
】

・
高

校
生

応
援

支
援

金
の

支
給

人
数

が
増

え
る

【
活

動
②

-
1
，

2
】

・
高

校
生

世
代

の
居

場
所

型
学

習
支

援
事

業
の

利
用

者
の

進
学

、
進

級
決

定
者

数
が

増
え

る
・
模

擬
試

験
の

結
果

が
第

一
志

望
校

の
合

格
判

定
B

以
上

の
者

が
増

え
る

（
令

和
７

年
度

に
「
難

関
大

学
に

合
格

し
た

者
の

割
合

」
を

指
標

設
定

す
る

ま
で

、
暫

定
的

な
成

果
指

標
と

し
て

設
定

）
・
就

労
に

つ
な

が
っ

た
者

が
増

え
る

・
望

ん
で

い
た

体
験

、
経

験
が

で
き

た
者

が
増

え
る

実
績

目
標

単
位

R
5

・
若

者
の

意
欲

・
家

庭
、

生
活

環
境

・
労

働
環

境
・
景

気

③
成

果
指

標
年

度
R

4
R

6

5
0

-

-

-

-
実

績

達
成

率
-

【
中

間
成

果
-
1
】

高
校

生
世

代
の

居
場

所
型

学
習

支
援

事
業

の
利

用
者

の
進

学
・
進

級
決

定
者

数

-
3
5

3
5

5
0

や
や

順
調

達
成

率
5
4
%

人

1
0

2
2

達
成

率
-

1
0
0
%

-
1
2
0
%

人
達

成
実

績
-

5
2

-
実

績
-

2
6

-
2
6

5
8

達
成

【
中

間
成

果
-
2
】

模
擬

試
験

の
結

果
が

第
一

志
望

校
の

合
格

判
定

B
以

上
の

人
数

-

-
実

績
-

達
成

率

1
2

-

達
成

率
-

1
0
4
%

【
活

動
-
3
】

あ
だ

ち
若

者
サ

ポ
ー

ト
テ

ラ
ス

（
S
O

D
A

)で
の

相
談

件
数

目
標

-
2
0
0

2
5
0

達
成

【
直

接
成

果
-
3
】

伴
走

型
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

支
援

に
つ

な
が

っ
た

人
数

目
標

-

件
実

績
-

2
8
8

-
実

績
-

達
成

率
-

1
4
4
%

達
成

率
-

人

【
直

接
成

果
-
4
】

高
校

生
応

援
支

援
金

の
支

給
人

数

目
標

- -
達

成
率

-

【
中

間
成

果
-
3
】

就
労

に
つ

な
が

っ
た

人
数

人

-
6

9

達
成

実
績

-
7

-

達
成

率
-

1
1
7
%

【
中

間
成

果
-
4
】

「
望

ん
で

い
た

体
験

・
経

験
が

で
き

た
」
と

回
答

し
た

割
合

%

人
件

費
(b

)
内

訳

国
庫

負
担

金
・
補

助
金

受
益

者
負

担
金

対
応

す
る

予
算

事
業

名
子

ど
も

の
貧

困
対

策
・
若

年
者

支
援

事
業

、
あ

だ
ち

子
ど

も
の

未
来

応
援

事
業

⑥
重

点
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
共

通
の

成
果

（
⑤

最
終

成
果

（
理

想
）
が

伸
び

た
ら

こ
う

な
る

）

区
政

全
体

に
対

す
る

区
民

の
満

足
度

　
6
7
％

主
な

内
容

主
な

内
容

主
な

内
容

7
5
,
2
7
6

1
5
,
7
5
2

4
8
,
0
0
2

7
5
,
2
7
6

あ
だ

ち
若

者
サ

ポ
ー

ト
テ

ラ
ス

運
営

業
務

委
託

足
立

ミ
ラ

イ
ゼ

ミ
事

業
高

校
生

世
代

の
居

場
所

型
学

習
支

援
事

業
委

託
（
区

中
部

地
域

）

千
円

千
円

千
円

2
3
,4

2
6

-
8
0

-

達
成

実
績

-
1
0
0

-

達
成

率
-

1
2
5
%

外
的
な
要
因

大
行
政
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
要
素

大
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【
評

価
結

果
・
提

言
を

受
け

て
の

取
組

】
（
反

映
結

果
）

【
全

体
評

価
の

経
年

動
向

】

【
所

属
の

自
己

分
析

】
（
一

次
評

価
）

区
民

評
価

結
果

庁
内

評
価

結
果

【
あ

だ
ち

若
者

サ
ポ

ー
ト

テ
ラ

ス
（
S
O

D
A

)で
の

相
談

件
数

に
関

し
て

、
受

け
入

れ
人

数
の

拡
充

と
と

も
に

，
今

後
計

画
さ

れ
て

い
る

施
設

外
へ

の
ア

ウ
ト

リ
ー

チ
や

同
行

支
援

の
強

化
】

　
受

け
入

れ
人

数
拡

充
に

つ
い

て
は

、
精

神
科

医
や

精
神

保
健

福
祉

士
な

ど
の

専
門

的
知

見
を

持
つ

ス
タ

ッ
フ

を
配

置
す

る
必

要
が

あ
る

こ
と

か
ら

、
予

算
を

増
額

し
た

か
ら

と
い

っ
て

す
ぐ

に
実

現
で

き
る

わ
け

で
は

な
い

た
め

、
今

後
の

展
望

や
可

能
性

に
つ

い
て

、
S
O

D
A

側
と

継
続

的
に

協
議

し
て

い
く
。

ま
た

施
設

外
の

ア
ウ

ト
リ

ー
チ

に
つ

い
て

は
、

高
校

生
世

代
の

居
場

所
型

学
習

支
援

事
業

の
拠

点
や

高
校

へ
の

訪
問

に
加

え
て

、
保

健
セ

ン
タ

ー
や

医
療

機
関

へ
の

同
伴

回
数

を
増

や
す

な
ど

、
よ

り
手

厚
く
支

援
を

行
う

こ
と

が
で

き
て

お
り

、
令

和
6
年

度
上

半
期

に
は

3
8
件

（
令

和
5
年

度
2
4
件

）
と

前
年

度
を

上
回

る
状

況
と

な
っ

て
い

る
。

【
若

年
者

支
援

事
業

の
情

報
発

信
に

関
し

て
、

ま
だ

十
分

に
若

年
者

に
情

報
が

届
い

て
い

る
と

は
言

い
難

い
た

め
、

こ
れ

ま
で

の
方

法
を

踏
襲

す
る

だ
け

で
な

く
，

情
報

の
伝

達
範

囲
と

深
度

に
も

注
力

を
】

　
情

報
発

信
に

つ
い

て
は

、
若

者
本

人
と

保
護

者
や

関
係

者
へ

届
か

せ
る

と
い

う
２

つ
の

ア
プ

ロ
ー

チ
で

展
開

し
て

い
る

。
若

者
本

人
に

情
報

が
届

く
工

夫
と

し
て

、
都

立
高

校
で

生
徒

に
お

知
ら

せ
を

配
信

す
る

「
M

ic
ro

so
ft

 T
e
am

s」
で

の
情

報
発

信
や

、
区

の
情

報
が

本
人

に
届

き
や

す
い

中
学

３
年

生
の

卒
業

前
に

事
業

紹
介

チ
ラ

シ
を

配
布

す
る

な
ど

の
工

夫
を

行
っ

て
い

る
。

ま
た

、
保

護
者

や
関

係
者

に
は

、
講

演
会

や
教

員
向

け
研

修
会

な
ど

に
参

加
し

、
足

立
区

が
取

り
組

む
若

年
者

支
援

を
詳

し
く
紹

介
す

る
な

ど
、

深
度

に
も

注
力

し
な

が
ら

情
報

発
信

に
努

め
て

い
る

。

【
伴

走
型

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
支

援
や

足
立

ミ
ラ

イ
ゼ

ミ
な

ど
，

地
域

と
の

連
携

に
際

し
て

は
協

働
協

創
の

中
で

足
立

区
ら

し
い

支
援

体
制

の
構

築
】

　
若

年
者

支
援

を
進

め
て

い
く
上

で
、

当
初

よ
り

地
域

で
若

年
者

支
援

に
積

極
的

に
取

り
組

ん
で

い
る

Ｎ
Ｐ

Ｏ
や

地
域

団
体

と
の

情
報

交
換

会
へ

の
参

加
や

、
若

年
者

支
援

を
検

討
す

る
「
若

年
者

支
援

協
議

会
」
に

お
い

て
連

携
を

図
り

な
が

ら
、

参
画

団
体

を
増

や
し

、
さ

ら
な

る
若

年
者

支
援

体
制

の
構

築
を

進
め

て
い

る
。

【
高

校
生

世
代

の
居

場
所

型
学

習
支

援
事

業
に

関
し

て
は

、
利

用
日

の
制

限
が

あ
っ

た
た

め
，

よ
り

機
能

的
な

居
場

所
を

目
指

す
た

め
に

課
内

で
の

連
携

だ
け

で
な

く
，

他
課

と
の

連
携

に
も

注
力

を
】

　
同

施
設

に
お

い
て

事
業

展
開

し
て

い
る

、
生

活
支

援
推

進
課

の
高

校
生

の
居

場
所

事
業

と
当

課
が

行
っ

て
い

る
事

業
で

は
、

目
的

お
よ

び
対

象
者

が
相

違
し

て
い

る
た

め
、

利
用

日
を

広
げ

る
と

い
っ

た
機

能
的

な
ニ

ー
ズ

に
対

応
す

る
た

め
に

は
、

別
施

設
の

開
設

が
必

要
と

な
る

な
ど

の
課

題
が

あ
る

。
そ

の
た

め
、

ま
ず

は
そ

れ
ぞ

れ
の

ノ
ウ

ハ
ウ

を
共

有
し

な
が

ら
、

よ
り

利
用

し
や

す
い

環
境

づ
く
り

を
進

め
る

べ
く
、

機
能

面
の

充
実

を
図

っ
て

い
る

。

【
活

動
指

標
と

中
間

成
果

は
そ

の
ほ

と
ん

ど
が

目
標

を
達

成
し

て
い

る
も

の
の

，
直

接
成

果
の

未
達

が
多

い
こ

と
か

ら
，

指
標

間
の

因
果

関
係

や
直

接
成

果
の

目
標

値
の

設
定

の
再

検
討

】
　

指
標

間
の

因
果

関
係

は
適

切
で

あ
る

と
考

え
て

い
る

。
ま

た
、

直
接

成
果

の
未

達
に

関
し

て
も

、
ま

ず
は

目
標

値
の

再
設

定
で

は
な

く
、

現
在

の
目

標
値

達
成

を
目

指
し

て
い

き
た

い
と

考
え

て
い

る
。

そ
の

た
め

、
令

和
6
年

度
よ

り
開

始
し

た
「
ア

ダ
チ

若
者

会
議

」
に

お
い

て
、

若
者

本
人

か
ら

利
用

に
つ

な
が

る
ア

イ
デ

ア
を

も
ら

い
な

が
ら

改
善

を
図

り
、

直
接

成
果

も
目

標
値

に
近

づ
い

て
い

る
。

R
2

4
.5

4
.5R
5

R
4

R
3

【
区

民
評

価
委

員
会

の
評

価
】
（
３

次
評

価
）

【
庁

内
評

価
委

員
会

の
評

価
】
（
２

次
評

価
）

反
映

結
果

・
反

映
状

況
全

体
評

価

4
.5

【
目

標
・
成

果
の

達
成

度
へ

の
評

価
】

　
ま

ず
、

こ
れ

ま
で

区
の

支
援

が
な

か
っ

た
高

校
生

・
大

学
生

に
対

す
る

「
若

年
者

支
援

」
と

い
う

新
た

な
制

度
を

立
ち

上
げ

た
こ

と
は

評
価

で
き

る
。

【
活

動
-
１

】
広

報
紙

や
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
だ

け
で

な
く
、

若
者

を
意

識
し

た
S
N

S
等

を
活

用
し

た
情

報
発

信
に

努
め

、
目

標
を

上
回

る
実

績
を

上
げ

て
い

る
こ

と
は

評
価

す
る

。
【
活

動
-
3
】
【
直

接
成

果
-
1
】
【
直

接
成

果
-
3
】
多

く
の

相
談

を
受

け
、

支
援

に
つ

な
げ

る
こ

と
が

で
き

た
と

い
っ

た
成

果
が

出
て

い
る

こ
と

は
高

く
評

価
で

き
る

。
【
直

接
成

果
-
4
】
【
中

間
成

果
-
4
】
国

や
東

京
都

の
制

度
の

影
響

を
受

け
、

達
成

率
が

低
い

結
果

と
な

っ
た

が
、

利
用

者
か

ら
は

「
望

ん
で

い
た

体
験

・
経

験
が

で
き

た
」
と

回
答

し
た

割
合

が
1
0
0
％

と
高

い
満

足
度

で
あ

っ
た

こ
と

か
ら

、
ど

の
よ

う
に

し
た

ら
利

用
者

が
増

え
る

か
を

再
検

討
し

、
制

度
の

見
直

し
や

周
知

方
法

の
工

夫
に

努
め

て
い

た
だ

き
た

い
。

【
今

後
の

事
業

の
予

定
、

方
向

性
へ

の
評

価
】

　
今

後
は

若
者

当
事

者
と

一
緒

に
解

決
し

て
い

く
よ

う
な

巻
き

込
み

型
の

取
り

組
み

を
展

開
し

て
い

た
だ

き
た

い
。

ま
た

、
所

管
課

と
し

て
は

保
護

者
よ

り
も

若
者

本
人

に
対

し
て

情
報

が
届

い
て

い
な

い
と

感
じ

て
い

る
こ

と
か

ら
、

ど
の

よ
う

に
し

た
ら

情
報

が
届

く
か

、
あ

だ
ち

若
者

サ
ポ

ー
ト

テ
ラ

ス
（
S
O

D
A

）
や

若
年

者
支

援
協

議
会

で
聞

い
て

み
て

は
ど

う
か

。
当

該
事

業
を

進
め

て
い

く
に

あ
た

り
、

こ
れ

ま
で

も
実

施
し

て
き

た
ア

ウ
ト

リ
ー

チ
型

の
ア

プ
ロ

ー
チ

を
継

続
し

、
よ

り
多

く
の

若
者

か
ら

意
見

を
聴

く
と

と
も

に
、

6
年

度
に

新
た

に
設

置
さ

れ
た

福
祉

ま
る

ご
と

相
談

課
や

関
連

部
署

と
連

携
し

、
若

年
者

支
援

に
関

す
る

情
報

収
集

を
継

続
し

て
行

っ
て

い
た

だ
き

た
い

。
高

校
生

応
援

支
援

金
に

つ
い

て
は

、
国

や
東

京
都

の
制

度
と

の
関

係
も

あ
る

が
、

当
事

者
の

ニ
ー

ズ
を

把
握

し
、

必
要

な
層

に
区

の
支

援
や

情
報

が
行

き
届

く
よ

う
に

し
て

い
た

だ
き

た
い

。
当

該
事

業
に

つ
い

て
は

、
今

後
も

足
立

区
の

貧
困

対
策

の
中

心
と

し
て

進
め

て
い

っ
て

ほ
し

い
。

評
価

結
果

指
標

分
析

課
題

分
析

■
【
活

動
指

標
-
1
】

S
N

S
、

H
P

、
W

e
bメ

デ
ィ

ア
な

ど
を

中
心

に
情

報
発

信
（
6
0
回

）
を

行
う

と
と

も
に

、
高

校
へ

の
訪

問
や

、
Y
S
W

、
N

P
O

団
体

の
連

絡
会

な
ど

に
参

加
（
1
9
回

）
し

た
こ

と
で

目
標

を
達

成
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

■
【
活

動
指

標
-
2
】

課
題

を
抱

え
る

若
者

の
個

別
支

援
を

検
討

す
る

た
め

に
、

あ
だ

ち
若

者
サ

ポ
ー

ト
テ

ラ
ス

（
Ｓ

Ｏ
Ｄ

Ａ
）
や

高
校

、
東

京
都

の
Ｙ

Ｓ
Ｗ

、
Ｎ

Ｐ
Ｏ

団
体

、
区

の
関

係
機

関
（
こ

ど
も

支
援

セ
ン

タ
ー

げ
ん

き
、

福
祉

事
務

所
）
ら

と
分

科
会

を
行

い
、

必
要

と
し

て
い

る
支

援
（
居

場
所

、
食

の
支

援
な

ど
）
に

つ
な

ぐ
こ

と
が

で
き

た
。

■
【
直

接
成

果
-
1
】
【
中

間
成

果
-
1
】

定
員

の
上

限
で

あ
る

5
0
名

の
目

標
に

は
達

し
な

か
っ

た
（
充

足
率

5
6
％

）
が

、
約

8
割

が
関

係
機

関
の

紹
介

で
支

援
に

つ
な

が
っ

て
お

り
、

今
後

の
利

用
者

増
に

向
け

た
連

携
を

図
る

こ
と

が
で

き
て

い
る

。
ま

た
、

6
8
％

が
進

路
先

を
決

定
し

、
中

退
予

防
や

希
望

す
る

進
路

実
現

に
つ

な
が

っ
た

。
■

【
直

接
成

果
-
2
】

定
員

2
6
名

の
と

こ
ろ

、
6
4
名

の
申

し
込

み
が

あ
り

、
目

標
を

達
成

す
る

こ
と

が
で

き
た

。
■

【
活

動
指

標
-
3
】
【
直

接
成

果
-
3
】
【
中

間
成

果
-
3
】

開
設

し
て

2
年

目
と

な
り

、
関

係
機

関
か

ら
の

紹
介

（
6
5
.3

％
）
で

利
用

に
つ

な
が

る
ケ

ー
ス

が
増

え
た

こ
と

で
、

目
標

を
大

き
く
上

回
っ

た
。

ま
た

、
S
O

D
A

か
ら

の
相

談
・
支

援
を

通
じ

て
、

1
1
8
名

の
若

者
が

医
療

機
関

や
N

P
O

、
就

労
先

を
決

定
す

る
な

ど
、

相
談

者
に

応
じ

た
支

援
機

関
へ

つ
な

げ
る

こ
と

が
で

き
た

。
■

【
直

接
成

果
-
4
】
【
中

間
成

果
-
4
】

目
標

値
に

は
未

達
で

あ
っ

た
が

、
支

給
さ

れ
た

高
校

生
か

ら
は

、
塾

や
習

い
事

な
ど

の
新

た
な

体
験

活
動

を
始

め
る

こ
と

が
で

き
た

と
い

う
声

も
あ

る
な

ど
、

満
足

度
は

高
い

結
果

と
な

っ
た

。

■
【
活

動
指

標
-
1
（
若

者
へ

の
訴

求
）
】

若
年

者
支

援
は

、
令

和
５

年
度

よ
り

本
格

的
に

ス
タ

ー
ト

し
た

ば
か

り
で

、
ま

だ
ま

だ
支

援
を

必
要

と
し

て
い

る
若

者
へ

情
報

が
行

き
届

い
て

い
る

と
は

言
え

な
い

た
め

、
創

意
工

夫
を

し
な

が
ら

情
報

を
伝

え
て

い
く

必
要

が
あ

る
。

■
【
活

動
指

標
-
3
、

直
接

成
果

-
3
、

中
間

成
果

-
3
】

伴
走

型
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

支
援

の
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
１

つ
で

あ
る

「
個

別
就

労
支

援
プ

ロ
グ

ラ
ム

（
IP

S
）
」

は
、

若
者

か
ら

の
ニ

ー
ズ

が
あ

る
が

、
支

援
可

能
人

数
（
1
0
名

程
度

）
が

限
ら

れ
て

い
る

た
め

、
拡

充
が

必
要

と
な

っ
て

い
る

。
一

方
、

Ｎ
Ｐ

Ｏ
で

の
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
体

験
は

利
用

者
（
2
名

）
が

少
な

い
状

況
と

な
っ

て
い

る
。

■
【
直

接
成

果
-
4
（
事

業
の

見
直

し
）
】

高
校

生
応

援
支

援
金

事
業

は
、

東
京

都
に

同
様

の
事

業
（
東

京
都

給
付

型
奨

学
金

制
度

）
が

あ
る

こ
と

や
、

児
童

手
当

の
高

校
生

世
代

ま
で

の
拡

充
、

都
の

0
1
8
サ

ポ
ー

ト
が

継
続

さ
れ

る
見

込
み

な
ど

か
ら

、
区

以
外

で
の

支
援

が
充

実
し

て
き

て
い

る
た

め
、

事
業

の
見

直
し

が
必

要
と

な
っ

て
い

る
。

■
【
短

期
】

①
若

者
に

情
報

が
届

く
場

所
（
学

校
や

図
書

館
の

ト
イ

レ
な

ど
）
を

活
用

し
、

情
報

発
信

を
行

っ
て

い
く
。

②
あ

だ
ち

若
者

サ
ポ

ー
ト

テ
ラ

ス
（
S
O

D
A

）
の

相
談

体
制

の
強

化
を

図
り

、
個

別
就

労
支

援
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
支

援
人

数
を

増
や

す
だ

け
で

な
く
、

高
校

や
関

係
機

関
な

ど
へ

の
ア

ウ
ト

リ
ー

チ
や

同
行

支
援

を
積

極
的

に
行

っ
て

い
く
。

③
令

和
６

年
度

は
、

高
校

生
応

援
支

援
金

は
い

っ
た

ん
休

止
し

、
新

た
に

開
始

す
る

若
者

会
議

に
お

い
て

、
当

事
者

の
声

を
聴

き
、

再
度

制
度

設
計

を
図

っ
て

い
く
。

■
【
中

・
長

期
】

若
者

の
声

を
聴

き
な

が
ら

ニ
ー

ズ
を

把
握

す
る

と
と

も
に

、
国

や
東

京
都

の
動

向
を

見
な

が
ら

、
不

足
し

て
い

る
支

援
策

を
講

じ
て

い
く
。

今
後

の
事

業
の

予
定

（
短

期
）
・
方

向
性

（
中

・
長

期
）

反
映

結
果

達
成

度 3
方

向
性

4
.5

目
標

・
成

果
の

達
成

度
へ

の
評

価

・
【
活

動
指

標
】
す

べ
て

，
目

標
が

十
分

に
達

成
で

き
て

い
る

こ
と

は
大

い
に

評
価

で
き

る
。

・
【
活

動
-
2
】
に

つ
い

て
は

，
ま

ず
各

関
係

者
間

で
行

う
分

科
会

と
い

う
取

り
組

み
自

体
が

評
価

で
き

る
。

分
科

会
に

お
い

て
支

援
に

関
わ

る
関

係
者

が
「
若

い
世

代
を

支
援

す
る

」
と

い
う

目
標

に
向

け
て

議
論

や
情

報
共

有
を

重
ね

る
こ

と
で

，
十

分
な

連
携

を
と

る
こ

と
が

で
き

，
対

象
者

へ
の

支
援

の
提

供
に

つ
な

が
っ

た
と

考
え

ら
れ

る
。

・
【
活

動
-
3
】
は

一
拠

点
で

あ
る

に
も

関
わ

ら
ず

，
ま

ず
ま

ず
の

実
績

で
あ

る
と

評
価

す
る

。
さ

ら
に

，
次

の
支

援
に

つ
な

が
っ

た
対

象
者

も
多

く
評

価
で

き
る

。
し

か
し

な
が

ら
希

望
者

と
比

し
て

伴
走

型
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

支
援

の
受

け
入

れ
人

数
の

上
限

が
少

な
い

と
の

こ
と

で
あ

る
た

め
，

受
け

入
れ

人
数

の
拡

充
と

と
も

に
，

今
後

計
画

さ
れ

て
い

る
施

設
外

へ
の

ア
ウ

ト
リ

ー
チ

や
同

行
支

援
の

強
化

に
も

期
待

し
た

い
。

・
【
直

接
成

果
-
4
】
は

達
成

率
が

低
い

も
の

の
，

都
に

同
様

の
事

業
が

あ
る

こ
と

や
書

類
提

出
の

煩
雑

さ
，

情
報

周
知

の
不

十
分

さ
な

ど
課

題
分

析
は

し
っ

か
り

な
さ

れ
て

い
る

。
ま

た
，

8
月

に
当

事
者

で
あ

る
高

校
生

の
声

を
聴

く
機

会
を

設
け

る
と

の
こ

と
で

，
今

後
の

取
り

組
み

が
期

待
さ

れ
る

。
・
【
活

動
指

標
】
と

【
中

間
成

果
】
は

そ
の

ほ
と

ん
ど

が
目

標
を

達
成

し
て

い
る

も
の

の
，

【
直

接
成

果
】
の

未
達

が
多

い
こ

と
か

ら
，

指
標

間
の

因
果

関
係

や
【
直

接
成

果
】
の

目
標

値
の

設
定

の
再

検
討

が
必

要
で

あ
ろ

う
。

【
中

間
成

果
】
を

確
認

す
る

と
，

各
取

り
組

み
の

有
効

性
を

感
じ

ら
れ

る
た

め
，

目
先

の
数

字
を

追
わ

ず
，

目
標

値
を

下
方

修
正

あ
る

い
は

再
度

の
制

度
設

計
を

し
て

，
丁

寧
な

運
営

を
継

続
し

て
ほ

し
い

。

今
後

の
事

業
の

予
定

、
方

向
性

へ
の

評
価

・
用

意
さ

れ
て

い
る

複
数

の
取

り
組

み
に

つ
い

て
，

若
者

の
中

で
も

タ
ー

ゲ
ッ

ト
と

す
る

層
が

異
な

っ
て

お
り

，
区

と
し

て
若

年
者

を
全

方
位

的
に

応
援

す
る

意
思

が
強

く
感

じ
ら

れ
た

。
現

場
の

声
を

聴
い

て
対

策
を

考
え

て
い

る
点

，
対

象
者

の
取

り
こ

ぼ
し

が
な

い
よ

う
関

係
者

間
で

連
携

を
は

か
る

工
夫

を
し

て
い

る
点

，
当

事
者

の
意

見
を

得
よ

う
と

し
て

い
る

点
な

ど
，

重
要

な
こ

と
で

は
あ

り
な

が
ら

，
他

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

で
は

な
か

な
か

実
践

で
き

て
い

な
い

点
に

取
り

組
め

て
い

る
こ

と
は

評
価

で
き

，
今

後
に

期
待

さ
れ

る
。

・
各

目
標

値
の

設
定

は
非

常
に

論
理

的
で

あ
り

，
積

み
重

な
る

実
績

を
も

と
に

再
検

討
を

継
続

し
て

い
た

だ
き

た
い

。
・
S
N

S
や

W
E
B

メ
デ

ィ
ア

な
ど

も
積

極
的

に
活

用
し

て
お

り
，

【
活

動
-
1
】

の
実

績
に

お
い

て
は

情
報

発
信

面
は

評
価

で
き

る
が

．
ま

だ
十

分
に

若
年

者
に

情
報

が
届

い
て

い
る

と
は

言
い

難
い

。
こ

れ
ま

で
の

方
法

を
踏

襲
す

る
だ

け
で

な
く
，

情
報

の
伝

達
範

囲
と

深
度

に
も

注
力

し
て

い
た

だ
き

た
い

。
・
伴

走
型

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
支

援
や

足
立

ミ
ラ

イ
ゼ

ミ
な

ど
，

こ
れ

か
ら

ま
す

ま
す

需
要

が
伸

び
る

だ
ろ

う
取

り
組

み
が

盛
り

込
ま

れ
て

い
る

こ
と

は
評

価
で

き
る

。
需

要
に

対
し

て
キ

ャ
パ

シ
テ

ィ
を

理
由

に
支

援
が

制
限

さ
れ

る
こ

と
の

な
い

よ
う

，
事

前
の

予
想

の
も

と
，

事
業

を
先

手
先

手
で

進
め

て
ほ

し
い

。
ま

た
地

域
と

の
連

携
も

視
野

に
入

れ
て

い
る

と
の

こ
と

で
，

協
働

協
創

の
中

で
足

立
区

ら
し

い
支

援
体

制
の

構
築

が
期

待
さ

れ
る

。
・
高

校
生

世
代

の
居

場
所

型
学

習
支

援
事

業
へ

の
視

察
を

実
施

し
た

結
果

，
利

用
者

の
様

子
か

ら
１

つ
の

居
場

所
と

し
て

機
能

し
て

い
た

印
象

で
あ

っ
た

。
利

用
日

の
制

限
が

あ
っ

た
た

め
，

よ
り

機
能

的
な

居
場

所
を

目
指

す
た

め
に

は
，

課
内

で
の

連
携

だ
け

で
な

く
，

課
間

で
の

連
携

に
も

注
力

さ
れ

る
こ

と
を

期
待

す
る

。

反
映

結
果

の
評

価
全

体
評

価

4
.5

S
T
E
P
2 S
T
E
P
3

S
T
E
P
4

S
T
E
P
1

評
価

対
象
外

評
価

対
象
外

評
価

対
象
外

評
価

対
象
外

評
価

対
象
外

評
価

対
象
外

Ⅲ　重点プロジェクト事業 事業別評価の反映結果
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【
ロ

ジ
ッ

ク
モ

デ
ル

・
指

標
の

達
成

度
】

単
位

：
千

円
■

令
和

５
年

度
事

業
費

支
出

内
訳

（
上

位
３

事
業

）

(1
)

(2
)

(3
)

 

年
度

目
標

目
標

実
績

達
成

率

目
標

目
標

人
件

費
(b

)
内

訳

国
庫

負
担

金
・
補

助
金

受
益

者
負

担
金

遅
れ

て
い

る
実

績
6
,3

1
7

6
,4

3
0

-
実

績
6
4

6
4

7
0

7
0

7
0

遅
れ

て
い

る

【
中

間
成

果
-
2
】

　
学

校
栄

養
士

か
ら

み
た

「
あ

だ
ち

食
の

ス
タ

ン
ダ

ー
ド

」
の

定
着

度
6
6
%

6
9
%

7
,2

2
1

食

7
0

％

千
円

千
円

千
円

2
0
,
1
9
1

・
　

夏
休

み
期

間
の

短
縮

・
　

家
庭

科
授

業
数

（
調

理
実

習
な

ど
）

2
,
3
9
1

5
,
3
7
6

1
4
,
9
1
2

ひ
と

口
目

は
野

菜
か

ら
啓

発
事

業

1
,1

8
2

8
8
8

00

1
7
,
3
0
3

Ｓ
Ｄ

Ｇ
s関

連
す

る
ゴ

ー
ル

・
タ

ー
ゲ

ッ
ト

に
対

す
る

貢
献

状
況

【
目

標
3
】
タ

ー
ゲ

ッ
ト

3
.4

で
は

あ
ら

ゆ
る

年
齢

の
す

べ
て

の
人

々
の

健
康

的
な

生
活

を
確

保
し

、
福

祉
を

推
進

す
る

。
給

食
を

通
じ

、
子

ど
も

た
ち

の
健

全
な

心
身

の
成

長
と

と
も

に
大

人
に

な
っ

て
も

健
康

な
食

生
活

の
維

持
を

図
っ

て
お

り
目

標
達

成
に

資
す

る
。

【
目

標
4
】
タ

ー
ゲ

ッ
ト

4
.7

で
は

、
す

べ
て

の
人

々
に

包
摂

的
か

つ
公

平
で

質
の

高
い

教
育

を
提

供
し

、
生

涯
学

習
の

機
会

を
促

進
す

る
。

給
食

や
食

育
を

通
し

て
、

す
べ

て
の

児
童

・
生

徒
に

食
へ

の
関

心
や

知
識

を
向

上
さ

せ
て

お
り

目
標

達
成

に
資

す
る

。
事 業 の 概 要

大
人

に
な

っ
て

も
望

ま
し

い
食

習
慣

が
定

着
し

て
い

る

給
食

を
生

き
た

教
材

と
し

て
、

子
ど

も
た

ち
の

健
全

な
心

身
の

成
長

の
た

め
、

「
１

日
３

食
野

菜
を

食
べ

る
な

ど
、

望
ま

し
い

食
習

慣
を

身
に

付
け

る
」
「
栄

養
バ

ラ
ン

ス
の

良
い

食
事

を
選

択
で

き
る

」
「
簡

単
な

料
理

を
作

る
こ

と
が

で
き

る
」
を

目
標

と
す

る
「
あ

だ
ち

食
の

ス
タ

ン
ダ

ー
ド

」
を

達
成

す
る

。

影
響

要
因

影
響

要
因

総
事

業
費

(a
+
b)

対
応

す
る

予
算

事
業

名
小

学
校

給
食

業
務

運
営

事
業

⑥
重

点
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
共

通
の

成
果

（
⑤

最
終

成
果

（
理

想
）
が

伸
び

た
ら

こ
う

な
る

）

区
政

全
体

に
対

す
る

区
民

の
満

足
度

　
6
7
％

主
な

内
容

主
な

内
容

主
な

内
容

影
響

要
因

5
,
3
7
6

給
食

メ
ニ

ュ
ー

コ
ン

ク
ー

ル

目
標

③
成

果
指

標
年

度
R

4
R

5
達

成
状

況
R

6
年

度

実
績

目
標

単
位

R
5

実
施

済
「
ひ

と
口

目
は

野
菜

か
ら

」
の

取
り

組
み

を
家

庭
で

も
実

践
す

る
た

め
、

夏
休

み
期

間
中

自
宅

で
１

０
日

間
１

日
３

食
野

菜
か

ら
食

べ
た

ら
シ

ー
ト

に
色

を
塗

り
、

学
校

に
提

出
し

て
も

ら
う

「
お

う
ち

で
も

ひ
と

口
目

は
野

菜
か

ら
チ

ャ
レ

ン
ジ

シ
ー

ト
」
の

取
り

組
み

を
実

施
。

（
全

校
の

小
学

校
１

年
生

及
び

、
希

望
す

る
５

年
生

に
実

施
。

）

対
象

※
　

そ
の

他
の

場
合

記
入

昨
年

度
の

反
映

結
果

に
対

す
る

取
組

状
況

区
民

項
目

取
組

状
況

具
体

的
に

目
的

（
⑤

最
終

成
果

（
理

想
）
）

家
庭

で
の

野
菜

摂
取

啓
発

内
容

①
投

入
資

源
（
イ

ン
プ

ッ
ト

）

年
度

４
年

度
５

年
度

６
年

度

1
4
,
8
9
5

R
5

令
和

６
年

度
重

点
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
事

業
評

価
調

書
（
令

和
５

年
度

事
業

分
）

視
点

再
掲

重
点

目
標

①
家

庭
・
地

域
と

連
携

し
子

ど
も

の
学

び
を

支
え

育
む

重
点

項
目

健
や

か
な

身
体

づ
く
り

記
入

所
属

ひ
と

学
校

運
営

部
学

務
課

お
い

し
い

給
食

担
当

事
業

名
№

6
「
小

・
中

学
校

給
食

業
務

運
営

事
業

（
お

い
し

い
給

食
の

推
進

）
」

協
働 ・

協
創

教
育

指
導

課
、

衛
生

部
こ

こ
ろ

と
か

ら
だ

の
健

康
づ

く
り

課
、

子
ど

も
家

庭
部

子
ど

も
施

設
指

導
・
支

援
課

Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
関

連
す

る
ゴ

ー
ル

・
タ

ー
ゲ

ッ
ト

1
3
.
4

4
.
7

0
0

5
,
2
9
6

R
4

0
0

②
活

動
（
ア

ウ
ト

プ
ッ

ト
）

※
区

が
行

う
直

接
の

活
動

③
直

接
成

果
（
②

の
活

動
の

直
接

的
な

結
果

）
④

中
間

成
果

（
③

の
成

果
が

伸
び

た
ら

、
ど

う
な

る
か

）

達
成

状
況

④
成

果
指

標

事
業

費
(a

)

税
外

収
入

【
事

業
の

概
要

】
・
　

給
食

メ
ニ

ュ
ー

コ
ン

ク
ー

ル
の

実
施

【
活

動
-
1
】

・
　

ひ
と

口
目

は
野

菜
か

ら
（
野

菜
摂

取
啓

発
）
の

実
施

・
　

わ
が

家
の

シ
ェ

フ
に

な
ろ

う
の

実
施

【
活

動
-
2
】

　
（
家

庭
科

授
業

の
後

に
家

庭
に

て
調

理
を

実
践

）

※
　

す
べ

て
「
小

・
中

学
校

給
食

業
務

運
営

事
業

」

・
　

家
庭

で
の

野
菜

摂
取

が
促

進
さ

れ
る

・
　

子
ど

も
た

ち
が

家
庭

で
実

際
に

調
理

す
る

食
数

が
増

え
る

【
活

動
-

2
】

・
　

給
食

の
時

間
が

楽
し

い
と

感
じ

る
児

童
・
生

徒
が

増
え

る
・
　

児
童

・
生

徒
の

食
へ

の
関

心
が

高
ま

る
・
　

「
あ

だ
ち

食
の

ス
タ

ン
ダ

ー
ド

」
が

定
着

す
る

　
　

　
　

・
１

日
３

食
野

菜
を

食
べ

る
な

ど
、

望
ま

し
い

食
習

慣
を

身
に

つ
け

る
　

　
 　

　
・
栄

養
バ

ラ
ン

ス
の

良
い

食
事

を
選

択
で

き
る

　
　

 　
　

・
簡

単
な

料
理

を
作

る
こ

と
が

で
き

る

単
位

②
活

動
指

標
実

績
実

績

R
6

年
度

単
位

単
位

％
％

％
-

8
6
%

-
実

績

【
中

間
成

果
-
1
】

　
給

食
の

時
間

が
楽

し
い

と
感

じ
て

い
る

子
ど

も
の

割
合

9
8

9
8

9
8

8
8

遅
れ

て
い

る

達
成

率
9
4
%

9
4
%

目
標

-

・
　

感
染

症
な

ど
に

よ
る

黙
食

・
　

家
庭

科
授

業
数

（
調

理
実

習
な

ど
）

-7
0R
6

6
年

度

⑤
最

終
成

果
（
理

想
）

R
4

・
　

大
人

に
な

っ
て

も
望

ま
し

い
　

　
食

習
慣

が
定

着
し

て
い

る

目
標

最
終

目
標

9
3
%

6
3
%

4
4

9
2

7
0

実
績

6
5

達
成

率

8
4

達
成

状
況

⑤
成

果
指

標

8
0

順
調

【
最

終
成

果
】

　
「
あ

だ
ち

食
の

ス
タ

ン
ダ

ー
ド

」
が

身
に

つ
い

て
い

る
２

０
歳

の
人

の
割

合

・
　

卒
業

後
の

生
活

環
境

9
3
%

9
9
%

【
活

動
-
1
】

給
食

メ
ニ

ュ
ー

コ
ン

ク
ー

ル
の

応
募

数

目
標

7
,3

0
0

7
,3

0
0

達
成

達
成

率

実
績

【
直

接
成

果
-
１

】
　

栄
養

バ
ラ

ン
ス

の
良

い
食

事
を

選
択

で
き

る
子

ど
も

の
割

合

作
品

8
,0

1
0

-

8
8

実
績

8
3

8
,0

0
0

8
8

1
1
0
%

達
成

率

8
2

【
活

動
-
2
】

長
期

休
業

期
間

中
に

「
わ

が
家

の
シ

ェ
フ

に
な

ろ
う

」
で

子
供

た
ち

が
実

際
に

調
理

し
た

食
数

目
標

9
,5

2
4

9
,3

5
2

9
,4

0
5

遅
れ

て
い

る

【
直

接
成

果
-
2
】

　
給

食
の

と
き

に
自

ら
一

番
は

じ
め

に
野

菜
を

食
べ

る
子

ど
も

の
割

合
達

成
率

遅
れ

て
い

る
実

績
7
4

6
9

達
成

率
9
1
%

9
1
%

％
-

遅
れ

て
い

る
実

績
7
4

％ ％

【
中

間
成

果
-
3
】

　
１

日
に

必
要

な
野

菜
の

摂
取

量
が

両
手

に
山

盛
り

３
杯

程
度

と
知

っ
て

い
る

子
ど

も
の

割
合

目
標

-

達
成

率
1
.0

0
.9 5
8

-

達
成

率
7
4
%

6
4
%

【
中

間
成

果
-
4
】

　
ご

は
ん

、
み

そ
汁

、
目

玉
焼

き
程

度
の

料
理

を
自

分
で

作
る

こ
と

が
で

き
る

子
ど

も
の

割
合

（
中

学
２

年
生

）

目
標

1
0
0

9
0

9
0

7
4

8
0

8
0

外
的
な
要
因

大
行
政
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
要
素

大

Ⅲ　重点プロジェクト事業 事業別評価の反映結果
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【
評

価
結

果
・
提

言
を

受
け

て
の

取
組

】
（
反

映
結

果
）

【
全

体
評

価
の

経
年

動
向

】

庁
内

評
価

結
果

4
.5

4
3
.5

【
庁

内
評

価
委

員
会

の
評

価
】
（
２

次
評

価
）

評
価

結
果

全
体

評
価

反
映

結
果

・
反

映
状

況

【
目

標
・
成

果
の

達
成

度
へ

の
評

価
】

　
【
活

動
-
１

】
に

つ
い

て
、

過
去

最
高

と
な

っ
た

昨
年

度
を

さ
ら

に
上

回
る

結
果

と
な

っ
た

こ
と

は
評

価
す

る
。

た
だ

、
そ

の
要

因
が

「
区

内
の

野
菜

収
穫

量
の

多
い

野
菜

を
テ

ー
マ

に
し

た
か

ら
」
と

い
う

分
析

に
は

疑
念

を
も

つ
。

増
加

し
た

要
因

を
さ

ら
に

深
掘

り
し

、
次

年
度

に
繋

げ
て

い
た

だ
き

た
い

。
　

【
中

間
成

果
-
1
】
の

割
合

が
高

い
こ

と
は

高
く
評

価
で

き
る

。
「
お

い
し

い
給

食
の

推
進

」
と

い
う

事
業

名
に

そ
っ

た
実

績
で

あ
る

と
い

え
る

。
　

一
方

で
、

全
体

的
に

達
成

度
が

「
遅

れ
て

い
る

」
も

の
が

多
く
、

特
に

【
活

動
-
2
】
や

【
中

間
成

果
-
2
】
の

達
成

率
が

低
い

中
で

、
分

析
が

他
人

任
せ

な
印

象
が

あ
り

、
担

当
課

と
し

て
ど

う
改

善
し

て
い

く
の

か
、

ど
う

働
き

か
け

て
い

く
の

か
と

い
っ

た
意

識
が

弱
い

よ
う

に
感

じ
る

。

【
今

後
の

事
業

の
予

定
、

方
向

性
へ

の
評

価
】

　
他

の
学

校
で

の
指

導
助

言
や

好
事

例
の

横
展

開
は

素
晴

ら
し

い
取

り
組

み
で

あ
る

と
い

え
る

。
同

じ
悩

み
や

課
題

を
持

つ
可

能
性

は
高

い
と

思
わ

れ
、

横
展

開
で

区
内

の
学

校
全

体
の

底
上

げ
を

図
っ

て
い

た
だ

き
た

い
。

　
た

だ
、

中
・
長

期
の

方
向

性
に

関
し

て
は

、
目

標
達

成
に

向
け

た
具

体
的

な
手

段
が

書
か

れ
て

い
な

い
。

「
お

い
し

い
給

食
」
は

区
の

看
板

事
業

の
一

つ
で

あ
り

、
細

か
な

分
析

と
そ

れ
に

基
づ

く
さ

ら
な

る
事

業
の

展
開

に
期

待
す

る
。

3

R
3

R
4

R
5

【
所

属
の

自
己

分
析

】
（
一

次
評

価
）

指
標

分
析

課
題

分
析

今
後

の
事

業
の

予
定

（
短

期
）
・
方

向
性

（
中

・
長

期
）

【
活

動
１

】
給

食
メ

ニ
ュ

コ
ン

ク
ー

ル
の

応
募

数
は

昨
年

度
か

ら
増

加
し

目
標

値
を

達
成

で
き

た
。

テ
ー

マ
を

「
足

立
の

野
菜

収
穫

量
第

４
位

【
ダ

イ
コ

ン
】
や

第
５

位
【
ブ

ロ
ッ

コ
リ

ー
】
を

使
っ

た
メ

ニ
ュ

ー
」
と

し
た

こ
と

が
身

近
な

テ
ー

マ
と

感
じ

取
り

組
み

や
す

さ
に

影
響

し
て

い
る

可
能

性
も

あ
る

。
令

和
６

年
度

は
第

２
位

と
第

３
位

を
テ

ー
マ

に
す

る
予

定
。

【
活

動
２

】
目

標
値

を
下

回
っ

た
が

、
昨

年
度

よ
り

も
若

干
増

加
し

て
い

る
。

家
庭

科
で

の
調

理
実

習
授

業
の

再
開

に
伴

い
、

今
後

長
期

休
業

中
の

課
題

と
し

て
取

り
組

む
学

校
が

増
え

て
く
る

と
想

定
し

て
い

る
。

【
直

接
１

】
栄

養
バ

ラ
ン

ス
の

良
い

食
事

を
選

択
で

き
る

子
ど

も
の

割
合

は
、

昨
年

度
か

ら
１

ポ
イ

ン
ト

減
り

目
標

を
達

成
で

き
な

か
っ

た
。

昨
年

と
同

様
に

家
庭

科
授

業
な

ど
食

に
関

す
る

学
習

機
会

の
減

少
が

原
因

と
考

え
ら

れ
る

。
【
直

接
２

】
給

食
の

と
き

に
自

ら
一

番
は

じ
め

に
野

菜
を

食
べ

る
子

ど
も

の
割

合
は

目
標

を
達

成
で

き
な

か
っ

た
が

、
学

校
で

の
「
ひ

と
口

目
は

野
菜

か
ら

」
の

活
動

に
よ

り
昨

年
と

同
じ

割
合

と
な

っ
た

。
【
中

間
１

】
給

食
の

時
間

が
楽

し
い

と
感

じ
て

い
る

子
ど

も
の

割
合

は
、

昨
年

度
よ

り
も

８
ポ

イ
ン

ト
増

加
し

た
。

班
ご

と
に

向
い

合
せ

で
食

べ
る

学
校

も
少

し
ず

つ
増

え
て

き
て

い
る

こ
と

が
影

響
し

て
い

る
の

で
は

な
い

か
と

考
え

る
。

【
中

間
２

】
昨

年
度

よ
り

も
減

少
し

目
標

値
を

達
成

で
き

な
か

っ
た

。
数

年
間

、
新

型
コ

ロ
ナ

感
染

症
の

影
響

で
家

庭
科

の
調

理
実

習
が

で
き

て
い

な
い

こ
と

な
ど

が
影

響
し

て
い

る
と

思
わ

れ
る

。
【
中

間
３

】
昨

年
度

よ
り

も
３

ポ
イ

ン
ト

減
少

し
目

標
値

を
達

成
で

き
な

か
っ

た
。

【
中

間
４

】
新

型
コ

ロ
ナ

感
染

症
の

影
響

で
調

理
の

基
礎

を
学

ぶ
小

学
校

で
の

家
庭

科
授

業
の

調
理

実
習

が
で

き
て

い
な

か
っ

た
こ

と
が

影
響

し
て

い
る

と
思

わ
れ

る
。

１
　

新
型

コ
ロ

ナ
感

染
症

が
５

類
へ

移
行

さ
れ

学
校

内
で

の
制

約
は

緩
和

さ
れ

て
い

る
が

、
こ

の
数

年
で

家
庭

科
の

調
理

実
習

な
ど

の
学

習
機

会
が

減
少

し
て

い
る

こ
と

が
、

今
後

数
年

の
「
あ

だ
ち

食
の

ス
タ

ン
ダ

ー
ド

」
の

定
着

に
影

響
し

て
く
る

と
思

わ
れ

る
。

２
　

学
校

現
場

や
家

庭
内

に
お

け
る

子
ど

も
た

ち
の

食
へ

の
関

心
、

意
識

を
低

下
さ

せ
る

こ
と

な
く
維

持
、

向
上

を
図

る
こ

と
が

必
要

。

【
短

期
】

●
「
あ

だ
ち

食
の

ス
タ

ン
ダ

ー
ド

」
の

定
着

に
向

け
て

、
家

庭
科

授
業

の
調

理
実

習
な

ど
に

つ
い

て
、

小
中

学
校

と
連

携
し

て
取

り
組

ん
で

い
く
。

●
お

い
し

い
給

食
指

導
員

の
指

導
助

言
や

好
事

例
の

共
有

を
継

続
す

る
と

と
も

に
、

校
内

へ
の

共
有

を
深

め
て

い
く
。

●
栄

養
教

諭
と

連
携

し
、

学
校

栄
養

士
と

食
育

リ
ー

ダ
ー

の
ス

キ
ル

ア
ッ

プ
を

目
指

す
。

【
中

・
長

期
】

●
子

ど
も

の
時

期
か

ら
の

望
ま

し
い

食
習

慣
を

将
来

の
健

康
に

つ
な

げ
て

い
く
た

め
、

「
あ

だ
ち

食
の

ス
タ

ン
ダ

ー
ド

」
の

３
つ

の
実

践
力

（
『
１

日
３

食
野

菜
を

食
べ

る
な

ど
望

ま
し

い
食

習
慣

を
身

に
つ

け
る

』
『
栄

養
バ

ラ
ン

ス
の

良
い

食
事

を
選

択
で

き
る

』
『
簡

単
な

料
理

を
作

る
こ

と
が

で
き

る
』
）
の

定
着

と
さ

ら
な

る
向

上
を

目
指

す
。

3

区
民

評
価

結
果

4

【
目

標
・
成

果
の

達
成

度
へ

の
評

価
】

『
活

動
-
１

』
要

因
分

析
は

難
し

い
。

ま
ず

は
、

学
校

の
取

り
組

み
方

（
任

意
参

加
の

学
校

有
）
な

ど
の

影
響

も
あ

る
と

考
え

、
引

き
続

き
積

極
的

な
取

り
組

み
を

学
校

に
お

願
い

し
て

い
く
。

『
活

動
-
2
　

中
間

成
果

-
2
』
活

動
-
2
に

つ
い

て
は

家
庭

で
の

取
り

組
み

、
中

間
成

果
-
2
に

つ
い

て
は

、
栄

養
士

の
主

観
が

入
り

や
す

い
こ

と
な

ど
か

ら
指

標
と

し
て

適
切

で
あ

る
か

の
見

直
し

が
必

要
で

あ
る

。

【
今

後
の

事
業

の
予

定
、

方
向

性
へ

の
評

価
】

「
あ

だ
ち

食
の

ス
タ

ン
ダ

ー
ド

」
の

定
着

に
つ

い
て

は
小

中
学

校
で

調
理

実
習

な
ど

を
効

果
的

に
行

っ
て

も
ら

い
な

が
ら

、
食

育
リ

ー
ダ

ー
や

小
中

学
校

の
家

庭
科

部
の

先
生

と
連

携
し

、
食

の
大

切
さ

や
栄

養
の

こ
と

を
伝

え
る

食
育

授
業

な
ど

を
行

う
こ

と
を

検
討

し
て

い
く
。

ま
た

、
お

い
し

い
給

食
事

業
開

始
の

き
っ

か
け

と
な

っ
た

残
菜

率
に

つ
い

て
は

学
識

経
験

者
か

ら
こ

れ
以

上
下

が
り

よ
う

が
な

い
数

値
に

な
っ

て
お

り
、

こ
の

状
態

を
保

っ
て

い
る

こ
と

自
体

が
成

果
で

あ
る

と
い

う
意

見
を

頂
い

て
い

る
。

な
お

、
「
お

い
し

い
給

食
」
は

看
板

事
業

と
し

て
日

々
の

献
立

等
細

か
な

分
析

を
行

っ
た

上
で

各
校

に
働

き
か

け
を

行
っ

て
い

る
。

区
民

に
対

し
て

給
食

を
通

じ
た

食
の

健
康

に
つ

い
て

の
P

R
の

強
化

も
行

っ
て

い
く
。

【
区

民
評

価
委

員
会

の
評

価
】
（
３

次
評

価
）

反
映

結
果

の
評

価
目

標
・
成

果
の

達
成

度
へ

の
評

価
今

後
の

事
業

の
予

定
、

方
向

性
へ

の
評

価
全

体
評

価

反
映

結
果

達
成

度

方
向

性
R

2

S
T
E
P
1

S
T
E
P
2 S
T
E
P
3

S
T
E
P
4

評
価

中
止

評
価

対
象
外

評
価

対
象
外

Ⅲ　重点プロジェクト事業 事業別評価の反映結果
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【
ロ

ジ
ッ

ク
モ

デ
ル

・
指

標
の

達
成

度
】

単
位

：
千

円
■

令
和

５
年

度
事

業
費

支
出

内
訳

（
上

位
３

事
業

）

(1
)

(2
)

(3
)

 

年
度

目
標

目
標

実
績

達
成

率

目
標

目
標

目
標

【
中

間
成

果
-
3
】

「
自

然
教

室
に

参
加

し
て

、
自

信
を

持
つ

こ
と

が
で

き
た

」
と

回
答

し
た

子
ど

も
の

割
合

％

7
8

7
8

7
8

達
成

実
績

8
9

8
9

-

達
成

率
1
1
4
%

1
1
4
%

事 業 の 概 要

バ
ス

借
上

（
小

・
中

）
東

京
藝

術
大

学
連

携
事

業

千
円

千
円

千
円

1
8
1
,7

8
7

1
3
2
,2

7
7

1
7
,0

4
3

体
験

・
交

流
活

動
の

充
実

【
放

課
後

子
ど

も
教

室
】

放
課

後
子

ど
も

教
室

ス
タ

ッ
フ

謝
金

【
放

課
後

子
ど

も
教

室
】
小

学
校

施
設

を
活

用
し

、
自

由
遊

び
や

自
主

学
習

な
ど

学
年

を
超

え
た

交
流

活
動

の
実

施
【
大

学
連

携
事

業
】
大

学
の

専
門

性
を

生
か

し
た

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

体
験

【
自

然
教

室
事

業
】
２

泊
３

日
の

自
然

教
室

（
鋸

南
・
日

光
・
魚

沼
）
の

実
施

ア
ン

ケ
ー

ト
分

析
に

よ
る

効
果

的
な

プ
ロ

グ
ラ

ム
開

発
【
大

学
連

携
事

業
】

対
応

す
る

予
算

事
業

名
放

課
後

子
ど

も
教

室
推

進
事

業
【
経

常
】
､体

験
学

習
推

進
事

業
､小

・
中

学
校

自
然

教
室

事
業

⑥
重

点
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
共

通
の

成
果

（
⑤

最
終

成
果

（
理

想
）
が

伸
び

た
ら

こ
う

な
る

）

区
政

全
体

に
対

す
る

区
民

の
満

足
度

　
6
7
％

主
な

内
容

主
な

内
容

主
な

内
容

5
7
8
,
6
9
4

5
6
5
,
8
5
8

4
1
5
,
5
3
3

5
7
8
,
6
9
4

年
度

影
響

要
因

4
0
,
6
5
5

4
4
,
2
7
5

総
事

業
費

(a
+
b)

6
0
6
,
5
1
3

4
5
9
,
8
0
8

実
施

済
鋸

南
自

然
教

室
で

は
、

環
境

政
策

課
と

協
働

し
、

海
洋

学
習

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

展
開

し
、

令
和

５
年

度
は

２
６

校
が

様
々

な
体

験
活

動
を

行
っ

た
。

魚
沼

自
然

教
室

で
は

、
森

林
学

習
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
４

校
が

実
施

し
た

。

対
象

※
　

そ
の

他
の

場
合

記
入

昨
年

度
の

反
映

結
果

に
対

す
る

取
組

状
況

区
民

項
目

取
組

状
況

具
体

的
に

目
的

（
⑤

最
終

成
果

（
理

想
）
）

多
様

な
体

験
機

会
の

提
供

【
自

然
教

室
事

業
】

あ
だ

ち
放

課
後

子
ど

も
教

室
に

お
け

る
体

験
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
実

施
に

つ
い

て
は

、
運

営
委

員
会

な
ど

の
機

会
を

捉
え

、
好

事
例

の
紹

介
を

行
っ

た
。

引
き

続
き

、
関

連
情

報
の

発
信

を
通

し
て

、
各

放
課

後
子

ど
も

教
室

の
実

行
委

員
会

が
地

域
の

人
材

を
活

用
し

、
主

体
的

・
継

続
的

に
実

施
で

き
る

よ
う

支
援

す
る

。

①
投

入
資

源
（
イ

ン
プ

ッ
ト

）

実
施

済

高
い

自
己

肯
定

感
を

持
ち

、
こ

れ
か

ら
も

夢
を

育
み

チ
ャ

レ
ン

ジ
す

る
子

ど
も

た
ち

が
増

え
る

。

【
活

動
-
3
】

自
然

教
室

に
お

け
る

体
験

プ
ロ

グ
ラ

ム
数

目
標

【
活

動
-
1
】

放
課

後
子

ど
も

教
室

で
体

験
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
実

施
し

た
小

学
校

数

目
標

4
0

4
0

4
5

達
成

達
成

率

実
績

校

達
成

実
績

1
0
7
2

9
2
8

-
実

績
9
6
.0

9
6
.9

-

達
成

率
1
1
9
%

1
0
3
%

達
成

率
1
0
7
%

1
0
8
%

9
0
.0

9
0
.0

9
0
0

9
0
0

9
0
0

達
成

【
直

接
成

果
-
3
】

自
然

教
室

で
満

足
し

た
と

感
じ

た
子

ど
も

の
割

合

目
標

9
0
.0

回
％

順
調

実
績

2
9

1
5

-
実

績
9
4
.0

9
3
.0

8
5
.0

9
4
.0

9
4
.0

順
調

【
中

間
成

果
-
2
】

「
大

学
連

携
事

業
に

参
加

し
て

、
こ

れ
か

ら
も

新
し

い
こ

と
を

知
っ

た
り

チ
ャ

レ
ン

ジ
し

た
い

」
と

回
答

し
た

子
ど

も
の

割
合

9
0
.0

-
実

績
8
9
.0

達
成

率

8
1
.0

-

達
成

率
1
0
7
%

5
2
%

％
％

達
成

状
況

④
成

果
指

標

9
9
.0

R
5

目
標

％

9
9
%

目
標

9
9
.0

実
績

9
8
.5

年
度

R
4

9
0
.0

9
0
.0

達
成

率
1
1
1
%

9
9
%

9
9
%

9
0
%

4
年

度
5
年

度

内
容

Ｓ
Ｄ

Ｇ
s関

連
す

る
ゴ

ー
ル

・
タ

ー
ゲ

ッ
ト

に
対

す
る

貢
献

状
況

【
目

標
1
】
放

課
後

子
ど

も
教

室
は

、
貧

困
層

を
含

め
た

多
く
の

子
ど

も
た

ち
の

放
課

後
の

居
場

所
と

な
っ

て
い

る
。

ま
た

、
様

々
な

こ
と

に
チ

ャ
レ

ン
ジ

す
る

こ
と

は
子

ど
も

達
の

心
身

の
健

全
育

成
と

学
習

意
欲

が
向

上
し

、
貧

困
を

な
く
し

て
い

く
こ

と
に

つ
な

が
っ

て
い

る
こ

と
か

ら
、

目
標

1
の

達
成

に
資

す
る

。
【
目

標
4
】
タ

ー
ゲ

ッ
ト

4
.3

で
は

、
高

等
教

育
に

平
等

に
ア

ク
セ

ス
で

き
る

よ
う

に
す

る
。

各
事

業
に

お
け

る
多

様
な

体
験

活
動

は
、

目
標

達
成

に
資

す
る

。
タ

ー
ゲ

ッ
ト

4
.a

で
は

、
安

全
で

非
暴

力
的

、
包

括
的

、
効

果
的

な
学

習
環

境
を

提
供

す
る

。
安

全
や

効
果

的
な

学
習

環
境

の
提

供
を

行
っ

て
お

り
、

目
標

達
成

に
資

す
る

。

高
い

自
己

肯
定

感
を

持
ち

、
こ

れ
か

ら
も

夢
を

育
み

、
新

し
い

こ
と

に
チ

ャ
レ

ン
ジ

す
る

子
ど

も
た

ち
が

増
え

る
。

単
位

②
活

動
指

標
実

績
実

績

影
響

要
因

最
終

目
標

R
4

年
度

単
位

R
5

【
事

業
の

概
要

】
　

子
ど

も
た

ち
に

学
び

の
意

欲
を

醸
成

し
、

社
会

と
関

わ
る

力
を

つ
け

る
た

め
、

以
下

の
活

動
を

実
施

す
る

。
・
　

放
課

後
子

ど
も

教
室

で
体

験
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
実

施
校

数
を

増
や

す
　

　
（
放

課
後

子
ど

も
教

室
推

進
事

業
）
【
活

動
-
1
】

・
　

大
学

生
と

の
交

流
な

ど
、

子
ど

も
が

よ
り

興
味

関
心

を
持

つ
よ

う
な

　
　

大
学

連
携

事
業

を
実

施
す

る
（
体

験
学

習
推

進
事

業
）
【
活

動
-
2
】

・
　

自
然

教
室

に
て

、
様

々
な

体
験

・
交

流
活

動
を

実
施

す
る

（
小

・
中

　
　

学
校

自
然

教
室

事
業

）
【
活

動
-
3
】

･　
そ

れ
ぞ

れ
の

事
業

に
参

加
し

て
、

「
満

足
し

た
」
と

感
じ

た
子

ど
も

が
増

え
る

。
【
活

動
②

-
1
、

②
-
2
、

②
-
3
】

6
年

度

目
標

達
成

状
況

③
成

果
指

標

令
和

６
年

度
重

点
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
事

業
評

価
調

書
（
令

和
５

年
度

事
業

分
）

視
点

再
掲

重
点

目
標

①
家

庭
・
地

域
と

連
携

し
子

ど
も

の
学

び
を

支
え

育
む

重
点

項
目

遊
び

と
実

体
験

の
場

や
機

会
の

充
実

記
入

所
属

ひ
と

学
校

運
営

部
青

少
年

課
学

校
地

域
連

携
担

当
学

校
運

営
部

学
務

課
自

然
教

室
係

学
校

運
営

部
青

少
年

課
体

験
活

動
係

事
業

名
№

7
「
子

ど
も

へ
の

多
様

な
体

験
機

会
の

充
実

」
協

働 ・
協

創

【
放

課
後

子
ど

も
教

室
】
地

域
の

方
で

組
織

さ
れ

た
放

課
後

子
ど

も
教

室
実

行
委

員
会

に
よ

る
運

営
。

生
涯

学
習

振
興

公
社

に
よ

る
運

営
支

援
。

【
体

験
学

習
】
大

学
連

携
事

業
と

し
て

区
内

大
学

と
協

働
・
協

創
。

特
に

子
ど

も
向

け
事

業
を

帝
京

科
学

大
学

・
東

京
電

機
大

学
・
東

京
藝

術
大

学
・
文

教
大

学
と

密
接

に
協

働
・
協

創
。

Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
関

連
す

る
ゴ

ー
ル

・
タ

ー
ゲ

ッ
ト

1
4
.
3
,
4
.
a

6
年

度
R

4

0
0

②
活

動
（
ア

ウ
ト

プ
ッ

ト
）

※
区

が
行

う
直

接
の

活
動

③
直

接
成

果
（
②

の
活

動
の

直
接

的
な

結
果

）
④

中
間

成
果

（
③

の
成

果
が

伸
び

た
ら

、
ど

う
な

る
か

）
⑤

最
終

成
果

（
理

想
）

R
6

年
度

実
績

・
天

候
や

感
染

症
な

ど
の

影
響

に
よ

る
各

種
事

業
の

中
止

・
仮

想
空

間
で

の
体

験
（
V

R
や

メ
タ

バ
ー

ス
等

）
に

対
す

る
価

値
観

の
変

化

・
天

候
や

感
染

症
な

ど
の

影
響

に
よ

る
各

種
事

業
の

中
止

・
少

子
化

に
よ

る
交

流
機

会
の

減
少

・
天

候
や

感
染

症
な

ど
の

影
響

に
よ

る
各

種
事

業
の

中
止

目
標

R
5

R
6

税
外

収
入

事
業

費
(a

)

人
件

費
(b

)
内

訳

国
庫

負
担

金
・
補

助
金

受
益

者
負

担
金

単
位

％

達
成

状
況

⑤
成

果
指

標

1
2
4
,
4
3
0

1
2
8
,
1
9
6

1
5
3
,
6
1
1

0

R
6

【
直

接
成

果
-
１

】
放

課
後

子
ど

も
教

室
で

満
足

し
た

と
感

じ
た

子
ど

も
の

割
合

1
2
4
%

％

回

影
響

要
因

単
位

・
　

様
々

な
人

と
の

交
流

や
体

験
を

通
じ

て
、

新
し

い
こ

と
に

チ
ャ

レ
ン

ジ
を

し
た

い
と

思
う

子
ど

も
が

増
え

る
。

・
　

「
最

後
ま

で
や

り
遂

げ
る

こ
と

が
で

き
た

」
な

ど
自

分
に

自
信

　
を

持
つ

子
ど

も
が

増
え

る
。

実
施

済
事

後
ア

ン
ケ

ー
ト

等
に

よ
り

、
好

評
で

あ
っ

た
講

座
の

定
員

を
拡

充
す

る
な

ど
、

よ
り

多
く
の

児
童

へ
体

験
機

会
が

提
供

で
き

る
よ

う
務

め
た

。
ま

た
、

各
大

学
の

特
色

を
踏

ま
え

、
よ

り
児

童
の

興
味

・
関

心
の

高
い

分
野

の
講

座
充

実
に

向
け

、
各

大
学

と
協

議
を

進
め

て
い

る
。

1
0
3
%

3
0

-

【
活

動
-
2
】

大
学

連
携

事
業

に
お

け
る

体
験

プ
ロ

グ
ラ

ム
数

目
標

2
7

2
9

1
6

要
検

討

【
直

接
成

果
-
2
】

大
学

連
携

事
業

で
満

足
し

た
と

感
じ

た
子

ど
も

の
割

合

1
0
0
%

7
5
%

達
成

率

4
1

-
9
8
.7

【
最

終
成

果
】

自
分

に
は

良
い

と
こ

ろ
が

あ
る

と
思

う
と

肯
定

的
回

答
を

し
た

子
ど

も
の

割
合

達
成

7
2

7
4

7
4
.3

-

1
2
3
%

-
実

績

【
中

間
成

果
-
1
】

「
放

課
後

子
ど

も
教

室
に

参
加

し
て

、
新

た
な

体
験

や
交

流
が

出
来

て
良

か
っ

た
」
と

回
答

し
た

子
ど

も
の

割
合

6
0

6
0

7
5

9
9
.0

順
調

達
成

率

外
的
な
要
因

大
行
政
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
要
素

大
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【
評

価
結

果
・
提

言
を

受
け

て
の

取
組

】
（
反

映
結

果
）

【
全

体
評

価
の

経
年

動
向

】

【
所

属
の

自
己

分
析

】
（
一

次
評

価
）

指
標

分
析

課
題

分
析

今
後

の
事

業
の

予
定

（
短

期
）
・
方

向
性

（
中

・
長

期
）

【
放

課
後

子
ど

も
教

室
】

　
体

験
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
実

施
に

つ
い

て
は

、
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
に

よ
る

社
会

活
動

の
制

限
が

終
了

し
た

こ
と

に
伴

い
、

実
施

校
数

が
増

え
、

目
標

を
達

成
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

　
ほ

と
ん

ど
全

て
の

参
加

者
が

「
放

課
後

子
ど

も
教

室
に

満
足

」
し

て
お

り
「
新

た
な

体
験

や
交

流
が

出
来

て
良

か
っ

た
」
と

回
答

し
た

児
童

の
割

合
も

目
標

を
大

き
く
上

回
っ

た
。

【
大

学
連

携
事

業
】

　
各

大
学

の
特

色
を

活
か

し
た

講
座

を
開

催
し

、
す

べ
て

の
講

座
で

大
学

生
と

児
童

・
生

徒
が

一
緒

に
な

っ
て

参
加

者
に

大
学

の
授

業
や

雰
囲

気
な

ど
の

体
験

機
会

の
提

供
を

行
っ

て
き

た
。

一
方

、
担

当
教

授
の

退
任

と
後

任
者

不
在

、
申

し
込

み
が

な
か

っ
た

こ
と

に
よ

り
、

予
定

し
て

い
た

講
座

の
一

部
が

実
施

で
き

ず
目

標
に

満
た

な
か

っ
た

。

【
自

然
教

室
事

業
】

体
験

学
習

数
（
鋸

南
3
5
4
・
日

光
4
1
6
・
魚

沼
1
5
8
）
は

Ｒ
4
年

度
を

下
回

っ
た

が
目

標
を

達
成

す
る

こ
と

が
で

き
た

。
自

然
教

室
で

満
足

し
た

と
感

じ
た

子
ど

も
の

割
合

は
9
6
.9

％
で

、
高

い
水

準
を

維
持

し
て

い
る

。
自

然
教

室
終

了
後

の
ア

ン
ケ

ー
ト

で
は

、
自

然
教

室
に

参
加

し
て

自
信

を
持

つ
こ

と
が

で
き

た
と

答
え

た
子

ど
も

の
割

合
は

8
9
％

と
、

目
標

を
大

き
く
上

回
っ

た
。

【
放

課
後

子
ど

も
教

室
】

　
コ

ロ
ナ

禍
が

終
了

し
た

も
の

の
、

依
然

と
し

て
コ

ロ
ナ

禍
以

前
の

運
営

に
戻

す
こ

と
に

慎
重

な
姿

勢
を

取
っ

て
い

る
実

行
委

員
会

が
あ

る
。

特
に

異
学

年
交

流
に

は
安

全
面

な
ど

か
ら

慎
重

で
、

学
年

分
け

で
実

施
し

続
け

て
い

る
実

行
委

員
会

も
あ

る
。

他
に

も
ス

タ
ッ

フ
不

足
に

悩
む

実
行

委
員

会
も

あ
り

、
実

行
委

員
会

間
で

実
施

機
会

や
内

容
等

に
差

が
生

じ
て

い
る

。

【
大

学
連

携
事

業
】

　
多

く
の

講
座

で
定

員
を

超
え

る
申

し
込

み
が

あ
る

一
方

、
わ

ず
か

で
は

あ
る

が
定

員
に

応
募

が
満

た
な

い
講

座
が

存
在

し
て

い
る

。
ま

た
、

担
当

す
る

教
授

の
専

門
性

に
応

じ
た

講
座

を
実

施
し

て
お

り
、

教
授

の
退

任
な

ど
に

よ
り

講
座

の
継

続
が

困
難

に
な

る
事

例
が

発
生

し
て

い
る

。

【
自

然
教

室
事

業
】

鋸
南

自
然

教
室

で
は

、
環

境
政

策
課

と
の

連
携

に
よ

る
「
海

洋
学

習
プ

ロ
グ

ラ
ム

」
を

実
施

し
、

2
6
校

の
児

童
が

参
加

し
た

。
魚

沼
自

然
教

室
で

は
、

森
林

学
習

を
４

校
が

実
施

し
、

子
ど

も
達

の
評

価
も

高
か

っ
た

。
自

然
教

室
は

、
壮

大
な

自
然

や
歴

史
に

直
接

、
触

れ
る

こ
と

が
で

き
る

貴
重

な
体

験
活

動
の

場
で

あ
り

、
子

ど
も

達
の

自
己

肯
定

感
の

向
上

の
一

助
を

担
う

よ
う

、
更

な
る

充
実

を
図

る
必

要
が

あ
る

。
ま

た
、

令
和

７
～

８
年

度
に

鋸
南

自
然

の
家

の
休

館
を

控
え

て
お

り
、

代
替

宿
泊

施
設

の
特

徴
や

土
地

柄
な

ど
を

活
か

し
た

体
験

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

実
施

す
る

必
要

が
あ

る
。

【
放

課
後

子
ど

も
教

室
】

（
短

期
）
生

涯
学

習
振

興
公

社
職

員
に

よ
る

巡
回

を
通

じ
て

各
実

行
委

員
会

の
理

解
を

得
て

「
放

課
後

子
ど

も
教

室
の

ね
ら

い
」
の

一
つ

で
あ

る
異

学
年

交
流

が
行

わ
れ

る
よ

う
な

運
営

に
戻

し
て

い
く
。

（
中

・
長

期
）
実

行
委

員
会

の
意

向
を

踏
ま

え
つ

つ
、

安
定

し
た

運
営

を
維

持
継

続
す

る
た

め
に

も
ス

タ
ッ

フ
公

募
情

報
な

ど
を

発
信

し
、

地
域

住
民

の
積

極
的

な
参

画
を

図
る

。
ま

た
内

容
等

の
差

を
埋

め
る

た
め

に
ス

タ
ッ

フ
会

議
や

運
営

委
員

会
な

ど
を

通
じ

て
、

好
事

例
の

紹
介

や
関

連
情

報
の

発
信

を
行

っ
て

い
く
。

【
大

学
連

携
事

業
】

（
短

期
）

　
参

加
者

ア
ン

ケ
ー

ト
な

ど
を

も
と

に
、

大
学

の
特

色
を

活
か

し
な

が
ら

児
童

・
生

徒
の

よ
り

興
味

・
関

心
が

高
い

分
野

で
の

講
座

の
実

施
を

大
学

側
と

協
議

を
進

め
て

い
く
。

ま
た

、
こ

れ
ま

で
き

っ
か

け
づ

く
り

を
目

的
と

し
た

講
座

が
ほ

と
ん

ど
で

あ
っ

た
が

、
一

歩
進

ん
だ

よ
り

専
門

性
が

高
い

内
容

の
講

座
も

開
発

し
て

い
く
。

（
中

長
期

）
　

さ
ら

に
多

く
の

児
童

・
生

徒
に

体
験

機
会

の
提

供
が

行
え

る
よ

う
講

座
数

の
増

加
や

定
員

の
増

加
な

ど
を

大
学

と
協

議
し

て
い

く
。

ま
た

、
講

座
開

始
に

向
け

た
ノ

ウ
ハ

ウ
を

蓄
積

し
て

い
く
こ

と
で

担
当

教
授

の
退

任
な

ど
が

あ
っ

て
も

講
座

を
継

続
で

き
る

よ
う

な
体

制
を

整
え

て
い

く
。

【
自

然
教

室
事

業
】

（
短

期
）
参

加
者

ア
ン

ケ
ー

ト
や

学
校

か
ら

の
実

施
報

告
書

な
ど

を
元

に
、

子
ど

も
達

に
と

っ
て

よ
り

満
足

度
の

高
い

自
然

教
室

を
実

施
し

て
い

く
。

さ
ら

に
令

和
７

～
８

年
度

は
、

鋸
南

自
然

の
家

が
休

館
と

な
る

た
め

、
赤

城
、

那
須

甲
子

、
磐

梯
に

あ
る

国
立

施
設

を
使

っ
て

自
然

教
室

を
実

施
す

る
予

定
で

あ
る

。
大

自
然

の
中

に
あ

る
広

大
な

施
設

を
利

用
し

、
様

々
な

自
然

体
験

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

実
施

し
て

い
く
。

（
中

・
長

期
）
地

元
で

は
体

験
で

き
な

い
壮

大
な

自
然

の
中

で
実

施
す

る
自

然
教

室
に

お
い

て
、

「
環

境
学

習
」
や

「
食

育
」
「
地

域
の

方
と

の
交

流
」
な

ど
子

ど
も

達
の

成
長

に
つ

な
が

る
多

様
な

体
験

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

提
供

し
て

い
く
。

【
庁

内
評

価
委

員
会

の
評

価
】
（
２

次
評

価
）

評
価

結
果

全
体

評
価

反
映

結
果

・
反

映
状

況

【
目

標
・
成

果
の

達
成

度
へ

の
評

価
】

　
各

事
業

に
対

す
る

子
ど

も
の

満
足

度
は

非
常

に
高

く
、

活
動

内
容

に
対

し
評

価
を

得
ら

れ
て

い
る

と
い

え
る

。
　

体
験

の
満

足
度

が
高

い
一

方
で

、
【
中

間
成

果
-
2
】
の

実
績

が
下

が
っ

て
お

り
、

行
動

変
容

に
繋

が
っ

て
い

な
い

点
は

、
そ

の
原

因
を

分
析

す
る

べ
き

と
考

え
る

。
　

ま
た

、
大

学
連

携
事

業
に

お
け

る
体

験
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
実

績
が

約
半

減
し

て
お

り
、

令
和

6
年

度
の

目
標

値
ま

で
下

が
っ

て
し

ま
っ

た
こ

と
は

残
念

で
あ

る
。

担
当

教
授

の
退

任
や

後
任

者
不

在
等

の
事

情
は

理
解

す
る

も
の

の
、

そ
れ

が
事

業
の

実
施

に
影

響
し

な
い

よ
う

な
仕

組
み

を
大

学
や

区
大

学
連

携
担

当
と

協
議

し
早

期
に

構
築

し
て

も
ら

い
た

い
。

【
今

後
の

事
業

の
予

定
、

方
向

性
へ

の
評

価
】

　
放

課
後

子
ど

も
教

室
に

関
し

て
、

コ
ロ

ナ
で

停
滞

し
て

い
た

異
学

年
交

流
を

復
活

さ
せ

る
こ

と
は

多
様

な
経

験
、

体
験

に
つ

な
が

る
こ

と
か

ら
評

価
す

る
。

　
各

大
学

の
特

性
を

活
か

し
た

専
門

性
の

高
い

事
業

の
構

築
は

、
大

学
の

認
知

向
上

と
い

っ
た

効
果

も
期

待
で

き
る

た
め

、
区

民
ニ

ー
ズ

を
反

映
し

つ
つ

今
後

の
さ

ら
な

る
充

実
を

期
待

し
た

い
。

　
　

自
然

教
室

事
業

に
関

し
て

は
、

現
状

に
満

足
せ

ず
、

児
童

や
学

校
か

ら
の

声
を

踏
ま

え
た

、
子

ど
も

の
成

長
に

つ
な

が
る

多
様

な
プ

ロ
グ

ラ
ム

提
供

の
必

要
性

を
認

識
し

て
お

り
、

今
後

も
様

々
な

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

実
施

し
て

も
ら

い
た

い
。

今
後

の
施

設
の

あ
り

方
、

事
業

の
あ

り
方

を
検

討
す

る
た

め
に

も
、

体
験

学
習

の
実

施
に

際
し

、
区

有
施

設
と

全
国

的
な

施
設

を
利

用
し

た
場

合
の

メ
リ

ッ
ト

・
デ

メ
リ

ッ
ト

を
比

較
検

討
す

る
必

要
が

あ
る

と
考

え
る

。
　

ま
た

、
子

ど
も

の
多

様
な

体
験

機
会

の
充

実
に

向
け

、
当

該
事

業
以

外
で

も
大

人
と

の
関

わ
り

が
持

て
る

体
験

の
創

出
を

検
討

願
い

た
い

。

3
.5

【
目

標
・
成

果
の

達
成

度
へ

の
評

価
】

　
【
中

間
成

果
-
２

】
の

実
績

が
下

が
っ

た
こ

と
に

つ
い

て
は

、
英

語
分

野
の

講
座

が
他

の
講

座
よ

り
新

し
い

こ
と

へ
チ

ャ
レ

ン
ジ

す
る

意
識

の
醸

成
に

つ
な

が
っ

て
い

な
い

こ
と

が
原

因
と

考
え

ら
れ

る
。

英
語

分
野

の
講

座
に

つ
い

て
は

、
参

加
者

の
４

割
が

英
語

を
す

で
に

習
っ

て
お

り
既

視
感

か
ら

「
新

し
い

こ
と

を
知

っ
た

り
チ

ャ
レ

ン
ジ

し
た

い
」
と

の
回

答
が

約
7
5
％

に
と

ど
ま

っ
た

こ
と

か
ら

も
読

み
取

れ
る

。
そ

の
た

め
、

英
語

講
座

に
お

い
て

は
、

前
年

度
「
内

容
が

簡
単

で
あ

っ
た

」
と

の
回

答
が

複
数

見
ら

れ
た

こ
と

を
踏

ま
え

、
今

年
度

、
講

座
の

難
易

度
を

あ
げ

た
と

こ
ろ

、
「
新

し
い

こ
と

を
知

っ
た

り
チ

ャ
レ

ン
ジ

し
た

い
」
に

関
す

る
肯

定
的

な
回

答
が

9
8
％

ま
で

改
善

し
、

チ
ャ

レ
ン

ジ
す

る
意

識
の

醸
成

に
つ

な
げ

る
こ

と
が

で
き

た
。

合
わ

せ
て

、
今

後
児

童
が

経
験

し
て

い
な

い
分

野
で

の
講

座
を

実
施

す
る

な
ど

講
座

を
き

っ
か

け
に

新
た

な
興

味
関

心
を

引
き

出
す

よ
う

な
講

座
内

容
の

検
討

を
実

施
し

て
い

く
。

　
大

学
連

携
事

業
に

関
す

る
事

業
継

続
性

の
構

築
に

関
し

て
は

、
各

大
学

と
講

座
継

続
に

関
す

る
検

討
を

行
っ

た
が

、
各

講
座

と
も

担
当

教
授

の
専

攻
に

基
い

た
講

座
を

実
施

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
担

当
教

授
退

任
後

、
同

一
内

容
の

講
座

を
別

の
教

授
が

行
う

こ
と

は
困

難
で

あ
る

。
今

後
は

継
続

的
に

児
童

の
興

味
関

心
の

高
い

分
野

の
新

規
講

座
を

検
討

す
る

等
、

体
験

プ
ロ

グ
ラ

ム
数

の
維

持
・
拡

充
に

向
け

、
区

大
学

連
携

担
当

と
も

連
携

し
な

が
ら

大
学

側
と

協
議

を
行

っ
て

い
く
。

な
お

、
令

和
６

年
度

は
、

新
た

に
２

つ
の

新
規

講
座

を
実

施
す

る
見

込
み

で
あ

る
。

【
今

後
の

事
業

の
予

定
、

方
向

性
へ

の
評

価
】

　
鋸

南
自

然
の

家
の

大
規

模
改

修
に

伴
い

、
令

和
７

年
度

か
ら

国
立

施
設

を
利

用
し

た
自

然
教

室
を

実
施

す
る

が
、

国
立

施
設

に
は

企
画

指
導

専
門

職
員

が
常

駐
し

て
お

り
、

効
果

的
な

体
験

活
動

の
実

施
が

可
能

と
な

る
。

こ
れ

を
機

に
区

有
施

設
を

利
用

し
た

自
然

教
室

と
比

較
し

、
今

後
の

校
外

施
設

の
あ

り
方

を
検

討
し

て
い

く
。

　
ま

た
、

所
管

事
業

の
中

で
大

人
と

の
関

わ
り

が
持

て
る

体
験

の
創

出
に

今
後

も
努

め
て

い
く

が
、

当
該

事
業

以
外

で
の

こ
れ

以
上

の
拡

大
は

、
困

難
で

あ
る

と
考

え
る

。

【
区

民
評

価
委

員
会

の
評

価
】
（
３

次
評

価
）

反
映

結
果

の
評

価
目

標
・
成

果
の

達
成

度
へ

の
評

価
今

後
の

事
業

の
予

定
、

方
向

性
へ

の
評

価
全

体
評

価

反
映

結
果

達
成

度

方
向

性
R

2
R

3
R

4
R

5

庁
内

評
価

結
果

4
4

4
3
.5

区
民

評
価

結
果

4

S
T
E
P
1

S
T
E
P
2 S
T
E
P
3

S
T
E
P
4

評
価

中
止

評
価

対
象
外

評
価

対
象
外

Ⅲ　重点プロジェクト事業 事業別評価の反映結果
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【
ロ

ジ
ッ

ク
モ

デ
ル

・
指

標
の

達
成

度
】

単
位

：
千

円
■

令
和

5
年

度
事

業
費

支
出

内
訳

（
上

位
３

事
業

）

(1
)

(2
)

(3
)

 

年
度

目
標

目
標

実
績

目
標

【
直

接
成

果
-
1
】

「
足

立
区

教
育

・
保

育
の

質
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
」
を

活
用

し
て

い
る

就
学

前
教

育
・

保
育

施
設

の
割

合

施
設

9
9
%

1
4
2

施
設

1
4
3

実
績

4
7
6

6
6
5

-

達
成

率
8
7
%

目
標

5
4
5

4
8
8

5
2
6

達
成

1
3
6
%

9
9
%

順
調

実
績

9
7

9
3

-

達
成

率
9
7
%

9
3
%

1
0
0

1
0
0

達
成

-

目
標

9
7
2

単
位

単
位

％

④
中

間
成

果
（
③

の
成

果
が

伸
び

た
ら

、
ど

う
な

る
か

）

6
5
%

9
8
%

目
標

-

-

6
3

1
3
3
%

％
実

績

7
2
%

2
8

2
8

1
0

5
0

実
績

年
度

実
績

目
標

⑤
最

終
成

果
（
理

想
）

3
2
1
,
6
8
0

3
1
8
,
6
8
0

総
事

業
費

(a
+
b)

1
,
0
3
7
,
4
4
4

9
7
1
,
4
9
7

事
業

費
(a

)

人
件

費
(b

)
内

訳

国
庫

負
担

金
・
補

助
金

受
益

者
負

担
金

対
応

す
る

予
算

事
業

名
子

ど
も

施
設

指
導

検
査

事
務

保
育

士
確

保
・
定

着
対

策
事

業

項
目

取
組

状
況

0

目
的

（
⑤

最
終

成
果

（
理

想
）
）

6
5
2
,
8
1
7

7
0
6
,
3
4
9

①
投

入
資

源
（
イ

ン
プ

ッ
ト

）

影
響

要
因

影
響

要
因

年
度

４
年

度
５

年
度

６
年

度

具
体

的
に

保
育

士
定

着
率

の
向

上
内

容

「
足

立
区

教
育

・
保

育
の

質
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
」

未
活

用
の

原
因

分
析

私
立

認
可

保
育

所
施

設
長

へ
の

聞
き

取
り

で
活

用
し

な
い

理
由

を
把

握
し

、
園

ご
と

に
活

用
の

働
き

か
け

を
実

施
し

た
。

実
施

済
・
令

和
5
年

度
実

施
分

か
ら

、
奨

学
金

返
済

支
援

事
業

の
補

助
率

を
2
分

の
1
か

ら
全

額
補

助
に

変
更

す
る

と
と

も
に

、
同

一
事

業
者

に
5
年

以
上

勤
続

す
る

場
合

の
上

限
額

を
増

額
し

た
（
1
0
万

円
➡

1
5
万

円
）
。

・
保

育
園

団
体

と
連

携
を

強
化

し
、

令
和

6
年

1
月

に
合

同
研

修
を

企
画

・
開

催
し

た
。

税
外

収
入

影
響

要
因

・
　

施
設

長
等

の
交

代
・
　

経
済

的
支

援
補

助
金

申
込

者
の

減
・
　

施
設

長
等

の
交

代
・
　

施
設

長
等

の
交

代
4
7
1
,
8
4
2

5
5
5
,
1
1
7

区
政

全
体

に
対

す
る

区
民

の
満

足
度

　
6
7
％

7
1
5
,
7
6
4

令
和

６
年

度
重

点
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
事

業
評

価
調

書
（
令

和
５

年
度

事
業

分
）

視
点

再
掲

重
点

目
標

②
妊

娠
か

ら
出

産
・
子

育
て

ま
で

切
れ

目
な

く
支

え
る

重
点

項
目

多
様

な
保

育
サ

ー
ビ

ス
の

提
供

と
待

機
児

童
の

解
消

記
入

所
属

ひ
と

子
ど

も
家

庭
部

子
ど

も
施

設
指

導
・
支

援
課

指
導

調
整

係
、

私
立

保
育

園
課

事
業

調
整

係
（
旧

施
設

調
整

係
）

事
業

名
№

8
「
就

学
前

教
育

・
保

育
施

設
の

質
の

維
持

・
向

上
」

協
働 ・

協
創

保
育

事
業

者

Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
関

連
す

る
ゴ

ー
ル

・
タ

ー
ゲ

ッ
ト

4
.
2

人

8
7

-

【
活

動
-
3
】

保
育

士
等

へ
の

経
済

的
支

援
補

助
金

利
用

者
数

目
標

1
,1

4
0

1
,1

3
8

1
,1

0
8

や
や

順
調

【
直

接
成

果
-
2
】

奨
学

金
返

済
支

援
で

離
職

防
止

に
効

果
が

あ
っ

た
と

答
え

た
保

育
士

の
割

合

人
実

績
8
5
4

8
9
9

-

達
成

率
7
5
%

7
9
%

【
直

接
成

果
-
3
】

保
育

士
・
家

庭
的

保
育

者
永

年
勤

続
褒

賞
者

数
（
累

計
）

1
,2

4
4

％ ％

8
5

1
0
4
%

実
績

9
2
7

1
,0

6
3

R
6

8
8

達
成

率
9
5
%

R
5

目
標

1
0
0

1
0
1
%

達
成

率

6
4
%

1
,0

2
7

実
施

済

達
成

状
況

④
成

果
指

標

⑥
重

点
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
共

通
の

成
果

（
⑤

最
終

成
果

（
理

想
）
が

伸
び

た
ら

こ
う

な
る

）

遅
れ

て
い

る

【
中

間
成

果
-
2
】

認
可

保
育

園
保

育
士

勤
続

5
年

以
下

の
割

合
【
低

減
目

標
】

（
＊

）
世

論
調

査
回

答
者

の
う

ち
、

家
族

形
成

期
　

　
（
＝

「
回

答
者

本
人

が
6
4
歳

以
下

で
一

番
上

　
　

の
子

が
小

学
校

入
学

前
」
ま

た
は

「
4
0
歳

未
　

　
満

の
子

ど
も

が
い

な
い

夫
婦

」
）
の

回
答

割
　

　
合

達
成

率

7
7

％
7
8

R
6

6
年

度

5
0

5
0

順
調

【
最

終
成

果
】

「
子

育
て

環
境

が
整

っ
て

い
る

」と
感

じ
る

人
の

割
合

（
＊

）

3
9

達
成

状
況

⑤
成

果
指

標

１
　

就
学

前
教

育
・
保

育
施

設
等

へ
の

実
地

調
査

に
よ

る
直

接
成

　
果

【
活

動
-
1
、

2
】

（
１

）
「
足

立
区

教
育

・
保

育
の

質
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
」
活

用
率

の
増

加
(ガ

イ
　

　
ド

ラ
イ

ン
を

用
い

た
指

導
、

助
言

を
行

う
こ

と
で

、
各

施
設

等
の

　
　

日
々

の
保

育
や

運
営

に
活

用
す

る
意

識
が

高
ま

り
実

践
す

る
よ

う
　

　
に

な
る

)【
直

接
成

果
-
1
】

２
　

保
育

士
等

人
材

の
確

保
・
定

着
策

に
よ

る
直

接
成

果
【
活

動
-
3
】

（
１

）
奨

学
金

返
済

支
援

や
永

年
勤

続
褒

賞
に

よ
り

保
育

士
就

業
へ

の
　

　
満

足
度

・
意

欲
向

上
が

図
ら

れ
、

就
労

継
続

者
が

増
加

す
る

　
　

【
直

接
成

果
-
2
、

3
】

Ｓ
Ｄ

Ｇ
s関

連
す

る
ゴ

ー
ル

・
タ

ー
ゲ

ッ
ト

に
対

す
る

貢
献

状
況

昨
年

度
の

反
映

結
果

に
対

す
る

取
組

状
況

【
目

標
4
】
タ

ー
ゲ

ッ
ト

4
.2

：
就

学
前

教
育

・
保

育
施

設
の

質
の

維
持

・
向

上
は

、
質

の
高

い
乳

幼
児

の
発

達
・
ケ

ア
及

び
就

学
前

教
育

へ
の

ア
ク

セ
ス

に
直

結
し

て
い

る
。

対
象

※
　

そ
の

他
の

場
合

記
入

-

②
活

動
（
ア

ウ
ト

プ
ッ

ト
）

※
区

が
行

う
直

接
の

活
動

③
直

接
成

果
（
②

の
活

動
の

直
接

的
な

結
果

）

8
7

【
中

間
成

果
-
1
】

文
書

指
摘

を
受

け
た

施
設

の
割

合
【
低

減
目

標
】

8
7

達
成

達
成

率

【
事

業
の

概
要

】
１

　
就

学
前

教
育

・
保

育
施

設
等

へ
の

指
導

検
査

及
び

巡
回

訪
問

　
　

（
子

ど
も

施
設

指
導

検
査

事
務

）
【
活

動
-
1
、

2
】

（
１

）
児

童
福

祉
法

及
び

子
ど

も
・子

ど
も

子
育

て
支

援
法

に
基

づ
く
指

　
　

導
検

査
（
２

）
巡

回
訪

問
に

よ
る

寄
り

添
い

支
援

２
　

保
育

士
等

人
材

の
確

保
・
定

着
【
活

動
-
3
】

（
１

）
保

育
士

等
住

居
借

上
げ

支
援

及
び

奨
学

金
返

済
支

援
事

業
の

　
　

利
用

者
数

１
　

就
学

前
教

育
・
保

育
に

対
す

る
見

方
や

考
え

方
が

成
熟

し
、

　
施

設
の

質
が

高
ま

る
（
１

）
指

導
検

査
「
文

書
指

摘
」
を

受
け

た
施

設
の

割
合

が
減

少
す

る
　

　
【
低

減
目

標
】
（
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
に

準
拠

し
た

指
導

検
査

基
準

を
厳

守
　

　
す

る
こ

と
で

、
指

摘
す

べ
き

事
項

が
減

る
）

（
２

）
経

済
的

支
援

や
永

年
勤

続
褒

賞
に

よ
り

保
育

士
就

業
へ

の
意

欲
　

　
向

上
と

事
業

に
対

す
る

社
会

的
評

価
の

向
上

を
図

り
、

勤
続

年
数

　
　

5
年

以
下

の
割

合
が

減
少

す
る

子
ど

も
た

ち
が

区
内

の
ど

の
就

学
前

教
育

・
保

育
施

設
に

通
っ

て
い

て
も

安
全

・
安

心
な

保
育

サ
ー

ビ
ス

が
受

け
ら

れ
る

状
況

に
あ

る

目
標

最
終

目
標

R
4

R
5

0

2
1

-

千
円

千
円

千
円

6
2
8
,7

1
5

1
9
,0

2
3

3
,7

3
9

主
な

内
容

主
な

内
容

主
な

内
容

区
民

と
事

業
者

【
活

動
-
1
】

就
学

前
教

育
・
保

育
施

設
へ

の
指

導
検

査
実

施
状

況

目
標

1
4
3

1
4
5

③
成

果
指

標
年

度
R

4
年

度
単

位
単

位
②

活
動

指
標

実
績

実
績

R
5

R
6

目
標

達
成

状
況

R
4

1
4
4

順
調

達
成

率

実
績

事 業 の 概 要

子
ど

も
た

ち
が

区
内

の
ど

の
就

学
前

教
育

・
保

育
施

設
に

通
っ

て
い

て
も

安
全

・
安

心
な

保
育

サ
ー

ビ
ス

が
受

け
ら

れ
る

状
況

に
あ

る

住
居

借
上

げ

保
育

所
等

の
運

営
形

態
は

、
社

会
福

祉
法

人
や

株
式

会
社

等
多

岐
に

亘
り

、
そ

れ
ぞ

れ
が

強
み

を
活

か
し

た
保

育
サ

ー
ビ

ス
を

提
供

し
て

い
る

。
こ

の
様

な
中

で
、

子
ど

も
た

ち
が

区
内

の
ど

の
施

設
に

通
っ

て
い

て
も

一
定

以
上

の
安

全
・
安

心
な

保
育

サ
ー

ビ
ス

が
受

け
ら

れ
る

よ
う

支
援

を
進

め
て

い
く
。

奨
学

金
返

済
支

援
子

ど
も

施
設

指
導

検
査

事
務

7
0
6
,
3
4
9

0

0

実
績

【
活

動
-
2
】

就
学

前
教

育
・
保

育
施

設
へ

の
巡

回
訪

問
実

施
状

況

達
成

率

外
的
な
要
因

大
行
政
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
要
素

大

Ⅲ　重点プロジェクト事業 事業別評価の反映結果
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【
評

価
結

果
・
提

言
を

受
け

て
の

取
組

】
（
反

映
結

果
）

【
全

体
評

価
の

経
年

動
向

】

4
.5

4
3
.5

3
.5

区
民

評
価

結
果

4
.5

3
3
.5

【
目

標
・
成

果
の

達
成

度
へ

の
評

価
】

　
[活

動
-
1
][

活
動

-
2
]よ

り
、

指
導

検
査

・
巡

回
訪

問
を

計
画

的
に

行
っ

た
結

果
、

[直
接

成
果

-
1
]ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
の

活
用

率
が

ア
ッ

プ
し

て
お

り
、

さ
ら

に
[中

間
成

果
-
1
]文

書
指

摘
を

受
け

た
施

設
の

減
少

に
も

つ
な

が
っ

て
い

る
。

地
道

な
取

組
が

実
を

結
ん

で
き

て
い

る
こ

と
を

評
価

し
た

い
。

一
方

で
、

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

に
基

づ
く
保

育
が

行
わ

れ
て

い
な

い
園

の
中

に
は

、
園

長
や

職
員

の
知

識
不

足
が

原
因

の
ひ

と
つ

に
挙

げ
ら

れ
る

と
の

こ
と

で
あ

り
、

今
後

も
粘

り
強

く
各

園
に

対
応

し
、

安
全

・
安

心
な

保
育

サ
ー

ビ
ス

を
受

け
ら

れ
る

環
境

作
り

に
貢

献
し

て
い

っ
て

ほ
し

い
。

　
ま

た
、

[活
動

-
3
]保

育
士

の
定

着
に

力
を

入
れ

経
済

的
支

援
を

行
っ

て
い

る
が

、
[中

間
成

果
-
2
]認

可
保

育
園

保
育

士
勤

続
5
年

以
下

の
割

合
に

つ
い

て
は

達
成

状
況

に
遅

れ
が

み
ら

れ
る

。
設

立
後

5
年

を
経

過
し

て
い

な
い

園
も

一
定

数
あ

り
把

握
が

で
き

な
い

背
景

も
あ

る
が

、
事

業
効

果
を

検
証

し
、

実
効

性
の

高
い

手
立

て
を

さ
ら

に
考

え
て

い
っ

て
ほ

し
い

。

【
今

後
の

事
業

の
予

定
・
方

向
性

へ
の

評
価

】
　

今
後

人
口

減
少

が
進

み
働

き
手

の
不

足
が

見
込

ま
れ

る
な

か
、

区
は

積
極

的
に

保
育

士
が

働
き

続
け

や
す

い
環

境
を

提
供

し
て

い
か

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
施

設
内

の
人

間
関

係
な

ど
働

き
や

す
い

職
場

環
境

づ
く
り

は
各

施
設

が
主

体
的

に
取

り
組

む
こ

と
で

は
あ

る
が

、
区

も
保

育
士

の
声

を
受

け
止

め
適

切
な

働
き

か
け

を
行

う
こ

と
で

、
保

育
を

す
る

な
ら

足
立

区
で

、
と

保
育

士
に

選
ば

れ
る

よ
う

な
未

来
を

見
据

え
た

丁
寧

な
取

り
組

み
を

続
け

て
い

っ
て

ほ
し

い
。

3
.5

【
区

と
し

て
取

り
組

む
こ

と
が

で
き

る
こ

と
と

，
各

保
育

施
設

が
主

体
と

し
て

取
り

組
む

こ
と

を
切

り
分

け
て

捉
え

て
い

る
よ

う
な

印
象

も
あ

り
，

各
施

設
の

ニ
ー

ズ
な

ど
も

確
認

す
る

】
　

働
き

や
す

い
職

場
づ

く
り

に
つ

い
て

現
状

及
び

ニ
ー

ズ
把

握
の

た
め

各
園

に
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

を
実

施
す

る
。

ま
た

、
外

部
専

門
家

を
活

用
し

、
事

業
者

へ
の

意
識

啓
発

研
修

や
課

題
分

析
の

た
め

の
調

査
を

実
施

す
る

。
こ

う
し

た
取

り
組

み
を

通
し

て
、

効
果

的
な

施
策

の
立

案
・
実

施
に

つ
な

げ
て

い
く
。

【
「
別

冊
 保

育
実

践
振

り
返

り
シ

ー
ト

」
に

関
し

て
、

さ
ら

に
見

や
す

さ
や

使
い

や
す

く
な

る
よ

う
現

場
か

ら
の

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
を

得
て

，
よ

り
現

場
で

活
用

さ
れ

や
す

い
資

料
づ

く
り

を
】

　
「
別

冊
 保

育
実

践
振

り
返

り
シ

ー
ト

」
に

つ
い

て
、

巡
回

訪
問

で
現

場
か

ら
の

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
を

得
る

こ
と

、
ま

た
、

伝
わ

り
や

す
い

イ
ラ

ス
ト

を
用

い
る

こ
と

等
で

、
さ

ら
に

現
場

で
活

用
さ

れ
や

す
い

資
料

づ
く
り

を
進

め
る

。

【
直

接
成

果
-
2
が

達
成

さ
れ

た
と

し
て

も
中

間
成

果
-
2
の

達
成

状
況

が
向

上
す

る
か

は
不

明
で

あ
る

た
め

指
標

の
見

直
し

の
検

討
】

　
直

接
成

果
-
2
の

指
標

の
見

直
し

に
つ

い
て

は
、

よ
り

広
範

な
対

象
者

か
ら

経
済

的
支

援
策

の
効

果
を

測
定

で
き

る
指

標
を

検
討

す
る

。

【
保

育
士

・
家

庭
的

保
育

者
永

年
勤

続
褒

賞
に

関
し

て
、

対
象

の
基

準
や

内
容

な
ど

丁
寧

な
課

題
や

現
状

の
分

析
に

基
づ

い
た

取
り

組
み

を
】

　
直

接
成

果
-
3
に

つ
い

て
は

、
保

育
従

事
者

の
勤

続
年

数
が

短
い

現
状

を
踏

ま
え

、
区

切
り

の
5
年

目
等

の
保

育
士

数
を

指
標

と
す

る
こ

と
は

有
効

で
あ

り
継

続
す

る
。

【
区

民
評

価
委

員
会

の
評

価
】
（
３

次
評

価
）

反
映

結
果

の
評

価
目

標
・
成

果
の

達
成

度
へ

の
評

価
今

後
の

事
業

の
予

定
、

方
向

性
へ

の
評

価
全

体
評

価

・
保

育
士

定
着

率
の

向
上

を
目

指
し

，
奨

学
金

返
済

支
援

事
業

の
補

助
率

を
変

更
す

る
と

と
も

に
，

同
一

事
業

者
に

5
年

以
上

勤
続

す
る

場
合

の
上

限
額

を
増

額
す

る
な

ど
の

取
り

組
み

を
実

施
し

て
い

た
。

同
時

に
，

保
育

士
の

働
き

や
す

い
環

境
の

整
備

に
つ

い
て

ア
ン

ケ
ー

ト
や

聴
き

取
り

を
行

っ
た

上
で

，
区

と
し

て
取

り
組

む
こ

と
(訪

問
時

な
ど

の
相

談
体

制
や

保
育

士
研

修
の

充
実

)に
つ

い
て

は
進

め
ら

れ
て

い
る

と
考

え
ら

れ
る

。
し

か
し

区
と

し
て

取
り

組
む

こ
と

が
で

き
る

こ
と

と
，

各
保

育
施

設
が

主
体

と
し

て
取

り
組

む
こ

と
を

切
り

分
け

て
捉

え
て

い
る

よ
う

な
印

象
も

あ
り

，
各

施
設

の
ニ

ー
ズ

な
ど

も
確

認
す

る
こ

と
で

，
各

施
設

の
後

押
し

と
し

て
有

効
な

取
り

組
み

が
考

え
ら

れ
る

の
で

は
な

い
だ

ろ
う

か
。

・
「
足

立
区

教
育

・
保

育
の

質
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
」
活

用
に

向
け

た
取

り
組

み
は

前
年

度
と

同
様

で
あ

る
印

象
を

受
け

た
。

・
保

育
士

を
対

象
と

し
た

「
別

冊
 保

育
実

践
振

り
返

り
シ

ー
ト

」
の

見
や

す
さ

に
つ

い
て

の
工

夫
が

な
さ

れ
た

こ
と

は
前

向
き

な
取

り
組

み
で

あ
る

と
考

え
ら

れ
る

。
さ

ら
に

，
見

や
す

さ
や

使
い

や
す

さ
に

つ
い

て
現

場
か

ら
の

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
も

得
ら

れ
る

と
，

よ
り

現
場

で
活

用
さ

れ
や

す
い

資
料

づ
く
り

に
つ

な
が

る
と

考
え

ら
れ

る
。

・
【
活

動
-
1
】
な

ら
び

に
【
活

動
-
2
】
の

達
成

状
況

は
評

価
で

き
る

。
特

に
巡

回
訪

問
実

施
状

況
は

高
く
評

価
で

き
，

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

の
活

用
率

の
向

上
に

つ
な

が
る

こ
と

が
期

待
さ

れ
る

。
・
【
②

活
動

指
標

】
，

【
③

成
果

指
標

】
に

つ
い

て
は

，
目

標
に

対
し

て
「
順

調
」
か

ら
「
達

成
」
と

な
っ

て
い

る
こ

と
は

評
価

で
き

る
。

し
か

し
な

が
ら

，
目

標
に

対
す

る
達

成
状

況
の

評
価

が
適

切
で

あ
る

か
が

疑
問

で
あ

る
。

例
え

ば
【
直

接
成

果
-
2
】
が

1
0
0
％

に
達

し
て

い
な

い
こ

と
を

「
順

調
」
と

判
断

し
て

よ
い

の
だ

ろ
う

か
。

【
中

間
成

果
-
2
】
の

達
成

状
況

が
「
遅

れ
て

い
る

」
で

あ
る

こ
と

を
踏

ま
え

る
と

，
【
直

接
成

果
-
2
】
が

達
成

さ
れ

た
と

し
て

も
【
中

間
成

果
-

2
】
の

達
成

状
況

が
向

上
す

る
か

は
不

明
で

あ
る

。

・
「
足

立
区

教
育

・
保

育
の

質
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
」
を

活
用

し
，

実
践

に
つ

な
げ

る
た

め
に

，
チ

ェ
ッ

ク
シ

ー
ト

を
用

い
る

こ
と

は
評

価
で

き
る

。
同

時
に

，
顔

の
見

え
る

関
係

を
構

築
す

べ
く
，

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

を
活

用
し

た
巡

回
訪

問
を

一
層

計
画

的
に

実
施

し
よ

う
と

し
て

い
る

こ
と

も
高

く
評

価
で

き
る

。
「
足

立
区

教
育

・
保

育
の

質
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
」
が

足
立

区
の

保
育

施
設

に
お

け
る

共
通

言
語

と
な

り
，

活
用

す
る

こ
と

が
各

施
設

に
と

っ
て

メ
リ

ッ
ト

が
あ

る
こ

と
が

明
ら

か
と

な
れ

ば
，

さ
ら

に
活

用
に

つ
な

が
る

と
考

え
ら

れ
る

。
・
保

育
士

定
着

率
向

上
に

関
し

て
，

予
定

や
方

向
性

が
基

本
的

に
従

来
の

も
の

を
踏

襲
し

て
い

る
印

象
を

受
け

る
。

課
題

分
析

を
丁

寧
に

行
い

，
そ

の
結

果
に

応
じ

て
取

り
組

み
を

工
夫

す
る

こ
と

が
期

待
さ

れ
る

。
例

え
ば

保
育

士
の

離
職

理
由

と
し

て
人

間
関

係
が

大
き

な
要

因
で

あ
る

こ
と

が
明

ら
か

な
の

で
あ

れ
ば

，
各

施
設

が
主

体
と

し
て

取
り

組
む

こ
と

と
考

え
る

と
し

て
も

，
具

体
的

に
ど

の
よ

う
に

各
施

設
を

区
と

し
て

バ
ッ

ク
ア

ッ
プ

で
き

る
か

の
方

法
を

施
設

の
ニ

ー
ズ

に
基

づ
い

て
検

討
す

る
必

要
が

あ
る

だ
ろ

う
。

・
保

育
士

定
着

は
安

心
安

全
な

保
育

サ
ー

ビ
ス

に
つ

な
が

る
と

考
え

ら
れ

る
が

，
保

育
士

の
キ

ャ
リ

ア
パ

ス
な

ど
を

踏
ま

え
る

と
，

【
直

接
成

果
-
3
】
が

適
切

か
ど

う
か

は
疑

問
で

あ
る

。
対

象
の

基
準

や
内

容
な

ど
丁

寧
な

課
題

や
現

状
の

分
析

に
基

づ
い

た
取

り
組

み
が

期
待

さ
れ

る
。

・
子

ど
も

や
そ

の
家

族
に

と
っ

て
安

心
安

全
な

施
設

は
，

働
く
保

育
士

に
と

っ
て

も
安

心
安

全
な

施
設

で
あ

る
と

考
え

ら
れ

る
た

め
，

ぜ
ひ

提
供

者
に

と
っ

て
も

利
用

者
に

と
っ

て
も

安
心

安
全

な
サ

ー
ビ

ス
を

目
指

し
て

い
た

だ
き

た
い

。

3
.5

反
映

結
果

3
達

成
度 4

方
向

性
R

2
R

3
R

4
R

5

3
庁

内
評

価
結

果

【
所

属
の

自
己

分
析

】
（
一

次
評

価
）

指
標

分
析

課
題

分
析

今
後

の
事

業
の

予
定

（
短

期
）
・
方

向
性

（
中

・
長

期
）

【
活

動
-
1
】
　

私
立

認
可

保
育

所
5
6
園

、
小

規
模

保
育

1
2
事

業
所

、
家

庭
的

保
育

事
業

者
5
0
名

、
私

立
幼

稚
園

・
認

定
こ

ど
も

園
6
園

、
認

可
外

保
育

所
2
園

、
認

証
保

育
所

1
7
園

に
指

導
検

査
を

実
施

し
た

。
認

証
保

育
所

は
今

年
度

か
ら

実
地

に
よ

る
指

導
検

査
を

開
始

。
当

初
の

計
画

ど
お

り
進

め
る

こ
と

が
で

き
た

。
【
活

動
-
2
】
　

巡
回

訪
問

は
、

計
画

通
り

に
訪

問
を

進
め

る
こ

と
が

で
き

た
。

さ
ら

に
追

加
で

訪
問

が
必

要
に

な
る

場
合

も
あ

り
、

目
標

を
大

幅
に

上
回

る
訪

問
件

数
と

な
っ

た
。

【
活

動
-
3
】
保

育
士

確
保

・
定

着
の

た
め

、
保

育
士

奨
学

金
返

済
支

援
事

業
（
8
3
園

1
8
7
人

）
、

住
居

借
上

げ
支

援
事

業
（
1
6
1
園

7
1
2
人

）
を

実
施

し
、

目
標

を
下

回
っ

た
が

利
用

者
は

4
5
人

増
加

し
た

。
待

機
児

童
が

ほ
ぼ

解
消

し
、

新
規

開
設

園
が

当
面

な
い

た
め

利
用

者
の

推
移

は
、

停
滞

が
続

く
と

予
想

さ
れ

る
。

今
年

度
目

標
値

は
、

予
算

額
相

当
。

【
直

接
成

果
-
1
】
認

可
保

育
所

で
の

活
用

率
が

6
4
％

か
ら

7
9
.6

％
に

ア
ッ

プ
し

た
こ

と
で

、
目

標
値

を
達

成
し

た
。

一
方

で
、

施
設

種
別

で
活

用
率

に
差

異
が

見
ら

れ
た

。
【
直

接
成

果
-
2
】
前

年
度

と
比

較
す

る
と

4
ポ

イ
ン

ト
減

で
あ

っ
た

が
、

「
効

果
が

な
い

」
と

答
え

た
理

由
は

全
て

補
助

制
度

以
外

の
原

因
で

あ
っ

た
（
職

場
環

境
が

悪
い

等
）
。

【
直

接
成

果
-
3
】
保

育
士

・
家

庭
的

保
育

者
永

年
勤

続
褒

賞
は

、
保

育
士

の
離

職
防

止
、

定
着

策
と

し
て

、
5
年

前
か

ら
実

施
。

令
和

5
年

度
は

4
年

ぶ
り

に
褒

賞
授

与
式

を
開

催
し

た
。

勤
続

年
数

別
で

5
年

保
育

士
9
6
人

、
1
0
年

保
育

士
3
0

人
、

1
0
年

家
庭

的
保

育
者

8
人

、
2
0
年

家
庭

的
保

育
者

2
人

、
合

計
1
3
6
人

受
賞

（
前

年
度

比
1
人

増
）
。

今
年

度
目

標
値

は
、

予
算

額
相

当
。

【
中

間
成

果
-
1
】
令

和
3
,4

年
度

と
文

書
指

摘
を

受
け

た
施

設
の

割
合

は
増

加
し

て
い

た
が

、
今

年
度

は
ほ

ぼ
半

減
し

た
。

指
導

検
査

の
内

容
等

が
各

施
設

に
浸

透
し

て
き

た
こ

と
が

一
因

と
し

て
挙

げ
ら

れ
る

。
【
中

間
成

果
-
2
】

認
可

保
育

園
保

育
士

勤
続

5
年

以
下

の
割

合
は

7
7
％

で
あ

り
、

前
年

か
ら

横
ば

い
（
微

減
）
で

あ
っ

た
。

【
指

導
検

査
で

の
文

書
指

摘
】
　

特
定

の
項

目
で

文
書

指
摘

が
繰

り
返

さ
れ

る
傾

向
が

見
ら

れ
る

。
【
足

立
区

教
育

・
保

育
の

質
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
の

活
用

】
　

子
ど

も
た

ち
が

ど
の

施
設

に
通

っ
て

も
、

安
全

・
安

心
な

保
育

サ
ー

ビ
ス

を
享

受
で

き
る

よ
う

に
保

育
の

質
を

確
保

す
る

「
足

立
区

教
育

・
保

育
の

質
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
」
の

活
用

促
進

を
施

設
等

に
働

き
か

け
て

い
る

が
、

独
自

の
教

育
方

針
が

あ
る

私
立

幼
稚

園
、

こ
ど

も
園

で
は

活
用

が
進

ま
な

い
状

況
が

あ
る

。
ま

た
、

全
体

の
活

用
率

は
上

昇
し

た
が

、
教

育
・
保

育
の

実
践

に
つ

な
が

っ
て

い
な

い
こ

と
、

研
修

等
で

の
学

び
が

園
全

体
で

共
有

さ
れ

て
い

な
い

こ
と

が
課

題
と

し
て

挙
げ

ら
れ

る
。

【
保

育
士

確
保

・
定

着
策

】
・
【
直

接
成

果
-
2
】
か

ら
、

経
済

的
支

援
策

に
一

定
の

離
職

防
止

効
果

が
あ

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
が

、
一

方
で

【
中

間
成

果
-
2
】
に

よ
れ

ば
、

認
可

保
育

園
の

勤
続

年
数

5
年

以
下

の
保

育
士

の
割

合
が

依
然

高
い

こ
と

か
ら

、
保

育
士

全
体

に
効

果
が

あ
る

保
育

士
定

着
策

を
検

討
・
実

施
し

て
い

く
こ

と
が

課
題

で
あ

る
。

【
短

期
】
・
指

導
検

査
に

つ
い

て
は

、
引

き
続

き
園

長
会

等
の

全
体

会
で

検
査

前
の

事
前

説
明

及
び

検
査

後
の

結
果

報
告

を
実

施
し

、
同

様
の

指
摘

を
受

け
な

い
よ

う
各

施
設

の
意

識
を

高
め

て
い

く
。

・
「
足

立
区

教
育

・
保

育
の

質
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
」
に

つ
い

て
は

、
巡

回
訪

問
で

チ
ェ

ッ
ク

シ
ー

ト
を

活
用

し
な

が
ら

教
育

・
保

育
の

実
践

に
繋

げ
て

い
く
。

研
修

で
は

施
設

長
等

に
も

対
象

を
広

げ
、

園
全

体
で

の
共

有
に

努
め

て
い

く
。

・
保

育
士

確
保

・
定

着
に

つ
い

て
は

、
重

点
を

確
保

か
ら

定
着

（
離

職
防

止
）
へ

と
シ

フ
ト

し
、

各
種

研
修

等
を

通
じ

て
保

育
事

業
者

が
率

先
し

て
、

保
育

士
が

安
心

し
て

働
き

や
す

い
職

場
環

境
を

創
設

す
る

よ
う

支
援

す
る

。
・
令

和
5
年

度
実

施
分

か
ら

奨
学

金
返

済
支

援
事

業
の

補
助

額
を

増
額

、
ま

た
、

令
和

6
年

度
か

ら
保

育
士

求
人

サ
イ

ト
に

バ
ナ

ー
広

告
を

掲
載

す
る

。
両

事
業

の
効

果
を

検
証

し
、

今
後

の
検

討
に

活
用

す
る

。

【
中

・
長

期
】
・
指

導
検

査
及

び
巡

回
訪

問
を

計
画

的
に

実
施

し
、

継
続

し
て

教
育

・
保

育
の

質
の

維
持

・
向

上
に

努
め

て
い

く
。

・
巡

回
訪

問
等

に
お

い
て

「
足

立
区

教
育

・
保

育
の

質
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
」
を

活
用

し
、

各
施

設
の

課
題

を
分

析
・

共
有

し
、

丁
寧

な
寄

り
添

い
支

援
を

継
続

し
て

行
っ

て
い

く
。

【
庁

内
評

価
委

員
会

の
評

価
】
（
２

次
評

価
）

評
価

結
果

全
体

評
価

反
映

結
果

・
反

映
状

況

S
T
E
P
2 S
T
E
P
3

S
T
E
P
4

S
T
E
P
1

評
価
中
止

Ⅲ　重点プロジェクト事業 事業別評価の反映結果
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【
ロ

ジ
ッ

ク
モ

デ
ル

・
指

標
の

達
成

度
】

単
位

：
千

円
■

令
和

5
年

度
事

業
費

支
出

内
訳

（
上

位
３

事
業

）

(1
)

(2
)

(3
)

　
　

　

年
度

目
標

目
標

実
績

達
成

率

目
標

目
標

目
標

実
績

達
成

率

目
標

目
標

4
.6 -

国
庫

負
担

金
・
補

助
金

受
益

者
負

担
金

対
応

す
る

予
算

事
業

名
学

童
保

育
室

運
営

事
業

⑥
重

点
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
共

通
の

成
果

（
⑤

最
終

成
果

（
理

想
）
が

伸
び

た
ら

こ
う

な
る

）

遅
れ

て
い

る

【
直

接
成

果
-
4
】

学
童

保
育

室
受

入
可

能
数

目
標

達
成

率
1
0
0
%

5
,4

2
6

目
標

8
9

1
5

総
事

業
費

(a
+
b)

1
,
9
0
9
,
2
1
4

-

1
,
6
4
6
,
4
9
2

1
,
7
5
2
,
8
3
3

目
標

8
5

8
1
0

-

達
成

率
1
0
0
%

1
1
1
%

人

-

達
成

率
7
9
%

6
3
%

5
,7

4
0

順
調

-

9
7
%

人
件

費
(b

)
2
6
2
,
7
2
2

2
6
1
,
1
2
1

2
,
0
1
3
,
9
5
4

1
,
9
2
7
,
9
7
6

影
響

要
因

影
響

要
因

影
響

要
因

回施 設

【
活

動
-
4
】

次
年

度
開

設
す

る
た

め
に

整
備

し
た

学
童

保
育

室
数事 業 の 概 要

学
童

保
育

室
運

営
費

１
　

学
童

保
育

室
整

備
計

画
に

基
づ

き
、

待
機

児
解

消
の

た
め

に
学

童
保

育
室

を
計

画
的

に
整

備
し

て
い

く
。

２
　

学
童

保
育

室
職

員
が

行
う

自
己

評
価

と
、

区
職

員
に

よ
る

客
観

的
か

つ
統

一
的

な
基

準
に

基
づ

く
　

実
地

調
査

を
行

い
、

各
学

童
保

育
室

の
課

題
を

明
確

に
し

て
、

計
画

的
に

改
善

し
て

い
く
。

内
訳

目
標

達
成

状
況

③
成

果
指

標
年

度

Ｓ
Ｄ

Ｇ
s関

連
す

る
ゴ

ー
ル

・
タ

ー
ゲ

ッ
ト

に
対

す
る

貢
献

状
況

【
目

標
4
】
タ

ー
ゲ

ッ
ト

4
.2

で
は

す
べ

て
の

子
ど

も
の

学
童

で
の

生
涯

学
習

の
機

会
を

促
進

さ
せ

る
。

【
目

標
5
.8

】
タ

ー
ゲ

ッ
ト

5
.5

お
よ

び
8
.5

で
は

、
学

童
保

育
室

で
の

安
全

・
安

心
な

居
場

所
を

提
供

す
る

こ
と

で
、

男
女

の
区

別
な

く
保

護
者

が
安

心
し

て
子

ど
も

を
預

け
、

働
き

が
い

の
あ

る
仕

事
に

就
け

る
よ

う
な

環
境

を
整

備
し

て
い

く
。

実
施

済
「
足

立
区

学
童

保
育

室
整

備
計

画
」
に

基
づ

き
、

需
要

の
分

析
を

し
な

が
ら

、
待

機
児

童
の

解
消

を
目

指
し

て
い

く
。

対
象

※
　

そ
の

他
の

場
合

記
入

昨
年

度
の

反
映

結
果

に
対

す
る

取
組

状
況

区
民

項
目

取
組

状
況

具
体

的
に

目
的

（
⑤

最
終

成
果

（
理

想
）
）

学
童

保
育

室
の

整
備

１
　

学
童

保
育

室
の

待
機

児
童

解
消

を
目

指
し

、
放

課
後

等
の

居
場

所
を

確
保

す
る

。
２

　
学

童
保

育
室

の
「
質

の
維

持
・
向

上
」
を

図
り

、
放

課
後

等
の

安
全

・
安

心
な

居
場

所
を

提
供

す
る

。

実
績

9
3
.9

9
6
.8

-

【
事

業
の

概
要

】
１

　
個

々
の

職
員

に
よ

る
自

己
評

価
の

実
施

【
活

動
-
1
】

（
１

）
全

学
童

保
育

室
で

年
２

回
実

施
２

　
実

地
調

査
に

よ
る

客
観

的
評

価
の

実
施

【
活

動
-
2
】

（
１

）
指

定
管

理
学

童
保

育
室

は
毎

年
実

施
（
２

）
直

営
、

住
区

、
民

設
学

童
保

育
室

は
半

数
ず

つ
を

隔
年

で
実

施
３

　
職

員
研

修
の

実
施

【
活

動
-
3
】

（
１

）
学

童
保

育
室

職
員

の
ス

キ
ル

ア
ッ

プ
に

繋
が

る
研

修
の

実
施

４
　

学
童

保
育

室
の

整
備

【
活

動
-
4
】

（
１

）
待

機
児

童
が

多
く
見

込
ま

れ
る

地
区

に
対

す
る

学
童

保
育

室
の

整
備

【
活

動
-
1
】

自
己

評
価

を
実

施
し

た
学

童
保

育
室

目
標

1
0
9

1
0
9

1
1
0

達
成

達
成

率

実
績

1
0
0
%

施 設
1
0
9

-

1
0
0
%

R
4

単
位

②
活

動
指

標

順
調

実
績

3
7

6
2

-
実

績
1
0
0

1
0
0

1
0
0

1
0
0

1
0
0

達
成

【
中

間
成

果
-
2
】

「
事

業
改

善
計

画
書

」
の

策
定

割
合

1
0
0

-
実

績
1
0
0

％

達
成

率

事
業

費
(a

)

達
成

率
1
0
0
%

1
0
0
%1

,5
7
3
,8

6
5

1
5
,7

0
5

1
5
,0

1
7

令
和

６
年

度
重

点
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
事

業
評

価
調

書
（
令

和
５

年
度

事
業

分
）

視
点

再
掲

重
点

目
標

②
妊

娠
か

ら
出

産
・
子

育
て

ま
で

切
れ

目
な

く
支

え
る

重
点

項
目

多
様

な
保

育
サ

ー
ビ

ス
の

提
供

と
待

機
児

童
の

解
消

記
入

所
属

ひ
と

子
ど

も
家

庭
部

　
学

童
保

育
課

　
学

童
調

査
・
支

援
係

、
学

童
待

機
児

対
策

担
当

事
業

名
№

9
「
学

童
保

育
室

運
営

事
業

」
協

働 ・
協

創

庁
内

協
働

：
学

校
支

援
課

放
課

後
子

ど
も

教
室

と
学

童
保

育
室

と
の

連
携

Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
関

連
す

る
ゴ

ー
ル

・
タ

ー
ゲ

ッ
ト

4
.
2

8
.
5

5
.
5

R
5

④
中

間
成

果
（
③

の
成

果
が

伸
び

た
ら

、
ど

う
な

る
か

）
１

　
自

己
評

価
実

施
に

よ
る

直
接

成
果

【
活

動
-
1
】

（
１

）
 個

々
の

評
価

を
擦

り
合

わ
せ

、
改

善
す

べ
き

学
童

保
育

室
の

課
題

が
明

確
に

な
る

。
（
２

）
　

課
題

を
共

有
し

、
全

職
員

で
改

善
に

向
け

て
取

り
組

む
。

　
そ

の
結

果
、

課
題

が
改

善
し

、
自

己
評

価
が

向
上

す
る

。
　

【
直

接
成

果
-
1
】

２
　

実
地

調
査

実
施

の
直

接
成

果
【
活

動
-
2
】

（
１

）
客

観
的

・
統

一
的

な
基

準
で

評
価

や
助

言
を

行
う

。
（
２

）
区

職
員

が
直

接
訪

問
す

る
こ

と
で

、
各

学
童

保
育

室
の

現
状

が
把

握
で

き
る

。
【
直

接
成

果
-
2
】

　
（
注

）
指

定
管

理
学

童
保

育
室

の
実

地
調

査
は

２
．

３
月

に
行

う
た

め
、

成
果

指
標

は
次

年
度

に
　

　
　

　
反

映
さ

れ
る

。
３

　
研

修
実

施
の

直
接

評
価

【
活

動
-
3
】

（
１

）
研

修
を

受
講

し
た

職
員

の
意

識
や

ス
キ

ル
が

向
上

す
る

。
　

【
直

接
成

果
-
3
】

４
　

学
童

保
育

室
定

員
数

【
活

動
-
4
】

（
１

）
学

童
保

育
室

に
お

け
る

定
員

数
が

増
加

す
る

。
　

【
直

接
成

果
-
4
】

最
終

目
標

R
4

R
5

①
投

入
資

源
（
イ

ン
プ

ッ
ト

）

年
度

４
年

度
５

年
度

６
年

度

主
な

内
容

主
な

内
容

主
な

内
容

区
政

全
体

に
対

す
る

区
民

の
満

足
度

　
6
7
％

内
容

シ
ル

バ
ー

人
材

セ
ン

タ
ー

委
託

料

学
童

保
育

室
開

設
事

務

千
円

千
円

千
円

-8
0

達
成

1
.5

1
.5

1
.5

実
績

目
標

達
成

状
況

⑤
成

果
指

標

-

【
最

終
成

果
】

２
回

目
の

ア
ン

ケ
ー

ト
で

の
保

護
者

満
足

度
-

8
8
.7

-

--
8
0

8
2

R
6

6
年

度

【
最

終
成

果
】

学
童

保
育

室
待

機
児

童
率

（
全

学
年

）
※

低
減

目
標

％％
施 設 ％ ％

R
6

年
度

達
成

率
1

1
0
0
%

-
実

績

【
中

間
成

果
-
1
】

２
回

目
の

自
己

評
価

の
結

果
が

向
上

し
た

学
童

保
育

室
の

割
合

1
1
0

達
成

達
成

率
達

成
率

【
直

接
成

果
-
１

】
個

々
の

評
価

結
果

か
ら

室
全

体
の

課
題

に
つ

い
て

話
し

合
っ

た
学

童
保

育
室

目
標

実
績

R
4

達
成

状
況

1
0
0

1
0
0

1
0
0
%

-- -

や
や

遅
れ

て
い

る
実

績
1
.9

2
.4

達
成

【
中

間
成

果
-
3
】

１
、

２
年

生
の

学
童

保
育

室
待

機
児

童
率

※
低

減
目

標

％

1
1
1
%

1
0
9

％

1
0
9

1
0
0
%

7
8
%

7
8

1
1
0
%

⑤
最

終
成

果
（
理

想
）

１
　
学
童
保
育
室
の
全
体
の
課

　
題
を
共
有
し
、
課
題
解
決
に

　
向
け
て
取
り
組
む
こ
と
で
学

　
童
保
育
室
の
質
の
向
上
を
図

　
る
。

２
　
学
童
保
育
室
全
体
の
待
機

　
児
解
消
を
図
る
。

④
成

果
指

標

１
　

運
営

上
の

課
題

が
明

確
に

な
り

、
課

題
解

決
に

向
け

た
取

り
組

み
を

職
員

間
で

検
討

し
　

実
践

す
る

こ
と

で
、

学
童

保
育

室
の

サ
ー

ビ
ス

の
向

上
（
底

上
げ

）
が

図
ら

れ
る

。
（
１

）
全

学
童

保
育

室
【
自

己
評

価
、

職
員

研
修

】
　

　
ア

　
全

職
員

で
改

善
に

向
け

て
取

り
組

む
。

　
　

イ
　

保
護

者
ア

ン
ケ

ー
ト

の
結

果
を

踏
ま

え
、

よ
り

丁
寧

な
事

業
運

営
を

行
う

。
（
２

）
実

地
調

査
実

施
学

童
保

育
室

　
　

ア
　

実
地

調
査

に
て

指
摘

さ
れ

た
「改

善
事

項
」
を

解
消

す
る

た
め

、
「
事

業
改

善
計

画
書

」
　

　
　

　
（
具

体
的

な
計

画
）
を

一
か

月
半

以
内

に
策

定
し

、
指

摘
事

項
の

改
善

を
図

る
。

　
　

イ
　

各
学

童
保

育
室

の
課

題
を

共
有

し
、

課
題

解
決

に
向

け
て

定
期

的
に

サ
ポ

ー
ト

　
　

　
　

 し
て

い
く
。

２
　

学
童

保
育

室
の

入
室

者
数

が
増

加
す

る
こ

と
で

、
待

機
児

童
率

が
減

少
す

る
。

　
　

 ま
ず

重
点

的
に

取
り

組
む

べ
き

１
、

２
年

生
の

待
機

児
童

率
を

解
消

を
目

指
し

、
全

学
年

の
　

待
機

児
童

率
の

解
消

に
つ

な
げ

て
い

く
。

単
位

単
位

単
位

R
5

・
　

運
営

主
体

毎
の

「
質

の
向

上
」
へ

　
　

の
関

心
度

・
　

運
営

主
体

毎
の

「
質

の
向

上
」
へ

　
　

の
関

心
度

・
　

ア
ン

ケ
ー

ト
回

答
数

の
状

況
・
　

職
員

不
足

及
び

職
員

の
定

着
率

・
　

保
護

者
の

働
き

方
の

変
化

・
　

運
営

主
体

毎
の

「
質

の
向

上
」
へ

　
　

の
関

心
度

・
　

職
員

不
足

及
職

員
の

定
着

率
・
　

保
護

者
の

働
き

方
の

変
化

5
1
5
,
5
3
8

5
2
7
,
7
8
1

6
7
8
,
2
5
9

2
9
0
,
3
4
1

2
9
7
,
0
1
9

2
8
6
,
0
0
6

1
,
9
2
7
,
9
7
6

税
外

収
入

1
0
9

実
績

3
1

-

達
成

率
5
0
%

1
3
%

実
績

②
活

動
（
ア

ウ
ト

プ
ッ

ト
）

※
区

が
行

う
直

接
の

活
動

③
直

接
成

果
（
②

の
活

動
の

直
接

的
な

結
果

）

目
標

実
績

実
績

R
6

年
度

実
績

5
,4

4
8

5
,4

6
0

9
5

9
5

【
活

動
-
3
】

職
員

研
修

の
実

施
回

数

5
,6

3
3

【
活

動
-
2
】

実
地

調
査

を
実

施
し

た
学

童
保

育
室

目
標

3
7

6
2

6
3

達
成

【
直

接
成

果
-
2
】

「
事

業
改

善
計

画
書

」
を

策
定

し
、

実
地

調
査

実
施

年
度

内
に

改
善

が
図

ら
れ

た
学

童
保

育
室

の
割

合

目
標

6
8

1
4

達
成

【
直

接
成

果
-
3
】

「
研

修
の

成
果

あ
り

」
と

回
答

し
た

受
講

者

室

1
0
2
%

達
成

率

【
中

間
成

果
-
4
】

３
～

６
年

生
の

学
童

保
育

室
待

機
児

童
率

※
低

減
目

標

％

-
7
.0

7
.0

や
や

遅
れ

て
い

る
実

績
9
.5

9
.3

-

達
成

率
-

7
5
%

外
的
な
要
因
大

行
政
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
要
素
大

Ⅲ　重点プロジェクト事業 事業別評価の反映結果

- 32 -



【
評

価
結

果
・
提

言
を

受
け

て
の

取
組

】
（
反

映
結

果
）

【
全

体
評

価
の

経
年

動
向

】

【
所

属
の

自
己

分
析

】
（
一

次
評

価
）

指
標

分
析

課
題

分
析

今
後

の
事

業
の

予
定

（
短

期
）
・
方

向
性

（
中

・
長

期
）

【
活

動
-
1
】
【
直

接
成

果
-
1
】

■
学

童
保

育
室

の
職

員
が

点
検

表
に

基
づ

く
自

己
評

価
　

 全
学

童
保

育
室

の
職

員
全

員
が

自
己

評
価

を
実

施
し

た
。

各
室

の
職

員
で

自
己

評
価

の
結

果
を

す
り

合
わ

せ
、

課
題

を
明

確
に

し
、

解
決

に
向

け
た

取
り

組
み

を
実

施
し

た
。

【
活

動
-
2
】
【
直

接
成

果
-
2
】

■
客

観
的

評
価

を
行

う
た

め
の

実
地

調
査

　
 予

定
し

て
い

た
す

べ
て

の
学

童
保

育
室

に
対

し
て

、
実

地
調

査
を

実
施

し
た

（
直

営
2
施

設
（
3
室

）
、

住
区

学
童

3
4
施

設
（
3
7
室

）
、

民
設

学
童

1
0
施

設
（
1
0
室

）
、

指
定

管
理

1
6
施

設
（
2
3
室

）
）
。

【
活

動
-
3
】
【
直

接
成

果
-
3
】

■
職

員
の

ス
キ

ル
ア

ッ
プ

に
つ

な
が

る
職

員
研

修
　

 予
定

ど
お

り
実

施
し

た
。

加
え

て
、

ア
レ

ル
ギ

ー
誤

食
事

故
で

死
亡

し
た

児
童

の
保

護
者

の
講

演
会

を
１

月
に

実
施

し
、

ア
レ

ル
ギ

ー
事

故
防

止
に

対
す

る
意

識
向

上
を

図
っ

た
。

【
活

動
-
4
】
【
直

接
成

果
-
4
】

■
待

機
児

童
が

多
く
見

込
ま

れ
る

地
区

に
対

す
る

学
童

保
育

室
の

整
備

　
 学

童
保

育
室

の
需

要
が

多
い

８
地

区
に

対
し

て
民

設
学

童
保

育
室

を
誘

致
し

た
が

、
１

地
区

の
み

の
選

定
と

な
っ

た
。

そ
の

結
果

、
学

童
保

育
室

の
受

入
可

能
数

は
１

室
分

の
増

に
留

ま
り

、
合

計
5
,4

6
0
人

と
な

っ
た

。

■
運

営
主

体
に

よ
り

質
の

向
上

や
学

童
保

育
事

業
に

対
す

る
意

識
の

差
が

あ
る

。
【
対

応
策

】
（
１

）
自

己
評

価
の

項
目

を
細

分
化

し
、

自
分

た
ち

が
す

べ
き

こ
と

を
視

覚
的

に
意

識
さ

せ
て

い
く
。

（
２

）
自

己
評

価
の

２
回

実
施

を
徹

底
さ

せ
て

い
く
。

（
３

）
実

地
調

査
実

施
翌

年
に

事
業

改
善

訪
問

を
行

い
、

課
題

解
決

に
向

け
た

支
援

を
丁

寧
に

行
っ

て
　

　
い

く
。

（
４

）
住

区
セ

ン
タ

ー
学

童
保

育
室

に
は

、
よ

り
具

体
的

に
対

応
策

を
示

し
た

り
、

子
ど

も
へ

の
対

応
を

　
　

一
緒

に
行

っ
た

り
し

な
が

ら
、

意
識

改
革

を
図

っ
て

い
く
。

（
５

）
実

地
調

査
を

終
了

し
た

学
童

保
育

室
に

お
い

て
も

、
す

ぐ
に

改
善

を
図

る
こ

と
が

で
き

る
部

分
に

　
　

つ
い

て
巡

回
訪

問
で

確
認

し
て

い
く
。

■
民

設
学

童
保

育
室

の
応

募
事

業
者

が
不

足
し

て
い

る
。

　
事

前
説

明
会

に
参

加
し

た
学

童
保

育
室

事
業

者
の

う
ち

、
応

募
が

な
か

っ
た

事
業

者
に

ア
ン

ケ
ー

ト
を

実
施

し
た

と
こ

ろ
、

①
賃

借
料

が
高

い
、

②
学

童
保

育
室

の
運

営
に

あ
た

り
採

算
が

合
わ

な
い

と
の

声
が

あ
が

っ
た

。
【
対

応
策

】
　

賃
借

料
補

助
及

び
人

件
費

を
見

直
し

、
各

学
童

保
育

室
に

人
材

確
保

及
び

長
期

的
に

安
定

し
た

運
営

が
実

施
で

き
る

よ
う

支
援

を
行

う
。

【
短

期
】

■
保

護
者

ア
ン

ケ
ー

ト
を

５
月

中
旬

、
２

月
上

旬
に

実
施

す
る

。
自

己
評

価
で

明
確

に
な

っ
た

質
の

課
題

の
改

善
と

と
と

も
に

、
保

護
者

ア
ン

ケ
ー

ト
で

得
た

要
望

を
事

業
運

営
に

反
映

さ
せ

、
ア

ン
ケ

ー
ト

の
保

護
者

満
足

度
を

高
め

る
。

■
学

童
保

育
室

の
需

要
が

多
く
見

込
ま

れ
る

地
域

に
学

童
保

育
室

を
整

備
す

る
。

（
１

）
令

和
５

年
度

に
見

直
し

を
行

っ
た

「
足

立
区

学
童

保
育

室
整

備
計

画
」
に

基
づ

き
、

令
和

７
年

度
に

超
　

　
過

が
見

込
ま

れ
る

１
２

地
区

１
４

室
に

対
し

て
民

設
学

童
保

育
室

の
誘

致
を

実
施

す
る

。
（
２

）
民

設
学

童
保

育
室

の
誘

致
に

あ
た

っ
て

は
、

信
用

金
庫

や
宅

建
業

者
に

声
掛

け
を

行
い

、
物

件
情

　
　

報
を

集
積

し
、

事
業

者
に

積
極

的
に

周
知

を
行

っ
て

い
く
。

（
３

）
校

内
学

童
保

育
室

の
開

設
に

向
け

て
学

校
施

設
の

活
用

を
検

討
す

る
と

と
も

に
、

学
童

保
育

室
用

　
　

に
教

室
を

改
築

す
る

こ
と

が
困

難
な

場
合

に
は

、
空

き
教

室
の

一
時

利
用

等
の

手
法

を
用

い
た

居
場

　
　

所
確

保
の

検
討

を
進

め
る

。
【
中

・
長

期
】

■
２

回
目

の
実

地
調

査
が

終
了

す
る

令
和

８
年

度
以

降
に

向
け

て
、

実
地

調
査

の
評

価
項

目
を

見
直

し
、

３
回

目
の

実
地

調
査

に
備

え
る

。
■

放
課

後
子

ど
も

教
室

と
一

体
化

を
含

め
た

連
携

に
つ

い
て

協
議

し
、

子
ど

も
た

ち
の

放
課

後
の

居
場

所
の

選
択

肢
を

広
げ

て
い

く
。

■
学

童
保

育
室

の
供

給
過

多
の

地
域

に
つ

い
て

は
、

閉
室

を
含

め
た

配
置

の
見

直
し

及
び

定
数

の
弾

力
化

の
見

直
し

を
実

施
す

る
。

【
庁

内
評

価
委

員
会

の
評

価
】
（
２

次
評

価
）

評
価

結
果

全
体

評
価

反
映

結
果

・
反

映
状

況

【
目

標
・
成

果
の

達
成

度
へ

の
評

価
】

　
学

童
保

育
室

の
質

の
向

上
に

向
け

て
の

各
取

組
は

、
い

ず
れ

も
目

標
値

を
達

成
し

て
い

る
。

区
内

の
学

童
保

育
室

は
運

営
主

体
が

様
々

で
あ

り
、

各
学

童
保

育
室

の
主

体
に

応
じ

て
質

の
向

上
に

向
け

た
取

組
を

工
夫

し
て

い
る

こ
と

を
評

価
し

た
い

。
自

己
評

価
に

よ
り

職
員

自
ら

に
気

づ
き

を
促

し
（
活

動
-
1
）
、

さ
ら

に
計

画
的

に
実

地
調

査
と

事
業

改
善

訪
問

を
行

い
客

観
的

な
評

価
を

行
っ

て
お

り
（
活

動
-
2
）
、

サ
ー

ビ
ス

の
向

上
を

図
る

方
向

性
と

し
て

適
切

で
あ

る
。

　
一

方
で

、
学

童
保

育
室

の
整

備
に

つ
い

て
は

遅
れ

が
み

ら
れ

（
活

動
-
4
）
、

待
機

児
童

の
解

消
は

道
半

ば
で

あ
る

。
民

間
事

業
者

へ
実

施
し

た
ア

ン
ケ

ー
ト

結
果

を
参

考
に

、
事

業
者

が
長

期
的

に
安

心
・
安

全
な

学
童

保
育

室
を

運
営

で
き

る
よ

う
な

支
援

を
検

討
さ

れ
た

い
。

【
今

後
の

事
業

の
予

定
・
方

向
性

へ
の

評
価

】
　

学
童

保
育

室
の

質
の

向
上

に
あ

た
っ

て
は

、
保

護
者

ア
ン

ケ
ー

ト
と

事
業

者
の

自
己

評
価

の
ギ

ャ
ッ

プ
を

可
視

化
し

課
題

の
解

消
に

向
け

た
伴

走
支

援
を

行
い

な
が

ら
、

実
地

調
査

の
評

価
項

目
の

見
直

し
を

行
う

等
に

よ
り

、
さ

ら
に

効
果

的
な

改
善

の
仕

組
み

を
検

討
し

て
ほ

し
い

。
　

待
機

児
対

策
が

、
就

学
前

教
育

・
保

育
施

設
か

ら
学

童
保

育
室

に
シ

フ
ト

し
、

学
童

保
育

室
の

整
備

も
急

ピ
ッ

チ
で

進
め

ら
れ

て
い

る
。

将
来

の
少

子
化

も
見

据
え

た
難

し
い

舵
取

り
で

は
あ

る
が

、
民

間
事

業
者

の
参

画
と

同
時

に
、

小
学

校
の

空
き

教
室

や
区

未
利

用
地

の
活

用
な

ど
、

複
数

の
手

法
を

検
討

し
、

弾
力

性
を

持
っ

た
取

組
を

進
め

て
ほ

し
い

。
さ

ら
に

、
放

課
後

子
ど

も
教

室
も

含
め

、
放

課
後

の
子

ど
も

の
安

全
な

居
場

所
の

あ
り

方
を

早
急

に
検

討
し

、
方

向
性

を
示

し
て

ほ
し

い
。

3
.5

【
待

機
児

童
解

消
に

つ
い

て
，

学
童

保
育

室
の

整
備

を
反

映
結

果
と

し
て

挙
げ

て
い

る
も

の
の

，
取

組
状

況
が

抽
象

的
で

あ
っ

た
た

め
取

り
組

み
の

工
夫

】
　

「
取

り
組

み
の

工
夫

」
に

つ
い

て
は

、
民

設
学

童
保

育
室

の
誘

致
に

あ
た

り
、

こ
れ

ま
で

の
学

童
保

育
室

に
適

し
た

物
件

を
区

で
確

保
し

事
業

者
に

提
示

し
た

上
で

公
募

を
検

討
す

る
等

、
事

業
者

が
参

入
し

や
す

い
環

境
を

整
備

す
る

。

【
「
特

別
延

長
保

育
へ

の
移

行
が

困
難

」
な

事
象

に
関

し
て

は
具

体
的

な
改

善
計

画
が

見
ら

れ
ず

，
放

課
後

子
ど

も
教

室
や

新
規

学
童

保
育

室
の

開
設

で
問

題
解

決
を

目
指

し
て

い
る

印
象

が
あ

る
た

め
、

課
題

分
析

に
基

づ
い

た
取

り
組

み
の

工
夫

を
】

　
「
特

別
延

長
保

育
」
に

つ
い

て
は

、
民

設
学

童
保

育
室

及
び

指
定

管
理

学
童

保
育

室
で

は
全

室
で

実
施

し
て

い
る

も
の

の
、

住
区

学
童

保
育

室
に

お
い

て
は

、
人

材
不

足
に

よ
り

実
施

が
困

難
な

状
況

が
続

い
て

い
る

。
今

後
も

賃
金

等
の

勤
務

条
件

の
整

理
と

人
材

確
保

策
の

支
援

を
行

い
な

が
ら

、
特

別
延

長
保

育
実

施
へ

の
働

き
か

け
を

行
っ

て
い

く
。

【
待

機
児

童
解

消
に

向
け

て
適

切
な

計
画

を
立

て
る

た
め

，
ま

た
成

果
を

よ
り

可
視

化
す

る
た

め
に

，
地

域
ご

と
の

待
機

児
童

率
を

成
果

指
標

に
追

加
す

る
こ

と
な

ど
も

再
検

討
】

　
「
地

域
ご

と
の

待
機

児
童

率
の

成
果

指
標

へ
の

追
加

」
に

つ
い

て
は

、
地

域
毎

の
待

機
児

童
率

を
含

め
、

よ
り

実
効

性
の

あ
る

成
果

指
標

を
設

定
を

検
討

し
、

待
機

児
対

策
を

重
点

的
に

進
め

て
い

く
。

【
施

設
数

の
展

開
な

ど
，

具
体

的
な

ロ
ー

ド
マ

ッ
プ

が
明

ら
か

で
な

い
部

分
が

あ
っ

た
た

め
，

方
向

性
の

可
視

化
】

　
「
方

向
性

の
可

視
化

」
に

つ
い

て
は

、
待

機
児

対
策

を
進

め
て

い
く
う

え
で

①
校

内
学

童
保

育
室

の
整

備
②

民
設

学
童

保
育

室
の

誘
致

③
放

課
後

子
ど

も
教

室
と

の
一

体
的

運
用

等
　

各
地

域
の

実
情

に
合

わ
せ

た
対

策
を

講
じ

、
施

策
を

展
開

し
て

い
く
。

【
質

の
維

持
・
向

上
と

い
う

目
標

に
向

け
て

，
今

後
は

ア
ン

ケ
ー

ト
対

象
者

範
囲

を
拡

大
(例

え
ば

利
用

児
童

)や
ア

ン
ケ

ー
ト

結
果

の
活

用
方

法
を

工
夫

し
、

よ
り

よ
い

運
用

を
】

　
「
ア

ン
ケ

ー
ト

対
象

範
囲

」
に

つ
い

て
は

、
事

業
運

営
の

中
で

「
子

ど
も

会
議

」
な

ど
児

童
が

意
見

を
言

え
る

場
を

設
け

、
そ

の
意

見
を

学
童

運
営

に
反

映
さ

せ
る

取
り

組
み

を
推

進
し

て
い

く
。

【
職

員
研

修
に

関
し

て
は

，
各

職
員

の
雇

用
形

態
や

バ
ッ

ク
グ

ラ
ウ

ン
ド

が
多

岐
に

渡
る

こ
と

が
予

想
さ

れ
る

中
で

，
全

体
と

し
て

質
の

維
持

・
向

上
を

】
　

「
職

員
研

修
」
に

つ
い

て
は

、
各

職
員

の
雇

用
形

態
を

鑑
み

た
研

修
実

施
は

困
難

で
あ

る
た

め
、

実
地

調
査

や
巡

回
訪

問
等

で
各

室
の

研
修

報
告

の
取

り
組

み
を

確
認

し
、

情
報

共
有

の
徹

底
を

図
っ

て
い

く
。

【
区

民
評

価
委

員
会

の
評

価
】
（
３

次
評

価
）

反
映

結
果

の
評

価
目

標
・
成

果
の

達
成

度
へ

の
評

価
今

後
の

事
業

の
予

定
、

方
向

性
へ

の
評

価
全

体
評

価

・
待

機
児

童
解

消
に

つ
い

て
，

学
童

保
育

室
の

整
備

を
反

映
結

果
と

し
て

挙
げ

て
い

る
も

の
の

，
昨

年
度

の
反

映
結

果
に

対
す

る
取

組
状

況
が

抽
象

的
で

あ
り

，
昨

年
度

も
同

様
の

状
況

で
あ

っ
た

こ
と

を
考

え
る

と
，

取
り

組
み

の
工

夫
が

期
待

さ
れ

る
。

一
方

で
，

新
規

学
童

保
育

の
整

備
に

関
し

て
は

達
成

率
と

し
て

は
十

分
で

な
い

も
の

の
，

課
題

分
析

を
踏

ま
え

て
賃

料
に

関
す

る
補

助
に

つ
い

て
検

討
し

，
予

算
と

し
て

組
み

込
ん

だ
こ

と
は

評
価

で
き

る
。

・
学

童
保

育
室

の
「
質

の
維

持
・
向

上
」
を

目
指

し
て

，
自

己
評

価
と

し
て

職
員

の
評

価
を

，
他

者
評

価
と

し
て

実
地

調
査

お
よ

び
保

護
者

ア
ン

ケ
ー

ト
を

計
画

的
に

実
行

し
て

い
る

こ
と

は
評

価
で

き
る

。
ま

た
，

職
員

の
自

己
評

価
と

保
護

者
ア

ン
ケ

ー
ト

は
年

度
当

初
と

年
度

末
の

2
回

と
し

た
こ

と
で

，
変

化
を

明
ら

か
に

し
や

す
く
な

っ
た

。
さ

ら
に

実
地

調
査

後
に

各
学

童
に

改
善

計
画

書
作

成
・
提

出
を

依
頼

す
る

こ
と

や
，

ア
ン

ケ
ー

ト
結

果
の

保
育

目
標

立
案

へ
の

反
映

を
依

頼
す

る
こ

と
な

ど
を

通
し

て
，

自
ら

の
取

り
組

み
に

対
す

る
振

り
返

り
，

課
題

を
踏

ま
え

た
取

り
組

み
の

工
夫

な
ど

を
行

う
姿

勢
が

醸
造

さ
れ

て
い

く
と

考
え

ら
れ

，
質

の
維

持
・
向

上
に

一
定

の
成

果
が

も
た

ら
さ

れ
る

こ
と

が
期

待
さ

れ
る

。
・
た

だ
し

，
前

年
度

の
課

題
で

あ
っ

た
「
特

別
延

長
保

育
へ

の
移

行
が

困
難

」
な

事
象

に
関

し
て

は
具

体
的

な
改

善
計

画
が

見
ら

れ
ず

，
放

課
後

子
ど

も
教

室
や

新
規

学
童

保
育

室
の

開
設

で
問

題
解

決
を

目
指

し
て

い
る

印
象

が
あ

る
。

課
題

分
析

に
基

づ
い

た
取

り
組

み
の

工
夫

を
行

う
こ

と
が

必
要

で
あ

る
と

考
え

ら
れ

る
。

・
待

機
児

童
解

消
に

つ
い

て
，

【
活

動
-
4
】
，

【
中

間
成

果
-
3
】
，

【
中

間
成

果
-
4
】
を

確
認

す
る

と
，

「
や

や
遅

れ
て

い
る

」
か

ら
「
遅

れ
て

い
る

」
と

な
っ

て
お

り
，

現
時

点
で

は
目

標
達

成
に

向
け

て
厳

し
い

状
況

で
あ

る
。

し
か

し
，

“
利

益
確

保
の

難
し

さ
”
と

“
場

所
確

保
の

難
し

さ
”
と

し
た

課
題

分
析

に
基

づ
い

て
解

決
案

が
示

さ
れ

て
お

り
，

今
後

講
じ

た
解

決
案

が
数

字
と

し
て

表
れ

て
く
る

こ
と

を
期

待
す

る
。

な
お

，
今

回
提

示
さ

れ
た

指
標

か
ら

は
待

機
児

童
の

地
域

差
な

ど
は

不
明

で
あ

る
。

待
機

児
童

解
消

に
向

け
て

適
切

な
計

画
を

立
て

る
た

め
，

ま
た

成
果

を
よ

り
可

視
化

す
る

た
め

に
は

，
地

域
ご

と
の

待
機

児
童

率
を

成
果

指
標

に
追

加
す

る
こ

と
な

ど
も

再
検

討
し

て
い

た
だ

き
た

い
。

・
質

の
維

持
・
向

上
に

つ
い

て
，

目
標

値
を

達
成

し
て

お
り

，
ま

た
そ

の
内

容
に

お
い

て
も

意
識

的
に

取
り

組
ん

で
い

る
様

子
を

み
て

と
る

こ
と

が
で

き
，

十
分

に
評

価
で

き
る

。

・
所

管
を

住
区

推
進

課
か

ら
子

ど
も

家
庭

部
へ

移
管

し
，

こ
れ

ま
で

課
題

と
な

っ
て

い
た

“
学

童
保

育
”
，

“
放

課
後

子
供

教
室

”
，

“
児

童
館

”
，

“
学

校
”
の

４
者

連
携

が
強

化
さ

れ
，

「
協

創
」
実

現
へ

向
け

て
よ

り
具

体
的

な
改

善
が

見
ら

れ
た

こ
と

は
評

価
で

き
る

。
・
目

標
が

「
待

機
児

童
解

消
」
と

「
質

の
維

持
・
向

上
」
で

あ
り

，
両

立
が

難
し

い
2
本

柱
で

あ
る

が
，

事
業

課
題

が
的

確
に

分
析

さ
れ

，
対

応
が

検
討

さ
れ

て
い

る
。

し
か

し
，

一
方

を
加

速
し

す
ぎ

る
と

他
方

が
減

速
し

て
し

ま
う

こ
と

も
考

え
ら

れ
る

た
め

，
そ

の
バ

ラ
ン

ス
が

重
要

と
な

る
。

今
後

は
，

個
々

の
目

標
値

達
成

率
と

と
も

に
，

そ
の

バ
ラ

ン
ス

を
注

視
し

た
い

。
・
待

機
児

童
解

消
に

つ
い

て
は

，
課

題
分

析
に

応
じ

て
，

賃
料

補
助

や
校

内
学

童
保

育
室

の
開

設
な

ど
必

要
な

方
向

性
を

見
い

だ
し

て
い

る
こ

と
は

大
い

に
評

価
で

き
る

。
今

年
度

は
具

体
的

な
目

標
に

対
し

て
の

前
段

整
備

で
あ

る
が

，
問

題
解

決
へ

の
強

い
意

志
が

感
じ

ら
れ

る
。

一
方

で
，

施
設

数
の

展
開

な
ど

，
具

体
的

な
ロ

ー
ド

マ
ッ

プ
が

明
ら

か
で

な
い

部
分

が
あ

っ
た

た
め

，
方

向
性

の
可

視
化

な
ど

を
検

討
し

て
ほ

し
い

。
・
質

の
維

持
・
向

上
と

い
う

目
標

に
向

け
て

，
自

己
評

価
や

他
者

評
価

と
し

て
ア

ン
ケ

ー
ト

を
実

施
し

し
て

い
る

こ
と

は
評

価
で

き
る

。
さ

ら
に

今
後

は
ア

ン
ケ

ー
ト

対
象

者
範

囲
を

拡
大

(例
え

ば
利

用
児

童
)や

ア
ン

ケ
ー

ト
結

果
の

活
用

方
法

の
工

夫
な

ど
，

よ
り

よ
い

運
用

と
な

る
こ

と
を

期
待

し
た

い
。

・
職

員
研

修
に

関
し

て
は

，
各

職
員

の
雇

用
形

態
や

バ
ッ

ク
グ

ラ
ウ

ン
ド

が
多

岐
に

渡
る

こ
と

が
予

想
さ

れ
る

中
で

，
全

体
と

し
て

質
の

維
持

・
向

上
を

目
指

す
こ

と
が

期
待

さ
れ

る
。

4
反

映
結

果

3
.5

達
成

度

3
.5

方
向

性
R

2
R

3
R

4
R

5

4
庁

内
評

価
結

果
4

4
3
.5

3
.5

区
民

評
価

結
果

4
3
.5

4

S
T
E
P
2 S
T
E
P
3

S
T
E
P
4

S
T
E
P
1

評
価
中
止
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【
ロ

ジ
ッ

ク
モ

デ
ル

・
指

標
の

達
成

度
】

単
位

：
千

円
■

令
和

５
年

度
事

業
費

支
出

内
訳

（
上

位
３

事
業

）

(1
)

(2
)

(3
)

 

年
度

目
標

目
標

実
績

達
成

率

目
標

目
標

目
標

目
標

税
外

収
入

事
業

費
(a

)

人
件

費
(b

)
内

訳

国
庫

負
担

金
・
補

助
金

受
益

者
負

担
金

対
応

す
る

予
算

事
業

名
母

子
健

康
手

帳
・
フ

ァ
ミ

リ
ー

学
級

事
業

、
妊

産
婦

・
乳

幼
児

相
談

事
業

、
妊

婦
健

康
診

査
事

業
、

乳
児

・
1
歳

6
か

月
・
3
歳

児
健

康
診

査
事

業

⑥
重

点
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
共

通
の

成
果

（
⑤

最
終

成
果

（
理

想
）
が

伸
び

た
ら

こ
う

な
る

）

区
政

全
体

に
対

す
る

区
民

の
満

足
度

　
6
7
％

主
な

内
容

主
な

内
容

主
な

内
容

1
,
5
3
1
,
0
8
4

7
0
2
,
2
3
2

1
,
2
1
1
,
9
4
4

1
,
5
3
1
,
0
8
4

妊
産

婦
・
乳

幼
児

相
談

事
業

妊
婦

健
康

診
査

事
業

乳
児

・
１

歳
６

か
月

児
・
３

歳
児

健
康

診
査

事
業

千
円

千
円

千
円

7
6
6
,0

0
5

5
0
9
,
3
3
7

5
1
5
,
7
9
7

総
事

業
費

(a
+
b)

1
,
2
1
1
,
5
6
9

日
曜

フ
ァ

ミ
リ

ー
学

級
の

開
催

数
の

拡
充

1
,
7
2
7
,
7
4
1

・
　

１
回

あ
た

り
の

利
用

組
数

を
３

０
組

か
ら

３
２

組
に

増
や

し
、

　
母

・
パ

ー
ト

ナ
ー

共
に

妊
娠

期
に

お
け

る
学

習
機

会
の

十
分

な
確

保
を

目
指

す
。

Ｓ
Ｄ

Ｇ
s関

連
す

る
ゴ

ー
ル

・
タ

ー
ゲ

ッ
ト

に
対

す
る

貢
献

状
況

【
目

標
1
】
妊

娠
届

出
時

ア
ン

ケ
ー

ト
や

ス
マ

イ
ル

マ
マ

面
接

を
活

用
し

、
き

め
細

や
か

な
支

援
を

行
い

、
妊

婦
の

栄
養

ニ
ー

ズ
に

対
応

し
て

い
る

。
【
目

標
2
】
目

標
1
に

加
え

、
要

支
援

妊
婦

に
対

す
る

フ
ォ

ロ
ー

に
よ

り
、

貧
困

層
・
脆

弱
者

の
保

護
及

び
妊

産
婦

の
死

亡
率

の
削

減
に

貢
献

し
て

い
る

。
【
目

標
3
】
産

後
支

援
や

乳
幼

児
健

康
診

査
を

通
し

、
保

護
者

の
精

神
的

・
経

済
的

負
担

軽
減

を
図

る
と

と
も

に
、

乳
幼

児
の

疾
病

の
予

防
や

早
期

発
見

、
新

生
児

・
5
歳

未
満

の
予

防
可

能
な

死
亡

の
根

絶
に

寄
与

し
て

い
る

。
事 業 の 概 要

乳
幼

児
期

の
子

育
て

を
「
楽

し
い

」
と

感
じ

る
保

護
者

の
増

加
、

虐
待

の
未

然
防

止

妊
娠

期
か

ら
子

育
て

期
に

お
け

る
支

援
の

充
実

に
よ

り
、

楽
し

ん
で

子
育

て
が

で
き

、
虐

待
を

未
然

に
防

げ
る

よ
う

サ
ポ

ー
ト

す
る

。

3
4
2
,0

0
9

9
9
,2

5
0

実
施

済

検
討

中
・
　

令
和

７
年

に
開

設
予

定
の

す
こ

や
か

プ
ラ

ザ
あ

だ
ち

に
て

、
デ

イ
サ

ー
ビ

ス
型

の
産

後
ケ

ア
を

開
始

し
、

更
な

る
拡

充
を

図
っ

て
い

く
。

・
　

令
和

６
年

度
よ

り
更

な
る

拡
充

（
長

門
ク

リ
ニ

ッ
ク

の
追

加
）
を

し
、

効
果

と
利

用
状

況
を

照
ら

し
合

わ
せ

な
が

ら
検

証
を

進
め

て
い

く
。

対
象

※
　

そ
の

他
の

場
合

記
入

昨
年

度
の

反
映

結
果

に
対

す
る

取
組

状
況

区
民

項
目

1
0
0
%

達
成

【
直

接
成

果
-
2
】

３
～

４
か

月
児

健
診

時
ｱ

ﾝ
ｹ

ｰ
ﾄで

「
赤

ち
ゃ

ん
訪

問
を

受
け

て
安

心
し

た
」
と

い
う

設
問

に
「
あ

て
は

ま
る

」
「
や

や
あ

て
は

ま
る

」
と

答
え

た
割

合

【
活

動
-
4
】

宿
泊

型
産

後
ケ

ア
の

総
利

用
可

能
日

数

1
,5

5
5

1
,6

1
6

順
調

実
績

1
,5

2
6

1
,9

9
5

-
-

達
成

率
8
7
%

8
0
%

達
成

率
8
0
%

9
3
%

実
績

1
,1

9
3

1
,4

3
9

2
,4

8
0

2
8
3
0

や
や

順
調

【
直

接
成

果
-
4
】

宿
泊

型
産

後
ケ

ア
の

総
利

用
日

数

目
標

1
,4

8
8

達
成

【
直

接
成

果
-
3
】

日
曜

フ
ァ

ミ
リ

ー
学

級
の

参
加

者
数

目
標

4
8
6

達
成

実
績

9
1
1

-
実

績
4
4
8

5
9
1

-

達
成

率
1
0
0
%

1
0
0
%

達
成

率
9
2
%

1
0
5
%

5
6
1

5
9
8

【
活

動
-
3
】

日
曜

フ
ァ

ミ
リ

ー
学

級
の

開
催

数

目
標

9
1
1

1
1

【
活

動
-
2
】

こ
ん

に
ち

は
赤

ち
ゃ

ん
訪

問
の

実
施

件
数

目
標

3
,7

2
8

3
,8

3
1

3
6
7
2

件 回

達
成

実
績

4
,0

2
0

4
,3

0
7

-
実

績
9
6

9
6

9
6

9
7

9
7

順
調

【
中

間
成

果
-
2
】

ﾌ
ｧ
ｰ

ｽ
ﾄﾊ

ﾞｰ
ｽ

ﾃ
ﾞｰ

ｻ
ﾎ

ﾟｰ
ﾄの

ｱ
ﾝ
ｹ

ｰ
ﾄで

「
感

情
的

に
叩

い
た

り
怒

鳴
っ

た
り

し
た

こ
と

が
あ

る
」
と

い
う

設
問

に
「
あ

て
は

ま
る

」
「
や

や
あ

て
は

ま
る

」
「
あ

ま
り

あ
て

は
ま

ら
な

い
」
と

答
え

た
割

合
［
低

減
目

標
］

3
0
.0

-
実

績
2
6
.8

2
6
.5

2
6
.5

達
成

率
達

成
率

1
0
8
%

1
1
2
%

9
9
%

1
1
2
%

1
0
4
%

達
成

率

2
5
.6

-

9
5
.1

1
0
1
%

や
や

順
調

【
最

終
成

果
】

３
歳

児
健

診
時

ア
ン

ケ
ー

ト
で

「
子

育
て

を
楽

し
い

と
感

じ
る

」
と

答
え

た
割

合

4
.5

4
.4

-

1
1
1
%

-
実

績

【
中

間
成

果
-
1
】

３
～

４
か

月
児

健
診

時
ｱ

ﾝ
ｹ

ｰ
ﾄで

「
子

育
て

を
負

担
に

感
じ

た
り

ｲ
ﾗ
ｲ
ﾗ

し
た

り
す

る
」
と

答
え

た
割

合
［
低

減
目

標
］

5
.0

4
.0

4
.5

5
.4

達
成

達
成

率
9
1
%

9
5
.6

【
事

業
の

概
要

】
１

　
全

妊
婦

の
支

援
区

分
に

応
じ

た
相

談
及

び
指

導
  

  
（
妊

娠
届

出
時

ア
ン

ケ
ー

ト
・
ス

マ
イ

ル
マ

マ
面

接
）

　
　

（
妊

産
婦

・
乳

幼
児

相
談

事
業

）
【
活

動
-
1
】

２
　

特
に

指
導

・
支

援
を

要
す

る
妊

産
婦

へ
の

寄
り

添
い

支
援

（
複

数
回

訪
問

・
同

行
　

　
受

診
等

）
（
妊

産
婦

・
乳

幼
児

相
談

事
業

）
【
活

動
-
1
】

３
　

講
座

・
育

児
相

談
（
フ

ァ
ミ

リ
ー

学
級

・
育

児
栄

養
相

談
等

）
（
母

子
健

康
手

帳
・

　
　

フ
ァ

ミ
リ

ー
学

級
事

業
）
【
活

動
-
3
】

４
　

産
後

ケ
ア

（
デ

イ
サ

ー
ビ

ス
型

・
宿

泊
型

）
（
妊

産
婦

・
乳

幼
児

相
談

事
業

）
　

　
【
活

動
-
4
】

５
　

こ
ん

に
ち

は
赤

ち
ゃ

ん
訪

問
（
妊

産
婦

・
乳

幼
児

相
談

事
業

）
【
活

動
-
2
】

１
　

妊
娠

期
の

不
安

が
軽

減
す

る
【
活

動
-
1
、

活
動

-
3
】

２
　

乳
児

期
の

子
育

て
へ

の
不

安
・
負

担
が

軽
減

し
、

子
ど

も
の

虐
　

　
待

を
未

然
に

防
止

す
る

【
活

動
-
1
、

活
動

-
2
、

活
動

-
3
、

活
動

-
　

　
4
】

３
　

父
親

と
母

親
が

一
緒

に
子

育
て

を
す

る
と

い
う

意
識

が
高

ま
る

　
　

【
活

動
-
3
】

４
　

産
後

の
身

体
的

・
心

理
的

負
担

が
軽

減
す

る
　

　
【
活

動
-
2
、

活
動

-
4
】

乳
幼

児
期

の
子

育
て

へ
の

不
安

・
負

担
が

軽
減

し
、

子
ど

も
と

の
生

活
を

楽
し

む
時

間
が

増
え

る
（
悩

み
を

相
談

し
た

り
、

必
要

と
す

る
支

援
を

得
る

こ
と

が
で

き
る

か
ら

）

乳
幼

児
期

の
子

育
て

を
「
楽

し
い

」
と

感
じ

る
保

護
者

の
増

加
、

虐
待

の
未

然
防

止

単
位

②
活

動
指

標
実

績
実

績
目

標

R
5

R
6

年
度

単
位

R
5

目
標

達
成

状
況

③
成

果
指

標
年

度
R

4

令
和

６
年

度
重

点
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
事

業
評

価
調

書
（
令

和
５

年
度

事
業

分
）

視
点

再
掲

重
点

目
標

②
妊

娠
か

ら
出

産
・
子

育
て

ま
で

切
れ

目
な

く
支

え
る

重
点

項
目

子
育

て
不

安
の

解
消

記
入

所
属

ひ
と

衛
生

部
保

健
予

防
課

保
健

予
防

係

事
業

名
№

1
0
「
あ

だ
ち

ス
マ

イ
ル

マ
マ

＆
エ

ン
ジ

ェ
ル

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

（
A

S
M

A
P

）
の

推
進

事
業

（
妊

産
婦

支
援

事
業

、
こ

ん
に

ち
は

赤
ち

ゃ
ん

訪
問

事
業

、
3
～

4
か

月
児

健
診

事
業

）
」

協
働 ・

協
創

虐
待

等
関

連
所

管

Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
関

連
す

る
ゴ

ー
ル

・
タ

ー
ゲ

ッ
ト

1
.
3

2
.
2

3
.
1
 
 
3
.
2

①
投

入
資

源
（
イ

ン
プ

ッ
ト

）

年
度

４
年

度
５

年
度

６
年

度

具
体

的
に

目
的

（
⑤

最
終

成
果

（
理

想
）
）

産
後

ケ
ア

（
デ

イ
サ

ー
ビ

ス
型

、
宿

泊
型

）
の

拡
充

内
容

取
組

状
況

影
響

要
因

１
　

長
引

く
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

の
影

　
　

響
（
社

会
不

安
の

増
大

、
接

触
敬

遠
　

　
等

）
２

　
生

活
環

境
　

　
（
家

族
の

支
援

、
物

価
上

昇
等

に
よ

　
　

る
経

済
状

況
等

）

生
活

・
育

児
・
労

働
環

境
（
経

済
状

況
、

食
生

活
、

生
活

リ
ズ

ム
、

家
族

の
支

援
、

リ
モ

ー
ト

ワ
ー

ク
、

働
き

方
改

革
等

）

生
活

・
育

児
・
労

働
環

境
（
経

済
状

況
、

食
生

活
、

生
活

リ
ズ

ム
、

家
族

の
支

援
、

ワ
ー

ク
ラ

イ
フ

バ
ラ

ン
ス

の
実

現
､女

性
の

社
会

進
出

等
)

1
8
8
,
9
5
3

9
0
8
,
6
5
4

9
5
6
,
6
0
5

1
6
6

R
6

6
年

度
R

4

1
8
7

2
4
2

②
活

動
（
ア

ウ
ト

プ
ッ

ト
）

※
区

が
行

う
直

接
の

活
動

③
直

接
成

果
（
②

の
活

動
の

直
接

的
な

結
果

）
④

中
間

成
果

（
③

の
成

果
が

伸
び

た
ら

、
ど

う
な

る
か

）
⑤

最
終

成
果

（
理

想
）

R
6

年
度

実
績

目
標

達
成

状
況

⑤
成

果
指

標

日

単
位

単
位

％
％ ％ 人 日

％ ％

達
成

状
況

④
成

果
指

標

5
.4

影
響

要
因

影
響

要
因

最
終

目
標

R
4

R
5

1
0
0
%

1
1
1
%

達
成

率

【
活

動
-
1
】

妊
娠

届
出

時
ｱ

ﾝ
ｹ

ｰ
ﾄ・

ｽ
ﾏ
ｲ
ﾙ

ﾏ
ﾏ
面

接
で

「
特

に
指

導
・
支

援
が

必
要

」
と

判
断

さ
れ

た
妊

婦
に

対
し

、
保

健
師

が
訪

問
し

た
実

人
数

目
標

2
5
7

2
5
8

2
6
0

達
成

達
成

率

実
績

人

1
0
2
%

目
標

5
.4

実
績

5
.4

1
3
1
%

2
8
4

【
直

接
成

果
-
１

】
早

期
（
３

７
週

未
満

）
に

産
ま

れ
た

子
供

の
割

合
［
低

減
目

標
］

5
.5

3
3
9

-

【
中

間
成

果
-
3
】

日
曜

ﾌ
ｧ
ﾐﾘ

ｰ
学

級
時

ｱ
ﾝ
ｹ

ｰ
ﾄで

「
夫

婦
で

協
力

し
て

子
育

て
に

取
り

組
む

ｲ
ﾒ
ｰ

ｼ
ﾞが

湧
い

た
」
と

い
う

設
問

に
「
強

く
そ

う
思

う
」
「
や

や
そ

う
思

う
」
と

答
え

た
割

合

％

9
5

1
0
0

1
0
0

達
成

実
績

1
0
0

1
0
0

-

達
成

率
1
0
5
%

1
0
0
%

【
中

間
成

果
-
4
】

宿
泊

型
産

後
ｹ

ｱ
の

ｱ
ﾝ
ｹ

ｰ
ﾄで

「産
後

ｹ
ｱ
を

利
用

し
た

こ
と

で
不

調
や

不
安

は
改

善
さ

れ
た

か
」
と

い
う

設
問

に
「
改

善
さ

れ
た

」
「
概

ね
改

善
さ

れ
た

」
と

答
え

た
割

合
％

9
5

9
5

9
5

順
調

実
績

8
9

8
9

-

達
成

率
9
3
%

9
4
%

目
標

1
,7

5
0

外
的

な
要

因
大

行
政

の
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
要

素
大
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- 34 -



【
評

価
結

果
・
提

言
を

受
け

て
の

取
組

】
（
反

映
結

果
）

【
全

体
評

価
の

経
年

動
向

】

【
所

属
の

自
己

分
析

】
（
一

次
評

価
）

指
標

分
析

課
題

分
析

今
後

の
事

業
の

予
定

（
短

期
）
・
方

向
性

（
中

・
長

期
）

令
和

５
年

度
は

、
５

月
に

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

が
２

類
相

当
か

ら
５

類
に

移
行

し
た

。
そ

の
中

で
も

母
子

保
健

事
業

は
、

国
の

「
出

産
・
子

育
て

応
援

給
付

金
」
を

活
用

し
、

妊
産

婦
へ

の
支

援
強

化
を

進
め

、
指

標
を

概
ね

達
成

で
き

た
。

１
　

日
曜

フ
ァ

ミ
リ

ー
学

級
日

曜
コ

ー
ス

　
　

予
定

開
催

数
を

９
回

か
ら

1
1
回

へ
拡

充
し

、
全

て
実

施
し

た
。

一
定

数
の

欠
席

者
が

発
生

す
る

た
め

参
　

加
率

は
８

０
％

前
後

で
推

移
し

て
い

る
。

妊
婦

と
い

う
特

殊
事

情
を

考
え

れ
ば

、
急

な
体

調
不

良
に

よ
る

　
も

の
と

考
え

ら
れ

る
。

２
　

妊
娠

期
か

ら
子

育
て

期
ま

で
の

支
援

　
　

「
あ

だ
ち

出
産

・
子

育
て

応
援

事
業

」
と

し
て

、
経

済
的

支
援

を
組

み
合

わ
せ

、
妊

娠
期

か
ら

子
育

て
期

　
ま

で
の

手
厚

い
伴

走
型

相
談

支
援

を
行

っ
た

結
果

が
ア

ン
ケ

ー
ト

指
標

（
指

標
③

－
２

、
④

－
１

、
④

－
　

２
）
の

成
果

に
繋

が
っ

て
い

る
と

推
測

さ
れ

る
。

（
１

）
「
ス

マ
イ

ル
マ

マ
面

接
」
に

よ
る

全
妊

婦
の

状
況

把
握

や
「
産

後
育

児
ス

ト
レ

ス
相

談
」
の

実
施

に
加

　
　

え
、

「
デ

イ
サ

ー
ビ

ス
型

産
後

ケ
ア

（
Ｎ

Ｐ
Ｏ

法
人

実
施

）
」
で

は
、

利
用

日
現

在
１

歳
ま

で
の

子
を

持
つ

　
　

産
婦

の
支

援
を

行
っ

た
。

（
２

）
「
医

療
機

関
等

産
後

ケ
ア

」
で

は
「
横

川
レ

デ
ィ

ー
ス

ク
リ

ニ
ッ

ク
」
を

追
加

し
、

初
め

て
区

内
医

療
機

関
　

　
で

利
用

で
き

る
よ

う
に

し
た

。
ま

た
、

利
用

対
象

者
は

産
後

に
家

族
か

ら
サ

ポ
ー

ト
を

受
け

づ
ら

い
・
育

　
　

児
不

安
を

抱
え

て
い

る
産

婦
か

ら
、

支
援

を
必

要
と

す
る

全
て

の
産

婦
が

利
用

で
き

る
よ

う
に

国
が

基
　

　
準

を
緩

和
し

た
た

め
、

オ
ン

ラ
イ

ン
申

請
を

令
和

６
年

１
月

か
ら

開
始

し
、

産
後

ケ
ア

が
利

用
し

や
す

い
　

　
よ

う
に

改
善

に
努

め
た

。

１
　

日
曜

フ
ァ

ミ
リ

ー
学

級
　

　
定

員
を

大
幅

に
上

回
る

申
し

込
み

が
あ

リ
、

こ
の

事
業

は
区

民
の

関
心

が
高

い
と

推
測

さ
れ

る
。

　
令

和
５

年
度

は
実

施
回

数
を

増
加

し
、

令
和

６
年

度
は

参
加

定
員

を
増

や
し

対
応

し
て

い
る

。
　

　
妊

婦
や

パ
ー

ト
ナ

ー
を

含
む

そ
の

家
族

に
と

っ
て

、
育

児
手

技
や

知
識

を
直

に
学

ぶ
機

会
を

逃
さ

な
　

い
仕

組
み

作
り

が
必

要
で

あ
る

。
事

情
に

よ
り

参
加

で
き

な
い

方
に

は
「
東

京
都

助
産

師
会

」
等

の
動

　
画

配
信

を
積

極
的

に
案

内
す

る
こ

と
に

よ
り

、
様

々
な

方
に

十
分

な
育

児
知

識
を

得
る

機
会

を
提

供
で

　
き

る
よ

う
図

っ
て

い
く
。

２
　

医
療

機
関

等
産

後
ケ

ア
（
宿

泊
型

）
（
日

帰
り

型
）

　
　

医
療

機
関

等
産

後
ケ

ア
（
宿

泊
型

）
（
日

帰
り

型
）
を

利
用

し
た

妊
婦

に
つ

い
て

、
「
身

体
が

楽
に

　
な

っ
た

」
等

の
意

見
が

あ
る

一
方

で
、

利
用

を
終

え
て

も
な

お
不

安
を

抱
え

て
い

る
方

が
１

割
程

　
度

い
る

こ
と

が
指

標
④

－
４

よ
り

確
認

す
る

こ
と

が
で

き
、

産
後

う
つ

が
懸

念
さ

れ
る

。
　

　
今

後
も

産
後

ケ
ア

の
他

、
赤

ち
ゃ

ん
訪

問
等

で
の

E
P

D
S
を

活
用

す
る

な
ど

、
不

安
を

抱
え

て
い

る
　

産
婦

の
低

減
に

継
続

し
て

努
め

る
。

３
　

す
で

に
各

種
事

業
や

「
A

S
M

A
P

関
係

機
関

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

連
絡

会
議

」
に

よ
る

連
携

・
早

期
介

入
  

な
ど

妊
娠

初
期

か
ら

の
適

切
な

ケ
ア

に
努

め
て

い
る

と
こ

ろ
で

は
あ

る
が

、
産

婦
に

つ
い

て
は

今
後

  
指

標
③

－
２

、
④

－
１

、
④

－
２

、
⑤

の
成

果
に

繋
が

っ
て

い
く
こ

と
か

ら
、

「
特

に
支

援
を

要
す

る
」
と

  
判

断
さ

れ
な

か
っ

た
方

に
つ

い
て

も
、

産
後

を
含

め
た

継
続

支
援

に
つ

い
て

検
討

を
進

め
て

い
く
必

　
要

が
あ

る
。

（
短

期
）

１
　

令
和

５
年

４
月

か
ら

開
始

し
た

「
あ

だ
ち

出
産

・
子

育
て

応
援

事
業

」
と

連
動

し
た

「
ス

マ
イ

ル
マ

マ
面

接
」

　
に

よ
る

全
妊

婦
の

状
況

把
握

、
希

望
者

に
対

す
る

妊
娠

８
か

月
目

の
面

談
「
こ

ん
に

ち
は

赤
ち

ゃ
ん

訪
問

」
　

に
よ

る
支

援
を

継
続

し
て

い
く
。

ま
た

、
令

和
６

年
度

よ
り

「
フ

ァ
ー

ス
ト

バ
ー

ス
デ

ー
サ

ポ
ー

ト
」
の

育
児

パ
ッ

　
ケ

ー
ジ

の
支

給
額

を
増

額
し

支
援

を
強

化
し

て
い

く
。

２
　

令
和

６
年

度
か

ら
は

「
医

療
機

関
等

産
後

ケ
ア

（
宿

泊
型

）
（
日

帰
り

型
）
」
に

つ
い

て
、

「
長

門
ク

リ
ニ

ッ
ク

　
（
宿

泊
型

）
」
を

追
加

し
、

特
に

支
援

を
要

す
る

と
判

断
さ

れ
た

妊
産

婦
の

み
な

ら
ず

、
産

後
ケ

ア
を

必
要

と
　

す
る

全
て

の
方

が
利

用
で

き
る

よ
う

一
層

強
く
支

援
し

て
い

く
。

３
　

フ
ァ

ミ
リ

ー
学

級
日

曜
コ

ー
ス

の
１

回
あ

た
り

の
定

員
数

の
拡

充
（
３

０
組

→
３

２
組

）
を

行
い

、
多

く
の

パ
ー

　
ト

ナ
ー

が
母

親
の

精
神

的
・
身

体
的

負
担

を
理

解
す

る
こ

と
に

加
え

、
沐

浴
体

験
や

オ
ム

ツ
交

換
等

の
体

　
験

を
通

し
、

育
児

の
知

識
を

広
げ

る
こ

と
に

よ
り

、
互

い
に

協
力

し
て

出
産

・
子

育
て

に
臨

め
る

環
境

作
り

　
を

目
指

す
。

（
中

・
長

期
）

１
　

全
妊

婦
の

状
況

把
握

、
育

児
状

況
の

把
握

、
関

係
機

関
と

の
連

携
に

よ
る

早
期

介
入

を
は

じ
め

と
し

、
  

寄
り

添
い

、
些

細
な

相
談

を
受

け
る

こ
と

の
で

き
る

伴
走

型
支

援
を

実
施

す
る

こ
と

に
よ

り
き

め
細

や
か

な
  

ケ
ア

を
行

う
。

２
　

産
後

の
育

児
不

安
が

強
い

,ま
た

は
家

族
か

ら
の

支
援

を
受

け
づ

ら
い

母
親

へ
の

支
援

を
充

実
す

る
こ

と
  

に
よ

り
、

育
児

に
よ

る
身

体
的

・
精

神
的

不
安

を
軽

減
し

、
「
子

育
て

を
楽

し
い

」
と

感
じ

る
保

護
者

の
増

加
  

を
図

る
こ

と
に

よ
っ

て
、

母
親

の
満

足
度

向
上

に
繋

げ
る

と
と

も
に

、
子

ど
も

の
健

や
か

な
成

長
を

促
す

。

【
庁

内
評

価
委

員
会

の
評

価
】
（
２

次
評

価
）

評
価

結
果

全
体

評
価

反
映

結
果

・
反

映
状

況

【
目

標
・
成

果
の

達
成

度
へ

の
評

価
】

　
各

目
標

は
概

ね
達

成
さ

れ
て

お
り

、
中

で
も

特
に

指
導

・
支

援
が

必
要

と
判

断
さ

れ
た

妊
婦

に
対

す
る

保
健

師
の

訪
問

人
数

を
増

や
し

た
点

を
評

価
す

る
。

一
方

、
早

期
（
3
7
週

未
満

）
に

産
ま

れ
た

子
ど

も
の

割
合

に
つ

い
て

は
、

目
標

は
達

成
さ

れ
て

い
る

も
の

の
数

値
は

令
和

4
年

度
か

ら
あ

ま
り

変
わ

っ
て

い
な

い
。

早
産

は
妊

婦
の

体
調

や
生

活
環

境
等

に
因

る
部

分
も

あ
り

、
区

の
活

動
指

標
が

必
ず

し
も

直
接

の
成

果
指

標
に

結
び

つ
く
わ

け
で

は
な

い
と

思
わ

れ
る

の
で

、
よ

り
適

切
な

指
標

の
設

定
を

検
討

し
て

み
て

は
ど

う
か

。
　

ま
た

、
虐

待
認

知
件

数
が

増
加

の
一

途
を

辿
る

中
、

支
援

が
必

要
な

子
育

て
世

帯
ほ

ど
、

相
手

が
行

政
サ

ー
ビ

ス
を

求
め

な
い

と
い

う
も

ど
か

し
さ

も
現

場
で

は
感

じ
て

い
る

こ
と

と
思

う
。

課
題

分
析

に
記

載
さ

れ
て

い
る

と
お

り
「
産

後
を

含
め

た
継

続
支

援
の

検
討

」
の

中
で

、
そ

の
よ

う
な

世
帯

の
発

見
や

他
機

関
へ

の
繋

ぎ
支

援
等

を
ど

の
よ

う
に

や
っ

て
い

く
の

か
具

体
化

を
図

ら
れ

た
い

。

【
今

後
の

事
業

の
予

定
・
方

向
性

へ
の

評
価

】
　

日
曜

フ
ァ

ミ
リ

ー
学

級
の

ニ
ー

ズ
の

高
ま

り
に

対
応

し
、

定
員

数
の

拡
充

や
体

験
を

通
し

た
育

児
知

識
の

充
実

を
図

っ
て

い
く
方

向
性

は
妥

当
で

あ
る

。
近

年
は

男
女

と
も

に
育

児
休

業
取

得
率

が
向

上
し

て
い

る
た

め
、

パ
ー

ト
ナ

ー
も

含
め

た
家

族
の

参
加

を
よ

り
一

層
促

進
し

て
い

く
た

め
に

、
引

き
続

き
事

業
の

周
知

啓
発

に
努

め
て

も
ら

い
た

い
。

4
.5

①
指

標
を

設
定

し
た

当
初

は
、

妊
娠

・
出

産
時

の
大

き
な

問
題

で
あ

る
早

産
を

改
善

す
べ

く
指

標
に

盛
り

込
ん

だ
が

、
行

政
の

活
動

か
ら

効
果

が
結

び
つ

き
に

く
い

結
果

と
な

っ
た

。
令

和
7
年

度
か

ら
妊

産
婦

と
胎

児
・
乳

児
の

健
康

に
着

目
し

た
、

1
歳

未
満

の
「
乳

児
死

亡
率

」
と

い
う

新
し

い
指

標
に

刷
新

し
、

重
点

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

事
業

評
価

を
進

め
て

い
く
。

②
既

存
の

事
業

を
継

続
し

て
行

う
と

と
も

に
、

令
和

7
年

度
か

ら
訪

問
型

産
後

ケ
ア

を
開

始
し

、
外

出
が

困
難

な
産

婦
に

も
支

援
を

広
げ

家
庭

内
で

の
育

児
不

安
の

解
消

に
努

め
て

い
く
。

ま
た

、
2
0
2
4
年

に
施

行
し

た
改

正
児

童
福

祉
法

に
伴

い
、

こ
ど

も
家

庭
セ

ン
タ

ー
の

設
立

を
進

め
、

妊
産

婦
を

含
め

た
子

育
て

世
帯

へ
包

括
的

に
支

援
を

行
え

る
よ

う
体

制
整

備
を

備
え

て
い

く
。

③
令

和
7
年

度
か

ら
は

年
間

1
1
回

実
施

し
て

い
た

日
曜

フ
ァ

ミ
リ

ー
学

級
を

1
3
回

に
拡

充
し

、
よ

り
多

く
の

パ
ー

ト
ナ

ー
の

育
児

参
加

を
支

援
し

て
い

く
。

ま
た

、
妊

娠
届

出
時

に
お

い
て

日
曜

フ
ァ

ミ
リ

ー
学

級
の

事
業

紹
介

案
内

を
継

続
し

て
い

く
と

と
も

に
、

広
報

・
W

E
B

等
を

活
用

し
、

区
民

へ
の

周
知

に
努

め
て

い
く
。

【
区

民
評

価
委

員
会

の
評

価
】
（
３

次
評

価
）

反
映

結
果

の
評

価
目

標
・
成

果
の

達
成

度
へ

の
評

価
今

後
の

事
業

の
予

定
、

方
向

性
へ

の
評

価
全

体
評

価

反
映

結
果

達
成

度

方
向

性
R

2
R

3
R

4
R

5

庁
内

評
価

結
果

4
.5

4
.5

4
.5

4
.5

区
民

評
価

結
果

4
.5

S
T
E
P
1

S
T
E
P
2 S
T
E
P
3

S
T
E
P
4

評
価

中
止

評
価

対
象
外

評
価

対
象
外
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【
ロ

ジ
ッ

ク
モ

デ
ル

・
指

標
の

達
成

度
】

単
位

：
千

円
■

令
和

5
年

度
事

業
費

支
出

内
訳

（
上

位
３

事
業

）

(1
)

(2
)

(3
)

 

年
度

目
標

目
標

実
績

達
成

率

目
標

目
標

実
績

【
活

動
-
3
】

児
童

館
子

育
て

サ
ロ

ン
の

乳
幼

児
活

動
の

実
施

回
数

目
標

％

実
績

7
8

-

達
成

率
5
8
%

6
3
%

総
事

業
費

(a
+
b)

1
4
0
,
4
1
0

1
7
2
,
8
2
1

-

・
育

児
環

境
（
家

庭
の

支
援

、
　

経
済

状
況

な
ど

）

影
響

要
因

・
利

用
者

ア
ン

ケ
ー

ト
に

影
響

　
を

与
え

る
よ

う
な

事
件

・
事

　
故

　
乳

幼
児

と
そ

の
保

護
者

が
抱

え
る

、
「
子

育
て

へ
の

不
安

感
」

が
解

消
さ

れ
て

い
る

③
直

接
成

果
（
②

の
活

動
の

直
接

的
な

結
果

）
④

中
間

成
果

（
③

の
成

果
が

伸
び

た
ら

、
ど

う
な

る
か

）

達
成

状
況

④
成

果
指

標
目

標

影
響

要
因

9
4
%

実
績

8
6

8
5

8
8

達
成

率
1
0
3
%

・
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
　

の
感

染
状

況
（
外

出
自

粛
な

ど
）

プ
ロ

モ
ー

シ
ョ

ン
の

多
言

語
発

信
に

つ
い

て

-

4
0

【
中

間
成

果
-
2
】

子
育

て
サ

ロ
ン

の
利

用
者

数

-

【
中

間
成

果
-
1
】

利
用

者
ア

ン
ケ

ー
ト

実
施

に
よ

る
利

用
者

満
足

度

7
5

【
活

動
-
2
】

商
業

施
設

等
内

及
び

拠
点

型
子

育
て

サ
ロ

ン
に

お
け

る
０

歳
児

を
対

象
と

し
た

イ
ベ

ン
ト

回
数

目
標

2
3
0

2
5
0

3
2
0

【
直

接
成

果
-
2
】

商
業

施
設

等
内

及
び

拠
点

型
子

育
て

サ
ロ

ン
に

お
け

る
イ

ベ
ン

ト
参

加
者

数

1
1
1
%

1
1
6
%

達
成

率

人

【
活

動
-
1
】

商
業

施
設

等
内

及
び

拠
点

型
子

育
て

サ
ロ

ン
の

相
談

数

2
,1

0
0

2
,5

0
0

3
,9

0
0

達
成

率

実
績

回 件

【
直

接
成

果
-
１

】
商

業
施

設
等

内
及

び
拠

点
型

子
育

て
サ

ロ
ン

の
０

歳
児

の
新

規
登

録
率

実
績

6
3

達
成

率

②
活

動
（
ア

ウ
ト

プ
ッ

ト
）

※
区

が
行

う
直

接
の

活
動

単
位

単
位

％
％

1
5
8
%

目
標

⑤
成

果
指

標

9
5
.1

【
最

終
成

果
】

3
歳

児
健

診
時

ア
ン

ケ
ー

ト
で

「
子

育
て

は
楽

し
い

」
と

感
じ

る
割

合

8
1

8
7

-
7
2

6
5

令
和

６
年

度
重

点
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
事

業
評

価
調

書
（
令

和
５

年
度

事
業

分
）

視
点

再
掲

重
点

目
標

②
妊

娠
か

ら
出

産
・
子

育
て

ま
で

切
れ

目
な

く
支

え
る

重
点

項
目

子
育

て
不

安
の

解
消

記
入

所
属

ひ
と

地
域

の
ち

か
ら

推
進

部
住

区
推

進
課

子
育

て
サ

ロ
ン

担
当

事
業

名
№

1
1
「
子

育
て

サ
ロ

ン
事

業
」

協
働 ・

協
創

【
庁

内
協

働
】
中

央
図

書
館

、
子

ど
も

施
設

入
園

課
、

地
域

文
化

課
【
協

働
・
協

創
】
サ

ロ
ン

連
絡

会
、

地
域

の
子

育
て

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

団
体

や
Ｎ

Ｐ
Ｏ

法
人

等

Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
関

連
す

る
ゴ

ー
ル

・
タ

ー
ゲ

ッ
ト

1
（
目
標
に
直
結
）

2
.
2

3
.
2

回

R
5

R
6

年
度

R
4

2
,4

2
9

目
標

3
,5

0
6

-

1
4
0
%

実
績

2
4
0

2
9
3

-

単
位

5
0
0

1
,0

0
0

実
績

達
成

率
1
5
4
%

9
3
%

【
直

接
成

果
-
3
】

児
童

館
子

育
て

サ
ロ

ン
の

乳
幼

児
活

動
の

平
均

参
加

組
数

7
7
1

9
3
0

-

実
績

2
4
9
,0

0
3

3
0
2
,9

7
6

-

達
成

率
1
2
5
%

1
2
1
%

2
5
0
,0

0
0

3
0
4
,0

0
0

人

組

目
標

2
0
0
,0

0
0

1
,0

0
0

4
7
,8

9
4

1
2
,0

0
0

3
5
,0

0
0

目
的

（
⑤

最
終

成
果

（
理

想
）
）

Ｓ
Ｄ

Ｇ
s関

連
す

る
ゴ

ー
ル

・
タ

ー
ゲ

ッ
ト

に
対

す
る

貢
献

状
況

【
目

標
1
】
乳

幼
児

や
そ

の
保

護
者

が
安

心
し

て
過

ご
せ

る
居

場
所

を
提

供
す

る
【
目

標
2
】
授

乳
や

離
乳

食
、

乳
幼

児
の

食
に

関
す

る
情

報
提

供
や

相
談

を
実

施
す

る
【
目

標
3
】
乳

幼
児

の
心

身
の

健
全

な
発

達
を

支
援

す
る

⑤
最

終
成

果
（
理

想
）

R
6

年
度

実
績

目
標

達
成

状
況

単
位

R
5

最
終

目
標

R
4

R
5

実
績

①
投

入
資

源
（
イ

ン
プ

ッ
ト

）
千

円

千
円

千
円

1
0
6
,6

3
0

1
1
,1

8
1

R
6

6
年

度

オ
ン

ラ
イ

ン
の

活
用

に
つ

い
て

【
事

業
の

概
要

】
（
全

て
子

育
て

サ
ロ

ン
管

理
運

営
事

務
、

住
区

施
設

運
営

委
託

事
務

、
直

営
児

童
施

設
運

営
事

業
）

１
　

商
業

施
設

等
内

及
び

拠
点

型
（
旧

：
単

独
型

）
子

育
て

サ
ロ

ン
に

　
お

い
て

子
育

て
相

談
を

実
施

【
活

動
-
1
】

２
　

「
あ

か
ち

ゃ
ん

ず
（
新

生
児

期
の

親
の

不
安

や
孤

立
を

防
止

す
る

　
事

業
）
」
の

実
施

や
「
ベ

ビ
ー

マ
ッ

サ
ー

ジ
」
「
ベ

ビ
ー

ダ
ン

ス
」
「
ベ

ビ
ー

  
ヨ

ガ
」
等

の
実

施
【
活

動
-
2
】

３
　

児
童

館
子

育
て

サ
ロ

ン
で

の
乳

幼
児

親
子

向
け

事
業

の
実

施
【
活

動
-
3
】

【
3
タ

イ
プ

の
子

育
て

サ
ロ

ン
の

特
色

】
・
　

商
業

施
設

等
内

子
育

て
サ

ロ
ン

（
1
か

所
）
：
立

ち
寄

り
や

す
い

・
　

拠
点

型
子

育
て

サ
ロ

ン
（
1
3
か

所
）
：
専

門
ス

タ
ッ

フ
に

よ
る

寄
り

添
い

・
　

児
童

館
子

育
て

サ
ロ

ン
（
5
2
か

所
）
：
居

場
所

の
機

能

１
　

イ
ベ

ン
ト

や
相

談
を

通
じ

て
、

商
業

施
設

等
内

及
び

拠
点

型
子

育
て

　
サ

ロ
ン

に
お

け
る

区
内

在
住

の
０

歳
児

（
最

も
利

用
ニ

ー
ズ

の
高

い
　

年
齢

）
の

新
規

登
録

者
が

増
加

す
る

。
【
直

接
成

果
-
1
】

２
　

商
業

施
設

等
内

及
び

拠
点

型
子

育
て

サ
ロ

ン
で

実
施

す
る

イ
ベ

ン
ト

　
を

充
実

さ
せ

る
こ

と
に

よ
り

、
子

育
て

サ
ロ

ン
の

利
用

に
つ

な
が

る
イ

ベ
　

ン
ト

参
加

者
が

増
加

す
る

。
【
直

接
成

果
-
2
】

３
　

児
童

館
子

育
て

サ
ロ

ン
で

実
施

す
る

乳
幼

児
活

動
の

内
容

を
充

実
　

さ
せ

る
こ

と
に

よ
り

事
業

参
加

者
が

増
加

し
て

い
く
。

【
直

接
成

果
-
3
】

１
　

子
育

て
サ

ロ
ン

を
利

用
す

る
こ

と
に

よ
り

、
利

用
者

の
目

的
が

　
達

成
さ

れ
（
個

々
の

利
用

者
が

抱
え

る
、

育
児

の
困

り
ご

と
が

　
解

消
さ

れ
る

）
、

満
足

感
が

高
ま

る
。

２
　

商
業

施
設

等
内

、
拠

点
型

、
及

び
児

童
館

の
３

つ
の

タ
イ

プ
の

　
子

育
て

サ
ロ

ン
に

お
け

る
活

動
を

充
実

さ
せ

る
こ

と
に

よ
り

、
子

　
育

て
サ

ロ
ン

全
体

の
利

用
者

が
増

加
す

る
。

⑥
重

点
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
共

通
の

成
果

（
⑤

最
終

成
果

（
理

想
）
が

伸
び

た
ら

こ
う

な
る

）

区
政

全
体

に
対

す
る

区
民

の
満

足
度

　
6
7
％

主
な

内
容

主
な

内
容

主
な

内
容

1
7
1
,
3
0
3

1
2
2
,
9
8
6

1
2
6
,
7
1
2

4
6
,
0
7
4

4
6
,
8
4
4

4
8
,
2
6
6

サ
ロ

ン
運

営
費

施
設

維
持

経
費

1
7
1
,
3
0
3

４
年

度
５

年
度

６
年

度

影
響

要
因

税
外

収
入

事
業

費
(a

)

人
件

費
(b

)
内

訳

国
庫

負
担

金
・
補

助
金

受
益

者
負

担
金

1
,
9
4
5

2
,
2
4
9

1
,
5
6
0

新
生

児
専

用
の

時
間

帯
で

の
事

業
を

実
施

し
、

保
健

師
や

助
産

師
に

相
談

で
き

る
体

制
づ

く
り

。

コ
ロ

ナ
禍

に
よ

る
利

用
方

法
の

工
夫

に
つ

い
て

検
討

中
利

用
者

の
状

況
や

ニ
ー

ズ
に

合
わ

せ
た

イ
ベ

ン
ト

の
実

施
。

混
雑

状
況

だ
け

で
な

く
、

イ
ベ

ン
ト

情
報

等
も

発
信

し
て

い
く
。

子
育

て
サ

ロ
ン

を
運

営
す

る
。

サ
ロ

ン
で

は
、

０
歳

か
ら

３
歳

児
ま

で
の

乳
幼

児
と

そ
の

保
護

者
が

安
心

し
て

自
由

に
遊

ぶ
こ

と
が

で
き

、
子

育
て

サ
ロ

ン
ス

タ
ッ

フ
が

常
駐

し
て

簡
単

な
子

育
て

の
相

談
や

ア
ド

バ
イ

ス
を

行
う

。
実

施
済

多
文

化
で

の
イ

ベ
ン

ト
を

実
施

し
、

そ
の

P
R

を
プ

ロ
モ

ー
シ

ョ
ン

の
ひ

と
つ

と
し

て
い

く
。

1
2

1
2

1
2

5
0
,0

0
0

実
績

3
3
,5

1
2

1
0
4
%1
7
,
4
2
4

4
6
,
1
0
9

1
1
7
%

達
成

率
2
7
9
%

1
3
7
%

②
活

動
指

標

事 業 の 概 要

乳
幼

児
と

そ
の

保
護

者
が

抱
え

る
、

「
子

育
て

へ
の

不
安

感
（
保

護
者

の
孤

独
感

や
人

と
の

か
関

わ
り

の
希

薄
さ

）
」
が

解
消

さ
れ

て
い

る

目
標

達
成

状
況

③
成

果
指

標
年

度
R

4

対
応

す
る

予
算

事
業

名
子

育
て

サ
ロ

ン
管

理
運

営
事

務

年
度

報
償

費
5
,9

5
6

対
象

※
　

そ
の

他
の

場
合

記
入

昨
年

度
の

反
映

結
果

に
対

す
る

取
組

状
況

区
民

項
目

取
組

状
況

具
体

的
に

検
討

中

内
容

専
門

相
談

の
実

施
と

、
気

軽
に

参
加

で
き

る
イ

ベ
ン

ト
の

実
施

検
討

中

外
的
な
要
因

大
行
政
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
要
素

大

Ⅲ　重点プロジェクト事業 事業別評価の反映結果
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【
評

価
結

果
・
提

言
を

受
け

て
の

取
組

】
（
反

映
結

果
）

【
全

体
評

価
の

経
年

動
向

】

R
2

R
3

R
4

【
目

標
・
成

果
の

達
成

度
へ

の
評

価
】

商
業

施
設

等
お

よ
び

拠
点

型
サ

ロ
ン

の
相

談
件

数
は

前
年

度
か

ら
大

き
く
数

を
伸

ば
し

、
保

健
セ

ン
タ

ー
等

の
専

門
機

関
等

に
繋

が
る

ケ
ー

ス
が

増
え

る
な

ど
成

果
を

上
げ

て
い

る
。

ま
た

、
０

歳
児

対
象

の
イ

ベ
ン

ト
実

施
回

数
を

増
や

し
た

こ
と

で
、

サ
ロ

ン
の

0
歳

児
新

規
登

録
率

や
イ

ベ
ン

ト
参

加
者

数
も

向
上

し
て

お
り

、
活

動
の

努
力

が
成

果
に

繋
が

っ
て

い
る

。
一

方
、

児
童

館
サ

ロ
ン

の
活

動
実

施
回

数
、

参
加

組
数

は
目

標
を

下
回

り
、

平
均

参
加

組
数

は
少

し
寂

し
い

実
績

で
あ

っ
た

。

【
今

後
の

事
業

の
予

定
・
方

向
性

へ
の

評
価

】
ア

ン
ケ

ー
ト

結
果

に
基

づ
き

、
保

護
者

の
息

抜
き

と
な

る
よ

う
な

イ
ベ

ン
ト

や
講

座
を

増
や

し
て

い
く
方

向
性

は
評

価
で

き
る

。
保

健
セ

ン
タ

ー
と

の
連

携
に

つ
い

て
は

、
双

方
に

事
業

効
果

を
高

め
る

メ
リ

ッ
ト

が
あ

る
た

め
、

引
き

続
き

強
化

を
図

っ
て

い
た

だ
き

た
い

。
児

童
館

サ
ロ

ン
へ

の
大

型
固

定
遊

具
設

置
は

、
昨

今
の

酷
暑

で
外

遊
び

が
で

き
な

い
子

ど
も

た
ち

に
、

家
以

外
の

遊
び

場
を

提
供

し
て

い
く
意

味
で

も
非

常
に

重
要

な
取

り
組

み
で

あ
り

、
積

極
的

に
推

し
進

め
て

い
た

だ
き

た
い

。
一

方
、

児
童

館
サ

ロ
ン

の
「
平

均
参

加
組

数
」
を

増
や

す
方

向
性

が
や

や
不

明
確

で
あ

る
。

サ
ロ

ン
の

質
の

向
上

を
図

る
と

の
こ

と
だ

が
、

何
が

ど
う

な
っ

た
ら

質
が

上
が

っ
た

と
捉

え
る

の
か

、
定

義
づ

け
を

し
っ

か
り

し
て

い
た

だ
い

た
う

え
で

、
取

り
組

ん
で

い
た

だ
き

た
い

。

R
5

庁
内

評
価

結
果

4
4

4
4

区
民

評
価

結
果

4

反
映

結
果

達
成

度

方
向

性

【
所

属
の

自
己

分
析

】
（
一

次
評

価
）

指
標

分
析

課
題

分
析

今
後

の
事

業
の

予
定

（
短

期
）
・
方

向
性

（
中

・
長

期
）

【
庁

内
評

価
委

員
会

の
評

価
】
（
２

次
評

価
）

■
商

業
施

設
等

内
及

び
拠

点
型

で
の

相
談

【
活

動
-
1
】
利

用
者

ア
ン

ケ
ー

ト
結

果
で

は
保

護
者

の
息

抜
き

や
ス

タ
ッ

フ
へ

の
関

わ
り

を
目

的
と

す
る

人
が

多
か

っ
た

こ
と

も
あ

り
、

相
談

件
数

は
目

標
値

を
上

回
る

こ
と

が
で

き
た

。
相

談
内

容
で

は
「
健

康
の

こ
と

」
や

友
人

や
姑

等
の

「
人

間
関

係
の

こ
と

」
が

多
か

っ
た

。
保

健
セ

ン
タ

ー
等

、
専

門
機

関
に

つ
な

げ
た

ケ
ー

ス
も

増
え

た
。

【
直

接
成

果
-
１

】
「
あ

か
ち

ゃ
ん

ず
」
以

外
で

も
、

0
歳

児
対

象
の

イ
ベ

ン
ト

（
ベ

ビ
ー

マ
ッ

サ
ー

ジ
、

ハ
イ

ハ
イ

競
争

等
）
を

実
施

（
3
7
回

実
施

6
5
3
人

）
し

た
た

め
、

0
歳

児
の

新
規

登
録

率
が

上
昇

し
た

。
■

「
あ

か
ち

ゃ
ん

ず
」
等

、
0
歳

児
対

象
事

業
の

拡
充

【
活

動
-
2
】
「
あ

か
ち

ゃ
ん

ず
」
の

実
施

サ
ロ

ン
を

2
か

所
増

や
し

全
拠

点
型

子
育

て
サ

ロ
ン

で
の

実
施

と
な

っ
た

た
め

、
0
歳

児
を

対
象

と
し

た
イ

ベ
ン

ト
が

増
え

た
（
年

間
2
5
6
回

8
2
1
組

1
,7

3
7
人

の
参

加
）
。

【
直

接
成

果
-
2
】

全
イ

ベ
ン

ト
を

令
和

4
年

度
か

ら
5
7
0
回

増
や

し
、

1
回

の
参

加
者

数
も

平
均

9
人

か
ら

1
1
人

に
増

え
た

た
め

、
イ

ベ
ン

ト
参

加
者

数
の

目
標

値
を

達
成

す
る

こ
と

が
で

き
た

。
■

児
童

館
で

の
乳

幼
児

親
子

向
け

事
業

の
充

実
【
活

動
-
3
】
各

児
童

館
月

約
2
回

の
実

施
予

定
だ

っ
た

が
、

年
度

当
初

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

の
懸

念
が

大
き

く
、

乳
幼

児
活

動
を

再
開

し
た

時
期

が
遅

か
っ

た
た

め
目

標
値

に
届

か
な

か
っ

た
。

【
直

接
成

果
-
3
】

乳
児

向
け

の
事

業
に

つ
い

て
は

１
対

１
対

応
を

多
く
し

て
各

回
の

参
加

者
を

少
な

く
し

た
た

め
、

目
標

値
に

届
か

な
か

っ
た

。
【
中

間
成

果
-
1
】

達
成

状
況

：
目

標
値

よ
り

も
上

回
り

、
達

成
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

原
因

分
析

：
商

業
施

設
等

内
、

拠
点

型
子

育
て

サ
ロ

ン
の

利
用

満
足

度
が

高
か

っ
た

（
「
満

足
」
「
や

や
満

足
」
の

内
訳

：
商

業
施

設
等

内
9
2
.3

％
、

拠
点

型
9
1
.3

％
、

児
童

館
8
1
.0

％
）
。

【
中

間
成

果
-
2
】

達
成

状
況

：
目

標
値

よ
り

も
上

回
り

、
達

成
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

原
因

分
析

：
児

童
館

子
育

て
サ

ロ
ン

は
乳

幼
児

活
動

を
再

開
し

、
利

用
者

数
が

大
き

く
増

え
た

（
R

4
年

度
比

：
商

業
施

設
等

内
1
2
5
％

、
拠

点
型

1
1
6
％

、
児

童
館

1
2
6
％

）
。

■
商

業
施

設
等

内
及

び
拠

点
型

で
の

相
談

課
　

題
：
利

用
者

ア
ン

ケ
ー

ト
の

結
果

で
は

、
「
パ

パ
マ

マ
の

息
抜

き
」
「
ス

タ
ッ

フ
と

の
関

わ
り

」
を

目
的

　
　

　
　

　
に

子
育

て
サ

ロ
ン

を
利

用
す

る
人

が
増

え
て

い
る

傾
向

に
あ

る
た

め
、

保
護

者
の

リ
フ

レ
ッ

　
　

　
　

　
シ

ュ
や

利
用

者
が

話
し

や
す

い
環

境
づ

く
り

の
工

夫
が

必
要

で
あ

る
。

対
応

策
：
保

護
者

の
息

抜
き

を
目

的
と

し
た

「
マ

マ
パ

パ
リ

フ
レ

」
や

「
親

子
ヨ

ガ
」
等

の
保

護
者

向
け

　
　

　
　

 　
の

イ
ベ

ン
ト

を
増

や
す

。
ま

た
、

ス
タ

ッ
フ

と
利

用
者

が
気

軽
に

話
せ

る
よ

う
に

、
移

転
リ

　
　

　
 　

　
ニ

ュ
ー

ア
ル

予
定

の
「
す

こ
や

か
プ

ラ
ザ

　
あ

だ
ち

」
内

の
子

育
て

サ
ロ

ン
で

ソ
フ

ァ
の

　
　

　
 　

　
設

置
や

遊
具

の
配

置
の

工
夫

等
、

環
境

整
備

に
取

り
組

む
。

■
「
あ

か
ち

ゃ
ん

ず
」
等

、
0
歳

児
対

象
事

業
の

拡
充

課
　

題
：
「
あ

か
ち

ゃ
ん

ず
」
の

対
象

者
に

限
ら

ず
、

0
歳

児
の

保
護

者
の

利
用

率
向

上
を

図
る

必
要

が
　

　
　

　
　

あ
る

。
対

応
策

：
0
歳

児
全

体
を

対
象

と
し

た
、

多
彩

な
講

座
や

イ
ベ

ン
ト

を
実

施
し

、
子

育
て

サ
ロ

ン
利

用
の

　
　

　
　

　
き

っ
か

け
づ

く
り

を
強

化
し

て
い

く
。

■
児

童
館

で
の

乳
幼

児
親

子
向

け
事

業
の

充
実

課
　

題
１

：
乳

児
向

け
の

事
業

日
に

1
対

1
対

応
等

の
手

厚
い

対
応

が
で

き
る

体
制

を
整

え
る

必
要

が
　

　
　

　
　

　
あ

る
。

対
応

策
１

：
乳

児
向

け
事

業
日

の
職

員
体

制
の

拡
充

を
働

き
か

け
る

と
と

も
に

、
事

業
内

容
の

充
実

を
　

　
　

　
　

 　
図

る
た

め
に

情
報

収
集

や
他

児
童

館
と

の
情

報
交

流
を

行
っ

て
い

く
。

課
　

題
２

：
乳

幼
児

活
動

実
施

日
以

外
に

つ
い

て
も

利
用

者
増

加
を

図
る

た
め

、
遊

具
の

さ
ら

な
る

　
　

　
　

　
　

充
実

が
必

要
で

あ
る

。
対

応
策

２
：
乳

幼
児

専
用

室
が

あ
る

児
童

館
に

、
大

型
の

固
定

遊
具

を
計

画
的

に
設

置
し

て
い

く
。

【
今

後
の

事
業

予
定

（
短

期
）
】

　
■

　
商

業
施

設
等

内
及

び
拠

点
型

子
育

て
サ

ロ
ン

に
お

い
て

子
育

て
相

談
を

実
施

　
・
　

「
マ

マ
パ

パ
リ

フ
レ

」
、

セ
ル

フ
マ

ッ
サ

ー
ジ

な
ど

、
保

護
者

の
た

め
の

イ
ベ

ン
ト

や
講

座
を

増
や

す
。

　
・
　

ス
タ

ッ
フ

の
相

談
や

利
用

者
対

応
の

ス
キ

ル
向

上
を

図
る

た
め

、
利

用
者

対
応

や
相

談
対

応
の

　
　

　
研

修
や

ス
タ

ッ
フ

会
議

な
ど

の
実

施
に

よ
り

、
ス

タ
ッ

フ
同

士
の

情
報

交
換

を
強

化
し

て
い

く
。

　
・
　

一
時

、
子

ど
も

と
分

離
で

き
る

「
ホ

ッ
と

一
息

コ
ー

ナ
ー

」
に

大
人

向
け

の
絵

本
や

冊
子

等
を

設
置

　
　

　
す

る
な

ど
、

気
軽

に
利

用
で

き
る

工
夫

を
し

て
い

く
。

　
■

　
「
あ

か
ち

ゃ
ん

ず
」
の

充
実

と
、

0
歳

対
象

の
イ

ベ
ン

ト
の

拡
充

　
・
　

出
産

前
か

ら
子

育
て

サ
ロ

ン
を

知
っ

て
も

ら
う

た
め

に
、

引
き

続
き

フ
ァ

ミ
リ

ー
学

級
に

出
向

き
、

プ
レ

　
　

　
マ

マ
プ

レ
パ

パ
へ

子
育

て
サ

ロ
ン

の
周

知
を

図
る

。
　

・
　

保
健

師
や

歯
科

衛
生

士
、

栄
養

士
の

講
座

開
催

数
を

増
や

し
、

保
健

セ
ン

タ
ー

と
の

連
携

を
強

化
　

　
　

し
て

い
く
。

　
■

　
児

童
館

子
育

て
サ

ロ
ン

で
の

乳
幼

児
親

子
向

け
事

業
の

充
実

　
・
　

人
気

の
あ

る
子

育
て

講
座

等
を

把
握

・
分

析
し

、
乳

幼
児

活
動

の
魅

力
向

上
に

つ
な

げ
て

い
く
。

　
・
　

乳
幼

児
活

動
時

に
職

員
配

置
を

厚
く
で

き
る

体
制

が
組

め
る

よ
う

に
し

て
い

く
。

　
・
　

乳
幼

児
専

用
室

が
あ

る
児

童
館

へ
大

型
の

固
定

遊
具

を
順

次
設

置
し

、
使

用
状

況
の

確
認

も
　

　
　

行
っ

て
い

く
。

【
方

向
性

（
中

・
長

期
）
】

　
・
  

 「
足

立
区

子
育

て
サ

ロ
ン

整
備

計
画

」
の

見
直

し
を

進
め

る
と

と
も

に
、

そ
れ

に
基

づ
い

た
整

備
を

　
  

　
目

指
す

。
　

・
  

 サ
ロ

ン
の

質
の

向
上

を
図

る
た

め
、

ス
タ

ッ
フ

の
配

置
人

数
や

処
遇

改
善

を
計

画
的

に
見

直
し

て
　

　
  

 い
く
。

評
価

結
果

全
体

評
価

反
映

結
果

・
反

映
状

況

4
１

　
大

型
遊

具
の

設
置

に
つ

い
て

は
、

主
に

乳
幼

児
専

用
室

が
あ

る
1
3
か

所
の

児
童

館
に

、
地

域
的

な
バ

ラ
ン

ス
も

考
慮

し
な

が
ら

設
置

し
て

い
く
。

２
　

子
育

て
サ

ロ
ン

の
質

の
向

上
は

、
ス

タ
ッ

フ
に

よ
る

利
用

者
対

応
の

向
上

と
、

講
座

や
イ

ベ
ン

ト
の

充
実

を
図

る
こ

と
と

捉
え

て
い

く
。

３
　

利
用

者
対

応
に

つ
い

て
は

、
ア

ン
ケ

ー
ト

で
接

遇
や

利
用

者
対

応
の

項
目

を
追

加
し

、
評

価
や

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
を

行
っ

て
い

く
。

４
　

講
座

や
イ

ベ
ン

ト
に

つ
い

て
は

、
人

気
の

あ
る

子
育

て
講

座
等

を
把

握
、

分
析

し
、

実
施

し
て

い
く
。

【
区

民
評

価
委

員
会

の
評

価
】
（
３

次
評

価
）

反
映

結
果

の
評

価
目

標
・
成

果
の

達
成

度
へ

の
評

価
今

後
の

事
業

の
予

定
、

方
向

性
へ

の
評

価
全

体
評

価

S
T
E
P
1

S
T
E
P
2 S
T
E
P
3

S
T
E
P
4

評
価
中
止

評
価

対
象
外

評
価

対
象
外

Ⅲ　重点プロジェクト事業 事業別評価の反映結果
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【
ロ

ジ
ッ

ク
モ

デ
ル

・
指

標
の

達
成

度
】

単
位

：
千

円
■

令
和

５
年

度
事

業
費

支
出

内
訳

（
上

位
３

事
業

）

(1
)

(2
)

(3
)

 

年
度

目
標

目
標

実
績

達
成

率

目
標

目
標

1
3
9
%

実
績

9
1

1
3
9

目
標

1
2

1
2

1
4

子
育

て
短

期
支

援
事

業
養

育
困

難
改

善
事

業

千
円

千
円

千
円

1
0
0
,9

7
8

4
2
,0

0
6

1
9
,7

9
5

2
4
6
,
2
3
2

検
討

中

都
児

童
相

談
所

と
子

供
家

庭
支

援
セ

ン
タ

ー
の

連
携

強
化

と
し

て
都

が
進

め
て

い
る

連
携

の
た

め
の

拠
点

づ
く
り

の
取

組
に

併
せ

、
足

立
区

に
お

い
て

も
区

こ
ど

も
家

庭
相

談
課

分
室

を
足

立
児

童
相

談
所

内
に

設
置

す
る

方
向

で
進

め
て

い
る

。
 区

こ
ど

も
家

庭
相

談
課

職
員

を
常

駐
さ

せ
、

足
立

児
童

相
談

所
に

お
け

る
児

童
虐

待
対

応
の

初
期

調
査

等
の

迅
速

化
及

び
支

援
の

質
の

充
実

を
進

め
て

い
く
予

定
と

し
て

い
る

。

Ｓ
Ｄ

Ｇ
s関

連
す

る
ゴ

ー
ル

・
タ

ー
ゲ

ッ
ト

に
対

す
る

貢
献

状
況

【
目

標
1
6
】
タ

ー
ゲ

ッ
ト

1
6
.2

：
日

々
、

児
童

虐
待

や
養

育
困

難
家

庭
に

対
応

す
る

こ
と

で
、

「
1
6
-
2
. 
子

ど
も

に
対

す
る

虐
待

、
搾

取
、

取
引

及
び

あ
ら

ゆ
る

形
態

の
暴

力
及

び
拷

問
を

撲
滅

す
る

。
」
こ

と
に

寄
与

し
て

い
る

。

税
外

収
入

事
業

費
(a

)

人
件

費
(b

)
内

訳

国
庫

負
担

金
・
補

助
金

受
益

者
負

担
金

対
応

す
る

予
算

事
業

名
養

育
困

難
改

善
事

業

⑥
重

点
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
共

通
の

成
果

（
⑤

最
終

成
果

（
理

想
）
が

伸
び

た
ら

こ
う

な
る

）

区
政

全
体

に
対

す
る

区
民

の
満

足
度

　
6
7
％

主
な

内
容

主
な

内
容

主
な

内
容

0

1
9
,
5
5
9

1
9
,
7
9
5

事 業 の 概 要

子
ど

も
の

最
善

の
利

益
を

念
頭

に
、

家
庭

を
保

護
者

ご
と

支
え

、
子

ど
も

が
家

庭
で

安
心

・
安

全
に

暮
ら

す

あ
だ

ち
子

育
て

応
援

隊
事

業

子
育

て
に

関
す

る
相

談
を

受
け

、
実

情
の

把
握

、
情

報
の

提
供

を
行

い
、

専
門

機
関

や
地

域
と

連
携

し
て

支
援

に
あ

た
る

。
ま

た
、

児
童

虐
待

や
養

育
困

難
家

庭
に

対
応

す
る

た
め

の
要

保
護

児
童

対
策

地
域

協
議

会
の

開
催

や
児

童
虐

待
予

防
の

周
知

と
啓

発
の

た
め

の
講

座
や

キ
ャ

ン
ペ

ー
ン

等
を

実
施

す
る

。

【
活

動
-
4
】

児
童

虐
待

予
防

講
座

の
実

施
回

数

1
0
0

1
0
1

達
成

実
績

1
1

1
3

-
-

達
成

率
9
2
%

1
0
8
%

達
成

率
9
1
%

2
2
0
,
2
9
3

2
2
6
,
4
3
7

総
事

業
費

(a
+
b)

2
3
9
,
8
5
2

児
童

相
談

所
と

区
こ

ど
も

家
庭

相
談

課
の

連
携

強
化

達
成

【
直

接
成

果
-
4
】

児
童

虐
待

予
防

講
座

の
参

加
人

数

目
標

1
0
0

6
7
%

目
標

8
9
0

実
績

1
,3

3
8

達
成

実
績

2
8
2

2
8
4

-
実

績
2
,7

0
4

2
,6

5
4

-

達
成

率
1
0
4
%

1
0
5
%

達
成

率
1
1
3
%

1
0
8
%

2
,4

6
5

2
,5

6
8

達
成

【
直

接
成

果
-
3
】

要
保

護
児

童
対

策
地

域
協

議
会

地
区

連
絡

会
議

の
参

加
人

数
（
延

べ
）

目
標

2
,4

0
0

回

目
標

達
成

状
況

③
成

果
指

標
年

度
R

4

達
成

率
8
0
%

7
7
%

【
活

動
-
3
】

要
保

護
児

童
対

策
地

域
協

議
会

の
開

催
回

数

目
標

2
7
0

2
7
0

2
7
6

や
や

順
調

【
中

間
成

果
-
2
】

区
内

児
童

人
口

に
対

す
る

虐
待

発
生

率
【
低

減
目

標
】

9

-
実

績
1
3
.3

8

達
成

率

1
5
.1

6
-

0
や

や
遅

れ
て

い
る

【
最

終
成

果
】

死
亡

事
例

件
数

【
低

減
目

標
】

7
2

5
9

-

9
0
%

-
実

績

【
中

間
成

果
-
1
】

虐
待

対
応

終
結

率
※

期
間

を
年

度
内

に
限

っ
て

い
る

。

8
0

8
0

8
0

1
2
2
9

や
や

遅
れ

て
い

る
達

成
率

7
4
%

⑤
最

終
成

果
（
理

想
）

R
6

年
度

実
績

目
標

達
成

状
況

⑤
成

果
指

標

【
事

業
の

概
要

】
１

　
子

育
て

に
関

す
る

相
談

を
受

け
、

実
情

の
把

握
、

情
報

の
提

供
を

　
行

い
、

専
門

機
関

や
地

域
と

連
携

し
て

支
援

に
あ

た
る

。
　

【
活

動
-
1
,2

,3
】

２
　

関
係

機
関

連
携

を
図

る
た

め
、

要
保

護
児

童
対

策
地

域
協

議
会

　
を

開
催

す
る

。
【
活

動
-
3
】

３
　

児
童

虐
待

予
防

の
周

知
・
啓

発
の

た
め

の
講

座
、

キ
ャ

ン
ペ

ー
　

ン
を

実
施

す
る

。
【
活

動
-
4
】

１
　

養
育

困
難

家
庭

や
児

童
虐

待
を

早
期

に
発

見
し

、
各

機
関

の
連

　
携

と
役

割
分

担
で

子
ど

も
と

家
庭

に
早

期
の

段
階

か
ら

的
確

に
支

　
援

で
き

る
。

【
直

接
成

果
-
1
,2

,3
】

２
　

要
保

護
児

童
対

策
地

域
協

議
会

地
区

連
絡

会
議

の
参

加
人

数
　

（
延

べ
）
が

増
加

す
る

。
【
直

接
成

果
-
3
】

３
　

児
童

虐
待

予
防

啓
発

事
業

（
子

育
て

交
流

講
座

（
Ｎ

Ｐ
講

座
）
、

　
イ

ラ
イ

ラ
し

な
い

子
育

て
講

座
等

）
の

参
加

人
数

が
増

加
す

る
。

　
【
直

接
成

果
-
4
】

１
　

児
童

虐
待

が
未

然
に

防
止

さ
れ

る
（
養

育
支

援
、

普
及

啓
発

の
推

　
進

、
再

発
防

止
）

２
　

児
童

虐
待

が
早

期
に

発
見

、
対

応
さ

れ
る

（
関

係
機

関
に

よ
る

気
　

づ
き

の
感

度
向

上
、

社
会

的
関

心
の

高
ま

り
）
【
低

減
目

標
】

　
子

ど
も

の
最

善
の

利
益

を
念

頭
に

、
家

庭
を

保
護

者
ご

と
支

え
、

子
ど

も
が

家
庭

で
安

心
・
安

全
に

暮
ら

す

単
位

②
活

動
指

標
実

績
実

績
目

標

R
5

R
6

年
度

単
位

R
5

実
施

済
ロ

ー
ル

プ
レ

イ
ン

グ
や

対
面

に
よ

る
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

が
重

要
と

な
る

た
め

、
対

面
講

座
を

重
視

し
つ

つ
も

、
座

学
メ

イ
ン

の
講

座
に

お
い

て
は

、
リ

ア
ル

タ
イ

ム
配

信
を

行
う

こ
と

や
、

講
座

を
録

画
し

、
後

日
Y
o
u
T
u
be

で
限

定
配

信
を

行
う

な
ど

、
オ

ン
ラ

イ
ン

形
式

で
実

施
で

き
る

部
分

が
な

い
か

事
業

者
と

協
議

を
行

っ
て

い
る

。

対
象

※
　

そ
の

他
の

場
合

記
入

昨
年

度
の

反
映

結
果

に
対

す
る

取
組

状
況

区
民

項
目

取
組

状
況

具
体

的
に

目
的

（
⑤

最
終

成
果

（
理

想
）
）

児
童

虐
待

予
防

講
座

内
容

令
和

６
年

度
重

点
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
事

業
評

価
調

書
（
令

和
５

年
度

事
業

分
）

視
点

再
掲

重
点

目
標

②
妊

娠
か

ら
出

産
・
子

育
て

ま
で

切
れ

目
な

く
支

え
る

重
点

項
目

子
育

て
不

安
の

解
消

記
入

所
属

ひ
と

子
ど

も
家

庭
部

こ
ど

も
家

庭
相

談
室

こ
ど

も
家

庭
相

談
課

相
談

管
理

係
、

家
庭

支
援

第
一

～
第

三
係

、
要

保
護

児
童

対
策

調
整

担
当

、
シ

ス
テ

ム
担

当

事
業

名
№

1
2
「
養

育
困

難
改

善
事

業
（
児

童
虐

待
対

策
等

）
」

協
働 ・

協
創

教
育

機
関

や
母

子
保

健
機

関
等

、
関

係
機

関
と

連
携

Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
関

連
す

る
ゴ

ー
ル

・
タ

ー
ゲ

ッ
ト

1
6
.
2

①
投

入
資

源
（
イ

ン
プ

ッ
ト

）

年
度

４
年

度
５

年
度

６
年

度

1
,5

3
0

-
1
,4

3
5

影
響

要
因

・
講

座
の

内
容

・
子

ど
も

の
要

因
・
親

の
要

因
（
育

児
不

安
な

ど
）

・
核

家
族

、
孤

立
感

・
経

済
情

勢

・
経

済
情

勢
・
法

整
備

の
強

化
・
経

済
情

勢
0

0
0

0

R
6

6
年

度
R

4

0
0

②
活

動
（
ア

ウ
ト

プ
ッ

ト
）

※
区

が
行

う
直

接
の

活
動

③
直

接
成

果
（
②

の
活

動
の

直
接

的
な

結
果

）
④

中
間

成
果

（
③

の
成

果
が

伸
び

た
ら

、
ど

う
な

る
か

）

回

単
位

単
位

件
件 日 人 人

％ ‰

達
成

状
況

④
成

果
指

標

1
,0

5
4

影
響

要
因

影
響

要
因

最
終

目
標

R
4

R
5

1
,4

6
4

-

【
活

動
-
2
】

児
童

相
談

件
数

（
児

童
虐

待
通

告
以

外
の

養
護

相
談

・
育

成
相

談
・
そ

の
他

各
種

児
童

相
談

の
件

数
）

目
標

1
,3

9
0

1
,2

3
1

1
1
0
7

や
や

遅
れ

て
い

る

【
直

接
成

果
-
2
】

養
育

支
援

訪
問

日
数

（
ほ

っ
と

ほ
ー

む
協

力
員

、
事

業
者

に
よ

る
育

児
・
家

事
支

援
）

7
3
%

1
3
3
%

【
活

動
-
1
】

児
童

虐
待

通
告

受
理

件
数

目
標

1
,1

0
0

1
,1

8
1

1
,3

4
1

達
成

達
成

率

実
績

【
直

接
成

果
-
１

】
児

童
虐

待
該

当
件

数
【
低

減
目

標
】

件 件

達
成

率
1
3
0
%

9
9

達
成

率
1
0
0
%

9
3
%

6
7
%

5
9
%

や
や

遅
れ

て
い

る
実

績
1
,1

1
1

9
5
1

-
実

績
1
,3

0
1

1
,2

0
7

1
,3

0
0

1
,3

0
0

1
3
0
0

外
的
な
要
因

大
行
政
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
要
素

大

Ⅲ　重点プロジェクト事業 事業別評価の反映結果

- 38 -



【
評

価
結

果
・
提

言
を

受
け

て
の

取
組

】
（
反

映
結

果
）

【
全

体
評

価
の

経
年

動
向

】

R
5

庁
内

評
価

結
果

4
4

4
3
.5

区
民

評
価

結
果

4

評
価

結
果

全
体

評
価

反
映

結
果

・
反

映
状

況

【
目

標
・
成

果
の

達
成

度
へ

の
評

価
】

　
要

保
護

児
童

対
策

地
域

協
議

会
に

つ
い

て
、

開
催

回
数

も
増

加
し

て
い

る
こ

と
に

加
え

、
特

に
、

個
々

の
具

体
的

ケ
ー

ス
に

つ
い

て
関

係
機

関
で

話
し

合
う

個
別

会
議

を
充

実
さ

せ
て

き
た

点
を

評
価

す
る

。
一

方
で

、
児

童
虐

待
通

告
受

理
件

数
、

該
当

件
数

と
も

に
件

数
が

大
き

く
伸

び
て

い
る

。
専

門
機

関
や

地
域

と
連

携
し

て
支

援
に

当
た

れ
る

と
い

う
点

に
お

い
て

は
、

水
面

下
に

隠
れ

ず
に

表
出

し
て

い
る

と
も

言
え

る
が

、
未

然
防

止
の

観
点

か
ら

は
、

養
育

支
援

の
推

進
に

向
け

さ
ら

な
る

強
化

・
工

夫
が

必
要

と
考

え
る

。

【
今

後
の

事
業

の
予

定
・
方

向
性

へ
の

評
価

】
　

児
童

相
談

所
へ

の
職

員
派

遣
と

分
室

設
置

は
、

人
材

育
成

と
連

携
強

化
の

両
面

を
考

慮
し

つ
つ

、
中

長
期

的
に

足
立

区
の

対
応

力
向

上
（
ス

キ
ル

ア
ッ

プ
）
を

目
指

す
こ

と
で

、
子

ど
も

家
庭

総
合

支
援

拠
点

と
し

て
の

機
能

を
高

め
て

い
く
、

と
い

う
流

れ
に

期
待

す
る

。
　

虐
待

予
防

啓
発

は
重

要
施

策
の

た
め

継
続

し
て

取
り

組
む

べ
き

で
、

さ
ら

に
強

化
し

て
い

く
必

要
が

あ
る

と
考

え
る

。
そ

の
た

め
、

現
在

実
施

し
て

い
る

周
知

・
啓

発
講

座
、

キ
ャ

ン
ペ

ー
ン

の
効

果
検

証
を

行
い

、
事

業
の

あ
り

方
や

見
直

し
に

つ
い

て
の

検
討

を
進

め
て

も
ら

い
た

い
。

児
童

生
徒

へ
の

周
知

、
状

況
把

握
等

に
関

し
て

は
、

C
４

ｔｈ
の

活
用

も
一

手
と

考
え

る
。

ま
た

、
心

理
職

、
保

健
師

を
含

む
人

員
の

適
正

配
置

は
組

織
の

あ
り

方
検

討
で

長
期

的
な

計
画

が
策

定
さ

れ
て

い
る

た
め

、
人

材
育

成
面

の
考

慮
を

し
つ

つ
計

画
の

実
現

性
を

高
め

て
ほ

し
い

。

3
.5

・
虐

待
の

未
然

防
止

の
た

め
、

引
き

続
き

Ｎ
Ｐ

Ｏ
や

地
域

の
協

力
員

を
は

じ
め

と
し

た
関

係
機

関
と

の
連

携
強

化
に

努
め

る
と

と
も

に
、

新
た

な
養

育
支

援
の

担
い

手
を

増
や

せ
る

よ
う

地
域

資
源

の
発

掘
を

行
っ

て
い

く
。

・
虐

待
予

防
啓

発
と

し
て

「
イ

ラ
イ

ラ
し

な
い

子
育

て
講

座
」
「
完

璧
な

親
な

ん
て

い
な

い
」
な

ど
に

つ
い

て
は

、
参

加
者

の
ア

ン
ケ

ー
ト

を
も

と
に

、
曜

日
の

設
定

を
変

更
し

て
よ

り
多

く
の

区
民

に
参

加
い

た
だ

け
る

よ
う

見
直

し
を

行
っ

た
。

　
ま

た
、

オ
レ

ン
ジ

リ
ボ

ン
キ

ャ
ン

ペ
ー

ン
で

は
、

駅
頭

配
布

場
所

を
前

年
よ

り
１

駅
追

加
し

た
他

、
六

町
駅

と
北

千
住

駅
で

は
配

布
時

間
を

平
日

の
通

勤
時

間
帯

に
行

う
等

、
見

直
し

を
行

っ
て

い
る

。
　

こ
れ

ら
の

結
果

を
検

証
し

、
来

年
度

に
向

け
よ

り
効

果
的

な
事

業
の

あ
り

方
を

模
索

し
て

い
く
。

【
区

民
評

価
委

員
会

の
評

価
】
（
３

次
評

価
）

反
映

結
果

の
評

価
目

標
・
成

果
の

達
成

度
へ

の
評

価
今

後
の

事
業

の
予

定
、

方
向

性
へ

の
評

価
全

体
評

価

反
映

結
果

達
成

度

方
向

性
R

2
R

3
R

4

【
所

属
の

自
己

分
析

】
（
一

次
評

価
）

指
標

分
析

課
題

分
析

今
後

の
事

業
の

予
定

（
短

期
）
・
方

向
性

（
中

・
長

期
）

【
活

動
-
1
、

成
果

-
1
】

　
児

童
虐

待
通

告
受

理
件

数
、

児
童

虐
待

該
当

件
数

と
も

に
、

大
幅

に
増

加
し

た
令

和
４

年
度

の
実

績
を

さ
ら

に
上

回
る

結
果

と
な

っ
た

（
虐

待
該

当
件

数
は

低
減

を
目

指
し

て
い

る
た

め
、

目
標

未
達

成
）
。

虐
待

を
発

見
し

た
場

合
に

お
け

る
通

告
義

務
の

意
識

が
社

会
的

に
高

ま
っ

て
い

る
こ

と
が

背
景

に
あ

る
。

【
活

動
-
2
、

成
果

-
2
】

　
児

童
相

談
件

数
は

目
標

の
件

数
に

は
到

達
せ

ず
、

1
,0

0
0
件

を
下

回
る

の
は

平
成

2
5
年

度
の

実
績

以
来

と
な

っ
た

。
養

育
支

援
訪

問
日

数
も

目
標

に
は

到
達

で
き

な
か

っ
た

が
、

児
童

相
談

件
数

あ
た

り
の

訪
問

日
数

は
前

年
度

よ
り

も
多

く
な

っ
て

お
り

、
支

援
に

厚
み

を
も

た
せ

る
こ

と
が

で
き

た
。

【
活

動
-
3
、

成
果

-
3
】

　
要

保
護

児
童

対
策

地
域

協
議

会
の

開
催

回
数

及
び

地
区

連
絡

会
議

の
参

加
人

数
と

も
目

標
を

達
成

す
る

こ
と

が
で

き
た

。
定

期
実

施
を

す
る

実
務

者
会

議
に

く
わ

え
、

個
々

の
具

体
的

ケ
ー

ス
に

つ
い

て
関

係
機

関
で

話
し

合
う

個
別

会
議

が
増

加
し

た
こ

と
で

開
催

回
数

が
目

標
数

に
達

し
て

い
る

。
ま

た
今

年
度

は
数

年
ぶ

り
に

対
面

開
催

を
行

い
、

関
係

機
関

と
の

連
携

を
図

る
こ

と
が

で
き

た
。

【
活

動
-
4
、

成
果

-
4
】

　
令

和
２

年
以

降
、

コ
ロ

ナ
禍

で
中

止
し

て
い

た
オ

レ
ン

ジ
リ

ボ
ン

キ
ャ

ン
ペ

ー
ン

を
開

催
し

、
民

生
児

童
委

員
他

関
係

者
と

協
力

し
児

童
虐

待
防

止
啓

発
を

行
っ

た
こ

と
で

目
標

を
達

成
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

一
方

、
講

座
の

参
加

人
数

が
コ

ロ
ナ

禍
前

ま
で

回
復

せ
ず

低
調

に
推

移
し

て
い

る
。

【
活

動
-
1
、

成
果

-
1
】

　
通

告
件

数
の

う
ち

、
実

際
に

虐
待

に
該

当
す

る
と

判
断

さ
れ

る
ケ

ー
ス

が
9
0
%
を

超
え

て
お

り
、

虐
待

の
疑

い
が

強
い

ほ
ど

通
告

が
な

さ
れ

て
い

る
が

、
虐

待
の

疑
い

が
低

い
場

合
に

は
積

極
的

に
通

告
し

て
い

な
い

と
い

う
こ

と
で

も
あ

る
。

少
し

で
も

虐
待

の
疑

い
か

あ
る

場
合

に
は

積
極

的
に

通
告

す
る

よ
う

更
な

る
周

知
が

必
要

で
あ

る
。

【
活

動
-
2
、

成
果

-
2
】

　
養

育
支

援
は

保
護

者
自

身
が

適
切

に
児

童
を

養
育

で
き

る
よ

う
に

す
る

こ
と

を
目

的
と

し
て

い
る

。
家

政
婦

の
よ

う
な

役
割

を
望

む
保

護
者

に
対

し
、

事
業

の
主

旨
を

理
解

し
て

も
ら

う
か

が
課

題
で

あ
る

。

【
活

動
-
3
、

成
果

-
3
】

　
国

が
定

め
た

「
市

町
村

子
ど

も
家

庭
支

援
指

針
」
に

基
づ

き
、

す
べ

て
の

子
ど

も
及

び
妊

産
婦

等
の

福
祉

に
関

し
、

必
要

な
支

援
に

係
る

業
務

全
般

を
行

う
こ

と
が

求
め

ら
れ

て
い

る
。

特
に

、
「
要

保
護

児
童

対
策

調
整

機
関

」
と

し
て

、
要

保
護

児
童

等
に

対
す

る
支

援
の

実
施

状
況

を
把

握
し

、
関

係
機

関
等

と
の

連
絡

調
整

を
行

う
役

割
を

よ
り

一
層

担
っ

て
い

く
必

要
が

あ
る

。

【
活

動
-
4
、

成
果

-
4
】

　
オ

レ
ン

ジ
リ

ボ
ン

キ
ャ

ン
ペ

ー
ン

で
啓

発
グ

ッ
ズ

を
駅

頭
で

配
布

し
た

が
、

以
前

に
比

べ
受

取
り

を
拒

否
さ

れ
る

こ
と

が
多

く
な

っ
た

。
講

座
の

参
加

人
数

と
併

せ
て

、
事

業
の

あ
り

方
を

工
夫

し
な

が
ら

、
関

係
機

関
と

連
携

し
、

児
童

虐
待

の
予

防
、

早
期

発
見

、
再

発
防

止
に

向
け

た
取

り
組

み
を

継
続

す
る

。

【
短

期
】

　
児

童
虐

待
防

止
を

推
進

す
る

た
め

、
S
N

S
や

メ
ー

ル
配

信
を

含
め

情
報

発
信

を
引

き
続

き
行

う
。

保
護

者
に

は
、

区
が

新
規

作
成

し
た

面
前

D
V

（
心

理
的

虐
待

）
防

止
用

リ
ー

フ
レ

ッ
ト

を
活

用
し

、
支

援
の

効
率

化
を

図
る

。
子

ど
も

に
対

し
て

は
、

前
年

度
に

続
き

豆
本

（
フ

リ
ー

ダ
イ

ヤ
ル

キ
ッ

ズ
ラ

イ
ン

）
を

全
区

立
小

学
４

年
生

お
よ

び
中

学
１

年
生

に
配

布
し

相
談

方
法

の
周

知
に

努
め

る
。

関
係

機
関

に
は

、
実

務
者

用
「
児

童
虐

待
予

防
・
養

育
支

援
マ

ニ
ュ

ア
ル

」
抜

粋
版

を
継

続
配

布
す

る
。

【
中

・
長

期
】

・
児

童
虐

待
予

防
啓

発
事

業
を

継
続

す
る

。
・
児

童
相

談
所

へ
の

職
員

派
遣

を
継

続
し

な
が

ら
、

区
の

児
童

虐
待

に
係

る
対

応
力

も
向

上
さ

せ
て

い
く
。

・
児

童
相

談
所

に
分

室
を

設
置

し
、

連
携

の
強

化
に

努
め

る
。

・
子

ど
も

家
庭

総
合

支
援

拠
点

と
し

て
の

機
能

を
高

め
る

た
め

、
心

理
職

、
保

健
師

を
含

め
、

適
正

な
人

員
配

置
や

育
成

、
関

係
機

関
と

の
連

携
に

努
め

る
。

・
子

育
て

世
代

包
括

支
援

セ
ン

タ
ー

と
の

一
体

的
な

支
援

を
行

え
る

よ
う

関
係

機
関

と
連

携
し

家
庭

を
保

護
者

ご
と

支
え

、
子

ど
も

が
家

庭
で

安
心

・
安

全
に

暮
ら

せ
る

よ
う

支
援

し
て

い
く
。

・
子

ど
も

家
庭

庁
の

動
向

に
注

視
し

、
適

切
な

対
応

を
図

っ
て

い
く
。

・
国

が
目

指
す

「
こ

ど
も

家
庭

セ
ン

タ
ー

」
に

沿
う

よ
う

な
形

で
児

童
福

祉
部

門
と

母
子

保
健

部
門

の
連

携
を

図
っ

て
い

く
。

【
庁

内
評

価
委

員
会

の
評

価
】
（
２

次
評

価
）

S
T
E
P
1

S
T
E
P
2 S
T
E
P
3

S
T
E
P
4

評
価

中
止

評
価

対
象
外

評
価

対
象
外

Ⅲ　重点プロジェクト事業 事業別評価の反映結果
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【
ロ

ジ
ッ

ク
モ

デ
ル

・
指

標
の

達
成

度
】

単
位

：
千

円
■

令
和

５
年

度
事

業
費

支
出

内
訳

（
上

位
３

事
業

）

(1
)

(2
)

(3
)

 

年
度

目
標

目
標

実
績

達
成

率

目
標

目
標

税
外

収
入

事
業

費
(a

)

人
件

費
(b

)
内

訳

国
庫

負
担

金
・
補

助
金

受
益

者
負

担
金

対
応

す
る

予
算

事
業

名
ひ

と
り

親
家

庭
総

合
支

援
事

業

⑥
重

点
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
共

通
の

成
果

（
⑤

最
終

成
果

（
理

想
）
が

伸
び

た
ら

こ
う

な
る

）

区
政

全
体

に
対

す
る

区
民

の
満

足
度

　
6
7
％

主
な

内
容

主
な

内
容

主
な

内
容

6
5
,
4
2
9

5
3
,
8
0
8

4
1
,
8
3
7

6
5
,
4
2
9

就
労

支
援

事
業

費

相
談

・
情

報
提

供
の

事
業

費

交
流

事
業

費

千
円

千
円

千
円

2
2
,4

1
0

4
4
,
9
3
4

4
4
,
9
8
7

総
事

業
費

(a
+
b)

9
8
,
7
4
2

相
談

事
業

8
6
,
8
2
4

窓
口

や
電

話
、

メ
ー

ル
等

の
他

、
オ

ン
ラ

イ
ン

や
訪

問
で

の
対

応
を

行
う

こ
と

で
、

孤
立

化
が

危
惧

さ
れ

る
ひ

と
り

親
世

帯
へ

の
支

援
を

強
化

し
て

い
る

。

Ｓ
Ｄ

Ｇ
s関

連
す

る
ゴ

ー
ル

・
タ

ー
ゲ

ッ
ト

に
対

す
る

貢
献

状
況

ひ
と

り
親

家
庭

の
貧

困
を

な
く
し

て
い

く
こ

と
を

目
指

す

事 業 の 概 要

・
　

非
正

規
雇

用
の

ひ
と

り
親

の
就

労
に

よ
る

自
立

・
　

非
正

規
雇

用
の

ひ
と

り
親

の
孤

立
防

止
に

よ
る

安
心

感

ひ
と

り
親

家
庭

の
自

立
を

支
援

し
、

子
育

て
や

生
活

の
安

定
に

向
け

、
交

流
・
相

談
・
就

労
支

援
事

業
を

柱
立

て
と

し
た

総
合

的
な

支
援

を
行

う
。

9
,3

5
4

4
,1

8
1

実
施

済

実
施

済
他

の
イ

ベ
ン

ト
と

の
重

複
を

避
け

て
の

開
催

や
、

フ
ー

ド
パ

ン
ト

リ
ー

を
同

時
開

催
す

る
な

ど
、

参
加

者
数

増
に

つ
な

が
る

よ
う

工
夫

し
た

。

対
象

※
　

そ
の

他
の

場
合

記
入

昨
年

度
の

反
映

結
果

に
対

す
る

取
組

状
況

区
民

影
響

要
因

・
コ

ロ
ナ

感
染

症
の

５
類

移
行

・
ひ

と
り

親
向

け
仕

事
情

報
量

・
国

の
制

度
変

更

【
活

動
-
3
】

ひ
と

り
親

家
庭

等
か

ら
受

け
た

延
べ

相
談

件
数

(窓
口

､電
話

､メ
ー

ル
、

訪
問

)

目
標

9
0
0

9
7
0

9
4
0

や
や

順
調

件
実

績
9
7
0

9
3
9

-

達
成

率
1
0
8
%

9
7
%

2
0

達
成

率
1
2
1
%

1
0
0
%

6
5
%

1
4
0
%

達
成

実
績

1
9
4

1
9
0

1
6
0

1
9
0

2
0
0

達
成

【
中

間
成

果
-
2
】

ひ
と

り
親

家
庭

向
け

就
労

支
援

事
業

を
活

用
し

て
正

規
就

労
に

つ
な

が
っ

た
人

数

2
0

-
実

績
1
3

達
成

率

1
4

-

3
4
%

目
標

4
8
0

実
績

1
6
4

3
7

-

件

1
0

実
績

4
7

3
7

-

達
成

率
1
3
4
%

7
7
%

2
3
6

1
9
2

2
4
0

達
成

達
成

率

【
活

動
-
1
】

ひ
と

り
親

家
庭

向
け

交
流

事
業

年
間

実
施

回
数

（
サ

ロ
ン

豆
の

木
等

）

目
標

4
0

3
8

3
8

順
調

達
成

率

実
績

【
直

接
成

果
-
１

】
ひ

と
り

親
家

庭
向

け
交

流
事

業
年

間
参

加
世

帯
数

(延
べ

）

回

R
5

R
6

年
度

単
位

R
5

目
標

達
成

状
況

③
成

果
指

標
年

度
R

4

令
和

６
年

度
重

点
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
事

業
評

価
調

書
（
令

和
５

年
度

事
業

分
）

視
点

再
掲

く
ら

し
重

点
目

標
②

妊
娠

か
ら

出
産

・
子

育
て

ま
で

切
れ

目
な

く
支

え
る

重
点

項
目

子
育

て
不

安
の

解
消

記
入

所
属

ひ
と

福
祉

部
親

子
支

援
課

事
業

係

事
業

名
№

1
3
「
ひ

と
り

親
家

庭
総

合
支

援
事

業
」

協
働 ・

協
創

保
健

予
防

課
、

パ
ー

ク
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

推
進

課
、

住
宅

課
、

子
ど

も
の

貧
困

対
策

・
若

年
者

支
援

課
、

Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
関

連
す

る
ゴ

ー
ル

・
タ

ー
ゲ

ッ
ト

目
標
に
直
結

①
投

入
資

源
（
イ

ン
プ

ッ
ト

）

年
度

４
年

度
５

年
度

６
年

度

項
目

取
組

状
況

具
体

的
に

目
的

（
⑤

最
終

成
果

（
理

想
）
）

交
流

事
業

内
容

4
4
,
3
1
7

3
1
,
1
4
9

0

0

R
6

6
年

度
R

4

0
0

②
活

動
（
ア

ウ
ト

プ
ッ

ト
）

※
区

が
行

う
直

接
の

活
動

③
直

接
成

果
（
②

の
活

動
の

直
接

的
な

結
果

）
④

中
間

成
果

（
③

の
成

果
が

伸
び

た
ら

、
ど

う
な

る
か

）

達
成

状
況

④
成

果
指

標

【
事

業
の

概
要

】
１

　
ひ

と
り

親
家

庭
等

向
け

交
流

事
業

の
実

施
【
活

動
-
1
】

２
　

ひ
と

り
親

家
庭

等
向

け
就

労
支

援
事

業
の

実
施

【
活

動
-
2
】

３
　

ひ
と

り
親

家
庭

等
向

け
相

談
事

業
の

実
施

【
活

動
-
3
】

※
す

べ
て

「
ひ

と
り

親
家

庭
総

合
支

援
事

業
」

１
　

ひ
と

り
親

家
庭

の
家

族
を

交
え

た
交

流
が

増
え

る
  

  
【
活

動
-
1
、

活
動

-
3
】

２
　

ひ
と

り
親

で
就

労
や

転
職

に
向

け
て

技
能

習
得

を
目

指
す

人
が

増
え

る
  

  
【
活

動
-
2
、

活
動

-
3
】

３
　

ひ
と

り
親

家
庭

等
か

ら
の

相
談

が
増

え
る

【
活

動
-
3
】

１
　

ひ
と

り
親

家
庭

同
士

の
つ

な
が

り
が

で
き

、
孤

立
化

を
防

げ
る

２
　

ひ
と

り
親

家
庭

が
経

済
的

に
自

立
で

き
る

ひ
と

り
親

家
庭

が
自

立
し

、
子

育
て

や
生

活
が

安
定

す
る

単
位

②
活

動
指

標
実

績

影
響

要
因

影
響

要
因

最
終

目
標

⑤
最

終
成

果
（
理

想
）

R
6

年
度

実
績

目
標

達
成

状
況

⑤
成

果
指

標

・
コ

ロ
ナ

禍
の

収
束

の
講

座
等

開
催

・
国

の
制

度
変

更
・
家

庭
状

況
の

変
更

・
ア

ン
ケ

ー
ト

回
答

者
の

状
況

実
績

目
標

R
4

R
5

4
5

や
や

遅
れ

て
い

る

【
最

終
成

果
】

児
童

扶
養

手
当

を
受

給
し

て
い

る
母

子
世

帯
の

正
規

雇
用

率
6
2

5
6

-

8
9
%

7
0

7
0

7
0

8
0
%

達
成

率

単
位

単
位

％

9
7
%

3
5

-

【
活

動
-
2
】

仕
事

に
関

す
る

豆
の

木
メ

ー
ル

等
情

報
発

信
数

目
標

3
5

4
8

4
0

や
や

順
調

【
直

接
成

果
-
2
】

ひ
と

り
親

家
庭

向
け

就
労

支
援

事
業

を
活

用
し

た
人

数

1
2
3
%

8
8
%

世
帯

数

人
数

％

人
数

-
実

績

【
中

間
成

果
-
1
】

相
談

後
に

気
持

ち
が

前
向

き
・ﾌ

ﾟﾗ
ｽ

に
な

っ
た

人
の

割
合

外
的
な
要
因

大
行
政
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
要
素

大
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【
評

価
結

果
・
提

言
を

受
け

て
の

取
組

】
（
反

映
結

果
）

【
全

体
評

価
の

経
年

動
向

】

4
3
.5

3
3

区
民

評
価

結
果

4
2

【
目

標
・
成

果
へ

の
達

成
度

の
評

価
】

・
「
相

談
」
「
交

流
」
「
就

労
」
の

3
本

柱
に

よ
る

ひ
と

り
親

家
庭

支
援

事
業

を
展

開
し

、
ひ

と
り

親
の

就
労

に
よ

る
自

立
と

孤
立

防
止

を
図

っ
て

い
る

。
親

向
け

の
支

援
だ

け
で

な
く
、

ス
ペ

シ
ャ

ル
サ

ロ
ン

な
ど

子
ど

も
が

楽
し

め
る

体
験

型
事

業
を

職
員

の
手

で
開

催
し

て
い

る
点

を
評

価
す

る
。

今
後

も
親

と
子

ど
も

双
方

へ
の

支
援

を
継

続
し

て
も

ら
い

た
い

。
・
[活

動
-
2
]の

達
成

率
が

前
年

度
よ

り
低

下
し

て
い

る
。

こ
の

指
標

は
、

す
で

に
支

援
に

繋
が

っ
て

い
る

利
用

者
に

対
し

て
応

援
ア

プ
リ

や
豆

の
木

メ
ー

ル
を

活
用

し
た

情
報

発
信

の
件

数
で

あ
る

が
、

目
標

に
達

し
な

か
っ

た
原

因
分

析
と

今
後

の
積

極
的

な
情

報
発

信
が

必
要

で
あ

る
と

考
え

る
。

一
方

、
支

援
に

繋
が

っ
て

い
な

い
対

象
者

に
対

す
る

支
援

と
し

て
、

訪
問

や
電

話
に

よ
る

ア
プ

ロ
ー

チ
を

行
っ

て
い

る
と

の
こ

と
だ

が
、

そ
れ

ら
の

取
組

み
に

よ
り

支
援

に
繋

が
っ

た
方

の
実

績
を

分
析

し
、

事
業

を
知

ら
な

い
方

に
対

し
て

も
必

要
な

支
援

が
届

く
よ

う
に

周
知

を
工

夫
し

て
は

ど
う

か
。

・
就

労
支

援
事

業
活

用
人

数
1
9
0
名

に
対

し
て

、
正

規
就

労
に

つ
な

が
っ

た
人

数
が

1
4
名

で
あ

り
1
割

に
も

満
た

な
い

状
況

で
あ

る
。

利
用

者
ア

ン
ケ

ー
ト

を
実

施
す

る
な

ど
し

て
利

用
者

の
ニ

ー
ズ

を
的

確
に

つ
か

む
よ

う
に

努
め

、
区

と
し

て
で

き
る

支
援

の
充

実
を

図
っ

て
も

ら
い

た
い

。
【
今

後
の

事
業

の
予

定
・
方

向
性

へ
の

評
価

】
事

業
の

最
終

目
標

と
し

て
「
就

労
に

よ
る

自
立

」
を

掲
げ

る
中

で
、

「
ひ

と
り

親
向

け
手

当
の

所
得

制
限

内
で

就
労

を
抑

え
る

方
が

多
い

」
と

い
う

傾
向

が
あ

る
の

で
あ

れ
ば

、
根

本
か

ら
意

識
を

変
え

て
い

く
た

め
の

取
組

み
や

事
業

の
さ

ら
な

る
周

知
が

必
要

で
は

な
い

か
。

ま
た

、
父

子
家

庭
の

方
で

も
利

用
し

や
す

い
場

所
や

雰
囲

気
づ

く
り

を
工

夫
し

、
広

く
支

援
が

行
き

渡
る

よ
う

取
り

組
ん

で
も

ら
い

た
い

。

3
別

紙
の

と
お

り
。

【
区

民
評

価
委

員
会

の
評

価
】
（
３

次
評

価
）

反
映

結
果

の
評

価
目

標
・
成

果
の

達
成

度
へ

の
評

価
今

後
の

事
業

の
予

定
、

方
向

性
へ

の
評

価
全

体
評

価

・
相

談
事

業
に

つ
い

て
は

，
ひ

と
り

親
世

帯
の

孤
立

化
を

防
ぐ

た
め

に
，

窓
口

や
電

話
，

メ
ー

ル
と

い
っ

た
従

来
の

方
法

に
加

え
，

オ
ン

ラ
イ

ン
と

訪
問

と
い

う
新

た
な

方
法

を
取

り
入

れ
た

こ
と

は
評

価
で

き
る

。
・
就

労
支

援
事

業
に

つ
い

て
は

，
希

望
が

増
え

て
き

て
い

る
在

宅
就

業
に

関
す

る
支

援
の

強
化

を
目

指
し

て
い

る
と

の
こ

と
だ

が
，

具
体

的
な

取
り

組
み

を
確

認
す

る
こ

と
は

で
き

な
か

っ
た

。
・
交

流
事

業
に

つ
い

て
は

，
参

加
者

増
加

に
向

け
て

，
他

の
イ

ベ
ン

ト
と

の
重

複
を

避
け

て
の

開
催

や
，

フ
ー

ド
パ

ン
ト

リ
ー

の
同

時
開

催
と

い
う

工
夫

を
し

た
こ

と
は

一
定

の
評

価
が

で
き

る
。

・
各

指
標

に
つ

い
て

は
，

【
中

間
成

果
-
1
】
を

除
い

て
，

目
標

達
成

状
況

が
「
や

や
順

調
」

か
ら

「
達

成
」
と

な
っ

て
お

り
，

そ
の

点
に

つ
い

て
は

一
定

の
評

価
が

で
き

る
。

し
か

し
目

標
の

設
定

方
法

に
つ

い
て

は
疑

問
が

残
る

。
事

業
名

称
が

ひ
と

り
親

家
庭

総
合

支
援

事
業

で
あ

る
も

の
の

，
対

象
が

限
定

的
で

あ
る

取
り

組
み

が
多

い
印

象
を

受
け

た
。

さ
ら

に
想

定
さ

れ
る

対
象

者
数

か
ら

設
定

さ
れ

て
い

る
目

標
数

値
も

不
明

瞭
で

あ
る

印
象

を
受

け
た

。
以

下
に

各
指

標
に

つ
い

て
示

す
。

―
【
活

動
-
2
】
の

達
成

状
況

は
「
や

や
順

調
」
で

あ
る

も
の

の
，

情
報

発
信

数
は

前
年

度
か

ら
1
0
件

減
少

し
て

い
る

。
ヒ

ア
リ

ン
グ

の
場

で
前

年
度

目
標

達
成

が
で

き
た

要
因

に
つ

い
て

「
厚

生
労

働
省

・
東

京
都

の
就

労
支

援
に

関
す

る
講

座
情

報
な

ど
発

信
で

き
る

情
報

数
が

多
か

っ
た

た
め

」
と

あ
っ

た
が

，
担

当
所

管
で

統
制

で
き

な
い

部
分

が
大

き
い

指
標

を
採

用
す

る
こ

と
に

疑
問

が
あ

る
。

踏
み

込
ん

で
言

う
と

，
「
情

報
を

取
っ

て
く

る
」こ

と
は

も
ち

ろ
ん

重
要

な
取

り
組

み
で

は
あ

る
が

，
他

方
「
情

報
を

創
る

」こ
と

も
大

切
な

取
り

組
み

で
あ

ろ
う

。
設

定
し

た
指

標
の

目
標

に
対

し
て

達
成

す
る

努
力

を
切

に
望

む
。

―
【
活

動
-
3
】
の

達
成

状
況

は
「
順

調
」
で

あ
る

も
の

の
，

足
立

区
内

の
ひ

と
り

親
世

帯
は

3
1
，

5
6
5
世

帯
あ

る
こ

と
を

踏
ま

え
る

と
，

目
標

と
し

て
い

る
相

談
件

数
9
7
0
件

と
い

う
数

値
は

適
切

な
の

だ
ろ

う
か

。
前

年
度

の
実

績
を

踏
ま

え
る

こ
と

は
も

ち
ろ

ん
だ

が
，

目
標

の
設

定
方

法
に

つ
い

て
も

再
検

討
し

て
い

た
だ

き
た

い
。

―
【
中

間
成

果
-
1
】
は

実
績

が
年

々
低

下
し

て
お

り
，

成
果

が
で

て
い

る
と

は
言

い
が

た
い

。
し

か
し

そ
の

要
因

に
つ

い
て

は
ヒ

ア
リ

ン
グ

の
場

で
明

確
な

回
答

が
得

ら
れ

ず
，

強
い

問
題

意
識

も
示

さ
れ

な
か

っ
た

印
象

で
あ

る
。

な
お

，
こ

の
指

標
に

つ
い

て
は

，
相

談
者

の
言

葉
の

中
に

含
ま

れ
る

前
向

き
な

言
葉

の
有

無
で

算
出

し
て

い
る

と
の

こ
と

で
あ

っ
た

が
，

ア
ン

ケ
ー

ト
の

実
施

な
ど

定
量

評
価

と
し

て
適

切
な

方
法

を
検

討
し

て
い

た
だ

き
た

い
。

―
【
中

間
成

果
-
2
】
に

つ
い

て
は

目
標

を
達

成
し

て
い

る
も

の
の

，
就

労
支

援
事

業
を

活
用

し
て

い
る

1
9
0
名

に
対

し
て

1
4
名

と
す

る
と

そ
の

数
は

少
な

く
，

成
果

が
十

分
に

上
が

っ
て

い
る

と
は

言
い

難
い

。
し

か
し

そ
の

要
因

に
つ

い
て

も
ヒ

ア
リ

ン
グ

の
場

で
明

確
な

説
明

は
得

ら
れ

な
か

っ
た

。
国

や
都

の
取

り
組

み
を

用
い

て
い

た
り

，
ハ

ロ
ー

ワ
ー

ク
と

連
携

を
し

て
い

た
り

と
の

こ
と

で
あ

っ
た

が
，

連
携

を
す

る
こ

と
は

重
要

な
こ

と
で

あ
る

と
考

え
る

一
方

，
担

当
所

管
と

し
て

何
に

取
り

組
み

，
ど

の
よ

う
な

成
果

を
上

げ
，

そ
の

要
因

を
ど

の
よ

う
に

分
析

し
て

い
る

か
に

つ
い

て
も

さ
ら

な
る

説
明

を
求

め
た

い
。

・
相

談
・
就

労
支

援
・
交

流
の

3
本

柱
で

取
り

組
ん

で
い

る
事

業
で

あ
る

。
コ

ロ
ナ

禍
な

ど
の

状
況

の
変

化
や

法
改

正
な

ど
に

対
応

し
て

，
今

後
の

事
業

予
定

を
計

画
し

て
い

る
点

は
評

価
で

き
る

。
・
ま

た
2
年

に
1
度

改
訂

さ
れ

て
い

る
「
ひ

と
り

親
家

庭
の

く
ら

し
に

役
立

つ
応

援
B

O
O

K
」
は

ひ
と

り
親

世
帯

に
必

要
な

情
報

が
広

く
掲

載
さ

れ
て

お
り

高
く
評

価
で

き
る

。
・
一

方
ひ

と
り

親
世

帯
支

援
に

つ
い

て
，

足
立

区
と

し
て

の
中

・
長

期
的

な
方

向
性

の
提

示
は

見
ら

れ
な

か
っ

た
。

年
々

増
加

し
て

い
る

ひ
と

り
親

世
帯

の
現

状
と

課
題

の
分

析
が

十
分

で
な

く
，

対
応

が
で

き
て

い
る

と
は

言
い

難
い

。
特

に
，

事
業

対
象

者
の

不
明

瞭
さ

と
，

当
事

者
の

声
の

反
映

に
つ

い
て

は
再

検
討

を
期

待
し

た
い

。
－

ま
ず

事
業

対
象

の
不

明
瞭

さ
に

つ
い

て
だ

が
，

本
事

業
は

ひ
と

り
親

家
庭

総
合

支
援

事
業

で
あ

る
が

，
ひ

と
り

親
の

就
労

に
よ

る
自

立
と

い
う

目
的

が
重

視
さ

れ
て

い
る

た
め

か
，

タ
ー

ゲ
ッ

ト
と

し
て

い
る

対
象

が
児

童
扶

養
手

当
を

受
給

し
て

い
る

4
,5

0
0
か

ら
6
,5

0
0
人

（
程

度
）

と
し

て
い

る
取

り
組

み
が

多
く
，

区
内

の
ひ

と
り

親
世

帯
が

3
1
,5

6
5
世

帯
で

あ
る

こ
と

を
考

え
る

と
，

こ
の

事
業

が
ひ

と
り

親
世

帯
の

多
く
に

届
い

て
い

な
い

こ
と

が
予

想
さ

れ
る

。
取

り
組

み
に

よ
り

タ
ー

ゲ
ッ

ト
を

絞
る

こ
と

自
体

は
問

題
で

は
な

い
が

，
全

体
に

目
を

向
け

た
取

り
組

み
の

計
画

が
必

要
で

あ
る

と
考

え
る

。
－

ま
た

当
事

者
の

声
の

反
映

に
つ

い
て

は
，

相
談

・
就

労
支

援
・
交

流
の

い
ず

れ
に

つ
い

て
も

，
利

用
者

も
し

く
は

対
象

者
の

現
状

や
ニ

ー
ズ

を
明

ら
か

に
す

る
た

め
に

聴
き

取
り

を
実

施
し

，
実

現
に

向
け

た
手

立
て

の
検

討
に

注
力

さ
れ

る
こ

と
を

期
待

す
る

。
特

に
就

労
支

援
に

関
し

て
は

，
多

様
な

生
き

方
や

キ
ャ

リ
ア

プ
ラ

ン
が

存
在

す
る

だ
ろ

う
こ

と
を

念
頭

に
お

い
て

目
的

か
ら

見
直

す
必

要
が

あ
る

か
も

し
れ

な
い

。
そ

し
て

必
要

に
応

じ
て

区
独

自
の

取
り

組
み

を
計

画
す

べ
く
，

他
事

業
と

の
連

携
・
協

働
に

も
期

待
し

た
い

。

2
反

映
結

果

3
達

成
度 3

方
向

性
R

2
R

3
R

4
R

5

2
庁

内
評

価
結

果

【
所

属
の

自
己

分
析

】
（
一

次
評

価
）

指
標

分
析

課
題

分
析

今
後

の
事

業
の

予
定

（
短

期
）
・
方

向
性

（
中

・
長

期
）

【
活

動
-
1
】
【
直

接
成

果
-
1
】
に

つ
い

て
、

サ
ロ

ン
豆

の
木

（
相

談
支

援
型

）
は

５
７

→
１

０
３

世
帯

、
サ

ロ
ン

豆
の

木
（
企

画
型

）
は

９
４

→
１

１
８

世
帯

と
増

加
し

た
。

感
染

症
が

５
類

に
移

行
し

た
こ

と
に

よ
る

変
化

が
見

ら
れ

た
。

ス
ペ

シ
ャ

ル
サ

ロ
ン

に
つ

い
て

は
、

都
市

農
業

公
園

と
の

協
働

協
創

に
よ

り
、

令
和

５
年

度
は

里
芋

掘
り

体
験

を
開

催
し

、
１

３
→

１
５

世
帯

で
あ

っ
た

。
そ

れ
ぞ

れ
の

サ
ロ

ン
に

お
け

る
参

加
世

帯
数

が
増

加
し

た
こ

と
に

よ
り

、
全

体
と

し
て

大
幅

な
増

加
が

み
ら

れ
た

。

【
活

動
-
2
】
【
直

接
成

果
-
2
】
に

つ
い

て
、

区
開

催
の

パ
ソ

コ
ン

講
習

会
や

セ
ミ

ナ
ー

等
の

ほ
か

、
厚

生
労

働
省

・
東

京
都

の
就

活
支

援
や

相
談

会
・
講

座
情

報
な

ど
発

信
で

き
る

情
報

の
収

集
に

尽
力

し
た

が
、

目
標

の
達

成
に

は
至

ら
な

か
っ

た
。

【
活

動
-
3
】
に

つ
い

て
、

養
育

費
に

関
す

る
相

談
は

２
１

４
→

２
６

５
件

と
増

加
し

、
養

育
費

の
取

り
決

め
・
確

保
に

係
る

費
用

補
助

の
申

請
件

数
も

３
７

→
４

４
件

と
増

加
し

た
が

、
全

体
の

相
談

件
数

は
結

果
と

し
て

減
少

で
推

移
し

た
。

相
談

者
に

つ
い

て
は

、
離

婚
前

後
の

相
談

が
１

９
７

→
２

２
７

件
と

増
加

し
て

お
り

、
養

育
費

に
関

す
る

相
談

件
数

の
増

加
の

一
因

と
な

っ
て

い
る

と
考

え
ら

れ
る

。

　
離

婚
前

の
相

談
者

か
ら

の
相

談
時

に
、

既
に

ひ
と

り
親

と
な

っ
て

い
る

方
か

ら
の

話
を

聞
き

た
い

と
い

う
要

望
等

も
あ

る
こ

と
か

ら
、

生
活

・
仕

事
・
子

育
て

の
悩

み
を

相
談

し
た

り
、

情
報

交
換

が
で

き
る

交
流

事
業

（
サ

ロ
ン

豆
の

木
）

の
周

知
に

力
を

入
れ

て
い

く
と

と
も

に
、

ひ
と

り
親

や
離

婚
を

考
え

て
い

る
方

々
の

交
流

が
よ

り
一

層
深

ま
る

よ
う

な
企

画
に

し
て

い
く
必

要
が

あ
る

。

　
ひ

と
り

親
家

庭
は

、
子

育
て

と
生

計
の

維
持

（
仕

事
）
を

１
人

で
担

っ
て

お
り

、
時

間
的

な
制

約
が

厳
し

い
状

況
か

ら
、

非
正

規
等

を
選

択
さ

れ
る

こ
と

も
あ

る
。

当
課

に
お

け
る

就
労

支
援

以
外

に
も

、
ひ

と
り

親
向

け
の

就
労

支
援

制
度

は
多

数
あ

り
、

オ
ン

ラ
イ

ン
訓

練
を

含
め

、
個

々
の

ラ
イ

フ
ス

タ
イ

ル
に

合
っ

た
就

労
支

援
の

様
々

な
情

報
を

集
約

し
て

提
供

し
、

寄
り

添
っ

て
い

く
必

要
が

あ
る

。

　
相

談
支

援
（
豆

の
木

相
談

室
）
で

は
、

悩
み

や
不

安
の

聴
取

を
通

し
て

ひ
と

り
親

家
庭

の
問

題
や

ニ
ー

ズ
を

把
握

し
、

助
言

や
支

援
策

の
情

報
提

供
を

行
っ

て
い

る
。

今
般

の
法

改
正

に
伴

う
離

婚
後

共
同

親
権

に
よ

る
親

子
（
面

会
）

交
流

等
の

取
り

決
め

は
、

子
ど

も
の

利
益

・
福

祉
を

第
一

に
考

え
て

行
わ

れ
る

べ
き

も
の

で
あ

る
一

方
、

相
手

と
関

わ
り

た
く
な

い
と

の
理

由
や

Ｄ
Ｖ

や
児

童
虐

待
な

ど
の

事
情

が
存

在
す

る
こ

と
も

事
実

で
あ

り
、

専
門

的
か

つ
法

的
な

対
応

が
必

要
で

あ
る

。

【
今

後
の

事
業

の
予

定
（
短

期
）
】

　
交

流
事

業
（
サ

ロ
ン

豆
の

木
）
に

つ
い

て
は

、
コ

ロ
ナ

禍
の

収
束

を
受

け
、

各
地

で
再

開
さ

れ
て

い
る

様
々

な
イ

ベ
ン

ト
と

の
日

程
調

整
や

開
催

事
例

・
集

客
方

法
等

を
参

考
に

す
る

他
、

交
流

が
よ

り
進

む
よ

う
事

業
者

と
調

整
を

図
る

等
、

家
庭

で
は

で
き

な
い

体
験

や
経

験
、

親
子

で
楽

し
め

る
参

加
し

や
す

い
内

容
を

検
討

し
、

ひ
と

り
親

家
庭

を
孤

立
か

ら
守

り
、

生
活

や
就

労
の

支
援

に
つ

な
が

る
有

意
義

な
交

流
の

機
会

を
提

供
し

て
い

く
。

　
就

労
支

援
事

業
に

つ
い

て
は

、
ひ

と
り

親
手

当
受

給
者

あ
て

の
現

況
届

に
情

報
提

供
の

た
め

の
ア

プ
リ

や
メ

ー
ル

、
講

座
等

の
チ

ラ
シ

を
同

封
し

周
知

す
る

。
ま

た
、

個
別

相
談

で
は

、
個

々
の

家
庭

状
況

を
鑑

み
、

就
労

に
向

け
た

資
格

の
取

得
や

修
業

に
際

し
て

の
生

活
費

の
負

担
軽

減
等

に
よ

り
、

多
様

な
働

き
方

の
支

援
を

行
っ

て
い

く
。

　
相

談
事

業
に

つ
い

て
は

、
今

後
の

法
改

正
に

伴
う

養
育

費
や

親
子

交
流

等
に

係
る

新
た

な
仕

組
み

に
関

し
、

専
門

的
か

つ
法

的
な

対
応

・
相

談
先

の
情

報
提

供
と

し
て

東
京

都
や

国
（
こ

ど
も

家
庭

庁
）
の

支
援

セ
ン

タ
ー

の
他

、
区

に
お

い
て

は
、

区
民

相
談

室
の

弁
護

士
相

談
等

を
案

内
し

て
い

く
。

【
方

向
性

（
中

・
長

期
）
】

１
　

ひ
と

り
親

家
庭

の
経

済
的

自
立

の
促

進
　

手
当

の
支

給
や

医
療

費
助

成
の

他
、

困
難

を
抱

え
る

ひ
と

り
親

家
庭

の
経

済
的

自
立

を
支

援
し

、
貧

困
の

連
鎖

を
断

ち
切

る
た

め
、

就
職

に
有

利
な

資
格

の
取

得
や

よ
り

良
い

条
件

で
の

就
労

に
向

け
た

支
援

を
推

進
し

て
い

く
と

と
も

に
、

養
育

費
に

関
す

る
情

報
の

提
供

や
そ

の
取

り
決

め
・
確

保
に

関
す

る
支

援
を

行
っ

て
い

く
。

２
　

困
難

を
抱

え
る

世
帯

の
把

握
と

支
援

へ
の

接
続

　
窓

口
や

訪
問

等
に

よ
る

相
談

を
通

じ
、

困
り

ご
と

や
悩

み
事

を
把

握
し

、
個

々
の

ケ
ー

ス
に

適
し

た
支

援
制

度
の

紹
介

や
利

用
の

促
進

を
図

る
こ

と
で

、
困

難
を

抱
え

る
子

ど
も

・
家

庭
が

安
心

し
て

暮
ら

す
こ

と
が

で
き

る
環

境
づ

く
り

を
推

進
し

て
い

く
。

【
庁

内
評

価
委

員
会

の
評

価
】
（
２

次
評

価
）

評
価

結
果

全
体

評
価

反
映

結
果

・
反

映
状

況

S
T
E
P
2 S
T
E
P
3

S
T
E
P
4

S
T
E
P
1

評
価
中
止

評
価

対
象
外
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【ひとり親家庭総合支援事業】区民評価結果を受けた反映結果・反映状況 

 

【仕事に関する豆の木メール等情報発信数に関して、厚生労働省や東京都など

他官庁の情報を取ってくるだけでなく、「情報を創る」取り組みを】 

仕事に関する「情報を創る」取り組みとして、単に情報を発信するだけではな

く、当課の就労支援事業の利用者の体験談や実例を用いて、身近に「自分事」と

感じられる情報発信をしていく。 

 

【目標の設定方法について再検討（足立区内のひとり親世帯は 31，565 世帯あ

ることを踏まえると、目標としている相談件数970件という数値は適切なのか）】 

目標の設定方法についての再検討については、従来の正規雇用を前提とした

数値目標から、ひとり親家庭個々の事情や価値観、働き方の多様化、手当受給終

了による経済力低下の理解度や着手度など、複数の取り組みに応じた指標とし、

新たな基本計画における施策の方向性に沿ったかたちでの数値目標や成果指標

を設定する。 

また、相談件数の目標設定については、「生活の安定と自立を支援」という点

で「ひとり親家庭総合支援事業」と目的が同じである「児童扶養手当受給世帯数

（約 4,800）」を概ねの母数として目標値を設定していくが、今後は、ひとり親

世帯の困りごとが減り、相談ごとが減っていく社会になることを目指すべきだ

と考えるため、低減目標としていくことも検討していく。 

 

【相談後に気持ちが前向き・プラスになった人の割合について、アンケートの実

施など定量評価として適切な方法を検討】 

相談後に気持ちが前向き・プラスになった人の割合の定量評価については、現

状の窓口での相談員の主観による判断や単に満足度を聞くだけという方法では

なく、相談者の困りごとや背景が見え、支援の手掛かりや継続支援の判断材料と

なるツールとして位置づける窓口アンケートを実施し、定量評価として適切に

成果を把握していく。 

 

【ひとり親家庭向け就労支援事業を活用して正規就労につながった人数に関し

て、就労支援事業を活用している 190名に対して 14名とするとその数は少なく、

担当所管として何に取り組み、どのような成果を上げ、その要因をどのように分

析しているかを明示】 

正規就労の結果について、担当所管として何に取り組み、どのような成果を挙

げ、要因を分析しているかに関して、就労支援事業には主に、資格・技能の取得

を支援する「高等職業訓練（17 人利用）」「自立支援教育訓練（27 人利用）」と、
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就労の入門編となる「単発のセミナー(131 人参加)」がある。個別支援である前

者の資格・技能習得支援の修了者（計 29 人）は、正規就労は 14人（48.3％）で

あるが、非正規を含めた就労者は 27 人（93.1％）であり、それぞれの世帯の事

情に合った就労支援としての成果は十分にあったと考える。今後は、正規就労に

よる自立を目指す方へは従来の支援を継続するが、ひとり親の多様な働き方の

選択を受け入れ、パート就労や派遣就労、在宅就労などへの支援もできるようシ

フトしていく。 

 

【年々増加しているひとり親世帯の現状と課題の分析が十分でなく、対応がで

きているとは言い難いため、特に事業対象者の再検討と当事者の声の反映を】 

事業対象者の再検討については、すべてのひとり親世帯を対象にするのでは

なく、前述したとおり、「生活の安定と自立を支援」という点で「ひとり親家庭

総合支援事業」と目的が同じである「児童扶養手当受給世帯数（約 4,800）」を

対象者としていく。 

当事者の声の反映につては、現在実施している児童扶養手当受給者のうち孤

立の可能性のある世帯への支援ニーズ・困りごとアンケートを継続するととも

に、前述したように、相談者の困りごとや背景が見え、支援の手掛かりや継続支

援の判断材料となるツールとして位置づける窓口アンケートを実施し、当事者

の声をより一層反映した現状と課題の分析を行う。 

特に、子どもが成人を迎え手当受給終了による経済力低下の課題については、

当事者が早くから認識できるよう、当事者の声を聴きながらその対応策や事例

の周知に、これまで以上に力を入れる。 

 

【相談・就労支援・交流のいずれについても、利用者もしくは対象者の現状やニ

ーズを明らかにするために聴き取りを実施し、実現に向けた手立ての検討を】 

対象者の現状やニーズを明らかにするために聴き取りを実施し、実現に向け

た手立ての検討をすることについては、相談・就労支援・交流のいずれについて

も当事者の困りごとやニーズを聴くことから支援が始まることが多いため、引

き続き寄り添う姿勢での傾聴を重視した支援を継続していくが、「生活の安定と

自立支援」を目指した支援をするために必要な当事者の声を聴くことに、これま

で以上に力を入れる。特に、令和８年５月までに施行される共同親権を柱とした

民法等改正に関する生の声を聴いていくよう努めていく。 

 

【必要に応じて区独自の取り組みを計画すべく、他事業との連携・協働を】 

区独自の取り組みを計画すべく、他事業との連携・協働をすることについては、

フードパントリーや子ども食堂などとの連携を強化し、行政からの発信や制度

周知、現場での困りごとを聞く機会を設けるなど連携を開始する。 
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また、本事業の相談機能が「福祉まるごと相談課」の支援会議につながるよう

支援会議メンバーに加わり、子ども支援など複合化・複雑化した相談にも対応し

ていく。 

さらに、福祉まるごと相談課が就労準備支援を行っている「ジョブサポートあ

だち」や、女性の仕事と暮らしの応援講座などを行っている「多様性社会推進課」

と情報を共有し、イベントの企画や情報発信などでの連携・協働を図っていく。 
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